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序

　本書は県営経営体育成基盤整備事業にともなって発掘調査を実施した宮崎市佐土原町に所
在する古城第 2遺跡の発掘調査報告書です。
　古城第 2遺跡は、流域に西都原古墳群をはじめとした多くの遺跡が形成されている一ツ瀬
川を見下ろす微高地上に位置しています。現在は一面の水田地帯となっておりますが、宮崎
でも非常に重要な歴史的環境を有する地域のひとつです。
　古墳時代においては対岸の台地上に宮崎を代表する古墳群のひとつである祇園原古墳群が
広がり、古代においては日向国分寺に瓦を供給していた下村窯跡群が、本遺跡の南に所在す
る丘陵のすぐ反対側に位置しています。また中世においては宮崎平野中央部に勢威をふるっ
た伊東氏の拠点佐土原城が近接しています。
　これを反映するかのように、古城第 2遺跡の調査では古墳時代から古代にかけての多数の
住居や倉庫、中世の大型建物や井戸などが発見されました。宮崎の歴史を復元する上で、非
常に重要なデータを提供する遺跡と考えております。
　今年、宮崎市は市制 90 周年を迎えました。現代に生きる我々にとって、先人たちが築き上
げてきた歴史を振り返り、次なる 100 周年に向けて思いを新たにする一つの節目でもありま
す。我々が拠って立つ伝統や文化を育んできたはるかなる先人たちに思いを馳せ、その姿に
迫るために調査、整理を一つ一つ実施し、資料の蓄積、活用をおこなっていくことは、地域
の振興にもつながっていくものと考えております。
　最後に、調査の実施にあたりご理解とご協力をいただきました地元の皆様、宮崎県中部農
林振興局をはじめとする関係諸機関の皆様、そして発掘調査、整理作業に従事していただき
ました作業員の皆様に、文末ながら心より感謝申し上げます。

　　平成 27 年 3月

	 宮崎市教育委員会

	 教育長　二		見		俊		一

（九）



例　　言

1．本書は、経営体育成基盤整備事業天神川Ⅱ期地区に伴っておこなわれた、宮崎県宮崎市佐土原町
上田島に所在する天神川地区（宮ヶ迫遺跡、古城第 2遺跡）の埋蔵文化財発掘調査報告書である。
2．本業務は、宮崎市教育委員会が、宮崎県中部農林振興局から委託を受けて、平成 21 年度から実
施している。発掘調査は平成 22 年度で終了し、その後、室内整理作業を実施した。本書はこのう
ち古城第 2遺跡の調査成果を報告するものである。また宮ヶ迫遺跡の調査成果については、平成
25 年度に報告書を刊行している（宮崎市教育委員会編 2014 年『宮ヶ迫遺跡』宮崎市文化財調査
報告書第 100 集）。
3．調査組織は以下のとおりである。
　　調査主体　　宮崎市教育委員会

文化財課
総 括
事 務
調査担当

課 長
埋蔵文化財係長
主 査
主 任 技 師
技 師
嘱 託

〃

永井　淳生
富永　英典
松崎　留美
石村　友規
西嶋　剛広
島井　伸幸
鈴木　弘子

平成 21 年度（発掘調査）

文化財課
総 括
事 務

調査・整理担当

課 長
埋蔵文化財係長
主 事
主 査
主 任 技 師

〃
〃

技 師
嘱 託

〃
〃
〃
〃
〃

田村　泰彦
富永　英典
戸髙　佑輔
金丸　武司
秋成　雅博
石村　友規
竹中　克繁
西嶋　剛広
井上　誠二
今村　結記
川野　誠也
島井　伸幸
庄境　美紀
沼口　常子

平成 22 年度（発掘調査・整理作業）
文化財課
総 括
事 務
整理担当

田村　泰彦
島田　正浩
鳥枝　誠
秋成　雅博
石村　友規
竹中　克繁
西嶋　剛広
徳丸　理奈
沼口　常子

課 長
副主幹兼埋蔵文化財係長
主 査
主 任 技 師

〃
〃
〃

嘱 託
〃

平成 24 年度（整理作業）

文化財課
総 括
事 務
整理担当

課 長
埋蔵文化財係長
主 査
主 任 技 師

〃
〃
〃

嘱 託
〃

田村　泰彦
富永　英典
鳥枝　誠
秋成　雅博
石村　友規
竹中　克繁
西嶋　剛広
庄境　美紀
沼口　常子

平成 23 年度（整理作業）
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4．発掘調査・室内整理作業をおこなうにあたっての各調査区の担当は以下のとおりである。なお、
各調査区の場所は第 3図に示したとおりである。
　　　宮ヶ迫遺跡	 1 区：西嶋、島井
　　　※平成 25 年度	 2 区：石村、鈴木
　　　　報告書刊行済	 3 区：秋成、川野
　　　古城第 2遺跡	 1 区：石村、今村、川野、島井
　　　※本書報告	 2 区：竹中、井上
5．本書の編集は各担当者でおこなった。また各章毎の執筆者は以下のとおりである。
　　　第Ⅰ章：金丸　※『宮ヶ迫遺跡』宮崎市文化財調査報告書第 100 集	より再録、一部改編
　　　第Ⅱ章：石村
　　　第Ⅲ章：竹中
　　　第Ⅳ章：株式会社古環境研究所に委託
　　　第Ⅴ章：石村、竹中
6．掲載した図面は、発掘調査・整理作業ともに、各調査区担当が嘱託職員の協力を得ておこなった。
7．現場および遺物の写真撮影は、各調査区担当がおこなった。
8．本書で使用する方位記号は、すべて真北を指す。
9．本書で報告した古城第 2遺跡の発掘調査における出土遺物、実測図、撮影写真などは、すべて宮
崎市教育委員会で保管している。

文化財課
総 括
事 務
整理担当

課 長
副主幹兼埋蔵文化財係長
主 査
主 任 技 師

〃
〃
〃

嘱 託
〃

橋口　一也
島田　正浩
鳥枝　誠
秋成　雅博
石村　友規
竹中　克繁
西嶋　剛広
佐伯　美佐子
前田　美恵子

平成 25 年度（整理作業）
文化財課
総 括
事 務
整理担当

課 長
副主幹兼埋蔵文化財係長
主 任 主 事
主 査
主 任 技 師

〃
嘱 託

〃

橋口　一也
島田　正浩
谷口　広清
秋成　雅博
石村　友規
竹中　克繁
佐伯　美佐子
前田　美恵子

平成 26 年度（整理作業）
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第Ⅰ章　はじめに ※宮崎市教育委員会 2014 年『宮ヶ迫遺跡』宮崎市文化財調査報告書第 100 集より再録一部改編

第１節　遺跡の立地
　宮ヶ迫遺跡・古城第 2遺跡は、宮崎県の県央東端部にある宮崎市の北端部にあたる佐土原町上田
島に所在する。一帯は、宮崎県央部を深い谷を刻みながら流れる一ツ瀬川の下流域に属する。一ツ
瀬川の下流は、洪水の度に頻繁に流路を変えた結果形成された痕跡が確認されており、平野の両岸
には、宮崎層群と呼ばれる、開析谷の発達した砂泥主体の丘陵が広がる。宮崎層群による丘陵と平
野の中間には、侵食された砂泥の流下によって緩やかな傾斜面が形成される。この緩傾斜面は、近
世に佐土原の中心となった佐土原の城下町をはじめ、多くの遺跡が連なるように分布する。宮ヶ迫
遺跡と古城第 2遺跡も、その緩傾斜面に形成された遺跡であり、南側の丘陵から伸びた開析谷を流
れる小河川の両岸に形成される。東側が古城第 2遺跡、西側が宮ヶ迫遺跡である。

第２節　歴史的環境
　佐土原における旧石器時代の遺跡は、ナイフ形石器、角錐状石器等多くの石器群が出土した下屋
敷遺跡、上ノ原遺跡などが挙げられる。中でも船野遺跡（現南学原第 1遺跡など）は、昭和 45（1970）
年、別府大学が発掘調査をおこない、その際に出土した細石刃核を基に命名された「船野型細石刃核」
は、関東以西に分布する細石刃核の形態を示す名称となった。これら旧石器時代の遺跡は、西上那
珂を中心として丘陵部に分布する傾向にある。
　縄文時代においてもその立地の傾向に変化はないが、前半期は遺跡数や出土量に増加が認められ
る。草創期は隠山遺跡において爪形文土器が確認され、続く早期は、炉穴と集石遺構を多数検出し
た長薗原遺跡、別府原遺跡をはじめ、多数の遺跡が分布する。しかしアカホヤ火山灰降灰後は、中
期に上ノ原遺跡において船元式の良好な資料が出土する程度である。このような傾向は宮崎県全体
において共通する特徴だが、遺跡数が増加に転じる後期においても、遺跡が全く確認されない状況
となる。このように、縄文時代でも時期によって、遺跡数や出土量に大きな変化が認められる。
　弥生時代前期に該当する遺跡は佐土原町内では確認されていない。中期は、昭和 47（1972）年に
発掘調査され、宮崎の弥生中期の代表的な土器型式である「中溝式土器」の標識遺跡となった中溝
遺跡があるほか、紡錘車や「飛鳥」の線刻土器が採集され、平成 11（1999）年からおこなわれた発
掘調査で後期〜終末期の集落遺跡が確認された下那珂遺跡などがある。弥生時代の遺跡立地は平野
または平野に隣接した丘陵上に多く、縄文時代の遺跡立地とは大きく異なる。下那珂遺跡からは、
膨大な量の石包丁が出土しているが、これは水田稲作に伴うものであり、遺跡の立地の変化も、水
稲耕作の普及が影響したと考えられる。なお、町内における主要な弥生時代の遺跡は佐土原町東南
部の下那珂に集中する一方で、上田島は旧石器時代から弥生時代を通して遺跡数が少ない状況であ
り、出土量も希薄である。一ツ瀬川の対岸にあたる新富町の台地上では、弥生時代の遺跡が多数分
布しており、上田島は分布上空白地に近い。
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　古墳時代は、那珂村古墳、佐土原村古墳、広瀬村古墳と、古墳が町内に広く分布し、一ツ瀬川上
流の新富町、西都市にかけて各地に分布する一ツ瀬川流域の古墳群の一角を形成する。町内の古墳
群はいずれも横穴墓を主体とするが、広瀬村古墳は一部高塚古墳も含まれる。特に平地に立地する
広瀬村古墳 45 号は周堤らしき環状の高まりを伴っており、西都原古墳群 206 号墳（通称鬼の窟古
墳）同様終末期古墳の可能性がある。このほか、下田島の丘陵上に分布する土器田横穴群は、昭和
55（1980）年から度々調査がおこなわれ、県バイパス工事中に発見された東 1号からは、玄室の壁
面より動物や鳥、三角文などを描いた線刻画が確認されている。
　古代、佐土原には日向国に置かれた十六駅のうち当磨駅が置かれたとされ、その場所は宮ヶ迫遺
跡東側に近接する田島地区が推定されている。また、田島地区南側に広がる丘陵のうち南西には下
村窯跡という古代の窯跡が造営され、平成 3（1991）年からおこなわれた発掘調査によって、膨大
な量の瓦や須恵器による灰原を確認した。ここで製作された瓦は、西都の日向国分寺や日向国府跡
など、官営施設等へ運ばれたと考えられる。また詳細な位置は不明であるものの、本遺跡の付近に
は、平安後期に東禅寺と呼ばれる顕密仏教寺院が存在したとされる。このように、古代の上田島は、
一転して政治・宗教に関わる施設が存在したと伝えられる。一方、片瀬原遺跡からは古代の集落の
一部も確認されている。
　建長４（1252）年、伊東祐明は田島庄、富田庄、諸県庄の地頭として伊豆から佐土原に下向し田
島氏を名乗る。居を構えた場所は、現在の田島地区周辺と伝えられ、背後の丘陵上には田島氏の累
代墓と伝えられる石塔群（通称「曽我殿の墓」）が立地する。その後、南北朝の混乱の中、建武２（1335）
年に伊豆から伊東氏本宗家が下向し、都於郡に拠点を置く傍ら、次第に田島氏との対立を深め、下
向から約 100 年後、伊東氏は跡目争いに乗じて田島氏を滅ぼし、佐土原及びその周辺をほぼ掌中に
治めた。こうした苛烈な権力争いの一方で、この時代は田島氏や伊東氏により寺社仏閣の造営・修
造も盛んにおこなわれた。今も残る大光寺や巨田神社ばかりでなく、禅宗に宗派換えした東禅寺や、
西上那珂の平等寺、上田島の持福寺などの造営はこの頃と伝えられる。
　戦国時代、佐土原には多くの山城が造られた。那珂（諏訪）城は小規模ながら群郭式の構造を備
えた山城として知られるほか、西都市との境界付近には、丘陵の細尾根を利用して造られた山城で
ある平田迫城が発掘調査されている。なかでも佐土原における代表的な城は佐土原城である。本拠
である都於郡城と並んで伊東氏の重要拠点とされただけでなく、戦国時代後期は、佐土原城に隠居
した伊東義祐により、京を模した施設造営がおこなわれ、大いに栄えたと伝えられる。伊東氏が木
崎原の戦いで大敗し、豊後へ逃れた後は島津氏が入城し、九州北上の足がかりとなった。近年本丸
は発掘調査がおこなわれ、中世〜近世に建てられたとされる天守台をはじめ、柱穴などが検出され
たほか、麓の屋敷からは藩主の屋敷である大型の礎石建物や堀などが確認されている。中世におけ
る島津氏の支配は、豊臣秀吉による九州征伐後も続いたが、1600 年、関ケ原の戦いで主君が戦死し
たため、一時的に旗本領となる。
　江戸時代に入り、島津氏の分家が再び佐土原城に入り、西都東部、新富、住吉も含めて佐土原藩
となり、絵図面も残されており、佐土原城周辺には城下町も形成されていたことがわかっている。
平成 23（2011）年から発掘された佐土原城の発掘調査は、佐土原藩に使える家老や上級武士の屋敷
跡であったが、多くの建物のほか、井戸や便所、多くの陶磁器類や佐土原人形などが出土し、生活
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の様子を垣間見ることができる。
　近代に至り、明治２年（1869）、佐土原藩は戊辰戦争による増禄を契機に下那珂の広瀬に城を移
すことを決めたが、築城は明治維新の動乱の中、一年半で中止された。転城に付き従った武士の多
くも、西南戦争を経て各地に分散していった。上田島に存在した武家屋敷は、藩主の居館も含め多
くが水田や宅地になった。現在は通常の街並みが広がっているのみであるが、街路は近世の絵図面
とほぼ変わらぬまま残されており、城下町の面影を僅かに見ることができる。

第３節　調査の経緯
　県営経営体育成基盤整備事業は、次世代の担い手を育成する上で農業の収穫率向上を目的として
策定された事業である。その事業地の一つとして天神川地区が選ばれた。佐土原町教育委員会（当
時）は、平成 14 年 10 月 16 日から同年 12 月 24 日にかけて、計画区域全面の試掘調査を実施した。
その結果、平野部においては泥層の堆積を確認するのみであったが、田中工区にあたる宮ヶ迫遺跡・
古城第２遺跡の域内からは遺物包含層を確認した。このため、埋蔵文化財の取り扱いは同域内に絞っ
ておこなわれることとなった。
　市町村合併を経て、事業調整は宮崎市に引き継がれた。平成 21 年４月、宮ヶ迫遺跡に限定して確
認調査を実施した。その結果、全面的に埋蔵文化財が確認され、開発側との協議の結果、工事によ
り影響のある部分について発掘調査を実施した。これが本調査における 1区・2区である。面積は
1区が 3,800㎡、2区が 1,250㎡である。なお、1区について、調査が終了しなかった 700㎡の部分は、
平成 22 年度、引き続いて調査をおこなった。
　1区の調査、また道路新設に伴い県埋蔵文化財センターがおこなった発掘調査により、当初は調
査範囲に含めていなかった調査区の西側隣接地にも地形的つながりが確認されたことから、確認調
査をおこなったところ、埋蔵文化財が確認されたため、工事の影響がある部分について、平成 22 年
5月 19 日より発掘調査をおこなった。これが 3区である。面積は 1,620㎡である。
　古城第 2遺跡は、平成 21 年 11 月に確認調査を実施し、後世の削平を受けた部分を除いて埋蔵文
化財が全面的に確認されたことから、平成 22 年 5月より発掘調査を実施した。調査に当たっては道
を挟んで西側を 1区、東側を 2区とした。1区が 3,820㎡、2区が 1,480㎡である。調査は平成 22 年
11 月 7 日までおこなわれた。
　上記調査中、柱穴を中心として柱材の残存が確認された。他に検出された井戸の枠も確認された
ことから、それらについては保存処理をおこなうと共に、年代測定をおこなった。このほか、プラ
ントオパール等、調査に必要とされた分析を適宜おこなった。
　出土遺物についての室内整理作業は、調査が終了した平成 22 年度から実施した。
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第3図　宮ヶ迫遺跡・古城第2遺跡調査区位置図（S=１／３,000）
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第Ⅱ章　1 区の調査成果

第 1 節　調査成果の概要
　調査対象地は、調査以前は南から北へと緩やかに下る斜面地の斜面上方側を削平することによって平坦
面を造成し、水田が形成されていた。そのため平坦面の南側は北側よりも遺構の削平が激しく、深さが浅
い遺構は消失している状況であった。調査区は南北約 99ｍ、東西約 51ｍの範囲で、面積は約 3800㎡
である。
　遺跡の中心となる時期は、古墳時代後期から古代で、その他の遺構としては、古墳時代中期の竪穴住
居 1軒と少数の中世の遺構が確認されている。検出された主な遺構は、古墳時代から古代の竪穴住居
11 軒、掘立柱建物 23 棟、土坑 44 基、溝状遺構 34 条、多数のピット、中世の掘立柱建物 2棟、井戸
1基、土坑 1基、溝状遺構 3条、多数のピットである。
　古墳時代から古代の遺構の配置をみると、調査区の北西側は、8軒の竪穴住居、12 棟の掘立柱建物、
多数のピットと、建物が集中する区画となっており、調査区中央西側には大型の竪穴住居が 2軒ほぼ同じ
位置で建て替えをおこない配されている。また調査区中央東側には倉庫と想定される総柱の掘立柱建物が
集中するなど、時期を跨ぎ規則性をもって建物が配置されていたと考えられる。またこれらを区分するように、
溝状遺構2・3が配されている。前述の建物の中で注目されるものは、桁行が12ｍを超える、掘立柱建物9・
12、掘立柱建物 10、掘立柱建物 18と、1辺が約 9ｍの竪穴住居 1、竪穴住居 2である。
　中世の遺構では井戸が注目される。井戸は調査区の南側で検出され、井戸内からは、木製の井戸枠と
曲物の集水施設が検出された。中世のピットは古墳時代から古代のピットと比較すると、小径で埋土が黒
色を呈するため判別が比較的容易であるが、中世のピットも井戸がある調査区南側に集中する。

第 2 節　古墳時代から古代の遺構と遺物
第 1 項　竪穴住居
　竪穴住居は調査区内で 11 軒検出された。個別の詳述は後におこなうため、ここでは概要を述べておき
たい。まず、竪穴住居の平面形は、他の遺構による削平や一部が調査区外に広がるなど全形が明らかな
ものが少ないが、方形基調のものが中心となる。また台形に近い形状の住居が 1軒確認されている。次に
建物の規模であるが、床面積が 70㎡を超える竪穴建物 1・2から11㎡程度の竪穴住居 7まで幅が広い。
火処は 6軒において確認されており、内 5軒は土器埋設炉である。住居の規模と対比した場合、住居中
央を溝状遺構 6に切られる竪穴住居 6と、古墳時代中期に位置付けられる竪穴住居 3を除外すると、先
述の竪穴住居 7を含め、床面積が小さいものからは火処が確認されていないことがわかる。これらのことか
ら、床面積が小さい竪穴住居は居住施設ではなく、作業小屋等の役割をもった施設であった可能性が指
摘できる。古城第 2遺跡における床面積による境界は 15㎡程度と想定される。

竪穴住居 1（第 6・7図）　調査区の中央西側で検出された。大部分を竪穴住居 2に切られており、住居
西側と南側の縁辺部のみ残存していた。検出面の直上層は耕作土であり、上部が大きく削平を受けている
ため、残存深は 0.1 ｍに満たず、貼床とわずかな埋土が残存している状況であった。住居南東辺では壁体
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溝が検出された。住居北西寄りで、竪穴住居 2の貼床下から土器埋設炉が検出された。この土器埋設炉
を竪穴住居 1に帰属すると認定した理由は、竪穴住居 2の土器埋設炉とすると、住居の縁辺に寄り過ぎて
いる点と、竪穴住居 2の貼床下から検出されたためである。竪穴住居 2に切られている影響で、上部は
削平を受けており、土器埋設炉の下部と削平の際に散在したと見られる土師器甕片が貼床直下から検出さ
れた。土器埋設炉の掘方は浅いＵ字形で、埋設土器は掘方床面からやや浮いた位置に設置している。焼
土が集中する北西側から火を使用する頻度が高かった可能性がある。
　遺物は遺構の残存状況が良くなかったこともあり、出土量は多くない。1は土器埋設炉として使用されて
いた土師器鉢である。底部はわずかに上げ底になっており、口縁端部は外側につまみ出され、わずかに屈
曲する。2〜 5は土師器甕である。2、3の頸部は緩やかなくの字状を呈す。3は器壁を薄く仕上げている。
4は器壁が厚手で他とは異質である。5は頸部がくの字状を呈す。2、3と比較するとやや厚手で、頸部の
屈曲も緩慢である。6は土師器甑の把手である。環状を呈すると思われる。7は須恵器坏蓋である。天井
部が平坦な形状を呈す。8は須恵器高台付坏である。9は平瓦である。風化が著しいが、外面に格子タタキ、
内面に布痕跡が残る。本住居の時期は、土器埋設炉で使用されていた 1や、その周囲から出土した 2、3
から6世紀後葉から7世紀前葉、古墳時代後期後葉から終末期前葉と考えられる。その場合、7〜 9の
遺物の帰属が問題となるが、本住居は多数の 8世紀段階の古代ピットに切られていたことから、その遺物
が混入したと考えるのが妥当と思われる。

竪穴住居 2（第 6・8図）　調査区の中央西側、竪穴住居 1を切る形で検出された。位置、規模共に類似
することから、竪穴住居 1を建て替えたものと想定される。床面は竪穴住居 1よりわずかに深く、住居北西
側の一部では、地山黄褐色土を用いた貼床が施されていた。住居のほぼ中央に当たる位置で土器埋設炉
が検出された。土器埋設炉は一部を後世のピットにより撹乱されていたが、長軸約 1.5 ｍ、短軸約 1.3 ｍ
の浅い土坑に設置されていたことが明らかになった。通常の土器埋設炉の掘方の規模と比較するとかなり
大型であり、この掘り込みは土器埋設炉設置に伴う整地をおこなうための土坑と考えられる。土器埋設炉
から南西に0.3 ｍ程度の位置で、炭化物と焼土を埋土に含むピットが検出された。ピット埋土には焼土が
含まれるものの、ピット壁面に被熱痕跡が見られないことから、土器埋設炉の据え替え跡ではなく、使用時
に発生する炭化物などを一時的に片付けるためのピットと想定される。
　遺物は竪穴住居 1と同様、上部の削平が著しいため出土量は多くない。10は土師器高坏である。脚部
は短脚でハの字状に大きく開く器形である。11は土師器甕である。12は土師器壺である。底部は平底で
明瞭な肩部をもたず、頸部に向かって緩やかに窄まっていく器形である。13は須恵器高台付坏である。底
部から体部への屈曲位置が高台に近く、底径と口縁部径の差が小さい。本住居の時期は、土器埋設炉と
して使用されていた 12から6世紀後葉から7世紀前葉、古墳時代後期後葉から終末期前葉と考えられる。
竪穴住居 1との切りあい関係を鑑みると、この中でも新しい段階に位置付けられる可能性が高い。13の須
恵器に関しては、竪穴住居 1と同様に、古代ピットからの混入と思われる。

竪穴住居 3（第 9図）　調査区中央東寄りで溝状遺構 20に切られる形で検出された。削平が激しく、住居
の南側は掘り込みが失われていた。平面形は不明である。住居のやや東寄りの位置で据え置かれた土器
が押し潰されたような状況で出土した。わずかに掘り込みを設け土器を設置しているが、使用されていた土
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第6図　1区竪穴住居1・2実測図（S=1/60)、土器埋設炉実測図(S=1/20)

1: 灰黄褐色土 (Hue10Y5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック・炭化物少量含む。

2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR7/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土主体の貼床。

3: 褐灰色土 (Hue10Y5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。

4: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。

5: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。

6: にぶい黄褐色土 (Hue10YR7/4)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。

7: 灰黄褐色土 (Hue10Y4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物含まない。

8: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物含まない。

9: にぶい黄褐色土 (Hue10Y4/3)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。

10: 焼土層。

11: 炭化物層。

12: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。

13: 炭化物と焼土の混合層。

14: 炭化物層。

15: 灰褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。焼土・炭化物多量に含む。

16: 灰赤色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや弱く粘性弱い。砂混シルト。

17: 炭化物層。

18: 灰黄褐色 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物少量含む。土器埋設炉構築以前の埋め土。

      土器埋設炉の基底構築土。

19: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・焼土中量含む。

20: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山土ブロック・炭化物少量含む。
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0 10cm1:3

第7図　1区竪穴住居1出土遺物実測図(S=1/3)
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7

8

9

器が二重口縁壺で口縁部まで残存していたこと、炭化物は少量検出されたが焼土が検出されなかったこと
から土器埋設炉ではないと判断した。
　遺物は前述の二重口縁壺の他、わずかに残存した埋土から少量の遺物が出土した。14 〜 16は土師器
二重口縁壺である。底部平底で肩部の張りは緩い。体部外面は右上がりのタタキが施されている。17は
土師器壺である。頸部に貼り付け突帯が巡る。18、19は須恵器高台付坏である。本住居の時期であるが、
土師器と須恵器には大きな時期差がある。住居埋土がほとんど残っていなかったことから、帰属の判断が
難しいが、遺物のまとまりから土師器の時期、古墳時代中期後葉に位置付けたい。

竪穴住居4（第10図）　調査区のほぼ中央で検出された。土坑4、溝状遺構6に切られている。削平が激しく、
わずかに埋土が残存している状況であり、北西側は角が失われている。住居内から2基の土器埋設炉が
検出された。両者は近接する位置にあることや、レベル差があることから、より低い位置にある土器埋設炉
2が先行し、それを埋め戻し土器埋設炉 1を設置したと想定される。土器埋設炉 1は埋設土器よりもやや
大きめの平面楕円形、断面Ｕ字形の掘方に、底部と頸部から上を打ち欠いた土師器甕を設置している。こ
こまでは通常の土器埋設炉の構築方法であるが、本土器埋設炉では、打ち欠いた甕底部の穴を塞ぐように、
須恵器坏蓋が逆さまにした状態で据え置かれていた。埋設土器の底部を打ち欠く行為は、安定した状態で
設置するためのものと考えられ、その穴を塞ぐことに使用上の利点は見出しがたい。埋設土器内部下層に
は炭化物層が形成されているが、焼土は含まれていない。一方、埋設土器の周囲には南側に偏る形で多
量の焼土が検出された。このことから、埋設土器の南側を中心に、火の使用がなされたと想定される。土
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0 10cm1:3

第8図　1区竪穴住居2出土遺物実測図(S=1/3)

10

11

12

13

器埋設炉 2は土師器甕の胴部付近を利用した土器埋設炉である。掘方は埋設土器の大きさとほぼ同一で
ある。土器埋設炉 1と異なり、埋設土器の底部を閉塞していない。また、埋設土器内部からは顕著な炭化
物は確認されなかった。
　遺物は遺構の残存状況が悪かったため、埋設土器以外はほとんど出土しなかった。20は土師器皿底部
である。21は土師器甕で、土器埋設炉 1の埋設土器である。22は須恵器坏蓋で、土器埋設炉 1の埋設
土器底部を閉塞していたものである。本住居の時期は、22の須恵器坏蓋から8世紀中葉に位置付けられる。

竪穴住居 5（第 11 ～ 13 図）　調査区の中央やや西寄りで検出された。溝状遺構 5、6に切られている。
他の住居と同様、上部は大きく削平を受けており残存深は 0.1 ｍ程度である。平面形は不明である。住居
北側壁にカマドが設置されている。カマド本体は灰白色の粘土で構築されており、袖部の火床面側は強い
被熱により赤化している。カマドは火床面が住居壁内側に存在する。削平のため煙道の構造は不明である。
カマドの構築方法は、住居床面に貼床を施し、その上部に灰白色の粘土を用いてカマド本体を構築してい
る。カマド土坑 1、2は燃料を置くための窪みと想定され、カマド土坑 3は掻き出した灰などを一時的に置
くための土坑と想定される。またカマド内では土製支脚が設置されたままの状態で検出された。支脚は浅
い掘方にカマド本体と同じ粘土を充填し、そこに立て置かれていた。支脚の底部は掘方床面まで達しておら
ず、粘土内に収まっている。
　遺物はカマド火床面やカマド周辺を中心に出土した。23、24は土師器坏である。25は土師器高坏である。
口縁部、脚部を欠損しているがワイングラス状の形態と思われる。26 〜 28は土師器甕である。26、27は
頸部がくの字状に屈曲し、口縁端部に向けさらに外反する。28は底部に木葉圧痕が残る。29は土師器甑
把手である。30は土師器支脚である。長さ調整のためか、上部が欠損している。31、32は須恵器坏蓋
である。33は須恵器坏身、34は須恵器高台付坏である。35は須恵器短頸壺、36は須恵器長頸壺、37
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第9図　1区竪穴住居3実測図(S=1/60)、埋設土器実測図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)

1 122 3 4

1

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック・炭化物少量含む。

2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。鉄分を粒子状に微量に含む。

3: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。

4: オリーブ褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや弱く粘性やや強い。シルト。
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第10図　1区竪穴住居4実測図(S=1/60)、土器埋設炉実測図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)

1: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。褐灰色土 (Hue10YR6/1) 小ブロックを多量に含む。

2: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土ブロック。

3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR6/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土に 1が混ざる。

4: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。炭化物・焼土多量に含む。

5: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。4と同質だが炭化物・焼土を含まない。

6: 灰黄褐色土 (10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山明黄褐色土ブロック少量含む。

7: 黒色土 (Hue10YR1.7/1)　締り粘性共にやや強い。砂混シルト。炭化物層。

8: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。焼土多量に含む。

9: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・焼土少量含む。

10: 黒褐色土 (Hue10YR2/2)　締りやや弱く粘性やや強い。シルト。炭化物層。
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第10図　1区竪穴住居4実測図(S=1/60)、土器埋設炉実測図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)

1: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。褐灰色土 (Hue10YR6/1) 小ブロックを多量に含む。

2: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土ブロック。

3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR6/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土に 1が混ざる。

4: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。炭化物・焼土多量に含む。

5: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。4と同質だが炭化物・焼土を含まない。

6: 灰黄褐色土 (10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山明黄褐色土ブロック少量含む。

7: 黒色土 (Hue10YR1.7/1)　締り粘性共にやや強い。砂混シルト。炭化物層。

8: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。焼土多量に含む。

9: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・焼土少量含む。

10: 黒褐色土 (Hue10YR2/2)　締りやや弱く粘性やや強い。シルト。炭化物層。
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第11図　1区竪穴住居5実測図(S=1/60)

1: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。炭化物粒含む。

2: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。灰色土地山土ブロックを少量含む。

3: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性やや弱い。シルト。炭化物粒を微量に含む。

4: にぶい黄褐色土 (Hue10YR7/2)　締り強く粘性弱い。シルト。黄褐色地山土小ブロック少量含む。

11

3
3

4

1

4

3

2a a’

a a’

b

b’

b’

b

は須恵器甕である。本住居の時期は、出土遺物の時期に幅があるが、カマド火床面やその周辺から出土
した土器を重視すると７世紀中葉、古墳時代終末期中葉に位置付けられる。

竪穴住居 6（第 14 図）　調査区の北側ほぼ中央で検出された。住居の対角線上を溝状遺構 6に切られて
いる上に、上部の削平も著しく、掘方がわずかに残存しているような状況であった。平面形は方形基調で、
貼床は施されていなかった。
　遺物はわずかに残存した埋土内から少量の土師器片が出土したが、図化に耐え得るものではなかった。
本住居の時期は遺物から比定することは困難であるが、住居主軸から推定すると古墳時代後期から終末期
段階と思われる。

竪穴住居 7（第 15 図）　調査区の北端中央で検出された。住居中央を溝状遺構 6によって南北方向に切
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第12図　1区竪穴住居5カマド実測図(S=1/20)

1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR7/2)　締り強く粘性弱い。シルト。黄褐色地山土小ブロック少量含む。

2: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性やや弱い。シルト。炭化物粒を微量に含む。

3: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。焼土小ブロック、炭化物少量含む。

4: 灰黄色土 (Hue7.5YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。シルト。焼土小ブロック含む。

5: 灰白色土 (Hue2.5Y8/2)　締りやや強く粘性やや弱い。粘土。カマド天井崩落土。

6: 明赤褐色土 (Hue5YR5/8)　締り強く粘性やや弱い。粘土。カマド天井崩落土。

7: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。炭化物を多量に含む。

8: 明赤褐色土 (Hue5YR5/8)　締り強く粘性やや弱い。粘土。支脚押さえ粘土。

9: 灰白色土 (Hue2.5Y8/2)　締り強く粘性やや弱い。粘土。支脚押さえ粘土。

10: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。焼土ブロックを多量、炭化物少量含む。カマド土坑 1埋土。

11: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。カマド土坑 1埋土。

12: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山土小ブロック含む。カマド土坑 1埋土。

13: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。焼土小ブロックを微量、炭化物少量含む。カマド土坑 2埋土。

14: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山小ブロック・炭化物少量、焼土小ブロック微量に含む。

15: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山土小ブロック含む。

16: 灰白色土 (Hue2.5Y8/2)　締り強く粘性やや弱い。粘土。カマド袖粘土。

17: 明赤褐色土 (Hue5YR5/8)　締り強く粘性やや弱い。粘土。カマド袖粘土。

18: 明赤褐色土 (Hue5YR5/8)　締り強く粘性やや弱い。粘土。貼床の被熱部分。

19: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山ブロック多量に含む。貼床。
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第13図　1区竪穴住居5出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3
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られている。平面形は方形基調で、主柱穴は2本である。上部の削平が著しく、残存深は0.1ｍ程度である。
住居の中央が失われているため断定はできないが、主柱穴の位置を鑑みると、柱穴間の狭さから火処を有
さない可能性が高い。また規模も床面積が約 11㎡と小型なため、作業小屋のような非居住施設であった
可能性が高い。
　遺物は少量であるが 1、2 層を中心に出土している。38は土師器高坏である。接合部分から剥離し、
脚部を欠損している。坏部は半球形を呈し、口縁部に向かってわずかに外反する。本住居の時期は、出
土した高坏が坏部のみであることから判然としないが、7世紀中葉、古墳時代終末期中葉に位置付けられる。
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第14図　1区竪穴住居6実測図(S=1/60)

竪穴住居 8（第 16 図）　調査区
北側の東端で検出された。住居
の約 3 分の 2は調査区外に広
がっている。上部は大きく削平さ
れているが、残存深が約 0.2 ｍ
と当遺跡の他の住居と比較する
と残りが良い。調査区内におい
ては主柱穴が 1本のみ確認され
ているが、その配置をみると4本
であった可能性が高い。
　遺物は少量であるが出土して
いる。39は土師器甕である。底
部は幅広の平底で木葉圧痕が残
されている。器壁は薄手で底部
から胴部への屈曲は垂直に近く
立ち上がる。本住居の時期は 39
の土師器甕が底部付近のみであ
り、判然としないが 7世紀前葉、
古墳時代終末期前葉と想定され
る。

竪穴住居 9（第 17 図）　調査区の中央やや北寄りで検出された。土坑 10、24、溝状遺構 6、18、19に
切られている。平面形は南東壁が失われているが、やや歪な方形になると思われる。上部は他の住居と同
様に大きく削平されており、検出時に貼床が確認される状況であった。住居のほぼ中央に土器埋設炉が設
置されていた。土器埋設炉の掘方は平面円形、断面Ｕ字形で、規模は埋設土器とほぼ同じ大きさである。
また土器埋設炉の南西側に近接する位置から炭化物、焼土を多量に含むピットが検出された。ピット壁面
も被熱により赤化していたことから、土器埋設炉を据え替えた痕跡と考えられる。この旧土器埋設炉の掘方
の平面はやや歪な円形、断面はＵ字形で、規模も新土器埋設炉と近しい。掘方底面には多量の炭化物が
堆積していたことから、使用後に埋設土器を抜き取り、周囲の炭化物を入れ廃棄したと想定される。
　遺物は前述のとおり、貼床のみが残存している状況であったため、埋設土器を除くと非常に少量であった。
40は埋設土器として使用されていた土師器甕である。円盤状の非常に充実した底部を有し、外底面に木
葉圧痕が残る。底部から胴部へは横方向に大きく開いた後、強く屈曲し立ち上がる。外面は粗い工具ナデ
で仕上げられている。本住居の時期は、埋設土器である40が鍵となる。やや特異な形態であるため位置
付け困難であるが、住居主軸方向を加味すると、古墳時代後期後葉から終末期の時期幅に収まるものと
想定される。

竪穴住居 10（第 18 図）　調査区の中央やや北寄り、竪穴住居 9の北に近接する位置で検出された。溝状

− 22 −



遺構 6、18に切られている。平面形は南東部を溝状遺構 6に切られているため全容は不明であるが、方
形基調の住居と考えられる。主柱穴は4本である。上部は大きく削平されており、残存深は0.1ｍに満たない。
　遺物は住居貼床の上面からわずかに出土した。41は土師器坏である。平底の底部に、やや外反しなが
ら立ち上がる体部を有する。42は須恵器甕である。外面は格子タタキが施されている。本住居は出土した
遺物が小片のため時期が判然としない。住居の主軸方向を重視すると、古墳時代後期後葉から終末期の
範囲に収まると想定される。

竪穴住居 11（第 19・20 図）　調査区の南側中央付近で検出された。掘立柱建物 23、土坑 19に切られ、
溝状遺構 31を切る。平面形は台形状で、南西側を除く壁際から壁体溝が検出された。主柱穴は 4本であ
るが、主柱穴の配置も台形状に歪んでいる。上部は耕作によって削平を受けており、残存深は 0.1 ｍ程度
である。住居のほぼ中央から土器埋設炉が検出された。掘方の形状は平面楕円形、断面擂鉢状で、埋
設土器よりもやや大きめに掘られる。埋設土器内部の堆積土は、最下層が炭化物層となっており、竪穴住
居 4の土器埋設炉 1と同様の状況である。ただし、本住居の埋設土器は底部を打ち欠かないまま使用し
ている点や、掘方の形状も異なる。最下層に炭化物が堆積する場合は、廃棄の方法によって生じた可能
性が高い。土器埋設炉の南西に近接する位置からは炭化物と焼土からなるピットが検出された。ピットの深
さは浅く、土器埋設炉の据え替え痕跡とは考えられないため、土器埋設炉の使用によって発生した炭など
を片付けるためのピットと考えられる。
　遺物は埋設土器に加え少量ながら出土している。43は埋設土器として使用していた土師器甕である。底
部は平底で、外底面に木葉圧痕が残る。口縁部が打ち欠かれているため判然としないが、頸部の屈曲が

8.40m

2m0 1:60

1: 黒褐色土 (Hue10Y3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

　炭化物含む。

2: 黒褐色土 (Hue10Y3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

　炭化物・礫含む。

3: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

　黄褐色地山土小ブロック中量含む。

4: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

　黄褐色地山土小ブロック・礫含む。

5: 黒褐色土 (Hue10Y3/1)　締りやや弱く粘性やや強い。砂混シルト。

　黄褐色地山土がマーブル状に混ざる。

0 10cm1:3

第15図　1区竪穴住居7実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)
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住居 柱穴

第16図　1区竪穴住居8実測図(S=1/60)、柱穴実測図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)

1: 褐灰色土 (Hue10Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。

2: 褐灰色土 (Hue10Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。

3: 褐灰色土 (Hue10Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。

4: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色地山土混ざる。

5: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック、炭化物微量に含む。

6: 灰黄色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック中量含む。

7: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。

8: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。

9: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。
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39

緩い形態と思われる。44は土師器壺である。肩部から胴部において強く屈曲する形状である。45は須恵
器坏身である。偏平な器形で口縁部はやや内斜しつつ低く立ち上がる。46は敲石である。短側縁に顕著
な敲打痕がみられる。本住居の時期は、43の土師器甕や 45の須恵器坏身の年代観から6世紀末から7
世紀前葉、古墳時代後期末から終末期前葉に位置付けられる。

第 2 項　掘立柱建物
　本調査区では、古墳時代から古代に位置付けられる掘立柱建物が 23 棟検出された。その分布をみる
と、調査区の北西側と中央東側に集中することが分かる。またその中でも、北西部には桁行が非常に長い
掘立柱建物が配置され、中央東側には総柱の掘立柱建物が配置される点から、計画的に建物配置がなさ
れていたと考えられる。桁行が 12ｍを超える掘立柱建物は、掘立柱建物 9・12、掘立柱建物 10、掘立
柱建物 18の 3棟がある。それぞれ 9間× 2間、７間× 2間、9間× 2間と、桁行に比して梁行は小さく、
非常に細長い形態となっている。その形態から特殊な用途が想定されるが、その内容に関しては判然としな
い。ただし、後述する遺跡全体の性格から推定すると、須恵器、瓦の製作に関する建物の可能性がある。
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土器埋設炉

1: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。

　地山黄褐色土ブロック含む。

2: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　黒褐色土ブロック含む。

3: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　炭化物・土器細片を微量に含む。

4: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　炭化物・土器細片を微量に含む。3に比べ茶色がかる。

5: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山黄褐色土小ブロック多量に含む。土器埋設炉掘方埋土。

6: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　炭化物微量に含む。

7: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山黄褐色土小ブロック多量に、炭化物微量に含む。

8: 黒色土 (Hue10YR1.7/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。

　炭化物層。焼土・地山黄褐色土小ブロック微量に含む。

＊6～ 8は据替前の土器埋設炉痕跡

第17図　1区竪穴住居9実測図(S=1/60)、土器埋設炉実測図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)
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　炭化物微量に含む。

7: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山黄褐色土小ブロック多量に、炭化物微量に含む。

8: 黒色土 (Hue10YR1.7/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。

　炭化物層。焼土・地山黄褐色土小ブロック微量に含む。

＊6～ 8は据替前の土器埋設炉痕跡

第17図　1区竪穴住居9実測図(S=1/60)、土器埋設炉実測図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)
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8.80m

2m0 1:60

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土と互いにブロック状に混ざる。住居貼床。

1

第18図　1区竪穴住居10実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3

41

42

倉庫と想定される総柱の掘立柱建物は 5棟検出されている。内 1棟は 3間× 2間、3棟は 2間× 2間、
残る1棟は建物の一部が調査区外に広がるため不明である。

掘立柱建物1（第21図）　調査区の中央東側で検出された桁行3間、梁行2間の総柱の掘立柱建物である。
他の総柱建物と比較すると、桁行が 1間多く規模が大きい。土坑 1に切られる。柱穴の平面形は円形基
調で、規模は径0.6ｍから1.0ｍとばらつきがみられるが、総じて他の掘立柱建物と比較すると規模が大きい。
また検出面からの深さも深いものでは 1.0 ｍ、浅いものでも0.6 ｍと深い。柱穴の断面形状は、素掘りの
ものと二段掘りのものが混在する。柱痕が確認されたものをみると、柱の直径は 0.2 ｍから0.3 ｍ程度と思
われる。土層の堆積状況から、柱を抜き取ったものと、柱上部を切断するなど処理をした後、そのまま残さ
れたと想定される2者が確認される。桁方向の柱間隔は 2.2 〜 1.85 ｍ、梁方向の柱間隔は 1.75 〜 1.4
ｍである。
　遺物は細片が中心であるが、掘立柱建物としては出土量が多い。47は須恵器坏蓋である。口縁端部が
三角形状を呈す。48は須恵器坏である。49は土師器甕である。50は須恵器甕である。掘立柱建物 1の
時期は、47の須恵器坏蓋から8世紀中葉、もしくは柱穴出土遺物という性格上、そこからやや遅れる時
期に位置付けられる。

掘立柱建物 2（第 22・23 図）　調査区の中央やや西側で検出された、2間× 2間の掘立柱建物である。
柱穴の平面形は円形基調で、径 0.8 ｍ前後と他の掘立柱建物と比較すると大きい。柱穴の深さは平面規
模のわりに浅く、検出面からの深さは深いものでも0.4 ｍ程度である。また柱穴の配置も2間× 2間と小
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1: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。

    地山黄褐色土ブロック・炭化物少量含む。

2: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

3: にぶい黄褐色土 (Hue10Y6/3)　締りやや強く粘性やや強い。

    砂混シルト。炭化物中量、地山黄褐色土ブロック少量含む。

4: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

    黄褐色地山土混ざる。

5: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

   炭化物中量含む。

6: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

    地山黄褐色土小ブロック中量含む。

7: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

8: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

    地山土による埋め土。地山よりも粘性が強い。

9: 黄褐色土 (Hue2.5Y5/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

10: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。

      砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。

11:灰黄褐色土(Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土ブロック含まない。

12:炭化物層。

13:灰黄褐色土(Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。

14:灰黄褐色土(Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。

15:14に炭化物・焼土粒中量混じる。

16:褐灰色土(Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性強い。シルト。

17:明黄褐色土(Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・焼土粒少量混じる。

18:炭化物・焼土層。

第19図　1区竪穴住居11実測図(S=1/60)、土器埋設炉実測図(S=1/20)
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第20図　1区竪穴住居11出土遺物実測図(S=1/3・S=1/2)

0 10cm1:3

10cm0 1:2

土器

石器43

44
45

46

規模である上に、南東側は 1間となっており異質な建物である。土層堆積状況をみると、南東角の柱穴以
外は柱が抜き取られた様相を呈する。柱の直径は南東角柱穴から0.25 ｍ程度と推定される。桁方向の柱
穴間は 2.3 〜 2.2 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.4 〜 1.2 ｍを測る。遺物は掘立柱建物の柱穴という性格上少
量であったが、1点図化することができた。51は須恵器高台付坏である。高台は断面逆三角形状で底部
から体部への屈曲は緩やかである。本遺構の時期は、この須恵器から8世紀中葉から後半と考えられる。

掘立柱建物 3（第 24・25 図）　調査区の中央東側で検出された、2間× 2間の総柱の掘立柱建物である。
掘立柱建物 17を切る。柱穴の平面形は円形基調であるが歪なものが多く、径は 0.75 〜 0.5 ｍである。
検出面からの深さは 0.65 ｍから0.15 ｍとばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと段掘りを呈すものが
混在する。南北方向の柱穴間は 1.7 〜 1.6 ｍ、東西方向の柱穴間が 1.5 〜 1.3 ｍであり、南北方向が桁
となる。遺物は総柱中央の柱穴から52の須恵器壺が出土した。底部はやや丸みを帯びた平底で胴部の
中位よりやや上方に最大径をもつ。本遺構の時期は 52の須恵器壺が鍵となるが、出土した柱穴の土層堆
積状況をみると、柱を抜き取った後に堆積した土からの出土と考えられることから、一定の時期幅を有する。
52はその形態から8世紀後半と想定され、掘立柱建物 3はそれを前後する時期と考えられる。

掘立柱建物 4（第 26 図）　調査区中央東側で検出された 3間× 2間の掘立柱建物である。掘立柱建物 5
に切られる。柱穴の平面形は不整円形で、径は 0.85 〜 0.6 ｍである。検出面からの深さも0.6 〜 0.2 ｍ
とばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。土層堆積状況をみると、柱の抜
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第21図　1区掘立柱建物1実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)
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1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物少量含む。

2: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物少量含む。

3:2 層ににぶい黄褐色地山土 (Hue10YR5/4) 多量に混じる。

4: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック中量含む。

5:4 層より地山ブロックが多く炭化物を中量含む。

6: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。

7: にぶい黄褐色地山土 (Hue10YR5/4) による埋め土。本来の地山土より僅かに色調が暗い。

8: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック中量含む。

9: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土ブロック微量に含む。

10:9 層に地山黄褐色土ブロック多量に混ざる。

11: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。

12: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。

13: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック微量に含む。

14: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。

15: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。

16: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック・炭化物少量含む。

17: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック微量に含む。

18: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。砂質土。灰白砂質土混ざる。

19: にぶい黄褐色地山土 (Hue10YR5/4) に微量に 1層が混ざる。
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1: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。径 3～ 5cm程度の礫含む。
4: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
5: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
6: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
7: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
8: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
9: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
10: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
11: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
12: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土主体土。黒褐色土小ブロック少量含む。
13: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。炭化物を微量に含む。
14: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
15: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
16: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土主体土。黒褐色土小ブロック微量に含む。
17: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
18: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土主体土。黒褐色土小ブロック微量に含む。
19: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック・黒色土小ブロック微量に含む。
20: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
21: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック中量、炭化物微量に含む。
22: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。黒褐色土ブロック含む。
23: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
24: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
25: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
26: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
27: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
28: 灰褐色土 (Hue5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
29: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
30: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。柱設置以前の整地層。
31: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
32: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
33: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。柱痕。
34: 黄灰色土 (Hue2.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。

第22図　1区掘立柱建物2実測図(S=1/60)
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第23図　1区掘立柱建物2出土遺物実測図(S=1/3)

51

0 10cm1:3

取りはおこなわれなかったようである。柱痕から柱の
直径は 0.2 ｍ程度と想定される。桁方向の柱穴間は
1.95 〜 1.8 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.65 〜 1.55 ｍで
ある。
　遺物は少量であるが出土した。53は土師器高坏で
ある。坏部を欠損する。脚部は低くハの字状に大きく
開く。54は須恵器高台付坏である。底部から体部へ

の屈曲位置は高台よりも幾分外方に位置する。本遺構の時期は 54から8世紀前半に位置付けられる。

掘立柱建物 5（第 27 図）　調査区中央東側で検出された 5間× 3間の掘立柱建物である。掘立柱建物 4
を切る。柱穴の平面形は不整円形で、径は 0.65 〜 0.35 ｍを測る。検出面からの深さは 0.6 〜 0.15 ｍと
ばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。土層堆積状況から柱を抜き取られ
たものとそのまま残されたものが存在する。柱痕から柱の直径は 0.2 ｍ程度と想定される。桁方向の柱穴
間は 1.65 〜 1.4 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.5 〜 1.4 ｍである。
　遺物は少量の土師器片が出土したが、図化に耐え得るものではなかった。本遺構の時期は、図化可能
な遺物がなかったため時期比定が困難であるが、掘立柱建物 4を切ることから8世紀前半以降と想定され
る。

掘立柱建物 6（第 28 図）　調査区中央東端で検出された。一部が調査区外に広がっているが、総柱の掘
立柱建物と想定される。柱穴の平面形は不整円形で、径は0.65〜 0.55ｍを測る。検出面からの深さは0.4
〜 0.2 ｍとばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。土層堆積状況をみると
柱を抜き取られたものとそのまま残されたものが存在する。柱痕から柱の直径は 0.2 ｍ程度と想定される。
南北方向の柱穴間は 1.4 〜 1.3 ｍ、東西方向の柱穴間は 1.55 〜 1.3 ｍである。
　遺物が出土しなかったため、時期比定は困難であるが、周辺の掘立柱建物の状況から古墳時代終末期
から古代と想定される。

掘立柱建物 7（第 29 図）　調査区北端中央付近で検出された 3間× 2間の掘立柱建物である。柱穴の平
面形は不整円形で、径は 0.7 〜 0.45 ｍを測る。検出面からの深さは 0.5 〜 0.15 ｍとばらつきがあり、断
面形状は素掘りのものが中心で、わずかに二段掘りの様相を呈するものが存在する。土層堆積状況から柱
の抜き取りはおこなわれていないことが分かる。桁方向の柱穴間は 1.6 〜 1.3 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.65
〜 1.4 ｍである。遺物は少量であるが土師器片、須恵器片が出土している。55は須恵器坏身、56は須
恵器坏である。
　55は口縁部がやや内斜しながら短く立ち上がる。56は体部が口縁部に向かい緩やかに外反する。57
は須恵器埦である。58は須恵器壺である。本遺構の時期は、55のように古墳時代終末期の遺物も含むが、
57、58から8世紀後半〜 9世紀前半と想定される。

掘立柱建物 8（第 30・31 図）　調査区の北端中央付近、掘立柱建物 7の南に近接する位置で検出された
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1: 暗褐色土 (Hue10YR3/4)　締り強く粘性やや弱い。シルト。炭化物少量、地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。炭化物微量に含む。
3: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。炭化物微量、地山黄褐色土小ブロック中量含む。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土混ざる。
5: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土混ざる。
6: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締りやや強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
7: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土・黒色粘土小ブロック少量含む。
8: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土混ざる。
9: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
10: 暗褐色土 (Hue10YR3/4)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
11: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
12: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
13: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
14:にぶい黄褐色土(Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量、炭化物微量に含む。
15: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
16: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
17: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性強い。砂混シルト。地山黄褐色土混ざる。
18: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
19: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
20: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土少量含む。
20’ :20 に地山黄褐色土小ブロック中量含む。
21: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
22: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土が多量に混ざる。
23: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
24: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
25: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。23・24層の小ブロック少量含む。
26: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
27: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。地山土主体。
28: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
29: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
30: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
31: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
32: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
33: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土中量混ざる。
34: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

第24図　1区掘立柱建物3実測図(S=1/60)
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第25図　1区掘立柱建物3出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3

52

3 間× 2 間の掘立柱建物である。竪穴住居 6、溝状
遺構 14を切る。柱穴の平面形は不整形で、径は 0.75
〜 0.45 ｍを測る。検出面からの深さは 0.45 〜 0.1 ｍ
であり、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが
混在する。土層の堆積状況から柱の抜き取りはおこな
われていないことが分かる。桁方向の柱穴間は 2.25
〜 1.45 ｍ、梁方向の柱穴間は 2.3 〜 1.5 ｍと柱の配
置が不規則であり、粗雑な造りである。
　遺物は少量であるが土師器片、須恵器片が出土し
ている。59は土師器甕口縁部である。内面に粘土紐
接合痕が残る。60、61は須恵器坏身である。60は
器高が低くなり、口縁部は内斜しながら低く立ち上が

る。61は受部から口縁部しか残存していないが、60と同様に口縁部は内斜しながら低く立ち上がる。本遺
構の時期は、60、61の須恵器から6世紀末から7世紀前葉、古墳時代後期末から終末期前葉に位置付
けられる。

掘立柱建物 9・12（第 32・33 図）　調査区北西側で検出された 9間× 2間の掘立柱建物である。現地で
は独立した掘立柱建物として認識していたが、整理作業をおこなう過程で、他にも桁方向が長い掘立柱建
物を確認したことから、一連の建物となる見解に至った。柱穴の平面形は不正円形で、径は 0.6 〜 0.4 ｍ
を測る。検出面からの深さは 0.6 〜 0.15 ｍとばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが
混在する。桁方向の柱穴間は 1.8 〜 1.5 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.75 〜 1.45 ｍとなっている。
　遺物は少量であるが出土している。62は須恵器壺である。胴部中央付近で強く屈曲し算盤玉状の形態
を呈す。63は須恵器短頸壺である。本遺構の時期は 62、63の須恵器から7世紀後葉から8世紀前葉に
位置付けられる。

掘立柱建物 10（第 34・35 図）　調査区の北側中央付近で検出された 7間× 2間の掘立柱建物である。
竪穴住居 6、土坑 40、溝状遺構 14を切り、溝状遺構 6に切られる。柱穴の平面形は不整円形で、径は 0.7
〜 0.45 ｍを測る。検出面からの深さは 0.6 〜 0.15 ｍとばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと二段掘
りのものが混在する。土層堆積状況をみると一部の柱のみ抜き取り痕跡が確認される。柱痕から柱の直径
は 0.15 ｍ程度と想定される。桁方向の柱穴間は 2.0 〜 1.5 ｍ、梁方向は 2.35 〜 1.8 ｍである。
　遺物は少量であるが、土師器片、須恵器片が出土している。64、65は土製支脚である。64は上部を
欠損している。65はほぼ完形で土器底部を受けることになる上部がやや窪む形状となっている。本来は竪
穴住居 6に帰属するものであろうか。66は須恵器高台付坏である。焼成時に焼き歪んでいる。67は須恵
器甕である。外面は平行タタキ、内面には当て具痕がみられる。本遺構出土遺物の時期は 66の須恵器
高台付坏が鍵となる。底部付近のみの破片のため、時期は判然としないが、概ね 8世紀中葉に位置付け
られる。
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第26図　1区掘立柱建物4実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

54
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1: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物微量に含む。柱痕。
2: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
3: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
4: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
5: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
6: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
7: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。SB4 を切るピットの埋土。
8: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。SB4 を切るピットの埋土。
9:灰色土(Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。SB4を切るピットの埋土。
10:灰色土(Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。SB4を切るピットの埋土。
11: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。柱痕。
12: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。柱痕。
13: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。柱痕。
14: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。灰色土と地山黄褐色土の混合層。柱痕。
15: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。
16: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。柱痕。
17: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
18: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。炭化物微量に含む。柱痕。
19: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物微量に含む。
20: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土主体土。灰色土混ざる。柱痕。
21: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
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1: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山黄褐色土粒子含む。柱痕。
3: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
5: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。
6: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
7: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/4)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土を基本とする土に灰色土混ざる。
8: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
9: 褐灰色土 (Hue10Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
10: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。柱を抜き取った際の流入土。
11: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。柱を抜き取った際の流入土。
12: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土を微量、炭化物少量含む。
13: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
14: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
15: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
16: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/4)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土主体土。
17: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック微量に含む。
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1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。褐灰色土 (Hue10YR6/1) ブロック含む。
3: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。褐灰色土 (Hue10YR6/1) ブロック含む。
4: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや強く粘性弱い。砂質土。地山黄褐色土に 3層が斑紋状に混ざる。
5: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山土混ざる。
6: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
7: 褐色土 (Hue10YR4/4)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック・褐灰色土ブロック少量含む。
8: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。
9: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土に 8層が混ざる。
10: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締りやや弱く粘性やや強い。砂混シルト。
11:10 層と地山黄褐色土の混ざり。10層が主体。
12:10 層と地山黄褐色土の混ざり。地山土主体。
13: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
14: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
15: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土主体土。
16: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
17: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。炭化物微量に含む。
18: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土混ざる。
19: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土混ざる。
20: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土混ざる。
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第28図　1区掘立柱建物6実測図(S=1/60)

掘立柱建物 11（第 36・37 図）　調査区の北西付近で検出された 5間× 2間の掘立柱建物である。掘立
柱建物 18に切られる。北西角の柱穴は撹乱により失われている。柱穴の平面形は不整円形で、径は 0.65
〜 0.5 ｍを測る。検出面からの深さは 0.5 〜 0.15 ｍとばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと二段掘
りのものが混在する。調査以前の水田面の南寄りに当たるため、上部が大きく削平を受けている。柱痕か
ら柱の直径は 0.15 ｍ程度と想定される。桁方向の柱穴間は 2.0 〜 1.3 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.8 〜 1.7
ｍである。
　遺物は少量の土師器片、須恵器片が出土した。68は土師器甕である。底部は欠損しているが、厚手
の平底を呈すると思われる。69は須恵器坏である。口縁部の小片であるため、坏蓋の可能性もある。本
遺構の時期は時期比定に至る遺物に恵まれていないが、概ね 7世紀代、古墳時代終末期に属すると思わ
れる。
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1: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・3cm程度の礫含む。
2: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量・1cm程度の礫含む。
2’ :2 と同だが礫含まない。
3: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
4: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に、炭化物少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue7.5Y5/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
6: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量に、炭化物微量に含む。
7: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。
8: 褐灰色土 (Hue10YR4/1 と Hue10YR5/1) のマーブル　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
9: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
10: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
11: 地山黄褐色土による埋め土。本来の地山土よりやや粘性が高い。
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1: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・焼土微量に含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・焼土微量に含む。
3: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
4: 明黄褐色土 (Hue10YR6/6)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土による埋め土。
5: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
6: 褐灰色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に含む。
7: 黒褐色土 (Hue7.5YR2/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物含む。
8: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。
9: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。焼土微量に含む。
10: 黒褐色土 (Hue10YR2/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。1cm以下の小礫微量に含む。
11: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
12: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。1～ 3cmの小礫含む。
13: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。地山土による埋め土。
14: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に混ざる。
15: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
16: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物含む。
17: 明黄褐色土 (Hue10YR6/6)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に混ざる。
18: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
19: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
20: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に含む。
21: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
22: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
23: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
24: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。4cm以下の礫多量に含む。
25: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
26: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
27: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。
28: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。5cm以下の礫含む。
29: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
30: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土中量混ざる。
31: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
32: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
33: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
34: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
35: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
36: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
37: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に混ざる。

第30図　1区掘立柱建物8実測図(S=1/60)
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第31図　1区掘立柱建物8出土実測図(S=1/3)
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掘立柱建物 13（第 38 図）　調査区北西付近で検出された 4間× 3間の掘立柱建物である。柱穴の平面
形は不整円形で、径は 0.55 〜 0.3 ｍを測る。検出面からの深さは 0.35 〜 0.15 ｍであり、断面形状は素
掘りのものと二段掘りのものが混在する。土層堆積状況をみると、柱を抜き取られたものとそのまま残された
ものが存在する。柱痕から柱の直径は 0.15 ｍ程度と想定される。桁方向の柱穴間は 1.6 〜 1.35 ｍ、梁
方向の柱穴間は 1.6 〜 1.25 ｍである。
　遺物は少量の土師器片、須恵器片が出土している。70は須恵器坏蓋である。本遺構の時期は、時期
比定に至る遺物に恵まれていないが、掘立柱建物 4と主軸方向がほぼ一致するため、それに近しい時期、
8世紀前半頃に位置付けられる可能性が高い。

掘立柱建物 14（第 39 図）　調査区の北西端付近で検出された 4間× 3間の掘立柱建物である。柱穴の
平面形は不整円形で、径は 0.55 〜 0.2 ｍを測る。検出面からの深さは 0.4 〜 0.1 ｍであり、断面形状は
素掘りのものと二段掘りのものが混在する。土層堆積状況をみると、柱を抜き取られた痕跡はない。柱痕
から柱の直径は0.15ｍ程度と想定される。桁方向の柱穴間は1.75〜 1.5ｍ、梁方向の柱穴間は1.3〜 1.0
ｍである。
　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得る遺物がなかった。本遺構の時期は、時期比定に至る遺物
は出土していないが、掘立柱建物９・12と主軸方向が一致するため、それに近しい時期、7世紀後葉か
ら8世紀前葉に位置付けられる。

掘立柱建物 15（第 40 図）　調査区中央北側付近で検出された 3間以上× 3間の掘立柱建物である。柱
穴の平面形は不整円形で、径は0.4〜0.25ｍを測る。検出面からの深さは0.45〜0.15ｍとばらつきがあり、
断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。土層堆積状況をみると、柱を抜き取られたものとそ
のまま残されたものが存在する。柱痕から柱の直径は 0.15 ｍ程度と想定される。桁方向の柱穴間は 2.05
〜 1.65 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.7 〜 1.35 ｍである。
　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得る遺物がなかった。本遺構の時期は、時期比定に至る遺物
は出土していないが、掘立柱建物 1と主軸方向が近似するため、それに近しい時期、8世紀中葉と想定さ
れる。

掘立柱建物 16（第 41・42 図）　調査区の中央付近で検出された 2間× 2間の総柱掘立柱建物である。
溝状遺構 15、22を切り、土坑 14、溝状遺構 9に切られる。柱穴の平面形は不整円形であるが、比較的
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1: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
2: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
3: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
5: 暗褐色土 (Hue10YR3/4)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
6: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/4)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土による埋土。
7: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。ランダムに地山黄褐色土混ざる。
8: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
9: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。ランダムに地山黄褐色土混ざる。
10: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/4)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。暗褐色土 (Hue10YR3/3) ブロック少量含む。
11: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
12: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締りやや弱く粘性弱い。砂質土。
13: 黒褐色土 (Hue7.5YR3/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
14: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
15: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物含まない。
16: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。褐灰色土 (Hue10YR4/1) シルトがマーブル状に混ざる。
17: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
18: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。シルト。
19: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。シルト。
20: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
21: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
22: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
23: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土を主体とし灰色土ブロックが混ざる。
24: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性無。砂質土。地山黄褐色土小ブロック含む。
25: 灰色土 (HueN4/0)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。

26: 灰色土 (HueN4/0)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
27: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。径 1～ 5cm程度の礫多量に含む。
28: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。径 1～ 2cm程度の礫少量含む。
29: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・径 1～ 3cm程度の礫少量含む。
30: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締りやや強く粘性無。砂混シルト。径 3～ 5cm程度の礫含む。
31: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・径 1～ 3cm程度の礫少量含む。
32: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
33: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
34: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
35: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。柱痕。
36: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。
37: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土に灰色土ブロック少量含む。
38: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。柱痕。
39: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
40: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物微量に含む。
41: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
42: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
43: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
44: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
45: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
46: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
47: 黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
48: 黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
49: 黒褐色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。灰色土小ブロック少量含む。
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第32図　1区掘立柱建物9・12実測図(S=1/60)
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第33図　1区掘立柱建物9出土遺物実測図(S=1/3)

62
63

整った形状で、径は 0.65 〜 0.55 ｍを測る。深さは 0.35 〜 0.2 ｍであり、断面形状は素掘りものが中心で、
わずかに段を有するものが存在する。土層堆積状況をみると、東側中央の柱穴以外から柱痕が確認されて
おり、柱の抜き取りはおこなわれなかったと思われる。東側中央の柱穴に関しても、柱穴の中心を通るよう
に半裁したが、柱の位置が西側に偏った位置にあったため、土層断面図に反映されていないだけである。
柱痕から柱の直径は概ね 0.2 ｍ程度であったと想定される。
　遺物は少量であるが出土している。71は土師器甕である。体部から頸部まで直線的に立ち上がり、頸
部は緩いくの字形に屈曲する。体部内面では粘土紐接合痕が確認できる。本遺構の時期は、71から7世
紀中葉、古墳時代終末期中葉に位置付けられる。

掘立柱建物 17（第 43 図）　調査区の中央東側付近で検出された 2間× 2間の総柱掘立柱建物である。
掘立柱建物 3に切られる。柱穴の平面形は不整円形であるが、比較的整った形状で、径は 0.65 〜 0.5
ｍを測る。検出面からの深さは0.8〜 0.55ｍであり、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが存在する。
　遺物は少量であるが出土している。72は須恵器壺である。肩部以上を欠損している。調査工程上、土
層堆積状況を確認せず掘り抜いたため、確実ではないが、72は大形の破片が多いため掘方埋土への混
入でなく、柱抜き取り後に混入した個体と推定される。72は 8世紀後半に位置付けられるが、本遺構の時
期は、それを前後する時期を含むことになる。

掘立柱建物 18（第 44 図）　調査区の北西付近で検出された 9間× 2間の掘立柱建物である。掘立柱建
物 11を切る。整理作業の過程で、空中写真と平面測量図、断面図の検討から掘立柱建物であるいう認
識に至った。柱穴は平面不整円形で、径は 0.6 〜 0.4 ｍを測る。検出面からの深さは 0.45 〜 0.2 ｍを測
り、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。桁方向の柱穴間は 1.8 〜 1.1 ｍ、梁方向の柱
穴間は 1.4 〜 1.2 ｍでありばらつきが大きい。
　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構の時期は、時期比定に足る遺物
が出土していないが、建物の主軸方向からみると掘立柱建物 10にほぼ直交することから、8世紀前半か
ら中葉の可能性が高い。

掘立柱建物 19（第 45 図）　調査区の中央北側付近、掘立柱建物 15の北に近接する位置で検出された 2
間× 2間の小型掘立柱建物である。溝状遺構 20、21を切る。南側の中央柱穴が未検出であるが、溝状
遺構20、21が切り合う付近の一部分のみ深くなる箇所があったことから、そこが掘立柱建物19の柱穴であっ
たと思われる。柱穴の平面形は不整円形で、径は 0.55 〜 0.35 ｍを測る。検出面からの深さは 0.6 〜 0.2
ｍとばらつきがある。断面形は素掘りのものと二段掘りのものが存在する。桁方向の柱穴間は1.4〜 1.2ｍ、

− 43 −



梁方向の柱穴間は 1.15 〜 1.0 ｍを測る。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはない。本遺構の時期は、時期比定に足る遺物の出土
はないが、建物の主軸方向からみると、掘立柱建物 4、13に近似する値であるため、8世紀前半頃に位
置付けられる可能性が高い。

掘立柱建物 20（第 46 図）　調査区の北西付近で検出された。布掘り柱穴をもつ掘立柱建物である。調査
区の西端で確認されたため一列のみ検出され、建物の大部分は調査区外に広がっている。土層堆積状況
をみると柱の直径は 0.15 ｍ程度であったと想定される。検出面からの深さは 0.55 〜 0.45 ｍである。柱穴
間は 1.7 〜 1.6 ｍを測る。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはない。本遺構の時期は、時期比定に足る遺物の出土
はなく、建物主軸も明確ではないため詳細な位置付けは困難である。

掘立柱建物 21（第 47 図）　調査区の北西側、掘立柱建物 13の西に近接する位置で検出された 3間× 3
間の掘立柱建物である。柱穴の平面形は不整円形で、径は 0.5 〜 0.35 ｍを測る。検出面からの深さは
0.65 〜 0.2 ｍで素掘りのものと二段掘りのものが混在する。桁方向の柱穴間は 2.05 〜 1.7 ｍ、梁方向の
柱穴間は 1.2 〜 1.05 ｍを測る。建物の主軸が掘立柱建物 13に近似するが、両建物は近接する位置にあ
り過ぎることから同時に存在したとは考え難い。ただし梁方向に3間採る形態を共有するため近接する時期
に連続して造られ使用されたと想定される。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはない。

掘立柱建物 22（第 48 図）　調査区の北西端で検出された 3間× 2間の掘立柱建物である。柱穴の平面
形は不整円形で、径は 0.7 〜 0.35 ｍを測る。検出面からの深さは 0.4 〜 0.25 ｍとばらつきがあり、断面
形状は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。桁方向の柱穴間は2.6〜1.6ｍ、梁方向の柱穴間は2.15
〜 1.8 ｍを測り、桁方向の中央柱穴間が他より広い構造となっている。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはない。本遺構の時期は、時期比定に足る遺物の出土
がない。竪穴住居 4と主軸を同じくするが、他の竪穴住居と掘立柱建物の状況をみると、掘立柱建物が全
体的に後出することから、近接する時期とは考えがたい。そのため詳細な位置付けは困難であるが、柱穴
埋土の類似性から大きく古墳時代後期から古代に属すると思われる。

掘立柱建物 23（第 49 図）　調査区の南端中央付近で検出された 3間× 2間の掘立柱建物である。竪穴
住居11と土坑43を切る。柱穴の平面形は不整円形で、径は0.5〜 0.3ｍを測る。検出面からの深さは0.4
〜 0.1 ｍとばらつきがあり、断面形状は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。桁方向の柱穴間は 1.3
〜 1.05 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.7 〜 1.45 ｍを測る。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはない。本遺構の時期は、竪穴住居 11に後出すること
は明らかであるが、そこから時期を絞り込むことができないため、7世紀前葉以降となる。

掘立柱建物 26（第 50 図）　調査区の北東端付近で検出された 4間× 3間の掘立柱建物である。柱穴の
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1: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
2: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土主体の層。柱抜取後に人為的に埋めた土か。
3: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
5: 黒褐色土 (Hue7.5Y3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
6: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
7: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
8: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。柱痕。
9: 黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
10: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
11: 灰色土 (HueN4/0)　締り強く粘性強い。シルト。柱痕。
12: 灰色土 (HueN4/0)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。
13: 灰色土 (HueN4/0)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
14: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
15: 黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。

16: 灰色土 (HueN4/0)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
17: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
18: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
19: 灰色土 (HueN4/0)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
20: 暗灰色土 (HueN3/0)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土多量に含む。
21: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。
22: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。
23: 黒褐色土 (Hue2.5Y3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
24: 黒色土 (Hue10YR1.7/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
25: 暗灰色土 (HueN3/0)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
26: 暗灰色土 (HueN3/0)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
27: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
28: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土に灰色土ブロック微量に含む。
29: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。
30: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。
31: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土に灰色土ブロック微量に含む。
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第35図　1区掘立柱建物10出土遺物実測図(S=1/3)
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平面形は不整円形で、径は 0.55 〜 0.4 ｍを測る。検出面からの深さは 0.6 〜 0.3 ｍで、断面形状は素掘
りのものと二段掘りのものが混在する。桁方向の柱穴間は 1.65 〜 1.55 ｍ、梁方向の柱穴間は 1.5 〜 1.25
ｍを測る。土坑 7と切り合い関係にあるが、当初、単独ピットとして調査を進めていたことと、調査区の北
東端付近が調査中も頻繁に水没を繰り返していたため、前後関係を明らかにすることができなかった。ただ
し、他の掘立柱建物の主体的な時期が古代に属することから、土坑 7に後出する可能性が高い。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはない。本遺構の時期は、掘立柱建物 5にほぼ直交す
るため、近しい時期である8世紀前半以降と想定される。

布掘り柱穴（第 51 図）　調査区の北西付近で検出された。本来は掘立柱建物の一部を構成するものと思
われるが、対応する柱穴が確認できなかった。南側の柱痕は別のピットに切られていたが、北側の柱痕から、
柱の直径は 0.2 ｍ程度であったと想定される。古城第 2遺跡の他の柱穴ではみられない大型の根固め石
が検出された。このことから、本遺構で単独の構造物であった可能性もある。

第 3 項　土坑
　本調査区では、古墳時代から古代に位置付けられる土坑が 44 基検出されている。その中には、埋土
内に精緻な粘土層を含む粘土貯蔵坑と考えられるものや、粘土採掘坑と思われる大型の土坑、多量の土
器が出土した廃棄土坑が含まれる。特に粘土採掘坑と思われる大型の土坑は、調査区の北東付近に集中
しており、集落内の計画的な空間利用が読み取れる。粘土採掘坑は、平面形、断面形ともに不整形であり、
それぞれが隣接して存在するという特徴がある。

土坑 1（第 52 図）　調査区の中央東側、掘立柱建物 1の柱穴を切る形で検出された、平面不整形の土坑
である。長軸は 1.2 ｍ、短軸は 0.65 ｍ、検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。断面形状は東側がやや深
くなる皿状で、土層の堆積状況から自然に埋没したものと考えられる。
　遺物は少量の土師器と須恵器が出土した。74は須恵器盤である。高台は高く、やや外開きの形状を呈す。
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第37図　1区掘立柱建物11出土遺物実測図(S=1/3)
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本遺構の時期は、74は8世紀前半に位置付けられるが、掘立柱建物1を切ることから、8世紀中頃以降となる。

土坑 2（第 53 図）　調査区の中央西側付近、掘立柱建物 2を切る形で検出された、平面不整形の土坑
である。長軸は 0.85 ｍ、短軸は 0.6 ｍ、検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。断面形状は浅いＵ字形で、
多くの礫が検出された。礫は配置されたものではなく、埋土内に散在する状況であった。土坑の北西側は
被熱により赤化していたが、埋土内に土器細片が目立つ状況でもなく、炭化物もほとんど含まないため、土
器焼成坑ではないと判断した。
　遺物は礫に混じり出土するような状況であった。75、76は須恵器長胴壺である。75は口縁部片である。
口縁端部は緩やかに上方へ屈曲する。77は敲石である。上面中央に敲打痕がみられる。本遺構の時期は、
75から9世紀中葉から後葉と思われる。

土坑 3（第 54 図）　調査区の中央西側付近、竪穴住居 1を切る形で検出された、平面不整形の土坑である。
長軸は 0.85 ｍ、短軸は 0.7 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形状は皿状を呈するが床面は不
安定である。
　埋土は 2層に分かれ、1層から規模の割りに多数の遺物が出土した。78は須恵器高坏である。口縁部
以下を欠損している。79は須恵器皿である。底部中央付近が薄く仕上げられている。80、81は須恵器高
台付坏である。両者ともに外開きの高台をもち、高台の貼り付け位置は底部から体部への屈曲位置となる。
81の体部はやや内湾気味に立ち上がり、口縁部はわずかに外反する。本遺構の時期は、出土した須恵器
から8世紀中葉に位置付けられる。

土坑 4（第 55 図）　調査区の中央付近、竪穴住居 4を切る形で検出された、平面円形の土坑である。直
径は 1.0 ｍ、検出面からの深さは 0.05 ｍを測る。断面形状は浅い皿状を呈する。埋土は 2層に分かれ、
2層は炭化物主体の層で焼土を少量含む。土坑床面から被熱痕跡は確認されず、焼土も2層中にわずか
に含まれる程度であった。本遺構は、多量に炭化物を含む埋土の状況から土器焼成坑の可能性が指摘で
きる。土器焼成坑は、西側に近接する宮ヶ迫遺跡において37 基検出されており、その中でも報告書にお
いて円形基調として分類した一群に、規模や被熱範囲を含め類似する。一方で、宮ヶ迫遺跡の土器焼成
坑は、6世紀後半から7世紀前半までの限定された時期に構築されていたのに対し、本遺構は 8世紀中
葉に位置付けられる竪穴住居 4を切っていることから、それに後出することになる。そのため、時期の大き
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1: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
2: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。
4: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。柱痕。
5: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
6: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
7: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
8: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
9: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
10: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
11: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
12: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。
13: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
14: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
15: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック少量含む。
16: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
17: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
18: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
19: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
20: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
21: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
22: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。明灰色土ブロック少量含む。
23: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
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1: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
2: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。
4: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。柱痕。
5: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
6: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
7: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
8: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
9: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
10: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
11: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
12: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。
13: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
14: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
15: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック少量含む。
16: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
17: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
18: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
19: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
20: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
21: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
22: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。明灰色土ブロック少量含む。
23: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
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1: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。柱痕。
2: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
4: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。炭化物微量に含む。
5: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
6: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土主体土。灰色土ブロック微量に含む。
7: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
8: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。
9: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。

1
2

3

4

5

45

6
1
7

3

5
1

5

2

77

5 1
2

2

3
12

8
8

3

4

2
3

1

4

3

1

5

32
447

719
1
2

31

5

22
3

4
12 2

3

1 23
1 23

1 2

3
42

23
3
1

3

第39図　1区掘立柱建物14実測図(S=1/60)

な齟齬と、床面からの被熱痕跡の未確認という2つの要素を重視して、本遺構は土器焼成坑ではないと
判断したい。
　遺物は 1層から少量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。

土坑 5（第 56 図）　調査区の北端中央付近で検出された、平面長方形の土坑である。長軸は 3.3 ｍ、短
軸は 0.95 ｍ、検出面からの深さは 0.2 ｍを測る。断面形状は浅いＵ字形であるが、床面は不安定である。
埋土内に炭化物が微量に含まれるが、被熱痕跡や焼土は検出されなかった。
　出土した遺物は、土坑の規模からみると多いものではなかった。82は須恵器坏蓋である。欠損しているが、
天井部につまみが取り付く。83は須恵器甕である。内面は同心円の当て具痕、外面はタタキの後カキメを
施している。これらの遺物は本遺構の時期を示していると思われるが、詳細な位置付けは困難である。概
ね古墳時代終末期から古代前半に属すると思われる。
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1: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山主体土に灰色土小ブロックが微量に混ざる。
2: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
4: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・暗褐色土小ブロック少量含む。
5: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
6: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。黄色粒多量に含む。
7: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土・暗褐色土小ブロック少量含む。
8: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土混ざる。
9: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
10: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
11: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。柱抜取後の埋戻し土。
12: 灰色土 (Hue10Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
13: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山ベースの土に灰色土ブロックが微量に混ざる。
14: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
15: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。地山黄褐色土小ブロック含む。
16: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。柱痕。
17: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
18: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
19: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量、炭化物微量に含む。
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第40図　1区掘立柱建物15実測図(S=1/60)
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1: 黄褐色土 (Hue2.5YR5/4)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。褐灰色土マーブル状に混ざる。
2: 明黄褐色土 (Hue10YR6/6)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山主体土。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。シルト。地山黄褐色土マーブル状に少量混ざる。
4:3 層と逆で地山黄褐色土に 3層がマーブル状に混ざる。
5: 明黄褐色土 (Hue10YR6/6)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山主体土。
6: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・地山黄褐色土小ブロック中量含む。
7: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・地山黄褐色土小ブロック少量含む。
8: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量、地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
9: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
10: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
11: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
12: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
13: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック中量含む。
14: 地山黄褐色土ブロック主体土。褐灰色土 (Hue10YR4/1) が少量混ざる。
15: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に混ざる。
16: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土少量混ざる。
17: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。シルト。炭化物中量含む。
18: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。シルト。炭化物中量、地山黄褐色土小ブロック少量含む。
19: 黒褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
20: 地山黄褐色土主体土。19層が混ざる。
21: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
22: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
23: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
24: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
25: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に混ざる。
26: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
27: 灰黄褐色土 (Hue10Y4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック中量含む。
28: 灰黄褐色土 (Hue10Y4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。

第41図　1区掘立柱建物16実測図(S=1/60)
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土坑 6（第 57 図）　調査区の北端中央付近、
土坑 5と接するような形で検出された土坑であ
る。平面形は一部が調査区外に広がっている
が、長方形を呈すると思われる。長軸は 2.9
ｍ以上、短軸は 1.6 ｍ、検出面からの深さは
0.08 ｍを測る。床面は不安定で、土坑北寄り
で遺物の纏まりがみられた。
　85、86は須恵器甕である。85は頸部以下
を欠損している。口縁端部は折り返しにより肥
厚している。86は底部から体部片で、底部は
やや丸みを帯びた平底である。本遺構の時期

は古墳時代終末期中葉から古代前半に属すると思われる。

土坑 7（第 58 図）　調査区の北東端付近で、溝状遺構 17を切る形で検出された土坑である。平面形は
一部が調査区外に広がっているが、長方形もしくは台形を呈するものと思われる。長軸は 2.8 ｍ以上、短
軸は 1.8 ｍ、検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。断面形状は皿状であるが、床面は不安定で、北西側で
は壁面がほぼ垂直に立ち上がる。また南東側では一段深くなっている。
　遺物は土坑の規模からみると少量ではあるが出土した。86は土師器甕である。頸部から口縁部は緩く
外反し、頸部の稜は不明瞭である。内面は工具ナデで仕上げられているが、粘土紐接合痕が残る。87も
土師器甕である。脚台状の底部を呈する。88 〜 90は須恵器坏蓋である。88は口縁部で強く屈曲する。
89は内面にかえりが付く形態である。90は丸みを帯びた天井部を有する。91は刀子である。刃部の大部
分を欠損している。本遺構の時期は、88、89から7世紀中葉、古墳時代終末期中葉に位置付けられる。

土坑 8（第 59 図）　調査区北東端付近で検出された、平面楕円形の土坑である。長軸は 1.4 ｍ、短軸は
1.2 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形状は浅い皿状を呈する。2層は炭化物を多量に含む層
であるが、土坑床面から被熱痕跡は確認されず焼土も埋土中から検出されていない。
　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構の時期は土師器片の様相や、遺
構埋土から古墳時代後期から古代前半に収まるものと考えられる。

土坑 9（第 60 図）　調査区の北西端付近で検出された、平面不整円形の土坑である。径は 1.8 ｍ、検出
面からの深さは 0.08 ｍを測る。床面は不安定であり、乱雑に掘り返したまま埋没したような印象を受ける。
本遺構からは遺物が出土しておらず、時期比定は困難であるが、埋土の状況などから古墳時代後期から古
代前半に収まるものと思われる。

土坑 10（第 61 図）　調査区の中央付近で、竪穴住居 9と溝状遺構 19を切る形で検出された。平面形は
楕円形で、長軸は 1.2 ｍ、短軸は 0.8 ｍ、検出面からの深さは 0.25 ｍを測る。断面形状は長軸側の壁
面がほぼ垂直に立ち上がるのに対し、短軸側はＵ字形の形状を呈す。

第42図　1区掘立柱建物16出土遺物実測図(S=1/3)
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第43図　1区掘立柱建物17実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構の時期は、竪穴住居 9と溝状遺
構 19を切ることから、古墳時代終末期後葉以降と想定され、その下限は埋土から中世まで下がることはな
い。
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土坑 11（第 62 図）　調査区の中央付近で、溝状遺構 19を切る形で検出された土坑である。平面形は二
等辺三角形のような形状をしているが、中央部分が長楕円形状に一段下がる。長軸は 1.8 ｍ、短軸は 1.35
ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は舟底状を呈する。土層堆積状況をみると、非常にきめ細
かな粘土が堆積している層が確認された。土坑床面とは間層を挟む。
　遺物はこの粘土層より上層から大部分が出土している。92は土師器高坏である。93は土師器甕である。
頸部は強く屈曲し、逆Ｌ字形の口縁を呈する。94、95は須恵器高台付坏である。両者ともに焼き歪が激し
い。96は須恵器長胴壺である。97は須恵器壺である。本遺構の時期は、94、95から8 世紀後半に位
置付けられる。
　本遺構の性格であるが、粘土が層状に堆積した状況で検出されており、さらに検出された粘土が非常に
きめ細かいものであったことから、粘土の水簸をおこない貯蔵する施設であったと想定される。水簸施設は
永井智教氏によると栃木県乙女不動原遺跡と京都府上人ヶ平遺跡でのみ検出されており、古代の窯業で
はあまり一般的ではなかったとされている（永井2014）。本遺構は上層から遺物や炭化物が検出されており、
最終的に廃棄土坑として機能したと考えられる。

土坑 12（第 63 ～ 65 図）　調査区の中央付近で、溝状遺構 16、19を切り、溝状遺構 6、15に切られる
形で検出された。平面形は楕円形で、長軸は 6.6 ｍ、短軸は 5.4 ｍ以上、検出面からの深さは 0.6 ｍを
測る大型の土坑である。断面形は舟底状であるが、土坑の北東側の一部分が一段深くなっている。土層
堆積状況から自然に埋没したと考えられる。
　遺物は土坑の規模の割には少量であるが出土している。98は土師器鉢である。底部は平底で木葉圧痕
がみられる。体部はやや内湾しながら立ち上がり、口縁部はわずかに外反する。体部外面には粘土紐接
合痕が残る。99 〜 101は土師器高坏である。99は欠損しているが、坏部が大きく開く形態になると思われ
る。100、101は坏部を欠損している。100はやや外反しつつ開く脚部、101は直線的に開く脚部をもつ。
102は土師器甕底部であろうか。残存部位の上部は円柱状を呈し、下部に向かってハの字状に開く。底
部は高坏の脚部のように上げ底になっている。103 〜 107は土師器甕である。103は円盤状の底部で木
葉圧痕がみられる。104 〜 106はやや丸みを帯びた平底を呈す。107は脚台状の底部を呈し、木葉圧痕
がみられる。体部内面には粘土紐接合痕が顕著に残る。108、109は須恵器坏身である。108は短めの
口縁が直立気味に立ち上がる。109は短めの口縁が内斜しながら立ち上がり、坏部全体も浅くなっている。
110、111は須恵器甕である。110は外面カキメ、内面には同心円文の当て具痕がみられる。111も同様
に外面カキメ、内面は同心円文の当て具痕がみられる。口縁部は折り返しによって肥厚しているが、丸く収
めず明確な稜が残る。112は尾鈴酸性岩の磨石である。本遺構の時期は出土した須恵器から7世紀前葉、
古墳時代終末期前葉に位置付けられる。

土坑13（第66～69図）　調査区の中央付近で土坑34を切る形で検出された。平面形はやや歪な楕円形で、
長軸は 2.7 ｍ、短軸は 1.8 ｍ、検出面からの深さは 0.2 ｍを測る。断面形状は舟底形であるが、床面は
非常に不安定で凹凸が多い。土層堆積状況をみると、土坑 11と同様にきめ細かな粘土が堆積する層が
確認された。
　遺物は粘土層より上層を中心に多量に出土している。113 〜 115は土師器高台付坏である。須恵器の
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第44図　1区掘立柱建物18実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

第45図　1区掘立柱建物19実測図(S=1/60) 第46図　1区掘立柱建物20実測図(S=1/60)

9.00m

1: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロックを少量含む。

2: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。

3: 灰褐色土 (Hue7.5YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土がマーブル状に混ざる。

4: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック中量含む。

5: 黒褐色土 (Hue7.5YR3/2)　締り強く粘性やや弱い。シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。

6: にぶい黄褐色土 (10YR5/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
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第47図　1区掘立柱建物21実測図(S=1/3)

器形を模して製作されており、成形に回転台を用いている。113 〜 115すべて高台の貼り付け位置が外側
に位置し、底部と体部の境界である屈曲が明瞭ではなく弧を描くように立ち上がる。116は土師器皿であ
る。無高台で調整も回転台を使用せず粗雑な作りである。117 〜 118は土師器高坏である。117は低い
脚部に開きの小さい坏部を有する。脚部は直線的に開くが、端部において強く外反する。118は脚部のみ
の残存であるが、細く高い形態が特徴的である。脚部は直線的に開くが、端部付近で外反する。119 〜
122は土師器甕である。119は口縁部から頸部付近の破片であるが、頸部の屈曲は緩く、口縁部が弧を
描くように開く。120は底部片である。外面に粘土紐接合痕が目立つ。121、122は同一個体と思われる。
須恵器的な形態で、回転台を用いたと思われるヨコナデ調整が施されている。頸部の屈曲は緩く、底部は
平底を呈す。123は土師器甑である。環状の把手を有す。外面は板状工具を用いたヨコナデが施されてい
る。124、125は土師器製塩土器である。風化が著しいが、内面に布痕がみられる。126は土製支脚であ
る。127 〜 130は土錘である。大きさ重さともに比較的近しい値を示すことから、一定の規格を用いて製
作していたと思われる。黒斑が目立つ個体が多い。131 〜 132は須恵器坏蓋である。131は復元口径が
8.4cmと小型である。体部から口縁部にかけて強く屈曲し明瞭な稜をもつ。132は焼き歪みによって天井部
が落ち込んでいる。133は土師器坏蓋である。須恵器の器形を模して製作されており、成形に回転台を用
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第48図　1区掘立柱建物22実測図(S=1/60)

いている。134 〜 141は須恵器坏蓋である。134は焼き歪みにより口縁部に歪みが生じている。135は天
井部にヘラ記号がみられる。欠損部分が多く記号の形状は判然としない。136は口縁部から天井部への屈
曲が S字状を呈する。138は口縁部が強く屈曲し、端部が内側を向く。139は口縁部の屈曲が弱く、端部
が外開きとなる。また、つまみ上部に2条の平行な直線によるヘラ記号がみられる。140は口縁部内面に
坏の口縁端部を受ける窪みがみられる。141は天井部がドーム状を呈し、器高が高い。142は須恵器坏で
ある。口縁部がやや外反する。143は須恵器坏である。144は土師器坏である。高台が付かない形態で
ある。145、146は須恵器高台付坏である。高台の貼り付け位置は外側である。145は内面において底部
と体部の屈曲が明瞭であるが、146は不明瞭である。147は須恵器高台付坏である。焼成不良で須恵質
化していない。148は須恵器坏である。底部から体部への移行は滑らかである。149は土師器坏である。
150 〜 156は須恵器高台付坏である。150は体部から口縁部が直線的に伸びる。外底面には 2条の平
行な直線によるヘラ記号がみられる。151は焼き歪みも顕著であるが、口縁の一部を注口状に変形してい
る。152は高台を欠損している。153は口径と底径の差が小さい形態である。154は高台を欠損している。
155は大型の器種で、底部と体部が一体化しており、内面の屈曲は滑らかである。156は焼き歪みで口縁
の一部が内側に折れ込んでいる。157 〜 160は須恵器皿である。157は無高台で幅広の底部を有し、器
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第49図　1区掘立柱建物23実測図(S=1/60)

高は 1.75cmと浅い形態である。158も無高台で底部と体部の境界が不明瞭である。159、160は底部付
近のみの残存であるため全体像は判然としない。160は高台の貼り付け位置が底部と体部境界の屈曲位
置よりかなり内側に位置する。161は須恵器高坏である。坏部が横方向に大きく開く器形である。162は須
恵器壺蓋である。天井部は横方向に広がり、口縁部に向け強く屈曲する器形である。163は須恵器鉢であ
る。頸部がくの字状に屈曲する。164、165も須恵器鉢である。164は口縁部を指で摘み出すことによって
注口を作り出している。頸部の屈曲はくの字状を呈するが角度が浅い。165は接合しなかったが、器形や
調整から164と同一個体の可能性がある。166は須恵器長胴壺である。頸部が強く締り、口縁部に向かっ
て緩やかに開く。口縁端部は欠損しているが上方に短く伸びる器形と思われる。167は須恵器壺胴部である。
底部と肩部から上を欠損している。168は須恵器甕である。内面は同心円文の当て具痕、外面はタタキの
後カキメを施している。同心円文の当て具痕は、間隔が広いため単位が明瞭に確認できる。169は須恵器
甕底部である。丸底を呈する。170も須恵器甕である。本遺構の時期は、出土した遺物から8世紀後半
に位置付けられる。
　本遺構の性格であるが、土坑 11と同様に精良な粘土が層状に検出されていることから、粘土を水簸す
る施設と考えられる。多量の遺物が出土したことから、最終的に廃棄土坑として利用された点も同様である。
遺物は粘土層の上層から特に多量に出土しているが、下層からも出土している。これらは粘土水簸施設と
して機能している段階で廃棄されたものではなく、機能を失ってから廃棄されたものと想定される。時期も
土坑 11と同時期であり、近接する位置にあることから、8世紀後半段階には、この付近が粘土の水簸作
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d d’

d’
d

業をおこなう空間として利用されていたと考えられる。

土坑 14（第 70 図）　調査区の中央やや北側付近で、掘立柱建物 16と溝状遺構 15を切る形で検出され
た。平面形はやや歪な楕円形で、長軸は 1.1 ｍ、短軸は 0.9 ｍ、検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。断
面形状は緩いＵ字形である。上層の下部から焼土、土器片、炭化物が検出された。
　遺物は 1層を中心に少量であるが出土した。171、172は土師器甕である。171は平底を呈し、胴部に
向かって強く屈曲し立ち上がる。172も平底を呈すが、胴部の立ち上がりは緩く、丸みを帯びた器形になり
そうである。本遺構の時期は出土遺物と切りあいの関係から7世紀後葉、古墳時代終末期後葉に位置付
けられる。
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1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山黄褐色土ブロック多量に混ざる。

2: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　炭化物少量含む。

3: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山黄褐色土ブロック多量に含む。

4: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山黄褐色土小ブロック多量に含む。

5: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。

6: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山主体土。1が少量混ざる。

7: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性強い。シルト。

第51図　1区布掘り柱穴実測図(S=1/20)

土坑15（第71～ 73図）　調査区の北西付近で、溝状遺構21と落ち込みを切る形で検出された土坑である。
平面形は北西側が削平を受けているが、二等辺三角形の角を丸くしたような形状である。残存の長軸は 3.3
ｍ、短軸は 2.6 ｍ、検出面からの深さは 0.25 ｍを測る。断面形は逆台形状であるが、床面は不安定である。
　遺物は少量であるが、土坑中央付近からまとまって出土している。173は土師器高坏である。脚部が強
く開く器形とみられる。174、175は土師器甕である。174は頸部の屈曲が緩く、175は頸部の屈曲が強く、
逆Ｌ字状となる。176はつつぬけタイプの土師器甑である。177は土師器壺である。下部は粘土紐接合痕
から剥離している。178は須恵器坏蓋である。焼き歪で口縁部が強く変形している。179は須恵器坏身である。
口縁部は内斜しながら短く立ち上がる。180 〜 184は須恵器高台付坏である。180は底部に「大」の刻
書が施されている。181は坏部が深く、椀とすべき器形か。182は高台の貼り付け位置が底部と体部の屈
曲部に位置する。183も182と同様の位置に高台が貼付けられているが、高台と体部の貼り付けがより滑
らかになっており、屈曲が緩やかになっている。184はその傾向がより進んでおり、高台と体部が一体に近
い形状となっている。185は須恵器高坏である。脚部は低く強く開く器形と思われる。186は須恵器長胴壺
である。二重口縁の第 1口縁と第 2口縁の区分が不明瞭になりつつある。187は須恵器甕である。188、
189は須恵器鉢である。188、189ともに頸部の屈曲は緩く、口縁部の立ち上がりは短い。口縁端部は丸
く収められている。190は須恵器甕と思われる。内面には焼成時破裂痕がみられ、外面には別個体が溶
着している。本遺構の時期は出土した遺物から9世紀前半に位置付けられる。

土坑 16（第 74 図）　調査区の南西付近で検出された土坑である。一部を試掘トレンチによって切られてい
る。平面形はやや歪な楕円形で、長軸は 1.8 ｍ、短軸は 1.25 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断
面形は皿状を呈するが床面は不安定である。
　遺物は少量であるが、1層を中心に出土している。191は土師器高台付坏である。高台の貼り付け位置
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が底部と体部の屈曲部に位置し、高台と体部の境界が不明瞭になりつつある。192、193は須恵器坏蓋で
ある。192は天井部がドーム状を呈す。193はつまみ部分の破片である。つまみは低平な形状となっている。
194は須恵器高台付坏である。高台の貼り付け位置が底部と体部の屈曲部に位置するが、高台と体部の
境界には明確な稜がみられる。本遺構の時期は、出土した遺物から8世紀末から9世紀前半に位置付け
られる。

土坑 18（第 75 図）　調査区の南端付近、土坑 44を切る形で検出された。平面形はやや歪な円形で、径
は 1.3 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は皿状であるが、床面は不安定である。
　本遺構からは遺物が出土していないため、時期比定が困難であるが、埋土の類似性や土坑 44を切るこ
とから古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 19（第 76 図）　調査区の南西付近で、竪穴住居 11を切る形で検出された土坑である。平面形は歪
な楕円形で、長軸は 1.25 ｍ、短軸は 0.85 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は浅い皿状を
呈するが、床面は不安定である。
　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構の時期は、出土した土器片や埋
土の類似性、竪穴住居 11を切ることから古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 20（第 77 図）　調査区の南西付近で、竪穴住居 11の北に接する位置で検出された土坑である。平
面形はやや歪な円形で、径は 1.25 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は浅い皿状を呈するが、
床面は不安定である。土坑中央付近を中心に、径 10cm程度の礫が埋土中に混在する状況であった。
　遺物は一定量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構の時期は、出土した土器片や
埋土の類似性から古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 21（第 78 図）　調査区の南端中央付近で検出された土坑である。平面形は隅丸長方形を呈し、長
軸は 0.85 ｍ、短軸は 0.55 ｍ、検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。
　本遺構からは遺物が出土していないため、時期比定が困難であるが、埋土の類似性から、古墳時代後
期から古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 22（第 79 図）　調査区の南側中央付近で検出された、平面形がやや歪な円形を呈する土坑である。
径は 0.8 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は浅い皿状で、上層埋土には鉄分を多く含む。
　本遺構からは遺物が出土していないため、時期比定が困難であるが、埋土の類似性から、古墳時代後
期から古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 23（第 80 図）　調査区の南東側、溝状遺構 2を切る形で検出された土坑である。平面形は隅丸長
方形で、長軸は 1.5 ｍ、短軸は 0.8 ｍ、検出面からの深さは 0.25 ｍを測る。断面形は浅いＵ字形を呈す。
土層の堆積状況をみると1層から多量の炭化物が検出されたが、焼土や被熱痕跡は検出されていない。
　遺物は少量であるが出土した。195は土師器坏である。器形が歪んでいるため体部の立ち上がり角度が
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1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物・鉄分粒含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物含む。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土含む。

1

2

3

第52図　1区土坑1実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

第53図　1区土坑2実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3・1/2)
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1: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締りやや強く
　粘性やや強い。シルト。炭化物微量に含む。
2: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締りやや強く
　粘性やや強い。シルト。焼土ブロック含む。
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0 1m1:30

1: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物・遺物多量に含む。
2: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。

1: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土混ざる。
2: 炭化物主体層。焼土少量含む。

1

2

第54図　1区土坑3実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

第55図　1区土坑4実測図(S=1/30)
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場所によって異なり、本来の形状が明らかではない。本遺構は出土した遺物や溝状遺構 2を切ることから、
古代に位置付けられる。

土坑 24（第 81 図）　調査区の中央やや北寄り付近で、竪穴住居 9を切る形で検出された土坑である。平
面形は楕円形を呈し、長軸は 0.7 ｍ、短軸は 0.5 ｍ、検出面からの深さは 0.4 ｍを測る。断面形はＵ字
形を呈する。
　遺物は少量であるが出土している。196は須恵器坏蓋である。つまみは張り出しがなく、突起状の形態
である。天井部はドーム状を呈し、ヘラ記号がみられる。本遺構の時期は、出土した遺物と竪穴住居 9を
切ることから、8世紀中葉から後葉に位置付けられる。

土坑 25（第 82 図）　調査区の南東端付近で溝状遺構 2を切る形で検出された土坑である。一部が調査
区外に広がっているため、全形は不明であるが、調査区内で検出された部分から、平面形は方形もしくは
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1: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量、炭化物微量に含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土中量混ざる。
3: 褐灰色土 (Hue7.5YR6/1)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
4: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue7.5YR6/1)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
6: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや強い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
7: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土中量混ざる。炭化物微量に含む。
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0 10cm1:3

第56図　1区土坑5実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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長方形と思われる。調査区内で確認できる一辺は 2.0 ｍ、検出面からの深さは 0.3 ｍを測る。断面形は
皿状を呈するが、床面は不安定である。
　遺物は 2、3層を中心に、少量であるが出土している。197は須恵器甕である。外面は平行タタキ、内
面は同心円文の当て具痕がみられる。198は弥生土器甕である。口縁部下に貼付突帯が巡る。本遺構の
時期は、詳細な時期比定に足る遺物が出土していないが、破片ながらも出土した遺物と溝状遺構 2を切る
ことから、概ね古代に位置付けられる。

土坑 26（第 83 図）　調査区の南東端付近で検出された、平面円形の土坑である。径は 0.7 ｍ、検出面
からの深さは 0.3 ｍを測る。断面形はＵ字形を呈するが、床面は不安定である。
　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構は出土した土器片や埋土の類似
性から古墳時代後期から古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 27（第 84 図）　調査区の南東付近で検出された平面隅丸長方形の土坑である。長軸は 1.75 ｍ、短
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1: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR2/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
3: 黄灰色土 (Hue2.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。

1 23

1
0 10cm1:3

第57図　1区土坑6実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

84
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軸は1.35ｍ、検出面からの深さは0.35ｍを測る。断面形は長方形で、壁面は垂直に近い角度で立ち上がる。
土坑の南東側の長辺部には、テラス状の段が設けられている。テラス部の検出面からの深さは0.1ｍである。
　遺物は少量であるが出土した。199は須恵器坏蓋である。口縁端部が外方に摘み出され、断面三角形
状を呈す。200は須恵器甕である。本遺構は、検出時は埋土内に10cm 程度の大型の地山ブロックを多
数含むことや、その規模、形態から近世墓の可能性も想定したが、遺物や土層断面から積極的に評価で
きる状況が確認されなかったため、出土した遺物を重視して、古代に位置付けた。

土坑 28（第 85 図）　調査区の南東付近で検出された、平面形がやや歪な楕円形を呈する土坑である。長
軸は 1.8 ｍ、短軸は 1.2 ｍ、検出面からの深さは 0.35 ｍを測る。断面形は一定ではなく、北東側と南西
側からはテラスが検出された。他の部分は、テラスが存在せず、壁面が垂直に近い角度で立ち上がっている。
　遺物は少量出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構は出土した土器片や埋土の類似
性から古墳時代後期から古代に位置付けられる可能性が高い。
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1: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。鉄分多量に含む。
2: 暗灰黄色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・1cm程度の礫微量に含む。
3: 暗褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。黒色粘土 (Hue10YR2/1) ブロック微量に含む。
4: 黒色土 (Hue10YR2/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。褐灰色土 (Hue10YR4/1) がマーブル状に混ざる。
5: 褐灰色土 (Hue10Y5/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。褐灰色土 (Hue10YR4/1) が混ざる。
6:黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。褐灰色土 (Hue10YR4/1) が混ざる。
7:褐灰色土(Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。褐灰色土(Hue10YR4/1)が混ざる。
8:黒褐色土(Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。褐灰色土(Hue10YR4/1)が混ざる。
9:褐灰色土(Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。褐灰色土(Hue10YR4/1)が混ざる。
10: 明灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。鉄分多量に含む。
11:6 層に黒褐色粘土 (Hue10YR3/1) ブロック少量含む。
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第58図　1区土坑7実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3・1/2)
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1: 褐色土 (Hue10YR4/4)　締り強く粘性やや強い。シルト。
    地山黄褐色土小ブロック含む。
2: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。
    炭化物多量に含む。
3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR7/3)　締り強く粘性やや強い。シルト。
    地山黄褐色土多量に混ざる。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。
    炭化物少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性強い。シルト。

第59図　1区土坑8実測図(S=1/30)
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1: 黄褐色土 (Hue2.5Y5/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
2: 暗褐色土 (Hue10YR3/4)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。炭化物微量に含む。
4: 明黄褐色土 (Hue10YR6/8)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に、炭化物微量に含む。
5: 黄褐色土 (Hue10YR5/8)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
6: 暗褐色土 (Hue7.5YR3/4)　締り弱く粘性強い。粘土。炭化物微量に含む。
7: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。

第60図　1区土坑9実測図(S=1/30)
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土坑 29（第 86 図）　調査区の南東付近、土坑 27や 28に近接する位置で検出された土坑である。平面
形は歪な楕円形で、長軸は 1.15 ｍ、短軸は 0.9 ｍ、検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。断面形は浅い
皿状を呈するが、南西側が一段深くなっている。
　本遺構からは遺物が出土しなかったため、位置付けが困難であるが、埋土の類似性から古墳時代後期
から古代に位置付けられる可能性が高い。
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第61図　1区土坑10実測図(S=1/30)
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土坑 30（第 87 図）　調査区の南東付近、
土坑 28の南側に近接する位置で検出され
た。平面形はやや歪な楕円形で、長軸は1.9
ｍ、短軸は 1.0 ｍ、検出面からの深さは 0.3
ｍを測る。断面形は不安定で、二つの土
坑の切りあいの可能性も想定したが、土層
堆積状況からは明確な切り合いを確認する
ことはできなかった。
　遺物は一定量出土しているが、図化可
能な遺物は出土していない。本遺構の時期
は、時期比定に足る遺物が出土していない
ため、位置付けが困難であるが、出土土

器片や埋土の類似性から、古墳時代後期から古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 31（第 88 図）　調査区の南側、溝状遺構 30、31を切る形で検出された。平面形は二等辺三角形
の角を丸くしたような形状で、長軸 3.0 ｍ、短軸 2.3 ｍ、検出面からの深さ0.2 ｍを測る。断面形は浅い
皿状であるが、床面は不安定である。
　遺物は少量ではあるが、2層を中心に出土している。201は須恵器小鉢である。底部を欠損しているた
め全形は明らかではないが、緩やかに屈曲する頸部をもつ。202は床面直上から出土した須恵器高坏で
ある。ハの字状に開く脚部を有する。脚端部は外方へと屈曲し、端面は回転ナデによって凹線状となってい
る。203は床面直上から出土した軒平瓦である。波高の高い唐草文が施されているが、風化が進んでおり、
文様が判然としない部分がある。瓦当面は段顎で顎の幅が広く、顎面にも唐草文が施されている。両者の
文様ともに全体像は明らかではないが、文様構成を比較すると、珠文や界線の状況から異なる笵によって
施文されたと考えられる。また中心飾りの位置がずれていることから、笵の大きさが異なっていたか、顎部
の施文がずれた位置に施された可能性が高い。平瓦部凸面は格子タタキ、凹面は布痕が確認できる。瓦
当の接合部には強いヨコナデが施されており、格子タタキがナデ消されている。焼成は須恵質であるが、や
や焼きが甘い。204は平瓦である。凸面は線が細く長方形で深い斜格子タタキが施されている。内面は明
瞭に布痕が残されている。凹面側の側縁端部を面取りしている。焼成は須恵質であり、非常に硬質である。
本遺構の時期は、床面直上から出土した 202の須恵器高坏から8世紀中葉から後葉に位置付けられる。

土坑 32（第 89 図）　調査区の南端付近で検出された、平面形が楕円形の長軸の一方を押し潰したような
形態の土坑である。長軸は 1.1 ｍ、短軸は 0.95 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は浅い皿
状を呈すが、床面は不安定である。
　本遺構からは遺物が出土しなかったため、位置付けが困難であるが、埋土の類似性から古墳時代後期
から古代に位置付けられる可能性が高い。

土坑 33（第 90 図）　調査区の南側付近で検出された、平面形が歪な円形の土坑である。径は 0.75 ｍ、
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1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　炭化物含む。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　炭化物含む。
3: 黒色粘土 (Hue10YR2/1)　締り強く粘性強い。粘土。非常にきめ細かい。
　貯蔵用粘土か。
4: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　径 2cm程度の礫含む。
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第62図　1区土坑11実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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は炭化物範囲

検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は南東側壁面は緩やかに立ち上がるが、北西側の壁面は急角
度で立ち上がる。
　本遺構からは遺物が出土しなかったため、位置付けが困難であるが、埋土の類似性から古墳時代後期
から古代に位置付けられる可能性が高い。
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1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量、炭化物微量に含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量、炭化物微量に含む。
3: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
4: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量、炭化物少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
6: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・黒褐色土 (Hue10YR3/1) ブロック・
    炭化物少量含む。
7: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。褐灰色土 (Hue10YR4/1) が微量に混ざる。
8: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。褐灰色土 (Hue10YR4/1) ブロック多量に含む。
9: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土中量含む。
10: 灰黄褐色土 (Hue10Y5/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。灰白砂含む。
11: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・黒褐色土 (Hue10YR3/1) ブロック中
      量含む。
12: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量に含む。
13: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。遺物多量に含む。溝状遺構 15埋土。
14: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。遺物・炭化物中量含む。溝状遺構 15埋土。
15: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・黒褐色土 (Hue10YR3/1) ブロック少
      量含む。溝状遺構 15埋土。
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第63図　1区土坑12実測図(S=1/60)
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第64図　土坑12出土遺物実測図①(S=1/3)
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第65図　土坑12出土遺物実測図②(S=1/3・S=1/2)

111
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土坑 34（第 91 図）　調査区の中央付近で、土坑 13、溝状遺構 6に切られる形で検出された。平面形は
隅丸長方形で、長軸は 2.7 ｍ、短軸は 1.4 ｍ、検出面からの深さは 0.1 ｍを測る。断面形は浅い皿状を
呈する。
　遺物は土師器、須恵器ともに一定量出土している。205は土師器坏である。底部はやや丸みを帯びた
平底で、体部から口縁部に向かい緩やかに内湾する。体部外面には粘土紐接合痕が残る。206は土師器
高坏である。脚部を欠損している。坏部は丸みを帯びた器形である。207 〜 210は土師器甕である。207
〜 209は口縁部から頸部片で、いずれも頸部の屈曲は弱く、明瞭な稜をもたない。210は脚台状の底部
片である。211は須恵器高坏である。基部付近の残存であるが、坏部と脚部の接合状況がみて取れる。
212は須恵器𤭯である。屈曲部に板状工具で刺突し施文している。本遺構の時期は、出土した遺物から7
世紀中葉、古墳時代終末期中葉に位置付けられる。

土坑 35（第 92 図）　調査区の中央西寄り付近で検出された、平面不整形の土坑である。調査区内で確
認できる範囲の最大長は 2.5 ｍ、検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。断面形は浅い皿状であるが、床面
は不安定である。
　遺物は土師器を中心に一定量出土している。213は土師器坏である。器壁は厚手で、底部には木葉圧痕、
内外面に粘土紐接合痕が残る。214は土師器高坏である。脚部がわずかに内湾する器形である。215 〜
217は土師器甕である。215は頸部がくの字状に屈曲するが、その屈曲は弱く、外面に明瞭な稜はみられ
ない。216は胴部内面の板状工具によるヨコナデが顕著であるが、粘土紐接合痕をナデ消すまでには至っ
ていない。217は長胴甕で、底部は平底を呈し木葉圧痕が残る。最大径が胴部中位付近にあり、頸部の
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1: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。焼土ブロック・地山黄褐色土ブロック中量、炭化物少量含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物含む。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物含む。
4: 灰色土 (Hue5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂質土。炭化物少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue10Y4/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。
6: 黒褐色粘土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性強い。粘土。焼土・地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
7: 黒褐色粘土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性強い。粘土。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
8: 黒褐色粘土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性強い。粘土。一部灰色砂層状に含む。炭化物少量含む。
9: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
10: 褐灰色砂 (Hue10YR5/1)　締りやや弱い粘性無。砂。地山黄褐色土小ブロック含む。
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第66図　1区土坑13実測図(S=1/30)、出土遺物実測図①(S=1/3)
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第67図　1区土坑13出土遺物実測図②(S=1/3)
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第68図　1区土坑13出土遺物実測図③(S=1/3)
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屈曲は非常に緩やかなものとなっている。本遺構の時期は、出土した遺物から7世紀中葉、古墳時代終
末期中葉に位置付けられる。

土坑 36（第 93 図）　調査区の北側付近で検出された、平面形が不整形の土坑である。最大長は 4.5 ｍ、
検出面からの深さは 0.35 ｍを測る。断面形は不安定で無作為に掘り窪めた印象を受ける。
　遺物は土師器、須恵器ともに一定量出土している。218は土師器坏である。小型で外面に粘土紐接合
痕が残る。219 〜 221は土師器甕である。219は頸部の屈曲が弱く、口縁部に向け緩やかに外反する。
220は平底で木葉圧痕が残る。底部から胴部へは横方向に大きく開く器形である。221も平底の底部で、
木葉圧痕が残る。底部端面がシャープに仕上げられている。222は土製支脚である。上部を欠損している。
223は須恵器坏身である。口縁部は内斜しながらわずかに立ち上がり、受部からわずかに突出するのみで
ある。224は須恵器高台付坏である。225、226は須恵器高坏である。225は坏部中位付近で一度屈曲し、
外方へと開く器形である。226は基部付近の破片である。坏部は横方向に開いた後、急角度で立ち上が
る器形と思われる。227は須恵器皿である。無高台で直線的な体部をもつ。本遺構の時期は、出土遺物
が時期幅を有するが、8世紀前葉段階の遺物が主体的であるため、その時期に位置付けられると思われる。
　本遺構の性格であるが、平面形、断面形ともに不安定な形状であり、繰り返しになるが、無作為に掘り
窪めた様相を呈する。また規模も4ｍを超える大型の割に遺物量は多くなく、廃棄土坑とは考えがたい。
土坑の床面は、粘土層ではないが粘性の強いシルト質の地山層に達していることも加味すると、粘土採掘
土坑の可能性が高いと思われる。

土坑 37（第 94 図）　調査区の北側付近、土坑 36の北に近接する位置で検出された。平面形は楕円形を
呈すると思われ、長軸は 3.6 ｍ、検出面からの深さは 0.2 ｍを測る。図面では表現されていないが床面は
不安定である。
　遺物は土師器、須恵器ともに一定量出土しているが、土坑規模からみると多いものではない。228は土
師器坏である。内外面ともに風化が著しく調整は判然としない。229は土師器高坏である。脚部は下半が
欠損しているが、基部付近は柱状を呈する。230は土師器甕底部片である。平底を呈する。231は須恵器
坏蓋である。口縁部がＳ字状に屈曲する。232は平瓶もしくは提瓶である。233は凝灰岩製紡錘車である。
本遺構の時期は、出土した遺物から8世紀中葉から後葉に位置付けられる。
　本遺構も、形態や遺物の出土状況、また土坑 36に近接する位置にあることから粘土採掘土坑の可能性
が高い。

土坑 38・41（第 95・96 図）　調査区の北側付近で検出された本遺構の近辺は、多数の土坑や溝状遺構、
またそれらの上位に落ち込みが形成されていたため、切り合い関係を土層堆積状況から確認することはでき
ていない。
　遺物は土坑 38では土師器、須恵器ともに一定量出土しているが、土坑 41は検出面からの深さが 0.1
ｍに満たなかったことから、出土量はわずかである。ここでは土坑 38の出土遺物から記述していくことにす
る。234 〜 236は土師器坏である。234は内面にわずかにミガキが確認されるが、その他は風化が著しく
調整は不明である。237は土師器鉢である。238は土師器ミニチュア鉢である。粗雑な作りで、粘土塊か
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第69図　1区土坑13出土遺物実測図④(S=1/3)
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ら指で体部から口縁部を摘み出したものと思われる。239 〜 241は土師器高坏である。239は脚部内面
にヘラ記号が認められる。240は基部の幅が広く、脚部の開きが小さい。242は土師器甕口縁部から頸部
片である。頸部に刺突による文様が施された幅広の突帯が付く。243 〜 245は土師器甕である。243は頸
部の屈曲が弱く、口縁部は短く外反する。244は底部片である。やや上げ底を呈す。245も底部片である。
平底で底部と胴部の境界が明瞭でない。246は須恵器壺蓋である。天井部がドーム状を呈する。248、
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9.00m

0 1m1:30

1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性弱い。シルト。
　下位に焼土・土器片・炭化物含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色小ブロック含む。
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第70図　1区土坑14実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

171

172

249は須恵器提瓶と思われる。土坑 41の出土遺物は 247のみ図化した。247は須恵器短頸壺で、胴部
中位付近に最大径をもつ。土坑 38は出土した遺物から7世紀中葉から後葉、古墳時代終末期中葉から
後葉、土坑 41は 7世紀中葉に位置付けられる。

土坑 39（第 97 図）　調査区の北側付近で検出された土坑である。平面形は台形状で、最大長は 2.7 ｍを
測る。また、落ち込み下から検出されたため、検出面からの深さが 0.15 ｍであった。
　遺物は土師器、須恵器ともに一定量出土している。250は土師器高坏である。器表面の仕上げが粗く、
粗雑な作りである。251は土師器甕である。平底を呈す。252は須恵器坏身である。253は須恵器高坏脚
部である。脚端部は外方に摘み出されている。254は炉壁と思われる被熱した粘土塊である。本遺構の時
期は、出土した遺物から7世紀中葉、古墳時代終末期中葉に位置付けられる。

土坑 40（第 98 図）　調査区の北側で検出された、長軸 4.5 ｍ以上の大型の土坑である。検出面からの深
さは 0.15 ｍで断面形状は浅い皿状である。
　遺物は土坑の規模からみると多いものではないが一定量出土している。255は土師器坏である。内外面
ともに風化が著しく、調整は不明である。256、257は須恵器坏蓋である。256は口縁端部がＳ字状に屈
曲する。257は欠損しているが天井部につまみが付く形態である。258は土師器甕である。平底の底部で、
木葉圧痕が認められる。259は須恵器甕口縁部と思われる。外面に波状文が施されている。260は須恵
器甕と思われる。外面はタタキ後カキメ、内面には当て具痕が残る。261は尾鈴酸性岩製磨石である。本
遺構の時期は、出土した遺物から8世紀中葉から後葉に位置付けられる。

土坑42（第99図）　調査区の北東側付近で、溝状遺構2の上層に切られる形で検出された。長軸は4.8ｍ、
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0 1m1:30

1: 灰褐色土 (Hue7.5YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。褐灰色粘土 (Hue7.5YR4/1) 小ブロック少量含む。
2: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
3: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。褐灰色粘土 (Hue7.5YR4/1) 小ブロック少量含む。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量、炭化物微量に含む。
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第71図　1区土坑15実測図(S=1/30)、出土遺物実測図①(S=1/3)
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0 10cm1:3

第72図　1区土坑15出土遺物実測図②(S=1/3)
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第73図　1区土坑15出土遺物実測図③(S=1/3)

第74図　1区土坑16実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　
　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土ブロック多量に、炭化物微量に含む。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4)
　締りやや強く粘性やや強い。シルト。
　地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)
　締り弱く粘性やや強い。シルト。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/3)
　締りやや強く粘性やや強い。
　シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
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1

1

1: 灰白色土 (Hue2.5Y7/1)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土斑紋状に混ざる。

第75図　1区土坑18実測図(S=1/30)

検出面からの深さは 0.15 ｍを測る。断面形は浅い皿状を呈す。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはなかった。本遺構は溝状遺構 2の上層に切られている
ことから、9世紀前半以前、埋土の類似性や位置を加味すると古代に属する遺構と考えられる。

土坑 43（第 100 図）　調査区の南端付近で検出された不整形の土坑である。長軸は 5.1 ｍを測り、検出
面からの深さは 0.05 ｍである。
　遺物はわずかに出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。形態から人為的なものではなく、自
然に生じた窪みに遺物や埋土が溜まりこんだものと思われる。

土坑 44（第 101・102 図）　調査区の南端で溝状遺構 28を切り、土坑 18に切られる形で検出された。平
面形は方形基調であるものの不整形で、長軸は6.65ｍ、短軸は6.1ｍ、検出面からの深さは0.25ｍを測る。
一見すると竪穴住居のような規模であるが、床面は凹凸が激しく不安定で、東西南の壁面の立ち上がりは
明瞭であるが、北側はだらだらと立ち上がる形状である点から、住居ではないと判断した。
　遺物は須恵器を中心に出土している。262は土師器坏蓋である。つまみが比較的高い形態である。263
は須恵器坏蓋である。つまみが低平な形態である。264 〜 266は須恵器高台付坏である。264は底部と
体部の境界の屈曲が弱く、底部と体部が一連となっている。265は高台の貼り付け位置が外側に位置して
いるが、底部と体部の境界の屈曲は比較的明瞭である。266はハの字状に開く高い高台をもつ。高台貼り
付け位置も屈曲部より内側に位置する。267は高台貼り付け位置が屈曲部に近くなっているが底部と体部
の境界は明瞭である。268は須恵器坏身である。口縁部の立ち上がりが非常に小さくなっており、受部より
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1: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
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1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
2: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3:にぶい黄色土(Hue2.5Y6/4)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 明黄褐色土 (Hue2.5Y6/8)　締り強く粘性やや強い。シルト。
5: 黄褐色土 (Hue2.5Y5/6)　締り強く粘性強い。シルト。
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1: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
2: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
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第76図　1区土坑19実測図(S=1/30)

第77図　1区土坑20実測図(S=1/30)

第78図　1区土坑21実測図(S=1/30)
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1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。鉄分多量に含む。
2: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土に 1が微量に混ざる。
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1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物多量、褐色土ブロック少量含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。

1
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12

第79図　1区土坑22実測図(S=1/30)

第80図　1区土坑23実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。鉄分多量に含む。
2: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土に 1が微量に混ざる。
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0 1m1:30

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物多量、褐色土ブロック少量含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。

1

2
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第79図　1区土坑22実測図(S=1/30)

第80図　1区土坑23実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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195

下に位置する。底部を欠くため判断が難しいが蓋になる可能性もある。270は須恵器蓋であろうか。円盤
状のつまみから天井部が直接斜め下方に伸びる。底部になる可能性もある。271は尾鈴酸性岩製磨石で
ある。中央に敲打痕がみられることから敲石としても使用されたと思われる。本遺構の時期は、出土遺物し
た遺物から9世紀前葉に位置付けられる。

土坑 45（第 103 図）　調査区の北中央付近で、溝状遺構 19に切られる形で検出された土坑である。平面
形は隅丸長方形で、長軸は 3.5 ｍ、短軸は 2.3 ｍ、検出面からの深さは 0.3	ｍを測る。断面形は東壁に
小テラスを有するが、概ねＵ字状を呈す。
　遺物は土坑規模からみると少量であるが出土している。272は土師器坏である。273は土師器甕である。
底部は丸底で、板状工具によるナデ調整が施されている。本遺構の時期は時期比定に足る遺物が出土して
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8.80m

0 1m1:30

1: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
4: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量、
　炭化物微量に含む。
5: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。

1
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b’
b

10.40m
a a’

10.20m
b

b’

0 1m1:30

1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性弱い。
　砂質土。炭化物微量に含む。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性弱い。
　砂質土。地山黄褐色土混ざる。
3: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。
　砂質土。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。

4
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1

12
3

0 10cm1:3

0 10cm1:3

第81図　1区土坑24実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

第82図　1区土坑25実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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8.80m

0 1m1:30

1: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
4: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量、
　炭化物微量に含む。
5: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
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0 1m1:30

1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性弱い。
　砂質土。炭化物微量に含む。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性弱い。
　砂質土。地山黄褐色土混ざる。
3: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。
　砂質土。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
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0 10cm1:3

0 10cm1:3

第81図　1区土坑24実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

第82図　1区土坑25実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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10.20m
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0 1m1:30

0 1m1:30

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや弱く粘性弱い。
　砂質土。地山黄褐色土ブロック・炭化物少量含む。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや弱く粘性弱い。
　砂質土。
3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。
4: 褐灰色土 (Hue10YR4/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
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第83図　1区土坑26実測図(S=1/30)
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1: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性無。砂質土。
　地山黄褐色土ブロック・黒褐色土ブロック微量に含む。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
3: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや強い。
　砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
4: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。
5: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
6: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。
7: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/4)　締り強く粘性やや強い。
　砂混シルト。地山黄褐色土主体土に灰色土ブロック
　微量に含む。
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第84図　1区土坑27実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3

いないが、溝状遺構 19に切られることも加味すると、
概ね 7世紀前葉、古墳時代終末期前葉に位置付け
られると思われる。

第 4 項　溝状遺構
　本調査区では、当該期に属する溝状遺構が 34 条
検出されている。幅が 1ｍを超える規模の大きな溝
状遺構は、総じて遺物量が多い。溝状遺構 2、15、
19は直角に近い角度で屈曲することから、区画溝の
可能性もある。また溝状遺構2と3は並存しているが、
これらにより3つの区画が造り出されている。以下個
別に詳述していくが、各溝状遺構の規模等は第 3表
に記載している。

溝状遺構 1（第 104 ～ 111 図）　調査区の南西から
中央付近に地形に沿って直線的に伸びる溝状遺構
である。北端付近のみ緩やかに北西側に屈曲する。
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1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
3:2 に地山黄褐色土小ブロック少量混ざる。
4:3 と逆で地山黄褐色土層が主体で 2がブロック状に混ざる。
5: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。
2: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山黄褐色小ブロック微量に含む。

第85図　1区土坑28実測図(S=1/30)

第86図　1区土坑29実測図(S=1/30)

第87図　1区土坑30実測図(S=1/30)
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1: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
5: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
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0 1m1:30

1: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや弱く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
2:褐灰色土(Hue10YR5/1)　締りやや弱く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック・褐灰色シルト(Hue7.5Y4/1)ブロック含む。
3: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや弱く粘性弱い。砂混シルト。褐灰シルト (Hue7.5Y4/1) ブロック少量含む。
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第88図　1区土坑31実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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溝状遺構 1、13に切られる。断面形は逆台形状を呈するが、水による浸食の影響か床面に凹凸が多くみ
られる箇所がある。調査区南西部では上層に古代の遺物を含む層が確認されている。ただし溝状遺構 2
の上層のように溝として機能していたのではなく、溝状遺構埋没後、わずかに窪んだ部分に古代の遺物が
入り込んだと考えられる。
　遺物は多量に出土している。274 〜 283は上層出土遺物である。274 〜 276は土師器甕である。274
の底部は平底で木葉圧痕が確認される。275は薄手の底部で外面は板状工具によるナデ調整が施されて
いる。276は幅広の平底をもつ。277は土師器甑の把手である。環状を呈する。278、279は須恵器坏蓋
である。278は天井部につまみが付く。279は口縁端部が下方に摘み出され、断面三角形状を呈す。280
〜 283は須恵器高台付坏である。280は坏部片である。口縁端部が三角形状を呈す。281は低い高台で
あり、貼り付け位置が外方にある。282は底部と体部の境界が明瞭で、強く屈曲する。283は底部と体部
の境界が明瞭で、外面に稜線が入る。284 〜 330は下層出土遺物である。284は土師器坏である。体部
から口縁部に向け緩やかに内湾する。285 〜 287は土師器鉢である。285は体部から口縁部は緩やかに
内湾する形状である。286は底部付近にヘラ記号が施される。287は口縁部がわずかに外反する。288は
土師器小埦である。内面に指オサエ痕が目立つ。289 〜 296は土師器高坏である。289、290は小型器
種で同一個体の可能性がある。291は基部付近の破片である。292は脚部の上部が柱状で、下部に至る
と強く屈曲しハの字状に開く。柱状部分の外面、坏部内面はミガキが施されている。293は外面にミガキを
施している。294は大型の高坏で、粘土紐接合痕がみられる。295は脚部片である。脚部中位付近で屈
曲し、裾広がりの形態となる。296は器壁が薄手で底端部が外方へ屈曲する。297、298は土師器甕であ
る。297は底部外面にもタタキが施されている。299は土師器鉢である。底部にヘラ記号がみられる。300
は土師器壺である。胴部中位が大きく膨らむ形態である。301 〜 311は土師器甕である。301、302は頸
部の屈曲が弱く、口縁部は短く外反する。粘土紐接合痕が顕著である。303は頸部の屈曲が非常に弱い。
器壁は薄手に仕上げられているが、粘土紐接合痕が認められ、丁寧な作りとは言い難い。304は頸部の
屈曲がやや強く、逆Ｌ字形に近づいている。305は口縁部がわずかに外反する。306〜 309は頸部をもたず、
体部が外斜しながら立ち上がり、そのまま口縁部となる器形である。306、307は口縁部がわずかに外反す
る。306、307は甑の可能性もある。308は体部と口縁部が一連となっており、滑らかに口縁端部まで達す
る。注口が摘み出されている。309も口縁部がわずかに外反する。310は頸部の屈曲が弱く、口縁端部は
丸く収められている。底部は丸底である。胴部は内外面ともに板状工具によるナデが施されている。311は
底部が平底で、木葉圧痕が確認される。312、313は土師器把手である。312は細身で把手坏鉢の把手
と思われる。313は牛角状の甑把手である。314はつつぬけタイプの土師器甑である。315は土製支脚で
ある。上部を欠損している。316 〜 318は土師器移動式カマドである。316は掛口から体部の中位付近ま
で残存している。掛口の周囲にドーナツ状の庇が取り付けられ、見かけ上は甕の口縁部のような形態となる。
焚口の一部が確認されるが、焚口上部に庇はみられない。317は基部から体部の残存片である。基部は
平面形が正円形でなく歪んでいるため、本来の底径はもう少し小さくなる可能性がある。外面に粘土紐接
合痕が明瞭に残る。基部は先細りとなり、端部は長三角形となる。焚口の幅は反転復元のため推定値であ
る。318は掛口から基部まで確認できる個体である。ただし、焚口は側面のみの残存であったため、上部
の状況は不明である。掛口端部はわずかに外方へ張り出すが、庇と呼称できるほどのものではない。基部
は先細りとなり、端部は長三角形となる。外面は粘土紐接合痕が顕著である。反転復元のため焚口の幅は
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10.40m 10.20m

0 1m1:30

0 1m1:30

1: 灰黄色土 (Hue2.5YR6/2)　締り強く粘性無。
　砂質土。地山黄褐色土小ブロック含む。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性無。
　砂質土。地山黄褐色土ブロック含む。

1: にぶい黄色土 (Hue2.5Y6/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
2: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性無。砂質土。
　地山黄褐色土ブロック含む。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性無。砂質土。

1 22

2

1 3

第89図　1区土坑32実測図(S=1/30) 第90図　1区土坑33実測図(S=1/30)

推定値である。319 〜 322は須恵器坏蓋である。319、320は口縁部に刻目状圧痕がみられる。ともに右
上がりであるが、320の方が密である。321は天井部から口縁部にかけての屈曲が強く逆凹形を呈す。332
は器高がやや低く、ドーム状の天井部をもつ。323、324は須恵器坏身である。323は丸みを帯びた器形で、
口縁部は内斜しながら短く立ち上がる。324は復元口径が 8.8cmと口径が小さい。325、326は須恵器高
坏である。325は坏部内底面にヘラ記号が施されている。326は長脚の高坏で透かしは二段である。坏部
内底面に同心円の当て具痕がみられる。327は須恵器甕である。328は台石である。329は刀子である。
刃部と茎部の一部を欠損している。330は棒状鉄製品である。本遺構の埋没時期は出土した遺物から7
世紀前葉、古墳時代終末期前葉に位置付けられる。

溝状遺構 2（第 104・112 ～ 129 図）　調査区の南東側から北西へと伸び、調査区の中央付近で北東側へ
と屈曲し、調査区の北東側で収束する溝状遺構である。調査区内で検出された長さは約 70ｍを測る。調
査区の中央付近で溝状遺構 3と接続する。土層堆積状況から両者に切り合い関係はなく、並存していたと
考えられる。断面形は場所によって異なり、南端付近から中央付近ではV字形を呈すが、北端付近では
逆台形状となる。この溝状遺構の性格は、90°に近い形で屈曲する点や、溝状遺構 3とともに遺跡内の空
間を3ヶ所に分割することから区画溝と考えられる。
　遺物は下層から上層まで多量に出土した。330 〜 340は土師器坏である。331は非常に小型の坏で、
器高が低く底部から口縁部まで一連に作られている。332も小型の坏である。底部から体部への屈曲は明
瞭で、外面に粘土紐接合痕がみられる。333も器形は 332に近いが、内外面ともに工具ナデで仕上げられ
ている。334は器高が高く、埦に近い形状である。底部は平底で体部との屈曲は比較的明瞭である。335
も器高が高いが底部と体部の屈曲が、内面では不明瞭になっている。外面に粘土紐接合痕がみられる。
336は成形が粗雑で口縁部が大きく歪んでいる。337は口縁部がやや内湾し直立に近い形となる。338は
口縁端部がわずかに外反する。339は口径に比して器高が低い。口縁部が外反する器形である。340は
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1: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
2: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
3: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
6: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
7: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性無。砂質土。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
8: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性無。砂質土。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
9: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子微量に含む。
10: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
11: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性無。砂質土。地山黄褐色土主体土に灰色土ブロック少量混ざる。
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第91図　1区土坑34実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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8.90m

0 1m1:30

1: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性強い。シルト。
2: 黄褐色土 (Hue10YR5/6)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
3: 明褐色土 (Hue7.5YR5/6)　締り強く粘性強い。シルト。
4: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
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3 34

第92図　1区土坑35実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)
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第93図　1区土坑36実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)
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8.50m

溝2

2m0 1:60

第94図　1区土坑37実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3・S=1/2)

0 10cm1:3

10cm0 1:2

土器

石器

228

229

230

231

232
233

ボウル状の器形で、口縁部でわずかに角度を変え直立に近い形となる。341、342は土師器高台付坏であ
る。341は高台がやや外開きの器形である。342は底部から体部の屈曲が強く、垂直に近い形で立ち上が
る。外底面にヘラ記号が施されている。343 〜 356は土師器高坏である。343、344は基部付近の破片で
ある。344は坏部と脚部の接合痕が確認される。345も基部付近の破片である。坏部、脚部ともに大きく
開く形状で扁平な器形となる。346はハの字状に開く脚部をもつ。347 〜 349はハの字状に開く脚部をもち、
端部付近でわずかに外方へ屈曲する。350は低脚で坏部は内外面ともにミガキが施されている。351は坏部、
脚部ともに大きく開く器形である。352は脚部と坏部の接合痕が確認される。353は器壁が厚手で、脚部
内面に粘土紐接合痕が明瞭に残る。354は坏部が浅めで、中位付近でわずかに屈曲の度合いを強める。
355は坏部のみの残存で、埦状の深い器形である。356はワイングラス形の高坏で深い坏部が特徴である。
357は土師器無頸壺である。薄手に仕上げられているが、風化が著しく調整は不明である。358、359は
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第95図　1区土坑38・41実測図(S=1/60)、土坑38出土遺物実測図(S=1/3)
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第96図　1区土坑38・41出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3246・248・249:土坑38
247:土坑41

8.60m

2m0 1:60

0 10cm1:3

第97図　1区土坑39実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)
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土師器小型甕底部であろうか。外底面にヘラ記号が施されている。360 〜 383は土師器甕である。360は
最大径が口縁部にあるタイプで、頸部は不明瞭である。361は頸部の屈曲が弱い。362は頸部から口縁
部にかけ強く外反するタイプである。364は胴部中位付近に最大径をもつ器形である。365は最大径が胴
部下位にある下膨れの器形である。366 〜 383は底部付近の破片である。底部は丸底のもの（366）、小
さな平底のもの（367 〜 369、371）、脚台状の平底をもつもの（372 〜 381、383）に大別される。370
は器壁が薄手で、底部中央が厚くなる特徴的な器形である。382は低い円盤状の底部をもつ。脚台状の
底部の個体を中心に、外底面に木葉圧痕が確認される。384 〜 386は土師器甑である。384、385はつ
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第98図　1区土坑40実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3・S=1/2)
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8.60m

2m0 1:60 2m0 1:60

1: 灰褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。
　砂混シルト。地山小ブロック含む。

1

土坑42溝状遺構2

10.40m

1

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや弱く粘性やや強い。
　砂混シルト。鉄分粒含む。

第99図　1区土坑42実測図(S=1/60) 第100図　1区土坑43実測図(S=1/60)

つぬけタイプの甑で、385は桟渡し用の小円孔が認められる。386は破片資料のため明確ではないが、穿
孔位置や胴部の立ち上がり角度から多孔タイプになる可能性がある。387 〜 389は土師器甑環状把手であ
る。390は土師器の器種は不明であるが把手である。391は土師器横瓶である。392は器種不明であるが、
外面にヘラ記号が施されている。393は不明土製品である。幅広側が脚になると思われる。394 〜 396は
土製支脚である。394は完形であるが、他の 2点は欠損が著しい。397はフイゴ羽口である。ガラス質が
付着している。398 〜 415は須恵器蓋である。398は口径 10.8cmと小型化している。天井部は丸みを帯
びたドーム状である。399は天井部の中位付近でわずかに屈曲し、弱い稜が生じている。400はつまみを
有し、ドーム状の天井部となる。401はつまみを有する器形であるが、焼き歪みが大きく歪な形状となっている。
402は欠損部付近に小さな段がみられる。403は焼き歪みが大きく、口縁部が大きく湾曲している。404は
器高が低くつまみも低平である。口縁部を外方に屈曲させ、端部に凹線を施している。405は口縁部が下
方に屈曲する形態である。406は口縁部が強く屈曲しＳ字状を呈する。407 〜 409は受口状の口縁を呈す
る。408は焼成時に変形し、つまみを含め天井部が口縁部より低い位置になっている。409は細かなナデ
単位が確認できる。410、411は受けが付く形態である。412は焼成時に激しく変形し、歪な形態となって
いる。413、415は復元口径が 25.0cm 程度と大型のため、皿や盤の蓋となる可能性がある。414はつま
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1: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。炭化物微量に含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性弱い。砂質土。
3: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性強い。砂質土。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
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第101図　1区土坑44実測図(S=1/60)、出土遺物実測図①(S=1/3)
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10cm0 1:2

第102図　1区土坑44出土遺物実測図②(S=1/2)

271

みが二段に呈す特殊な器形である。香炉蓋の可能性があ
る。416は須恵器坏身、417 〜 419 は須恵器坏である。
416は口縁部が内斜しつつ短く立ち上がる器形である。底
部にヘラ記号を施す。417 〜 419は無高台の坏で、器高
に差がみられる。420 〜 449 は須恵器高台付坏である。
420は坏部が深く、高台の貼り付け位置は底部と体部境
界の屈曲位置よりも内側である。高台は高く、ハの字状に
開く。421も420と類似する器形と思われるがサイズは小
さい。423、444は外底面にヘラ記号を有する。441は焼
き歪みが激しい。449は非常に高い高台を有する。須恵
器高台付坏は、高台の貼り付け位置、高台の高低、器
高の高低、内面における底部と体部の屈曲の有無によっ
て分類され、これらは時期を示す指標にもなる。溝状遺
構 2出土高台付坏をみると、多くのバリエーションがみら
れることから、時期幅を有するものと考えられる。450 〜
455は須恵器高坏である。450は高台付坏よりも大型で高
い脚部をもち、脚部の接合位置もより内側にあり、口縁部
形態も高台付坏にはみられない外方に摘み出される形態
であることから高坏とした。452は小型高坏の脚部である。

端部はハの字状に外方に張り出した後下方へと屈曲する。453はやや大型であるが、脚端部の形態は 452
と類似する。455は基部付近の破片である。器形は破片からの判断であるが、坏部は浅く皿状の形態で、
脚部は基部付近は余り広がらず、下位になるとハの字状に緩く開く器形になると思われる。坏部内底に「金光」
の刻書が施されている。この刻書は書き順が判別できるほど精良なもので、識字者によるものと想定される。
456は須恵器円面硯（圏足硯）である。脚部に透かしはみられない。陸中央を欠損しているため断定はで
きないが、陸は海から丸みを帯びて盛り上がり、上面は平坦と思われる。陸と海を隔てる堤はみられない。
残存部においては、肉眼観察によるものではあるが使用痕は確認できない。457、458は須恵器皿である。
457は蓋の可能性もある。459は提瓶である。460は須恵器平瓶である。体部が焼成時に破裂しており、
接合をしてもその部分にずれがみられる。461は須恵器把手付甕である。把手の断面形は楕円形状である。
462は須恵器横瓶である。体部はラグビーボール形で閉塞痕の一部が確認できる。463は須恵器の小型壺
である。口縁部は折り返して肥厚しており、そこに波状文が施されている。外面肩部にはカキメが施され、
内面は同心円文が確認できる。464、465も須恵器壺と思われる。466は須恵器短頸壺である。玉葱形の
体部に短く外反する口縁部が付く。外面はタタキの後に横方向のカキメが施されている。467は須恵器長
頸壺である。算盤玉形の体部を有する。468は須恵器短頸壺である。口縁部は直立し、肩が横方向に強
く張り出す形態である。469は須恵器壺であろうか。強く屈曲する胴部片である。470 〜 472は須恵器長
胴壺である。471は肩部に多量の焼成時の付着物がみられる。473 〜 475は須恵器長頸壺である。473
は無高台のもので窯体が付着している。475は高台付長頸壺底部片である。厚手でハの字状の高台が付
く。477は胴部が大きく膨らむ器形で底部は丸底である。478 〜 491は須恵器甕である。478はくの字状
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8.80m

0 1m1:30

1: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
    地山黄褐色土小ブロック・黒褐色粘土 (Hue10YR3/1) ブロック中量含む。
2: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック中量含む。
3: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
5: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。
6: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締り強く粘性弱い。砂質土。2を微量に含む。
7: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性弱い。砂質土。地山黄褐色土・黒色土粘土を斑点状に含む。
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第103図　1区土坑45実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

の頸部を呈す。内外面ともに風化が著しいが、内面には当て具痕が認められる。479は短く外方へ屈曲す
る口縁部をもち、鉢ともいえる器形である。480 〜 483は長めで外反する頸部から口縁部の立ち上がりをも
つ。480は口縁部が一度肥厚し、口縁端部に向け先細りとなる。481は頸部外面に窯印と思われるヘラ記
号が施される。484 〜 491は胴部〜底部片である。489は直線的な当て具痕をもつ。490は長径約 9cm
の窯体が付着し、器形が歪んでいる。傾き不明のため垂直で掲載しているが、窯体が上部から落下して凹
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んだ可能性が高いため肩部付近と思われる。492は丸瓦片である。493は平瓦片である。端部を面取りし
ている。494、495は砥石である。使用により細身になっている。494は破損面にも擦痕がみられる。496
〜 499は敲石である。496は平面三角形状を呈すが、各頂点に敲打痕がみられる。細かな調整に用いら
れたと思われる。497、498は表裏に敲打痕が認められ、498は度重なる敲打によって1cmほど窪んでい
る。500は袋状鉄斧である。錆と柄の木質により袋部の折り返しが不明瞭である。501は鉄製紡錘車であ
る。本遺構は、下層の埋没時期が 7世紀中葉、古墳時代終末期中葉で、上層は 9世紀前半と考えられる。
上層と下層の構成埋土は、上層が灰色系、下層が褐色系と異なるため、下層埋没後、そのまま継続して序々
に上層が埋没していったのではなく、一定期間、溝として機能した後に比較的短期間で埋没したと思われる。
　第 131 図は溝状遺構 1〜 3が交わる位置に入れたサブトレンチの出土遺物である。平面検出では切り
合い関係が判断できなかったため、いずれの遺構に帰属するか明確ではない遺物ではあるが、主要なもの
を掲載した。508は須恵器高台付坏である。復元底径が 5.8cmと小型で、体部の立ち上がりが急である。
510は炉壁であろうか。被熱しており、寸莎痕跡も認められる。

溝状遺構 8（第 104・113 図）　調査区の中央付近で、溝状遺構 2を切る形で検出された。溝状遺構 2の
東肩に沿う位置にあり、断面形はⅤ字形で検出長が 4.9 ｍと短い。端部は両端ともに先細りとなり収束する。
　遺物は少量出土したが、図化に耐え得るものはなかった。その時期は溝状遺構 2の上層を切るため 9
世紀前半以降となるが、埋土が類似していることから大きく時期が異なることはないと思われる。

溝状遺構 9（第 104・114・130 図）　調査区の中央付近で南北方向に伸びる形で検出された。圃場整備
以前の水田区画の段によって、遺構の北側は大きく削平を受けており、底面付近がわずかに残存している
状況であった。区画の段付近で緩やかに西方向へと屈曲する。掘立柱建物 16、溝状遺構 2の上層に切
られる。断面形は逆台形状で、埋土内に小礫を含む層が目立つ。
　502、503は須恵器坏蓋である。502は天井部がドーム状を呈するのに対し、503は扁平な形状である。
504 〜 506は須恵器高台付坏である。504は坏部が浅く、高台の貼り付け位置は底部と体部の境界より内
側に位置する。505は高台の貼り付け位置が底部と体部の境界付近に位置する。506は高台の貼り付け
位置が屈曲部付近にあり、体部の立ち上がりの角度が緩い。皿の可能性もある。507は平瓶の口縁部と
思われる。口縁端部に向かい緩やかに外反する。本遺構から出土した遺物は、坏蓋や高台付坏をみると
時期幅を有するが、遺構の埋没年代は 8世紀後葉に位置付けられる。

溝状遺構 3（第 104・132 ～ 135 図）　調査区の中央付近で東西方向に伸びる形で検出された。溝状遺構
2と接続し、並存関係にある。溝状遺構 1、11、12を切り、溝状遺構 4、5に切られる。断面形状は逆台
形で、土層堆積状況は、溝状遺構 2と同様に、大きく古代に属する上層（第 132 図 1 〜 4、18 層）と古
墳時代後期から終末期に属する下層（第 132 図その他層）に分かれる。古代に属する層は、砂質がやや
強く埋土が全体的に灰色を帯びる点が特徴である。
　遺物は溝状遺構 2ほどではないが、上層、下層ともに出土している。511 〜 514は土師器高坏であ
る。511は低脚の高坏である。512は基部付近の破片であるが、脚部を基部外面に貼り付けるようにして
接合する。514は坏部に比して脚部の開きが小さい器形である。脚端部が外方へ屈曲し稜をなす。外面は
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第104図　1区古墳時代・古代溝状遺構配置図(S=1/500)
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9.70m

10.30m
a a’

b b’

c’c

1m0 1:20

10.00m
溝状遺構 1 溝状遺構 13

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。
4: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
5: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・地山黄褐色土小ブロック少量含む。
6: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
7: 地山黄褐色土主体土。4が少量混ざる。
8: 褐色土 (Hue10YR4/4)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
9: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性強い。粘土。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
10: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。シルト。
11: 灰黄褐色粘土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
12: 黒褐色土 (Hue10YR2/3)　締り強く粘性強い。粘土。
13: 黒褐色土 (Hue10YR2/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土がマーブル状に混ざる。
14: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
15: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。遺物を多量に含む。
16: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
17: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。
18: 黒褐色土 (Hue10YR2/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
19: 地山黄褐色土ブロックと灰褐色土 (Hue7.5YR4/2) ブロックの混合土。
a: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物微量に含む。
b: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
c: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
　＊a～ cは溝 13埋土。
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第105図　1区溝状遺構1土層断面図(S=1/20)

ミガキが施されている。515、516は土師器壺である。胴部下位に最大径をもつ下膨れの形態で、頸部は
小さく窄まる。517 〜 533は土師器甕である。517、518は頸部で強く屈曲し、短い口縁部が外反する器
形である。519は頸部の屈曲が弱く、胴部の張りが小さい器形である。520は小型の甕で、内面に粘土
紐接合痕が明瞭に残る。521、522、524は頸部の屈曲が弱く胴部から口縁部に向け緩やかに開く形状と
なる。524は口縁部径が器高を上回る。523、524は外底面に木葉圧痕が認められる。525はやや丸み
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0 10cm1:3

第106図　1区溝状遺構1出土遺物実測図①(S=1/3)
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274

275

276

277

278 279
280

281 282 283

284

285

286
287

288

289

290

291

292
293

294

295 296

297
298

− 108 −



0 10cm1:3

第107図　1区溝状遺構1出土遺物実測図②(S=1/3)
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0 10cm1:3

第108図　1区溝状遺構1出土遺物実測図③(S=1/3)

310

312

311

313

を帯びた底部で木葉圧痕が認め
られる。内外面ともに工具ナデの
痕跡が顕著である。底部片は平底
（526、528、529、533）、丸底（527、
532）、脚台状（530、531）のものが
みられる。534〜 536は土師器甑で
ある。534はつつぬけタイプで、頸部
から口縁部にかけて緩やかに外反す
る。535もつつぬけタイプで桟渡し用
小円孔が確認される。胴部上位で
内湾する器形である。536もつつぬ
けタイプの甑である。底端部は先細り
の形状である。537は土製支脚であ
る。538、539は須恵器坏蓋である。
538はつまみをもち、539はつまみを
もたない形態である。540は須恵器
坏身、541は須恵器坏である。540
は扁平で、口縁部が内斜しつつ短く
立ち上がる。541は切り離し後の調
整が粗雑であったため坏とした。口
縁部がわずかに外反する。542は提
瓶である。543、544は須恵器甕で
ある。543は口縁端部をわずかに肥
厚し丸く収めている。545は鉄鏃であ
る。本遺構は、溝状遺構 2と同様に、
下層の埋没時期が 7世紀中葉、古
墳時代終末期中葉で、上層は9世
紀前半と考えられる。上層と下層の
構成埋土は、上層が灰色系、下層
が褐色系と異なるため、下層埋没後、
そのまま継続して序 に々上層が埋没し
ていったのではなく、下層が埋没した
後、一定期間溝として機能した後に、

比較的短期間で埋没したと思われる。

溝状遺構 10（第 104・136 図）　調査区の中央付近で南北方向に伸びる形で検出された。溝状遺構 2上
層に切られ、溝状遺構 22を切る。断面形は逆台形状で、幅は 0.35 ｍ、検出面からの深さが 0.2 ｍと小
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0 10cm1:3

第109図　1区溝状遺構1出土遺物実測図④(S=1/3)
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第109図　1区溝状遺構1出土遺物実測図④(S=1/3)
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0 10cm1:3

第110図　1区溝状遺構1出土遺物実測図⑤(S=1/3)
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規模な溝状遺構である。
　546は土師器壺である。頸部は緩やかに外反し、口縁部はわずかに肥厚し、丸みを帯びる。547、548
は土師器甕である。547は直立気味の胴部を有する。548は平底の底部で外底面に木葉圧痕が認められ
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第111図　1区溝状遺構1出土遺物実測図⑥(S=1/2)
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328
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る。549は砥石である。表裏側面すべての
面に擦痕が認められる。本遺構の時期は時
期比定に足る遺物が出土していないが、概
ね 7世紀代、古墳時代終末期に位置付けら
れると思われる。

溝状遺構 11（第 104・137・138 図）　調査
区の中央西側、竪穴住居 1、2を切り、溝
状遺構 3 上層に切られる形で検出された。
断面形は浅いＵ字形で、埋土内の各層で炭
化物が検出されている。
　規模の割りに多くの遺物が出土している。
550 〜 552 は土師器坏蓋で、いずれも回
転台を用いた須恵器的器形である。550は
つまみをもつ。551、552はつまみをもたず、
551は天井部から口縁部までスムーズに移行
するが、552は屈曲がみられる。553 〜 555
は土師器高台付坏で、いずれも回転台を用
いた須恵器的器形をもつ。高台の貼り付け
位置が底部と体部の境界付近に位置し、内
面においてその境界が不明瞭となっている。
555 は体部の立ち上がりが緩やかである。
556は土師器皿である。幅広の底部に、低
く立ち上がる口縁部を有する。557 は土師
器高坏である。低脚で脚がハの字状に開く。
558は土師器鉢である。頸部は強く外方に
屈曲する。559は土師器埦である。口縁端
部に向け内湾する器形で、胴部中位付近に
最大径をもつ。560は土師器甕口縁部であ
る。561 はつつぬけタイプの土師器甑であ
る。562、563は土製支脚である。両資料と
もに上部を欠損している。564は土錘である。
565 〜 573は須恵器坏蓋である。565は復
元口径が 18.8cmと大型であるため、皿蓋
の可能性もある。566はつまみを有し、口縁
端部はやや内斜気味である。567も566と
同様の器形と思われる。568は口縁端部が
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9.80m

10.20m

1m0 1:20

a a’

b b’

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土粒子少量含む。
2: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。
3: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
4: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
6: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
7: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性無。砂質土。
8: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。
9: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
10: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。
11: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。
12: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。
13: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。灰白微細砂を帯状に含む。
14: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。
15: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。炭化物微量に含む。
16: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。
17: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
18: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。炭化物含む。
19: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。
20: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。地山黄褐色土ブロック含む。
21: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。地山黄褐色土ブロック含む。
22: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや弱く粘性弱い。微細砂。
a: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性強い。粘土。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
b: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
c: 黒褐色土 (Hue10YR2/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土がマーブル状に混ざる。
　＊8～ 13は古代、1～ 7、14～ 22は古墳時代後期の埋土。
　＊a～ cは溝 1埋土。
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第112図　1区溝状遺構1・2土層断面図(S=1/20)
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9.80m

溝状遺構 8 溝状遺構 2

＊10～ 15は古代、16～ 22

　は古墳時代後期埋土。

＊g～ j は溝 8埋土。

＊1～ 6は古代、7～ 9は

古墳時代後期埋土。

＊a～ f は溝状遺構 1埋土。

9.80m

溝状遺構2 溝状遺構1

c c’

d d’

1m0 1:20

6: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
7: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性強い。シルト。褐灰色 (Hue10YR5/1) 微細砂帯状に含む。
8: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性強い。シルト。
9: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
10: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。遺物・小礫多量に含む。
11: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。遺物・小礫・炭化物多量に含む。
12: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。遺物多量に含む。
13: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。地山黄褐色土ブロック含む。
14: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。地山黄褐色土・炭化物微量に含む。
15: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。シルト混砂。地山黄褐色土ブロック含む。
16: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性強い。砂混シルト。灰白砂質土帯状に含む。
17: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性強い。砂混シルト。灰白砂質土帯状に含む。炭化物微量に含む。
18: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性強い。砂混シルト。灰白砂質土帯状に含む。黒褐色粘土ブロック少量含む。
19: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
20: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性強い。砂混シルト。
21: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性強い。シルト。
22: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。礫微量に含む。
a: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。
b: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。
c: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
d: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性強い。シルト。
e: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土ブロック含む。
f:e と地山黄褐色土の混合層。
g: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック微量に含む。
h: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
i: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。地山黄褐色土ブロック・炭化物微量に含む。
j: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト混砂。地山黄褐色土ブロック多量に、炭化物微量に含む。

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘
　性やや強い。砂混シルト。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘
　性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土
　ブロック含む。
3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強
　く粘性やや強い。砂混シルト。
4: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強
　く粘性やや強い。砂混シルト。黒色粘土
　(Hue10YR3/2) ブロック少量含む。
5: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘
　性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土
　ブロック含む。
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第113図　1区溝状遺構1・2・8土層断面図(S=1/20)
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溝状遺構2 溝状遺構9

溝状遺構2

土坑42

9.50m

8.60m

e e’

f f’

1m0 1:20

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性弱い。砂質土。小礫含む。
2: 褐色土 (Hue10YR4/4)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・小礫微量に含む。
3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。小礫・地山黄褐色土小ブロック少量含む。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　炭化物・小礫・地山黄褐色土小ブロック微量に含む。
5: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
6: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。砂粒多量に含む。
7: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性強い。シルト。暗褐色土ブロック含む。
8: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
　粘土、砂、地山土が薄い層状に堆積する。
9: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性強い。シルト。
a: 褐灰色土 (Hue7.5YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。小礫少量含む。
b: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。小礫少量含む。
c: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
d: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。小礫含む。
e: 灰色土 (Hue5Y4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。小礫多量に含む。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
10: 褐色土 (Hue10YR4/4)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
11: 灰褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土小ブロック・灰色粘土ブロック・炭化物含む。
12: 褐色土 (Hue10YR4/4)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土小ブロック・灰色粘土ブロック少量含む。
13: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・灰色粘土ブロック多量に含む。
14: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂質土。炭化物・灰色粘土ブロック多量に含む。
15: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。シルト。炭化物・灰色粘土ブロック多量に含む。
16: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　炭化物・灰色粘土ブロック・地山黄褐色土ブロック多量に含む。
　＊1～ 9、10～ 16は溝 2埋土、a～ eは溝 9埋土。
　＊1～ 4古代埋土、5～ 9・10～ 16は古墳時代後期埋土。
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第114図　1区溝状遺構2・9土層断面図(S=1/20)
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第115図　1区溝状遺構2出土遺物実測図①(S=1/3)
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第116図　1区溝状遺構2出土遺物実測図②(S=1/3)
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第117図　1区溝状遺構2出土遺物実測図③(S=1/3)
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第118図　1区溝状遺構2出土遺物実測図④(S=1/3)
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第119図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑤(S=1/3)
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垂直になる。569 〜 573は口縁端部が外開き気味となる。569は焼き歪みで天井部が凹字状となる。574
は須恵器坏である。575 〜 582、584は須恵器高台付坏である。高台の貼り付け位置は、底部と体部の
境界の屈曲よりやや内側にあるものが主体である。サイズ、形態は様々で時期差なのか系統差であるのか
判断が難しい。583は須恵器坏底部と思われる。外底面にヘラ記号が施されている。585 〜 587は須恵
器高坏である。585は脚端部が蓋のかえり状を呈す。586、587は脚端部がカギ状に屈曲する。588は須
恵器壺口縁部である。589は須恵器甕である。590はフイゴ羽口である。内面にガラス質が付着している。
本遺構から出土した遺物は、概ね 8世紀後葉に位置付けられる。

溝状遺構 12（第 104・139 図）　調査区中央付近を東西方向に伸びる溝状遺構である。溝状遺構 2上層、
溝状遺構 3上層、溝状遺構 7に切られる。断面形はＵ字形を呈し、検出面からの深さではあるが、深さ
と幅がほぼ等しい。
　本遺構からは遺物が出土していないため、位置付けが難しいが上記の遺構に切られることと、埋土の類
似性から古墳時代後期後葉から終末期に属すると思われる。

溝状遺構 13（第 104・140 図）　調査区の南西付近で、溝状遺構 1を切り、溝状遺構 2に切られる形で検
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第120図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑥(S=1/3)
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第121図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑦(S=1/3)
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第122図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑧(S=1/3)
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第123図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑨(S=1/3)
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第124図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑩(S=1/3)
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第125図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑪(S=1/3)
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出された。断面形は逆台形状を呈する。両端の収束点は、北側は溝状遺構 2に切られ失われていた。南
側は平面検出では溝状遺構 1上で確認することができなかったが、溝状遺構の方向から収束点は溝状遺
構 1と交わってすぐの位置と思われる。
　遺物は溝状遺構 1、2と異なり出土量はわずかで、図化に耐え得るものはなかった。遺構の時期は、切
り合い関係から古墳時代終末期中葉に位置付けられる。

溝状遺構 14（第 104・141 図）　調査区の北端付近を東西方向に伸びる形で検出された。掘立柱建物
10、落ち込みに切られ、溝状遺構 24を切る。断面形は場所により異なり、西側では床面から細かな凹凸
が多数検出された。
　遺物は少量であるが出土している。591、592は須恵器坏蓋である。591は扁平で口縁端部がカギ状に
屈曲する。592は低いドーム状を呈する。天井部の器壁が厚手である。593は須恵器甕である。本遺構の
出土遺物は概ね 8世紀中葉に位置付けられる。

溝状遺構 15（第 104・142 ～ 147 図）　調査区の北側付近で検出された、平面逆Ｌ字状の溝状遺構であ
る。土坑 12、溝状遺構 16、22を切り、掘立柱建物 16、溝状遺構 6に切られる。北端は平面方形を呈し、
急に立ち上がり収束する。断面形は逆台形状を呈する。
　遺物は床面付近から中位付近で多量に出土した。594 〜 597は土師器坏である。594、595は須恵器
模倣坏である。596は平底、597は丸底の坏である。598は外底面に木葉圧痕が認められる。599は体
部がわずかに内側へ屈曲し、その後口縁部へ向け外反する。外面に粘土紐接合痕が残る。600 〜 615は
土師器高坏である。600はワイングラス形高坏の坏部である。601は直線的な坏部で、シャープな口縁端
部をもつ。602は埦形、604は鉢形の坏部を呈す。脚部片をみると、低脚でハの字状に開くもの（603、
605）、低脚で直線的に開くもの（607）、低脚で逆漏斗状のもの（608、609）、長脚で直線的に開くもの
（615）が混在する。610 〜 613は全形が明らかな個体である。610は扁平な坏部に短脚でハの字状に開
く脚部が付く。脚部内面は粘土紐接合痕が明瞭に残る。611は特に低脚であり、アンバランスな器形であ
る。612は扁平な坏部に直線的に伸びる脚部が付く。613は埦状の坏部に直線的に開く脚部が付く。614
は断面形がＸ字状を呈す器形である。616、617、622は土師器壺である。頸部は強く屈曲し、外反する
短い口縁部を有する。622は平底で器壁が薄手である。618 〜 644は土師器甕である。618は小型の甕
で、頸部の屈曲が不明瞭である。619は別個体であるが、618と同様の器形の底部片である。やや歪で
あるが丸底を呈す。620は有段の丸底である。621は平底で外底面に木葉圧痕が認められる。625 〜 627
は脚台状の底部である。624は内外面ともに粘土紐接合痕が目立つ。628は円柱状の底部片で高さが
4.5cmに及ぶ。629 〜 634は口縁部から胴部の破片であるが、比較的頸部の屈曲が明瞭なもの（629、
630、632）、頸部の屈曲が緩やかなもの（631、633）、頸部がないもの（634）が混在する。635は全形
が明らかな資料である。口径が大きく、頸部が不明瞭で、緩やかに口縁端部に向かって外反する器形であ
る。636は底部片であるが、底部中央の器壁が非常に薄い。637、639、641は外底面に木葉圧痕が認
められる。642は小さな平底、643は丸底である。胴部中位付近までの破片であるが、いずれもラグビーボー
ルのような胴部を有すると思われる。644は高台状の底部を有する。645、646は土師器甑である。645は
器壁が薄手で口縁部に向かいわずかに内湾する。646はつつぬけタイプの甑で桟渡し用小円孔が認められ
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第126図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑫(S=1/3)
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第127図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑬(S=1/3)
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第128図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑭(S=1/2)
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第129図　1区溝状遺構2出土遺物実測図⑮(S=1/2)
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第130図　1区溝状遺構9出土遺物実測図(S=1/3)

第131図　1区溝状遺構1・2・3切り合い部サブトレンチ出土遺物実測図(S=1/3)
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る。647、648は土製支脚である。いずれも上部を欠損している。649、650は須恵器坏蓋である。649は
やや扁平、650はドーム状を呈する。650は口縁部がわずかに外反し、シャープに仕上げられている。651
〜 654は須恵器坏身である。個体差はあるものの、内斜しつつ短く立ち上がる口縁部を呈す。654は底部
にヘラ記号が施されている。655、656は須恵器高坏である。655は低脚でハの字状に開く器形と思われる。
657は須恵器壺である。外面にカキメが施されている。658は須恵器であるが、全形が明らかでないため
器種が不明である。薄手で胴部の屈曲部に沈線がみられる。659は須恵器提瓶である。660、661は須
恵器甕である。661の肩部以下の内面当て具痕は間隔が広く取られ、同心円文が明瞭に確認できる。本
遺構の出土遺物は、7世紀前葉、古墳時代終末期前葉に位置付けられる。

溝状遺構 16（第 104・148・149 図）　調査区の北側中央付近で、土坑 12、溝状遺構 15、23、落ち込み
に切られ、溝状遺構 18を切る。南西から北東方向に緩い弧を描きながら伸びる。断面形は緩いＵ字形を
呈す。
　遺物は下層を中心に一定量出土している。662は土師器坏である。外底面にヘラ記号が施されている。
663 〜 666は土師器高坏である。663は坏部中位付近で屈曲する形態である。内外面ともに粘土紐接合
痕が確認できる。664は短脚で外反しながらハの字状に開く器形で、内面は粘土紐接合痕が顕著である。
665は柱状の基部を有する。666は短脚で直線的にハの字状に開く器形で、664と同様に内面は粘土紐
接合痕が顕著である。667は大型の壺でハの字状の頸部を有する。668、669は土師器甕である。670、
671は須恵器坏である。670は須恵器坏身である。扁平な器形で、口縁部はわずかに内斜し短く立ち上がる。
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9.80m

9.80m

1m0 1:20

1: にぶい黄橙色土 (Hue10YR7/2)　締りやや強く粘性やや
　弱い。砂質土。
2: 灰黄色土 (Hue2.5Y7/2)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂質土。灰白砂 (Hue2.5Y7/1) 含む。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや強い。砂
　混シルト。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性やや強い。砂
　混シルト。礫・炭化物少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性やや強い。砂混
　シルト。
6: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや強　
　い。砂混シルト。
7: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性やや弱い。砂質
　土。風化礫含む。
8: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締りやや強く粘性やや
　弱い。砂混シルト。地山土崩落土層。
9: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性強い。シルト。
10: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや弱
　い。砂質土。風化礫含む。
11: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締りやや強く粘性や
　や弱い。砂質土。
12: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性強い。シルト。
　炭化物・遺物含む。
13: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。
　砂混シルト。
14: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性強い。シ
　ルト。風化礫含む。
15: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性やや弱
　い。砂質土。風化礫含む。
16: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや強い。
　砂混シルト。12と地山土の混合層。

17: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性強い。シルト。地山土がマーブル状に混ざる。
18: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。礫少量、炭化物微量に含む。
19: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
20: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
21: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土が混ざる。
22: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土がマーブル状に混ざる。
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第132図　1区溝状遺構3土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図①(S=1/3)
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0 10cm1:3

第133図　1区溝状遺構3出土遺物実測図②(S=1/3)
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0 10cm1:3

第134図　1区溝状遺構3出土遺物実測図③(S=1/3)
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第135図　1区溝状遺構3出土遺物実測図④(S=1/3・S=1/2)
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8.80m

1m0 1:20

1: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黒褐色土がモザイク状に混ざる。
2: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黒褐色土がモザイク状に少量混ざる。
3: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黒褐色土小ブロック含む。
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0 10cm1:3

第136図　1区溝状遺構10土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3・1/2)
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671は外底部にヘラ記号が施されている。672は須恵器高坏である。脚端部がカギ状に屈曲する。673、
674は須恵器甕である。673は内外面ともに風化が著しい。本遺構出土遺物は、6世紀末から7世紀前葉、
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9.50m

1m0 1:20

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量、風化礫含む。
2: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物少量含む。灰白色微細砂縞状に混ざる。
3: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。炭化物中量含む。
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第137図　1区溝状遺構11土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)
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第138図　1区溝状遺構11出土遺物実測図(S=1/3)
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9.60m 9.60m

1m0 1:20

1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや弱い。砂質土。
　橙色粒子少量含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。
　橙色粒子微量に含む。
3: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
　地山黄褐色土少量、橙色粒子微量に含む。
4: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。
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第139図　1区溝状遺構12土層断面図(S=1/20)

9.80m

1m0 1:20

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小
　ブロック・黒褐色粘土小ブロック含む。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物
　微量に含む。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山ブロッ
　ク少量含む。
4: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄
　褐色土ブロック多量に含む。
5: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄
　褐色土ブロック含む。
6:黒褐色土(Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土混ざる。
7: 明黄橙色土 (Hue2.5Y7/6)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土主体
　埋土。
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第140図　1区溝状遺構13土層断面図(S=1/20)

8.50m8.50m

1m0 1:20

1: 黒褐色土 (Hue7.5YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地
　山黄褐色土ブロック微量に含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土混ざる。
4: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山土による埋土。
5: 黒褐色土 (Hue7.5YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地
　山黄褐色土ブロック微量に含む。礫含む。
6: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。礫
　含む。
7: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土混ざる。礫含む。
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第141図　1区溝状遺構14土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)
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8.70m8.80m

1m0 1:20

1: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック微量に含む。炭化物少量含む。
2: 赤褐色土 (Hue5YR4/8)　締りやや強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 橙色土 (Hue7.5YR4/8)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物微量に含む。
4: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
5: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
6: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/6)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
7: 明黄褐色土 (Hue10YR6/8)　締り強く粘性強い。シルト。炭化物含む。
8: 暗褐色土 (Hue7.5YR2/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
9: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物含む。遺物を多量に含む。
10: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。炭化物含む。
11: 黒褐色土 (Hue7.5YR3/2)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
12: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
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第142図　1区溝状遺構15土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図①(S=1/3)
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第143図　1区溝状遺構15出土遺物実測図②(S=1/3)
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第144図　1区溝状遺構15出土遺物実測図③(S=1/3)
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第145図　1区溝状遺構15出土遺物実測図④(S=1/3)
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第146図　1区溝状遺構15出土遺物実測図⑤(S=1/3)
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古墳時代後期末から終末期前葉に位置付けられる。

溝状遺構 23（第 104・148・150・151 図）　調査区の北側中央付近で落ち込みに切られ、溝状遺構 16を
切る形で検出された。南側の収束点は落ち込み下で検出されている。遺物は下層を中心に一定量出土し
ている。675は土師器坏である。扁平な器形で、体部はわずかに内湾する。676、677は土師器高坏であ
る。677はハの字状に広がる脚部である。内面に粘土紐接合痕が顕著に残る。678は須恵器高坏である。
坏部は扁平で脚は低脚である。坏部内面に工具痕が残る。679、680は土師器壺である。口縁部は短く
外反しながら立ち上がる。681は甕頸部片である。幅広の突帯を貼り付け、刺突により施文している。682、
683は甕底部片と思われる。682は円柱状を呈し、外底面に木葉圧痕がみられる。683は底部中央が薄く
仕上げられており、外底面に木葉圧痕がみられる。684は甑把手である。牛角状を呈す。685は土製支脚
である。上端下端を欠損している。686は須恵器坏蓋である。天井部につまみを有し、口縁部内面にかえ
りが付く。687は須恵器坏である。平底気味の底部から緩やかに内湾する体部をもつ。688は須恵器鉢で
あろうか。外底面にヘラ記号が施されている。689は須恵器壺である。肩部付近に別個体が融着している。
690 〜 693は須恵器甕である。690 〜 692は同一個体と思われ、頸部から口縁部はわずかに内湾気味を
呈し、横方向の沈線で区画した範囲内に波状文を施す。693は胴部片である。内面の一部で当て具痕を
ナデ消している状況がみられる。本遺構から出土した遺物は、7世紀後半、古墳時代終末期後半に位置
付けられる。

溝状遺構 17（第 104・152 図）　調査区の北東付近で東西方向に伸びる形で検出された。土坑 7、溝状
遺構 23に切られ、溝状遺構 21を切る。断面形は逆台形状で、埋土内に黒色粘土ブロックを含む層が確
認される。
　遺物は一定量出土している。694 〜 696は土師器甕である。694、696は脚台状の平底を呈す。695は
尖底気味の丸底で、外底面に木葉圧痕がみられる。697、698は須恵器坏身である。両資料ともに扁平な
器形で、口縁部はわずかに内斜しつつ短く立ち上がる。本遺構から出土した遺物は、7世紀中葉、古墳
時代終末期中葉に位置付けられる。

溝状遺構 18（第 104・153 図）　調査区の北西付近、竪穴住居 9、10を切り、掘立柱建物 18、溝状遺構
16に切られる形で検出された。断面形は逆台形状で、幅0.35ｍ、検出面からの深さ0.15ｍと小規模である。
　遺物は少量であるが出土している。699は須恵器坏身である。扁平な器形で、口縁部は内湾気味に短く
立ち上がる。699の時期は 7世紀前葉、古墳時代終末期前葉に位置付けられる。

溝状遺構 19（第 104・154 図）　調査区の中央西側付近で、竪穴住居 9、土坑 45を切り、土坑 10 〜 12
に切られる。調査区の西外から東へ直線的に伸び、調査区中央付近で直角に近い角度で北へ屈曲する。
断面形は、西側では逆台形状を呈するが、東側ではやや歪なＶ字状を呈す。土層断面図において6、7
層は壁面の地山土の崩れであることから、それを除いた最下層である5層は砂質土層かつ縞状に砂層を
含むことから、溝状遺構 19は水が流れていたと想定される。その性格は、直線的な形状で、直角に近い
角度で屈曲する特徴的な形態であるが、幅 0.7 ｍ、検出面からの深さ0.35 ｍ程度で規模が小さく、調査
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第147図　1区溝状遺構15出土遺物実測図⑥(S=1/3)
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8.70m

8.30m

1m0 1:20

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物微量に含む。
3: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。
4: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
5: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
6: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
7: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に含む。
8: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
9: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土マーブル状に混ざる。
10: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
11: 明黄褐色土 (Hue10YR7/6)　締り強く粘性強い。シルト。10が染み状に混ざる。
12: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物・小礫含む。
13: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
14: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
15: 明黄褐色土 (Hue10YR7/6)　締り強く粘性強い。シルト。12が染み状に混ざる。地山主体土。
16: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
　＊1～ 11は溝 16埋土、12～ 16は溝 23埋土。

溝状遺構 16

溝状遺構 16

溝状遺構 23

a a’

b b’
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第148図　1区溝状遺構16・23土層断面図(S=1/20)、溝状遺構16出土遺物実測図①(S=1/3)
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第149図　1区溝状遺構16出土遺物実測図②(S=1/3)
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第150図　1区溝状遺構23出土遺物実測図①(S=1/3)
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第151図　1区溝状遺構23出土遺物実測図②(S=1/3)

0 10cm1:3

686

687
688

689

690 691 692

693

区内で収束が確認されていることから区画溝ではないと考える。調査区の西側には小谷が入り込んでおり、
その方向から伸びてくることを鑑みると、導水施設であった可能性も指摘しておきたい。宮ヶ迫遺跡も含め、
土器製作に関わる遺構、遺物が出土しているが、土器製作に伴う導水施設と想定される。
　遺物は少量であるが出土している。700は土師器鉢である。平底で外底面に木葉圧痕が認められる。
701は土師器高坏である。脚部はハの字状を呈し、外面にミガキが施されている。本遺構出土遺物は 6
世紀末から7世紀前葉、古墳時代後期末から終末期前葉に位置付けられる。

溝状遺構 20・22（第 104・155 図）　調査区の北東付近で直線的に東西方向へ伸びる形で検出された。
溝状遺構 21を切り、落ち込みに切られる。断面形は浅いＵ字形を呈す。溝状遺構 22は落ち込みを挟ん
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8.40m

1m0 1:20

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
2: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地
　山黄褐色土小ブロック・黒褐色 (Hue10YR3/1) 粘土ブロック含む。
3: にぶい黄褐色土 (Hue10YR4/3)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。地
　山黄褐色土ブロック・黒褐色 (Hue10YR3/1) 粘土ブロック含む。
4: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。シルト。黒褐色
　(Hue10YR3/1) 粘土ブロック含む。
5: 黄灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄　
　褐色土ブロック少量含む。
6: 黄灰色土 (Hue2.5Y4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色
　土小ブロック・黒褐色 (Hue10YR3/1) 粘土ブロック含む。
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0 10cm1:3

第152図　1区溝状遺構17土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)

8.20m

1m0 1:20

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
　地山黄褐色土少量混ざる。
2: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
3: 浅黄色土 (Hue2.5Y8/4)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。
　地山による埋土。
4: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。

12
3 4

0 10cm1:3

第153図　1区溝状遺構18土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)
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8.80m

8.80m

1m0 1:20

1: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土多量　
　に含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。灰黄褐色土
　(Hue10YR5/2) 混ざる。
4: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性弱い。
5: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性弱い。砂質土。灰白砂 (Hue2.5Y7/1) 縞　
　状に含む。
6: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土少量含む。
7: 暗褐色土 (Hue10YR3/3)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土含む。
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第154図　1区溝状遺構19土層断面図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/3)

700

701

で西側に位置する。溝状遺構 20をそのまま延伸した位置にあること、規模や断面形が類似することから、
同一の溝状遺構であると判断した。
　遺物は少量出土している。704は土師器高坏である。脚が直線的なハの字状を呈す器形である。本遺
構の出土遺物は、時期比定が困難であるが、溝状遺構 21を切り、落ち込みに切られることから、古墳時
代終末期中葉から古代に属する。

溝状遺構 21（第 104・155・156 図）　調査区の北東付近で土坑 15、溝状遺構 17、20に切られる形で検
出した。2区溝状遺構 5と同一の溝状遺構であり、西方向へ延伸した後、クランク状に北へ向きを変え調
査区外へと伸びる。断面形はやや歪な逆台形状を基本とする。
　遺物は一定量出土している。702は土師器坏である。器高が高めで口縁部がわずかに内湾する。703
は土師器底部片と思われるが器種は不明である。ヘラ記号が施されている。704 〜 711は土師器高坏で
ある。708は坏部と比較して脚部が扁平である。710は長脚の高坏である。脚部は下位で屈曲し、裾広
がりの形状となる。712は土師器甑である。つつぬけタイプで、桟渡し用小円孔が認められる。713、714
は土師器甕底部である。両資料ともに平底で、外底面に木葉圧痕がみられる。715は須恵器坏身である。
扁平な器形で、口縁部が内斜しつつ短く立ち上がる。716は須恵器坏である。口縁部がわずかに外反する。
717は須恵器高坏脚部である。方形の透かしがみられる。本遺構の出土遺物は 7世紀前葉、古墳時代
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9.00ｍ 9.00m 8.30m

1m0 1:20

a: 灰黄色褐土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物微量に含む。
b: 灰黄色褐土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物含む。
1: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
2: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
3: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
4: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/3)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物微量に含む。
5: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物含む。遺物多量に含む。
6: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
7: 明黄褐色土 (Hue2.5Y7/8)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。炭化物中量含む。
8: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。炭化物・地山黄褐色土小ブロック含む。
9: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
10: 褐灰色土 (Hue7.5YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。
11: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック・炭化物少量含む。
12: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。シルト。地山黄褐色土小ブロック多量に、炭化物少量含む。
　＊a・b溝は 20埋土、1～ 12は溝 21埋土。
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0 10cm1:3

＊704 は溝状遺構 20、その他は溝状遺構 21出土

第155図　1区溝状遺構20・21土層断面図(S=1/20)、溝20出土遺物実測図・溝21出土遺物実測図①(S=1/3)
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0 10cm1:3

第156図　1区溝状遺構21出土遺物実測図②(S=1/3)
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716 717

終末期前葉に位置付けられる。

溝状遺構 24（第 104・157 図）　調査区の北側中央付近、溝状遺構 14に切られる形で検出された。断面
形は不整形で床面の凹凸が激しい。
　遺物はわずかに出土しているが、図化に耐え得るものはなかった。本遺構は遺物から時期を比定するこ
とは困難であるが、溝状遺構 14に切られていることから7世紀前葉以前に位置付けられる。埋土の類似
性や他の遺構の所属時期を踏まえると古墳時代後期に属する可能性が高い。

− 156 −



8.60m

1m0 1:20

1: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。炭化物・小礫少量含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR3/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。礫少量含む。
3: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや弱く粘性弱い。砂質土。礫少量含む。

1
2 2

3

第 157 図 　1 区溝状遺構 24 土層断面図 (S=1/20)

第 158 図　1区溝状遺構 25 土層断面図 (S=1/20)

第 159 図　1区溝状遺構 26 土層断面図 (S=1/20) 第 160 図　1区溝状遺構 28 土層断面図 (S=1/20)

第 161 図　1区溝状遺構 30 土層断面図 (S=1/20) 第 162 図　1区溝状遺構 31 土層断面図 (S=1/20)

10.10m

1m0 1:20

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山小ブロック少量含む。
2: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
3: 黒褐色土 (Hue10YR3/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
　地山小ブロック含む。

1
2

3

第 163 図　1区溝状遺構 32 土層断面図 (S=1/20)、出土遺物実測図 (S=1/3)

10.50m

1m0 1:20

1: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土ブロック少量含む。
2: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂混シルト。地山土小ブロック含む。

1 22

10.50m

1m0 1:20

1: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや弱く粘性弱い。
　砂質土。

1

10.40m

1m0 1:20
1

2

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山土ブロック少量含む。

10.40m

1: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山ブロック含む。

1

1m0 1:20

10.30m

1m0 1:20

1: 灰褐色土 (Hue7.5YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。
　砂混シルト。地山小ブロック少量含む。
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10.20m

焼土

炭化物

焼土

第164図　1区炉1実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

719 720

溝状遺構 25 ～ 31（第 104・158 ～ 162 図）　調査区の南端付近で検出された溝状遺構である。いずれも
良好な遺物の出土はないが、切り合い関係や灰色基調の埋土から、溝状遺構 31は古墳時代、その他は
古墳時代から古代に属するものである。

溝状遺構 32（第 104・163 図）　調査区の南西側で溝 1に切られる形で検出された。北側は調査区外に
伸びている。断面形はＵ字形を呈す。
　遺物は少量であるが出土した。718は土師器甕である。口縁部がわずかに外反する。本遺構の時期は、
溝状遺構 1に切られることも加味すると、6世紀後葉、古墳時代後期後葉に属すると思われる。

第 5 項　その他の遺構と遺物
炉 1（第 164 図）　調査区の南西付近で検出された。リング状に焼土が検出され、リング内の一部に炭化
物が集中的に分布しており、その焼土、炭化物上に土器片が散在している検出状況であった。断ち割りを
おこなったが掘り込みは確認されなかった。これらのことから、焼土が検出されていない中央部分に土器を
配置した地焼炉と判断した。
　719、720は土師器甕で、同一個体である。両資料は地焼炉に設置された甕で、二次被熱により脆くなっ
ている。口縁部はわずかに外反するが明瞭な頸部をもたない。底部は粘土紐を巻き広げた痕跡が認められ
る。本遺構の時期は、7世紀中葉から後葉、古墳時代終末期中葉から後葉に位置付けられる。

古墳時代・古代ピット（第 165 図）　本調査区からは 2000 基近いピットが検出されたが、その大半は当該
期に属するものである。ここではこれらピットから出土した遺物を掲載した。735の須恵器坏は、底部中央
付近を打ち欠きにより穿孔する特徴的な資料である。

落ち込み（第 166 ～ 169 図）　調査区の北東部から長軸 33ｍ以上、短軸 10ｍ、検出面からの深さ0.5
ｍの巨大な落ち込みが検出された。この落ち込みは、多数の土坑、溝状遺構が集中する箇所であったため、
水が集まりやすくなり、その侵食作用によって形成されたものと想定される。調査期間の関係から包含層とと

− 158 −



第165図　1区古墳時代・古代ピット出土遺物実測図(S=1/3)
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第167図　1区落ち込み内出土遺物実測図①(S=1/3)
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第168図　1区落ち込み出土遺物実測図②(S=1/3)
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もに重機で一部掘削したため、両者の遺物が混在した可能性があるが、ここで掲載する遺物は確実に落ち
込みから出土した遺物のみで、区分が不明瞭な遺物は包含層扱いとした。
　本遺構からは多量の遺物が出土している。出土した遺物は、本調査区で出土した古墳時代後期後葉か
ら古代の遺物を網羅的に含んでいる。ここでは特徴的な遺物に関して詳述していく。760は須恵器坏、も
しくは蓋である。底部もしくは天井部中央に当て具痕が認められる。767は須恵器香炉蓋のつまみである。
つまみを3段重ねた形状となるようである。焼成はやや軟質で風化が著しい。近接地での出土事例は、鹿
児島県姶良町小倉畑遺跡、福岡県久留米市ヘボノ木遺跡第 10 次調査で確認されている。ただし両事例
ともに形態は類似するものの土師器である。768は須恵器把手付中空円面硯である。把手は完存している
が、硯部は大部分を欠損部している。硯面は陸が中央部に向けわずかに窪む形状で、海は沈線状に確認
できるのみで、墨を溜める機能は失われている。硯部は底部、側面、硯部の 3つの部位を接合したもので、
把手はその側面に穿孔し接着している。把手先端は宝珠つまみの形態であり、硯部を含め波状文で装飾し
ている。把手には上面に穿孔があり、硯部内の中空部に繋がっている。硯面は平滑化しているが、墨の付
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第169図　1区落ち込み出土遺物実測図③(S=1/3・1/2)
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着はみられない。769は丸瓦である。外面は縄目タタキ、内面は布痕が明瞭に残る。端部は面取りをおこなっ
ている。770は筋砥石である。長軸方向に2条の断面Ｖ字形の筋が認められる。
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第 3 節　中世の遺構と遺物
第 1 項　掘立柱建物
　中世の掘立柱建物は 2棟検出された。ただし、中世のピットは調査区南側において多数検出されており、
調査区外を含め複数棟存在していた可能性がある。中世のピットは黒色が強く、ピット径が小さいため、古
墳時代、古代のピットとの判別は比較的容易である。

掘立柱建物 24（第 170 図）　調査区の南端付近で検出された 3間× 1間の掘立柱建物である。柱穴の平
面形は円形で、径 0.4 ｍ、検出面からの深さ0.35 ｍと古墳時代、古代の掘立柱建物柱穴と比較すると小
規模である。断面形は素掘りのものと二段掘りのものが混在する。
　本遺構は遺物が出土しなかったため、詳細な時期は不明である。

掘立柱建物 25（第 170 図）　調査区の中央西側で検出された 4間× 2間の掘立柱建物である。桁方向に
庇が付く。溝状遺構 3を切る位置にあったピットの一部が検出漏れしているため、破線で示してある。柱穴
の平面形は円形で、最大径 0.5 ｍ、検出面からの深さ0.45 ｍを測る。断面形は素掘りである。
　本遺構からは詳細な時期比定がおこなえるような遺物は出土しなかった。

第 2 項　井戸
　本調査区では中世のピットが集中する調査区南端付近で 1基確認された。

井戸（第 172 ～ 176 図）　調査区の南端付近で、土坑 17に切られる形で検出された。掘方上端の平面形
は楕円形で、長軸 2.9 ｍ、短軸 2.5 ｍ、検出面からの深さは 2.2 ｍを測る。断面形は二段掘りを呈す。底
面から井字状に組まれた井戸枠横桟、井戸枠縦板、曲物を利用した集水施設が検出された。さらに井戸
枠横桟下からは井戸枠基礎となる礎石（礫敷き）が検出された。集水施設下、最下層には湧水の浄化装
置である砂礫層が認められた。集水施設は井戸枠内の中央ではなく、やや偏った位置に配置されている。
そのため集水施設の一部に井戸枠横桟が被さるように設置されている。このことから、本井戸では集水施
設を設置した後に井戸枠を組み上げていったことが判る。集水施設内から長さが 30cm程度の竹筒が出土
した。これは井戸を廃棄し、埋め戻す際の儀礼に伴うもので、井戸を埋め戻すことにより井神が窒息しない
よう息抜きとして設置するものである。この習俗は奈良時代に始まるが、竹筒を利用するようになるのは 12
〜 13 世紀頃である（鐘方 2003）。
　遺物はいずれも井戸枠内から出土している。772は底部糸切の土師器坏である。773は陶器碗か。底
部は糸切である。774は須恵器鉢である。775は青磁碗である。外面に蓮弁文を施す。776は鉄製刀子
である。厚みが非常に薄い。777 〜 780は井戸枠横桟である。777は南材である。端部は斧状の工具で
切断している。上面は腐食が激しいが、井戸内面側、下面と同様に鉇で調整をおこなっている。井戸壁側
に位置する面は未調整で、北材と接合する。このことから厚手の板状の材を半裁し製作していたことが判る。
組み合わせ部の抉りは鑿状工具で削り込んでいる。組み合わせ部の位置が北材と一致しないため、半裁
後に組み合わせ部を削り込んだことが明らかである。中央部分では長さ調整のため段接ぎをおこなっている。
778は北材である。遺存状態がもっとも悪い。調整方法等は南材と同様である。779は東材である。西材
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第170図　1区掘立柱建物24実測図(S=1/60)

第171図　1区掘立柱建物25実測図(S=1/60)
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1: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山土ブロック・褐灰色土 (Hue10YR6/2) ブロック含む。

2: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山土ブロック・褐灰色土 (Hue10YR6/2) ブロック多量に含む。

3: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。縞状に灰色

　土 (Hue2.5Y6/1) シルトが混ざる。

4: にぶい黄褐色土 (Hue10YR5/4)　締り強く粘性弱い。砂混シルト。

5:2 よりさらに地山ブロックが多い。

6:1 と同様であるが、褐灰色土 (Hue10YR6/2) ブロックの比率が高い。

7: 地山黄褐色土の崩落土層。

8: 緑灰色土 (Hue5G6/1)　締りやや強く粘性強い。砂混シルト。暗緑灰色土　

　(Hue5G3/1) シルトブロック含む。グライ化層。

9: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。

　地山土ブロック・褐灰色土 (Hue10YR6/2) ブロック含む。
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第172図　1区井戸実測図(S=1/30)

と接合する。遺存状態は南北材よりも良好である。調整や製作技法は南北材と同様であるが、長さ調整の
ための段接ぎはみられない。780は西材である。調整や製作技法は東材と同様である。781は井戸枠縦
板である。表面は鉇による調整痕が明瞭に残るが、内部は腐食激しく一部空洞になっている。782は井戸
枠柱材である。腐食が激しく下部のみの遺存である。下端に切断痕跡が残されている。783は集水施設の
曲物である。上下二段の幅狭の側板を用いて固定している。側板の綴じ位置は上下で異なり、綴じ方は一
列綴じで、樹皮を用いている。下段は補助的に6ヶ所で綴じている。内面に位置する板は未固定で、板が
元に戻ろうとする力を利用し固定していたと考えられる。下段下部に穿孔がみられ、これが釘穴であれば転
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1: 灰色土 (Hue10Y4/1)　締りやや強く粘性強い。粘土。有機質 ( 木・枝・貝殻 ) 含む

2:緑灰色土 (Hue5G6/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。1のブロック少量含む。

3: 緑灰色土 (Hue5G6/1)　締りやや強い粘性強い。粘土。明緑灰色粘土 (Hue5G7/1)

　ブロック含む。桶構築土。

4: 緑灰色土 (Hue5G5/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。

5: 灰色土 (Hue7.5Y4/1)　締りやや強く粘性やや強い。シルト。井戸枠構築土。

6: 暗緑灰色土 (Hue5G3/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂礫層。湧水浄化層。
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第173図　1区井戸枠実測図(S=1/20)、出土遺物実測図①(S=1/3・1/2)
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第174図　1区井戸出土遺物実測図②(S=1/5)
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第175図　1区井戸出土遺物実測図③(S=1/5)
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第176図　1区井戸出土遺物実測図④(S=1/5・1/3)
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用品の可能性もある。内面には板材を曲げやすくするために斜平行線のケビキが入れられている。784は
柄杓の底板と思われる。表面がやや腐食しているためか、工具痕跡はみられない。本遺構出土遺物は、
14 世紀後半から15 世紀前半に位置付けられる。
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第 3 項　溝状遺構
　本調査区からは中世に属する溝状遺構が 3条検出されている。いずれの遺構も古墳時代後期から中世
の遺物が多量に出土している。この中で溝状遺構 4、5（溝状遺構 4が 5を切る）は切り合い関係にあり、
線形も一致することから規模を縮小して同位置に配されたと考えられる。

溝状遺構 4（第 177・178 ～ 179 図）　調査区の中央西側で南西から北東方向に伸びる形で検出された溝
である。南側は調査区外から始まり、北側は調査区内で収束する。断面形は浅いＵ字形で埋土は単層の
砂質土で礫を含んでいる。
　785 〜 790は古代の遺物である。791は瓦質土器、もしくは軟質の須恵器である。口縁部下に斜線文
が施されている。792は須恵器底部片で、ヘラケズリが顕著である。外底面はヘラ切である。793は須恵
器甕である。外面は細かな格子タタキが施されている。樺番城窯産か。794は青磁碗、796は白磁碗であ
る。795は東播系須恵器捏鉢である。797は平瓦、798は滑石製石鍋である。本遺構の埋没時期は、出
土遺物から14 世紀代と想定される。

溝状遺構 5（第 177・178・180 ～ 182 図）　調査区の中央西側で溝状遺構 4に切られる形で検出された。
断面形は浅いＵ字形であるが、床面は不安定である。埋土は砂質土主体で礫を含む。
　遺物は下層から上層まで多量に出土している。799は土師器坏である。外底面にヘラ記号が施されてい
る。803は瓦器碗である。口縁部は非常に薄手でわずかに外反する。風化により調整は不明である。806
〜 808は土師器甑である。806は直線的に立ち上がる胴部に突帯を有する。807はつつぬけタイプの底部
と思われるが、側面に2つの大型の円孔がみられる。811は製塩土器である。内面に布痕跡が認められ
る。817は須恵器高台付坏である。復元口径が 9.0cmと小型である。827は須恵器盤である。復元底径
が 19.2cmと大型である。832は須恵器壺である。内面にヘラ記号状の線刻がみられる。834は須恵器の
小瓶である。口縁部は蓋を受けるよう屈曲し段を有する。839は青磁碗、840は白磁碗である。840は口
縁部に玉縁を有する。841は平瓦である。凹面は布痕、凸面は大きめの斜格子タタキがみられる。845は
丸瓦であるが、釘穴とみられる円孔が穿たれている。本遺構の埋没時期は、出土遺物から13 世紀後半と
想定される。

溝状遺構6（第177・183～189図）　調査区の中央から北側で、南西から北東方向へ伸びる溝状遺構である。
平面形は直線的であるが、わずかに弧を描く。南端は調査区中央付近から始まり、北端は調査区外へと
伸びる。南端は平面隅丸方形を呈する。断面形は南側は逆台形を基調とするが、北側では浅いＵ字形や
不定形となる。
　最下層は礫層となっており、その中から多量に遺物が出土した。ここでは特徴的な遺物について詳述して
いく。846〜886は古墳時代後期から古代に位置付けられる遺物である。856は坩堝と思われる破片である。
ガラス質が付着している。858、860は須恵器坏蓋である。858は「岡」、860は判読できないが刻書がみ
られる。857は須恵器坏蓋で、一部しか残存していないが天井部にヘラ記号が施されている。859は須恵
器坏蓋で口縁部を打ち欠いている。863、864は須恵器高台付坏である。底部にヘラ記号を有する。869
〜 871はいわゆるコップ形須恵器である。3例すべて低い高台が付き、口縁部までの形状がわかる871を

− 172 −



第177図　1区中世溝状遺構配置図(S=1/500)
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9.80m

1m0 1:20

9.80m

9.80ｍ

1: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締り強く粘性やや弱　
　い。砂質土。小礫・炭化物少量含む。
2: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱　
　い。微細砂。小礫含む。炭化物少量含む。
3: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締り強く粘性やや強　
　い。砂混シルト。炭化物少量含む。
4: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや
　弱い。微細砂。
5: 灰黄色土 (Hue2.5Y6/2)　締りやや弱く粘性やや弱
　い。微細砂。細かな層状に堆積。
6: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや
　強い。砂混シルト。
7: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締り強く粘性やや弱　
　い。砂質土。
8: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや
　強い。砂混シルト。地山土崩落土層。
9: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや
　強い。砂混シルト。
10: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締り強く粘性やや弱い。
　   砂質土。礫含む。
11: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性や　
　  や強い。砂混シルト。中世ピット埋土。
12: 黄灰色土 (Hue2.5Y6/1)　締りやや弱く粘性やや弱
　  い。砂質土。
13: 灰黄褐色土 (Hue10YR6/2)　締りやや強く粘性や
　  や弱い。微細砂。地山黄褐色土ブロック微量に含む。
14: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性や
　  や強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック多量に含む。
15: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性や
　  や強い。砂混シルト。礫多量に含む。
16: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性や
　  や強い。砂混シルト。

17: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。地山黄褐色土ブロック少量含む。
18: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
19: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂礫層。
20: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
21: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。
22: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
23: 灰黄褐色土 (Hue10YR4/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。
24: 暗褐色土 (Hue10YR3/4)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。炭化物含む。中世ピット埋土。
25: 灰黄褐色土 (Hue10YR5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。
26: 灰白色土 (Hue10YR7/1)　締りやや弱く粘性やや弱い。砂質土。
27: 褐灰色土 (Hue10YR4/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。
28: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。小礫少量含む。
29: 褐灰色土 (Hue10YR5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂質土。礫含む。

＊1・10は溝 4埋土。
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第178図　1区溝状遺構4・5土層断面図(S=1/20)、溝状遺構4出土遺物実測図①(S=1/3)
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0 10cm1:3

0 10cm1:3

第179図　1区溝状遺構4出土遺物実測図②(S=1/3)

第180図　1区溝状遺構5出土遺物実測図①(S=1/3)
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0 10cm1:3

第181図　1区溝状遺構5出土遺物実測図②(S=1/3)
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0 10cm1:3

第182図　1区溝状遺構5出土遺物実測図③(S=1/3)
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みると、体部は口縁部に向け外反し、口縁端部は薄手でシャープではあるが丸く収められている。コップ形須恵器
の集成、分類をおこなった井上尚明の分類によると、高台を有し、口縁端部が丸いＢ－2類に位置付けられる（井
上1994）。872は須恵器高坏である。長方形の透かし孔が穿たれているが貫通していない。884は樺番城窯産と
思われる須恵器甕である。胴部外面に細かな格子タタキが施されている。885は須恵器であるが、小片のため器
種は不明である。刻書と思われる線刻がみられるが、全形がわからないため判読ができない。886は須恵器坏蓋
に別個体の須恵器と窯体が溶着したものである。坏蓋は扁平なつまみを有する。887は東播系須恵器捏鉢である。
888は須恵器埦で底部は糸切底である。889は青磁坏である。口縁部が鋭く外反する。体部外面に鎬蓮弁文を施す。
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9.50m

8.80m

8.40m

1m0 1:20

1: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや強い。砂混シルト。
2: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性無。砂質土。
3: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。地山黄褐色小ブロック多量に含む。
4: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。
5: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締り強く粘性やや弱い。砂混シルト。
6: 暗灰黄色土 (Hue25Y5/2)　締り強く粘性弱い。砂質土。小礫微量に含む。
7: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/2)　締り強く粘性弱い。砂質土。地山黄褐色土小ブロック少量含む。
8: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。小礫少量含む。
9: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締り強く粘性弱い。砂質土。小礫多量に含む。
10: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや強く粘性やや強い。砂混シルト。
11: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
12: 褐灰色土 (Hue10YR6/1)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。
13: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。
14: 黄灰色土 (Hue2.5Y5/1)　締りやや強く粘性弱い。砂混シルト。地山黄褐色土小ブロック含む。
15: 灰色土 (Hue5Y5/1)　締りやや強く粘性無。砂質土。礫多量に含む。
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第183図　1区溝状遺構6土層断面図(S=1/20)

891は白磁碗、890、892は青磁碗である。893は青磁皿、894は青磁盤底部である。895、896は天目茶碗である。
897は瀬戸のおろし皿である。898〜 901は常滑焼の甕である。898、899は口縁部がＴ字形を呈す。902〜 908
は備前焼で、902〜 905は擂鉢、906は壺、907、908は甕である。902、903は口縁部の上下方向への拡張は
それほど進んでいない。902は 8条、903、904は 9条の擂目を施す。907は口縁部が折り返しによって玉縁状を
呈す。909〜 916は平瓦である。凸面は909、910、912が縄目タタキ、911が格子タタキである。917は軒平瓦で
顎を欠損している。調整や胎土が土坑31出土軒平瓦に類似する。918は滑石製石鍋、919は石臼である。本遺
構の埋没時期は出土遺物から14世紀後半から15世紀前半に位置付けられる。

第 4 項　土坑・ピット
　中世に位置付けられるその他の遺構として土坑 1基と土器埋納ピット1基が確認されている。
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第184図　1区溝状遺構6出土遺物実測図①(S=1/3)
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第185図　1区溝状遺構6出土遺物実測図②(S=1/3)
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第186図　1区溝状遺構6出土遺物実測図③(S=1/3)
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第187図　1区溝状遺構6出土遺物実測図④(S=1/3・1/6)
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第188図　1区溝状遺構6出土遺物実測図⑤(S=1/3)
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土坑 17（第 190 図）　調査区の南側、井戸を切る形で検出された。平面形は歪な楕円形で、長軸 2.0 ｍ、
短軸 1.55 ｍ、検出面からの深さ0.25 ｍを測る。断面形は浅い逆台形状を呈する。
　遺物は少量出土しているが図化に耐え得るものはなかった。

ピット1（第 191 図）　調査区の北端東側で検出された。平面形は歪な円形で長軸が 0.7 ｍ、検出面から
の深さ0.25 ｍを測る。
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第189図　1区溝状遺構6出土遺物実測図⑥(S=1/2・1/3・1/4)
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　922はピットから出土した常滑焼甕である。胴部径が 90cmを超える大型のもので、出土したピットの長
軸よりも大きい。口縁部はＴ字形を呈する。肩部外面にスタンプで花文を施す。
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1m0 1:20

30cm0 1:6

第191図　1区ピット1実測図(S=1/20)、出土遺物実測図(S=1/6)
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1: 黄褐色土 (Hue2.5Y5/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。黄褐色土ブロック中量含む。

2: 黄褐色土 (Hue2.5Y5/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。黄褐色土小ブロック少量含む。

3: 黄褐色土 (Hue2.5Y5/3)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。黄褐色土ブロック多量に含む。

4: 暗灰黄色土 (Hue2.5Y5/2)　締りやや強く粘性やや弱い。砂混シルト。黄褐色土小ブロック中量含む。
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第190図　1区土坑17実測図(S=1/30)

− 185 −



第 4 節　その他の遺構と遺物
包含層出土遺物（第 192 ～ 198 図）　本調査区では包含層、特に調査区北側で多量の遺物が出土している。
ただし落ち込みの部分でも記述したが、包含層と落ち込みの一部を重機により掘削したが、区分が困難な
ものは包含層に分類したため、本来は落ち込みの遺物も含む可能性がある。
　923 〜 925は土師器高台付坏である。いずれも須恵器的器形である。高台は低く垂直に近い角度で貼
り付けられている。926は土師器鉢底部と思われる。外面は工具ナデを施す。外底面にヘラ記号が施され
ている。927は土師器蓋、928は土師器皿である。両資料ともに須恵器的器形である。927は復元口径
が 23.4cmと大型であることから皿、もしくは盤の蓋と思われる。欠損しているがつまみを有する。928は皿
としては体部の立ち上がりがやや急なため、焼き歪んだ高台付坏の可能性もある。929は土師器鉢である。
底部は平底で、体部はわずかに内湾しつつ立ち上がる。口縁端部は丸く収められている。930 〜 933は
土師器高坏である。930、931は坏部が皿状に大きく開く器形で、須恵器的器形の資料である。931は口
縁部がくの字状に屈曲し、口縁端部はわずかに外反する。932はハの字状に開く脚部で、脚端部付近で強
く外反する。外面はミガキを施す。933は低脚でハの字状に開く脚部である。外面は工具ナデを施す。934
は土師器鉢で口縁部を摘み出し、注口を作り出している。935は土師器甕底部である。外底面に木葉圧
痕がみられる。936、937は土師器甑把手である。上方へ強く屈曲する。936は器壁が薄手である。938、
939は土錘である。938は細身で孔も小さい。用途による形態差であろうか。940〜950は須恵器蓋である。
940は復元口径が 5.4cmと小型で、天井部外面に斜方向の連続した線刻が施されている。941は口縁部
外面に斜方向の連続した線刻が施されている。壺蓋の可能性がある。942は天井部に線刻が施されている。
刻書の可能性もあるが、破片資料で全体像が不明のため判読できない。943 〜 951は天井部につまみを
もつ形態である。口縁端部がカギ状に屈曲するもの（943、948）、Ｓ字状に屈曲するもの（944 〜 946）、
その中間の形態（947）がみられる。943は天井部に窯印と思われるヘラ記号を有する。945はつまみの
中央が大きく凹む形態である。948は天井部が水平方向に伸びた後に屈曲し直線的に口縁部に至る。949
は焼き歪みが激しく、口縁部が非常に薄手である。952は無高台の須恵器坏である。体部は直線的に伸
び口縁部に至る。953 〜 962は須恵器高台付坏である。高台が高くハの字状に開くもの（953 〜 956）、
高台が低く直立に近いもの（957 〜 962）がみられる。また高台の貼り付け位置は、高台が高くハの字状
に開くものが底部内寄り、高台が低く直立に近いものが底部外寄りに貼り付ける。956は高台、底部が厚
く壺底部の可能性もある。957は器高が低く、口縁端部に向かい先細りの形状で、口縁端部はシャープに
仕上げられている。958も器高は低いが、口縁部に向かってわずかに外反し、端部は丸く収められている。
960は底部が湾曲しており、高台を有するが外底面も接地する。内面は底部と体部の屈曲が不明瞭で滑ら
かに以降する。962は外底面にヘラ記号を有する。963は須恵器皿である。口縁端部がわずかに外反する。
焼き歪みが激しく、器形が歪んでいる。964 〜 965は須恵器高坏である。964は幅広の基部を有し、脚部
は外方へ大きく開く。965は脚端部を外方へ摘み出し、断面三角形状を呈す。焼き歪みが激しい。966は
坏部内底面にヘラ記号が施されている。長脚で坏部は皿状に大きく開く器形である。967は須恵器壺蓋で
ある。天井部は水平方向に伸びた後、垂直方向に屈曲する。968 〜 971は須恵器短頸壺である。968は
扁平な胴部であるが、他は算盤玉形の体部を有する。いずれも胴屈曲部付近に沈線を施す。968、970は
口縁部がわずかに外反するが、969はほぼ直立である。970は肩部に別個体の破片が溶着している。972
〜 978は須恵器壺である。972は長頸壺の肩部から胴部と思われる破片で、頸部直下に刺突文を、胴部
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0 10cm1:3

第192図　1区包含層出土遺物実測図①(S=1/3)
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0 10cm1:3

第193図　1区包含層出土遺物実測図②(S=1/3)
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第194図　1区包含層出土遺物実測図③(S=1/3)
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0 10cm1:3

第195図　1区包含層出土遺物実測図④(S=1/3)

977

978

979

980
981

982

983 984

外面には沈線を施す。973は長頸壺の頸部である。2条の沈線がみられる。974は肩部の破片で、強く肩
が張る器形である。975は底部片であるが、高台が付く器形と思われる。972と973は同一個体である。
976は長胴壺と思われる。頸部は強く屈曲し、口縁部に向けやや外反しながら立ち上がる器形と推定される。
977、978は底部片で高台を有する。978は大型の器形で、高台は端部がシャープな作りである。979、
980は須恵器平瓶である。979は頸部を貼り付ける際のヘラ状の工具痕がみられる。981は須恵器瓶であ
る。底径が 5.8cmと小型の器形である。頸部は細く締まる。982 〜 992は須恵器甕である。982は外反す
る口縁の端部をわずかに内湾させ、その外面に小さな突帯を施す。983は口縁端部が面を成す。985は口
縁端部を折り返し玉縁状口縁とする。987は口縁部外面を肥厚させ台形状を成す。外面に窯印と思われる
ヘラ記号が施されている。991は平底の底部片である。内外面ともに工具ナデが施されている。底部外面
に別個体が溶着している。992は部位が判別できないが、別個体と窯体が溶着している。破断面をみると、
焼成温度が高温になりすぎたためか気泡が多数みられる。993は窯体である。須恵器甕と思われる破片が
2個体溶着している。高温の被熱により須恵質化している。甕片は平行タタキを施している。994は平瓦で
ある。凸面に格子タタキが施されている。格子は長方形を呈す。
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第196図　1区包含層出土遺物実測図⑤(S=1/3)
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第197図　1区包含層出土遺物実測図⑥(S=1/3)
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第198図　1区包含層出土遺物実測図⑦(S=1/3)

0 10cm1:3

992

993

994

表土出土遺物（第 199 図）　995は須恵器蓋である。天井部はほぼ平坦で線刻がみられる。刻書の可能性
もあるが判読できない。996は須恵器鉢である。口縁部を摘み出し、注口を作り出している。内外面ともに
回転ナデによる細かな稜が認められる。997は須恵器高台付坏である。高台は低く垂直に近い角度で貼り
付けられている。体部を打ち欠き円盤状に加工しているが、用途は不明である。998は須恵器甕底部であ
ろうか。外底面に乾燥台の痕跡である板目状圧痕がみられる。中世に属すると思われる。999は東播系須
恵器捏鉢である。口縁部外面を三角形状に肥厚させ上方に摘み出している。1000は平瓦である。風化が
著しい。1001は打製石斧である。先端部を欠損している。
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10cm0 1:2

第199図　1区表土出土遺物実測図(S=1/3・1/2)
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【1区】

長辺(ｍ) 短辺(ｍ) 床面積(㎡)

第6図 竪穴住居1 8.8＋α 6.6＋α 58.08＋α N-45°-E 土器埋設炉 竪穴住居2に切られる

第6図 竪穴住居2 8.7＋α 8.3＋α 72.21＋α N-45°-E 土器埋設炉 溝11に切られる

第9図 竪穴住居3 5.1＋α 3.8＋α 19.38＋α N-30°-E － 溝12に切られる

第10図 竪穴住居4 3.7＋α 14.43＋α N-21°-E 土器埋設炉 土器埋設炉2基

第11図 竪穴住居5 3.9＋α 21.06＋α N-6°-E カマド

第14図 竪穴住居6 N-30°-W 掘立柱建物10に切られる

第15図 竪穴住居7 N-9°-E 主柱穴2本

第16図 竪穴住居8 2.8＋α 12.6＋α N-50°-E

第17図 竪穴住居9 4.8＋α 23.52＋α N-45°-W 土器埋設炉 土器埋設炉据替

第18図 竪穴住居10 3.0＋α 11.1＋α N-31°-E 溝18に切られる

第19図 竪穴住居11 N-50°-W 土器埋設炉 土器埋設炉横炭化物ピット

古墳～
古代

時代

第1表 竪穴住居一覧表

備考遺構番号
規模

主軸方向 火処掲載頁 図番号

桁行間 梁行間 身舎面積

（ｍ） （ｍ） （㎡）

第21図 掘立柱建物1 3間×2間 N-63°－W 総柱

第22図 掘立柱建物2 2間×2間 N-46°－W 南東辺1間

第24図 掘立柱建物3 2間×2間 N-15°－E 総柱

第26図 掘立柱建物4 3間×2間 N-15°－E

第27図 掘立柱建物5 5間×3間 N-57°－E

第28図 掘立柱建物6 2間×1間以上 1.4以上 3.78以上 N-10°－E 総柱か

第29図 掘立柱建物7 3間×2間 N-29°－E

第30図 掘立柱建物8 3間×2間 N-78°－E

第32図 掘立柱建物9・12 9間×2間 N-70°－W

第34図 掘立柱建物10 7間×2間 N-46°－E

第36図 掘立柱建物11 5間×2間 N-74°－W

第38図 掘立柱建物13 4間×3間 N-14°－E

第39図 掘立柱建物14 4間×3間 N-70°－W

第40図 掘立柱建物15 3間以上×3間 5.9以上 29.5以上 N-58°－W

第41図 掘立柱建物16 2間×2間 N-26°－E 総柱

第43図 掘立柱建物17 2間×2間 N-63°－W 総柱

第44図 掘立柱建物18 9間×2間 N-41°－W

第45図 掘立柱建物19 2間×2間 N-16°－E

第46図 掘立柱建物20 2間×不明 － － － 布掘り柱穴

第47図 掘立柱建物21 3間×3間 N-18°－E

第48図 掘立柱建物22 3間×2間 N-21°－E

第49図 掘立柱建物23 3間×2間 N-80°－W

第50図 掘立柱建物26 4間以上×3間 N-30°－W

第171図 掘立柱建物24 3間×1間 N-35°－E

第172図 掘立柱建物25 4間×2間 N-36°－E
二面庇
庇を含めると梁行
間6.1m

第2表　掘立柱建物一覧表
【1区】

遺構番号 桁行間×梁行間 主軸方向

中世

備考 時代掲載頁

古墳～
古代

図番号
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長さ 幅 深さ

（ｍ） （ｍ） （ｍ）

第106図 溝1 逆台形 古墳

～116
第113～
115図

溝2 逆台形、一部V字
古墳～
古代

第133図 溝3 逆台形
古墳～
古代

第179図 溝4 浅いU字 中世

第179図 溝5 不定形 中世

第184図 溝6 逆台形、浅いU字 中世

－ － 溝7 浅いU字 古代か

第114図 溝8 V字 古代

第115図 溝9 逆台形 古代

第137図 溝10 逆台形 古墳

第138図 溝11 浅いU字 古代

第140図 溝12 U字 古墳

第141図 溝13 逆台形 古墳

第142図 溝14 逆台形 古代

第143図 溝15 逆台形 古墳

第149図 溝16 U字 古墳

第153図 溝17 逆台形 古墳

第154図 溝18 逆台形 古墳

第155図 溝19 逆台形、U字 古墳

第156図 溝20 浅いU字
古墳～
古代

第156図 溝21 逆台形 古墳

－ － 溝22 不定形
古墳～
古代

第149図 溝23 不定形 古墳

第158図 溝24 浅いU字 古墳

第159図 溝25 浅いU字 古代か

第160図 溝26 浅いU字 古代か

－ － 溝27 浅いU字 古代か

第161図 溝28 逆台形 古代か

－ － 溝29 浅いU字 古代か

第162図 溝30 浅い逆台形 古代か

第163図 溝31 逆台形 古代か

第164図 溝32 U字 古墳

－ － 溝33 浅いU字
古墳～
古代

－ － 溝34 浅いU字
古墳～
古代

－ － 溝35 浅いU字 古墳

－ － 溝36 浅いU字
古墳～
古代

－ － 溝37 浅いU字
古墳～
古代

竪穴住居11に切られる

溝1に切られる

溝1に切られる

溝26に切られる

溝25を切る

土坑44に切られる

土坑31に切られる

土坑31に切られる

土坑10・11・12に切られ竪穴住居10・土
坑45を切る

溝21を切る

土坑15・溝17・20に切られる

溝10・15に切られる

溝16を切る

溝14に切られる

溝1を切り溝2上層に切られる

床面の凹凸が激しい　溝24を切る

土坑12・溝16・22を切り掘立柱建物16に
切られる

土坑12・溝15・23に切られ溝18を切る

土坑7、溝23に切られる

竪穴住居9を切り掘立柱建物18・溝16に切
られる

溝2上層に切られる

溝2を切る

溝2上層に切られる

溝2上層に切られる

溝3に切られる

溝2・3・7に切られる

溝2上層・溝13に切られ溝32・35を切る

下層は古墳、上層は古代　上層は溝1・
7・9・13を、下層は土坑42を切る

溝11を切り溝4・5に切られる

溝5を切る

溝3・竪穴住居2・5を切る　礫層有

礫層有　直線的に延びる

時代断面形状

第3表　溝状遺構一覧表
【1区】

掲載頁 図番号 遺構番号 備考
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第4表 出土土器観察表①
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 淡黄 灰白 － － －

鉢 多 多

土師器 明赤褐色 橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 黄橙 － － － －

甕 多

須恵器 橙 橙 － － － －

壺 多

土師器 橙 浅黄橙 － － －

壺 多 少

土師器 淡黄 灰白 － － －

把手 多 多

須恵器 灰 灰白 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

瓦 灰褐 にぶい赤褐 － － － －

平瓦 多

土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

高坏 少

土師器 灰白 灰白 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 灰褐 － － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰 － － － － 微

高台付坏 僅

土師器 灰白 灰白 － － － －

甕 10YR8/１ 多

土師器 灰白 灰白 － － － －

甕 10YR8/１ 多

土師器 灰白 浅黄橙 － － － －

甕 少

土師器 灰白 灰白 － － － －

壺 多

須恵器 灰 灰 － － －

坏 僅 僅

須恵器 明褐灰 灰白 － － － －

高台付坏 僅

土師器 橙 橙 － － － －

皿 多

土師器 にぶい橙 黒褐 － － － －

甕 多

須恵器 黄橙 灰白 － － － －

坏蓋 僅

土師器 橙 橙 － 微 － － －

坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

坏 多

土師器 浅黄橙 灰白 － － －

高坏 少 僅

土師器 浅黄橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

甕 少

土師器 橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 微 － － －

把手 多 少

土師器 淡橙 － － － －

支脚 多

須恵器 灰 灰白 － － －

坏蓋 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰白 － 微 － － －

坏身 僅

須恵器 灰 灰 － － － － 微

高台付坏 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第7図

竪穴住
居1

－

良好 工具ナデ －

－ － 良好 ナデ ナデ 内外面風化気味

－ － 良好 ナデ ナデ 内外面風化気味

－ － － 不良 ナデ ナデ

－ － － 不良 横方向のナデ 横方向のナデ 風化著しい

良好 工具ナデ －

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 布痕 タタキ

第8図

竪穴住
居2

－ － 良好
不定方向の工
具ナデ

ナデ、風化ぎ
み

底部指オサエ後横ナデか

－ － － 良好 ナデ
工具ナデ後
横ナデ

土器埋設炉横ピット

－ － 良好
工具の後指ナ
デ

指ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ ヘラ切り底

第9図

竪穴住
居3

良好 タタキ、ナデ ナデ

良好 タタキ、ナデ ナデ

良好 タタキ、ナデ ナデ

－ － － 良好 ナデ ナデ 突帯付き

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第10図

竪穴住
居4

－ － 不良 ナデ ナデ 内外面風化気味

－ － － 良好 ナデ 指オサエ

－ 不良 内外面風化

第13図

竪穴住
居5

－ － －

良好 内外面風化

－ － 良好 工具の後ナデ 工具痕有り

－ － － 良好
工具によるナ
デ

指オサエ 内面風化

－ － 良好
ナデ、工具ナ
デ後ナデ

ナデ 外面煤付着

－ － － 良好 工具ナデ ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ 底面に木葉圧痕有

－ 良好 ナデ ナデ

(長さ) (幅) (厚み)
－ 良好 ナデ － 底面ナデ

－ 良好
回転ナデ
ナデ

回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ
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第5表 出土土器観察表②
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰黄 褐灰 － － － － 微

壺 僅

須恵器 明オリーブ灰 灰白 － 微 － － －

壺 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 少

土師器 浅黄橙 明黄褐 － － － －

甕 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙 微 － －

壺 多 多 僅

土師器 淡橙 浅黄橙 － 微 － －

皿 少 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － －

甕 僅 僅

土師器 褐灰 橙 微 － － －

甕 多 僅

土師器 橙 浅黄褐色 － － － －

壺 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏身 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 微 － － －

坏身 少 僅

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

甕 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰 － － － －

壺 少

土師器 灰白 灰白 － － － －

高坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏身 僅

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

坏 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

埦 少

須恵器 灰 灰白 － 微 － － －

壺 僅

土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰 灰 － － － －

壺 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

壺 僅

土師器 浅黄橙 － － －

支脚 （長） （幅） （厚） 多 僅

土師器 にぶい橙 － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏蓋 僅 少

須恵器 褐灰 灰 － － － －

甕 少

土師器 にぶい橙 灰白 － － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰白 微 － － －

坏 少 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第13図

竪穴住
居5

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 自然釉

－ － 不良
ナデ、工具ナ
デ後ナデ

回転ナデ

第15図
竪穴住
居7

－ － 良好 ナデ風化気味 ナデ風化気味

第16図
竪穴住
居8

－ － 良好 ナデ
工具ナデの後
ナデ

底部木葉圧痕

第17図
竪穴住
居9

良好
不定方向の工
具痕

不定方向に工
具痕、指ナデ

底部木葉圧痕有、埋設土器

第18図
竪穴住
居10

－ － 不良 ？ ナデ 内面風化

－ － － 良好 タタキ
当て具痕
ナデ

第20図

竪穴住
居11

－ － 良好
工具ナデの後
ナデ

ナデ 底部木葉圧痕有

－ － － 良好
ナデ、風化ぎ
み

ナデ

－ － 良好
回転ナデ
自然釉

回転ナデ 融着をはずした痕跡有り

～p30
第21図

掘立柱
建物1

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ （8.6) － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ヨ
コナデ

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － － 不良 回転ナデ 回転ナデ

第23図
掘立柱
建物2

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、不
定方向のナデ

第24図
掘立柱
建物3

－ － 良好
回転ナデ、斜
め方向のナデ

回転ナデ、不
定方向のナデ

第26図
掘立柱
建物4

－ － 良好
ナデのち指オ
サエ

ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第29図

掘立柱
建物7

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第31図

掘立柱
建物8

－ － － 良好 ナデ ナデ

－ － － 良好 回転ナデ
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第33図
掘立柱
建物9

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第35図

掘立柱
建物10

－ 良好 工具痕 －  底部指オサエ

－ 良好
不定方向の工
具ナデ

－

タタキ 当て具痕

－ － 良好 回転ナデ

良好
工具ナデの後
ナデ

ナデ

－ － － 良好

回転ナデ、自
然釉

回転ナデ

第37図
掘立柱
建物11

－ － ナデ

－ － － 良好
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第6表 出土土器観察表③
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰白 灰白 微 － － －

坏蓋 少 僅

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

壺 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

壺 僅

須恵器 褐灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － －

盤 少 僅 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － －

壺 僅 僅

須恵器 灰オリーブ 灰 － － －

壺 微 微

須恵器 淡黄 浅黄橙 － － － －

高坏 僅

須恵器 浅黄橙 浅黄橙 － － －

皿 僅 僅

須恵器 灰オリーブ 灰白 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰 － － － －

坏 僅

須恵器 灰 灰 微 － － －

坏蓋 僅 僅

須恵器 灰 灰白 － －

壺 僅 僅 少

須恵器 灰 灰 － － － 微

壺 僅 少

土師器 浅黄橙 灰白 － － － －

壺 多

土師器 にぶい橙 灰白 － － －

甕 多 僅

土師器 灰白 灰 － － －

甕 少 僅

須恵器 灰 灰 微 － － －

坏蓋 僅 少

須恵器 灰 灰 微 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰 － － －

坏蓋 少 僅

土師器 橙 にぶい橙 微 － 微 －

高坏 少 僅 僅

土師器 にぶい黄橙 明黄褐 微 － － －

壺 多 少

須恵器 灰 褐灰 － － －

高台付坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰白 微 － － －

長頚壺 少 僅

須恵器 灰白 灰 － － －

壺 少 僅

土師器 黄橙 浅黄橙 微 － －

鉢 多 僅 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 微 － － －

高坏 多 僅

土師器 橙 黄橙 微 － － －

高坏 少 僅

土師器 橙 橙 － －

高坏 僅 多 多

土師器 橙 橙 － － －

甕 少 僅

土師器 浅黄橙 褐灰 微 － － －

甕 多 少

土師器 浅黄橙 褐灰 微 － － －

甕 多 僅

土師器 灰白 灰白 － － － －

甕 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第38図
掘立柱
建物13

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

第42図
掘立柱
建物16

－ － 良好 横ナデ、ナデ
指オサエ、ナ
デ

外面胴部にスス付着、風化
著しい

第43図
掘立柱
建物17

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ
後ナデ

回転ナデ、指
オサエ、ナデ

p.57～

第44図

掘立柱
建物18

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

第52図
土坑1 － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第53図
土坑2

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 外面に僅かながら自然釉有

－ － － 不良 回転ナデ 回転ナデ

第54図
土坑3

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 風化著しい

－ － 良好
ヨコナデ風化
著しい

ヨコナデ風化
著しい

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ ヘラおこし痕あり

第56図
土坑5

－ － － 良好
回転ヘラケズ
リ

回転ナデ
ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、タ
タキ後カキメ

回転ナデ、当
て具痕

土坑6と接合

第57図
土坑6

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
工具による不
定方向のナデ

ナデ、工具ナ
デ

黒斑有

第58図
土坑7

－ － 良好
丁寧なナデ、
縦方向のナデ

不定方向ナデ

－ － 良好
ナデのち指オ
サエ

ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 ヨコナデ ヨコナデ

第62図
土坑11

－ － － 良好
工具ナデ後ナ
デ

ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ 良好 回転ヨコナデ 回転ヨコナデ 底面ヘラケズリ、高台欠損

－ － － 良好
回転ナデ
釉が少々

回転ナデ

－ － － 良好
タタキ、タタ
キ後ナデ

当て具痕、当
て具後ナデ

第64図
土坑12

良好
指オサエの後
ナデ

ナデ 底部木葉圧痕

－ － － 良好
工具の単位が
見られる

ナデ 外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好
工具ナデ
ナデ

ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ 底部木葉圧痕

－ － 良好
工具ナデの後
ナデ

工具ナデの後
ナデ

－ － 良好
工具ナデの後
ナデ

ナデ、粘土の
つなぎ
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第7表 出土土器観察表④
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 灰白 灰 － － －

甕 多 微

土師器 にぶい橙 褐灰 微 － － －

甕 多 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰 灰 微 － －

坏身 僅 少 僅

須恵器 明オリーブ灰 灰白 － － － －

壺 少

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － －

高台付坏 少 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － －

高台付坏 少 少 少

土師器 浅黄橙 橙 － －

高台付坏 少 多 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 微 － －

皿 僅 僅 僅

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 少

土師器 明赤褐 明赤褐 － － － －

高坏 多

土師器 浅黄橙 にぶい黄橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 浅黄橙 － －

支脚 多 僅 僅

土師器 浅黄橙 淡赤橙 － － － －

坏 少

土師器 赤橙 橙 － － －

甕 少 少

土師器 赤橙 赤橙 － － － －

製塩土器 少

土師器 橙 橙 － － －

製塩土器 多 僅

土師器 灰白

支脚 多

土師器 にぶい黄橙 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 少

土師器 暗灰 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 少

土師器 褐灰 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 僅

土師器 にぶい黄橙 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

土師器 灰 灰 微 － －

坏蓋 少 少 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 褐灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 黄灰 黄灰 － － － －

坏蓋 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第64図

土坑12

－ － 良好
ナデ、強いナ
デ

指オサエ、工
具ナデ、指ナ
デ

風化著しい

－ － 良好
工具ナデ、ナ
デ

ナデ、指オサ
エ

底部木葉圧痕、指オサエ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

良好
回転ナデ、ヘ
ラケズリ、ナ
デ

回転ナデ

－ － － 良好
タタキの後カ
キ目

ナデ、当て具
痕

第65図 土坑12 － － 良好
回転ナデ、カ
キメ

回転ナデ、当
て具痕

第66図

土坑13

－ （7.9) － 良好
ヨコナデ、ナ
デ

ナデ 粘土層内出土

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 粘土層上出土

－ － 良好 ？ ナデ 外面風化、粘土層内出土

－ － 良好 指オサエ 指オサエ
内外面風化気味、土坑35と
接合

－ － 不良 ？ ？ 内外面風化

第67図

土坑13

－ － 良好
工具ナデの後
ナデ

ナデ

－ － 良好
ナデ、指オサ
エ

？ 底面工具ナデ、内面風化

－ － 良好
ヨコナデ、斜
方向のナデ

ヨコナデ、縦
方向のナデ

外面胴部にスス付着、粘土
層上出土

－ － 良好 ？ 指オサエ 　

ナデ、指押さ
え

布目痕風化気
味

－ － 良好
横方向・斜め
方向の工具に
よるナデ

布目痕 粘土層上出土

横方向の工具
痕あり

－ － － 良好

－

－ － － 良好 ナデ

（長） （幅） （厚）
－ 良好

指押さえ、ナ
デ

良好 ナデ ナデ 全体黒斑

－ 良好 ナデ ナデ

－ 良好 ナデ ナデ 3分の2黒班

－

－ 良好 ナデ ナデ 半分黒斑

第68図

土坑13

－ － 良好
ナデ
回転ナデ

ナデ
回転ナデ

粘土層上出土

－ 良好

回転ヘラケズ
リ、回転ナ
デ、丁寧なナ
デ

回転ナデ 粘土層内出土

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナ
デ

外面にヘラ記号有

－ － 良好
回転ナデ、丁
寧なナデ

回転ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、指
ナデ

不定方向のナ
デ

回転ナデ

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、工
具によるナデ

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

つまみにヘラ記号有、粘土
層内出土

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ
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第8表 出土土器観察表⑤
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰白 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

坏身 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 多

土師器 淡橙 浅黄橙 － － －

坏 少 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付坏 少 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 浅黄橙 灰白 微 － － －

高台付坏 少 少

須恵器 灰白 灰 － － － －

坏身 少

土師器 浅黄橙 褐灰 － 微 微 － －

皿 少 少

須恵器 灰黄褐 灰白 － － －

高台付坏 多 僅

須恵器 赤灰 渇灰 － － － － －

坏身

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 赤灰 褐灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

壺 僅

須恵器 黄灰 黄灰 － － － －

坏身 僅

須恵器 黄灰 黄灰 － － － －

皿 僅

須恵器 灰 オリーブ灰 － － － －

皿 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

皿 多 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － － 微

皿 僅

須恵器 灰 灰 微 － － －

高坏 僅 僅

須恵器 灰褐 灰 － － － －

壺蓋 僅

須恵器 灰 灰白 － 微 － － －

鉢 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

鉢 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

鉢 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

長頸壺 少

須恵器 黄灰 黄灰 － － － －

壺 少

須恵器 褐灰 灰 － － － －

甕 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 少

土師器 灰白 灰 － 微 － －

甕 多 僅

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

甕 7.5YR７/3 多

土師器 浅黄橙 黒 － － －

高坏 多 少

土師器 明褐灰 褐灰 － 微 － －

甕 多 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第68図

土坑13

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ
粘土の付着有り、粘土層上
出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 粘土層上出土

－ － 良好
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ

良好 回転ナデ
ナデ、回転ナ
デ

自然釉が一部かかっている

良好 回転ナデ 回転ナデ
釉着を外す際に高台外側の
表面が剥離したと考えられ
る

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ
不定方向ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

不良 回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ記号

良好 回転ナデ
回転ナデ
指ナデ

－ － 不良
回転ナデ
ナデ

回転ナデ
ナデ

粘土層上出土

良好
回転ナデ、丁
寧なナデ

回転ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、タ
タキの上をナ
デ

回転ナデ、当
て具痕

良好
回転ナデ、ヨ
コナデ

回転ナデ、工
具によるナデ

底部ヘラ切り

良好
回転ナデ、ヨ
コナデ

回転ナデ、工
具ナデ

底部回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

第69図

土坑13

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好
回転ヨコナ
デ、沈線

回転ヨコナ
デ、工具ナ
デ、沈線

－ 良好
回転ナデ
ヘラケズリ

回転ナデ
ナデ

天井部が赤焼け、粘土層上
出土

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ 自然釉付着

－ － － 良好
回転ナデ、指
押さえ

回転ナデ、指
押さえ

注ぎ口有り

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ(粘
土の塊付着）

粘土層上出土片と粘土層内
出土片接合

－ － － 良好 ヘラケズリ 回転ナデ
割れの間に自然釉あり
（焼成時に破損）

－ － － 良好
カキ目、一部
自然釉

当て具痕

－ － － 良好
タタキの後ナ
デ？

良好 平行タタキ 当て具痕

一部自然釉

当て具痕

土坑14

－ －

－ － －

良好 ナデ ナデ

－ － 良好 ナデ 外面黒斑有

第71図

土坑15

－ － －

第70図

－ － － 良好

ナデ

工具ヨコナデ 工具ヨコナデ

良好 ？ ナデ 外面風化
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第9表 出土土器観察表⑥
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 浅黄橙 にぶい黄橙 － － －

甕 多 僅

土師器 橙 灰 － － －

甑 少 少

土師器 灰白 橙 微 － － －

甕か 多 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － －

坏蓋 少 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏 僅 多

須恵器 褐灰 橙 － 微 － － －

高台付椀 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

土師器 灰白 灰白 － 微 － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

皿 多

須恵器 灰 灰 － － － －

高坏 多

須恵器 赤灰 灰 － － － －

壺 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

壺 僅

須恵器 灰 褐灰 － 微 － － －

鉢 少

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 少

須恵器 灰 灰白 － － －

甕 少 多

土師器 橙 浅黄橙 － － －

坏 多 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 多

土師器 橙 橙 － 微 － － －

坏 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

甕 少

須恵器 灰白 灰白 － － － 微

甑？ 多 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 オリーブ灰 オリーブ灰 － 微 － － －

甕 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

小鉢 多

須恵器 褐灰 褐灰

高坏 多

瓦 灰白 にぶい黄橙 － － － －

軒平瓦 少

瓦 灰 灰 － － － －

平瓦 少

土師器 明赤褐 灰黄褐 － － － －

坏 多

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 淡橙 － － － －

甕 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第71図

土坑15

－ － － 良好 ナデ 外面風化

－ － 良好
工具ナデ、指
押さえ痕

工具ナデ、指
押さえ痕

－ － － 良好 ？ 指押さえ痕 内外面風化

第72図

土坑15

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ナデ、回転ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ヘラ削り 回転ナデ 底面に線刻有（大）

やや良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 不良 ？ 内外面風化

－ － 良 回転ナデ ？ 内面風化

－ － やや良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
ヨコナデ、回
転ナデ、ナデ

回転ナデ、ナ
デ、指押さえ

自然釉あり

－ － － 良好
回転ナデ、タ
タキの上をナ
デ

回転ナデ、同
心円紋

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ 160と同一固体か

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ 159と同一固体か

第73図 土坑15 － － － 良好
タタキの上を
ナデている

当て具痕、工
具痕

焼成時の破裂,別個体の付
着あり

第74図

土坑16

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 不良 ナデ ナデ

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

第81図 土坑23 － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第82図 土坑24 － － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 天井部にヘラ記号

第83図

土坑25

－ － － 良好
回転ナデ
タタキ

回転ナデ　同
心円文

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

ｐ.89
第85図

土坑27

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 タタキ 当て具痕

第89図

土坑31

－ － 良好
回転ナデ
自然釉

回転ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 布目、タタキ
風化著しいナ
デ

瓦当のみでなく顎にも施文
ただし瓦当と文様が異なる

－ － － 良好
ケズリ、布目
痕

格子目タタキ

第92図

土坑34

良好 ？ ナデ
外面風化
底面に木葉圧痕有

－ － 良好 ミガキ ミガキ

－ － 良好
工具によるナ
デ

工具によるナ
デ

外面煤付着

－ － － 良好
ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ
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第10表 出土土器観察表⑦
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 褐灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

高坏 多 多

須恵器 褐灰 褐灰 － － －

壺 少 僅

土師器 橙 橙 － － － －

坏 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 少

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

甕 少

土師器 にぶい橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 黄橙 灰白 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

坏 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

壺 多

土師器 淡黄 灰白 － － － －

甕 多

弥生 浅黄橙 暗灰 － －

甕 多 少 僅

土師器 浅黄橙 － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 多

須恵器 灰白 明褐灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 暗灰 － 微 － － 微

坏 少 少

須恵器 灰白 灰 － － －

高坏 少 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

皿 僅 少

土師器 橙 橙 － － － －

坏 多

土師器 浅黄橙 暗灰 微 微 － －

高坏 少 多 僅

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高坏 僅

土師器 橙 橙 － － － －

坏 多

土師器 灰白 灰白 － － － －

坏 少

土師器 灰白 灰白 － － － －

坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

坏 少

土師器 淡橙 淡橙 － － － －

鉢 多

土師器 橙 橙 － － － －

ミニチュ
ア鉢

多

土師器 にぶい赤褐 灰黄褐 － － － －

高坏 少

土師器 橙 灰白 － － － －

高坏 多

土師器 淡橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 黄橙 灰 － － －

甕 多 少

土師器 灰白 灰白 － － － －

壺 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第92図

土坑34

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 指オサエ？ ナデ 外面風化、底面風化

－ － － 良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

－ － － 良好
回転ナデ　櫛
状工具による
押圧

回転ナデ

第93図

土坑35

良好
ナデ、指オサ
エ　ヨコナデ

工具によるナ
デ、指オサエ
ヨコナデ、ナ
デ

底面木葉圧痕有、土坑34と
接合

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好
工具によるナ
デ

工具によるナ
デ

外面スス付着

－ － － 良好
縦・斜め方向
の工具ナデの
ち指ナデ

横・斜め方向
の工具ナデの
ち指ナデ

－ 良好
縦方向のナ
デ、工具痕

ナデ
底面に木葉圧痕有、風化著
しい

第94図

土坑36

－ － 良好
ナデ、指オサ
エ

指オサエ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好
工具ナデ後ナ
デ

工具ナデ後ナ
デ

黒変(内面)・黒斑(外面)底
面に木葉圧痕有

－ － 良好
指オサエ、工
具ナデ

指オサエ、ナ
デ

－ 良好 指オサエ －

良好
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、工
具ナデ

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 内面自然釉付着

－ － － 良好 回転ナデ
回転ナデ、回
転ナデ後工具
ナデ

自然釉有り

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第95図

土坑37

良好 ？ ？ 内外面風化

－ － － 良好
風化気味だが
工具ナデ

ナデ、工具に
よるナデ、指
オサエ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

良好 ？ ？ 内外面風化

土坑38

－ －

良好 工具ナデ ミガキ、ナデ

良好 ？ ？ 内外面風化

良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ

良好 ？ ？
内外面風化
手捏ね

－ － － 良好 指ナデ 指オサエ 底面ヘラ記号

－ － － 良好 内外面風化

？
貼り付け突帯

良好
指オサエ、一
部ナデか

風化気味、指
オサエ

内外面風化著しい

良好
工具ナデ、横
ナデ

？
外面貼り付け突帯
内外面風化

工具ナデ

良好－

－ －

－ －
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第11表 出土土器観察表⑧
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 にぶい褐 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 灰白 灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏蓋 多 僅

須恵器 灰白 灰 － － － 微

短頸壺 少 少

須恵器 灰 灰 － － － －

堤瓶 少

須恵器 灰白 灰 － － － －

堤瓶 少

土師器 灰白 灰白 － － －

高坏 多 少

土師器 灰白 黄灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 黄灰 褐灰 － － － －

高坏 僅

褐灰

（長） （幅） （厚）

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

坏 僅

須恵器 灰 灰白 － － － －

坏蓋 多

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － 微

坏蓋 少 少

土師器 浅黄橙 黄灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － －

甕 多 僅

須恵器 灰 灰白 － － － －

甕 僅

土師器 橙 橙 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 褐灰 灰 － 微 － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付坏 少 少

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰褐 灰 － 微 － － －

高台付坏 少

須恵器 赤灰 青灰 － 微 － － －

坏身 少

土師器 灰白 にぶい橙 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － － －

蓋？ 僅

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

坏 少

土師器 灰白 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 黄橙 灰 － － － －

甕 多

土師器 暗赤褐 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 黒 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 － － － －

把手 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 多

須恵器 灰白 オリーブ灰 － 微 － － －

坏蓋 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第96図

土坑38

－ － 良好 ナデ ナデ
指頭痕、風化気味、底部ナ
デ

－ － 良好
風化著しく調
整不明、一部
工具ナデ

ナデ 外面風化

第97図 土坑38 － 良好
ヘラ切り離し
回転ナデ

回転ナデ

土坑41 － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

土坑38 － － － 良好
カキ目、工具
ナデ

回転ナデ

土坑38 － － － 良好 カキ目
回転ナデ、粘
土円盤による
閉塞

第98図

土坑39

－ － － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 ？ ナデ 外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、ヨ
コナデ

回転ナデ

良好 すす付着炉壁

第99図

土坑40

良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 焼け歪み

－ － － 良好
回転ナデ、
回転ヘラケズ
リ

ナデ

－ － 良好 ？ ナデ 外面風化、底部木葉圧痕

－ － － 良好
タタキ後カキ
メ

当て具痕

－ － 良好 櫛描波状文 回転ナデ

第102図

土坑44

－ － －

－ －

良好
つまみ径2.5㎝
内外面風化

－ － － 不良
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ後ナ
デ、回転ナデ

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

良好
回転ナデ、回
転ヘラ削り

回転ナデ

－ － 良好 ？ 工具ナデ 外面風化、底部ナデ

－ － 良好 回転ナデ 内面風化、底部ナデ

第104図

土坑45

－ － 良好 ナデ ナデ 土坑40と接合

－ － 良好 工具ナデ ナデ

第107図

溝状遺
構1

－ － 良好 ？ ？
内外面風化、底部黒変あり
底部木葉圧痕、上層出土

－ － 良好
工具による強
いナデ

ナデ、指押さ
え痕

底部から胴部に黒変あり、
上層出土

－ － 良好
ナデ、指押さ
え

工具ナデ 上層出土

－ － － － 良好 ナデ 上層出土

－ － － 良好 回転ナデ
不定方向のナ
デ

つまみ径３㎝、上層出土

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ 上層出土
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第12表 出土土器観察表⑨
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰 灰白 － 微 － － －

埦 多

須恵器 灰白 灰 － 微 － － －

高台付坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

高台付坏 少

須恵器 黄橙 橙 － － － －

坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

鉢 多

土師器 にぶい褐 灰白 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

鉢 多

土師器 橙 にぶい橙 － － － －

埦 多

土師器 赤 黄橙 － － － －

高坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 黄橙 黄橙 － 微 － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 少

土師器 灰白 赤 微 微 － － －

高坏 少 多

土師器 灰白 灰白 － － － －

高坏 多

土師器 灰白 灰白 － － － －

高坏 多

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

高坏 少

土師器 浅黄橙 灰 － － － －

甕 少

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 橙 － － － －

鉢 多

土師器 浅黄橙 黒 － － － －

壺 少

土師器 橙 橙 － － － －

甕 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 黄橙 黄橙 － － － －

甕 多

土師器 明赤褐 橙 － － － －

甕 多

土師器 褐灰 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 淡橙 黄橙 － － － －

甑 多

土師器 橙 橙 － － － －

甑 多

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － －

甕 多 微

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 明赤褐 明赤褐 － － －

甕 多 僅

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

壺 多

土師器 橙 － － － －

把手 多

土師器 橙 － － － －

把手 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第107図

溝状遺
構1

－ －

－ －

良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

ナデ 上層出土

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

良好
内外面風化、外面黒変、下
層出土

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

良好
工具による不
定方向のナ
デ、線刻

風化している
がナデ

底部にヘラ記号

－ － 良好 ヨコナデ ヨコナデ 下層出土

－ 良好 ？
指押さえ、ナ
デ

外面風化、下層出土

－ － 良好
内外面風化、ミニチュア高
坏、290と同一個体か

－ － 良好 ナデ ナデ
ミニュチュア高坏、289と
同一個体か

－ － － 良好 内外面風化

－ － 良好 ミガキ
ミガキ、ナ
デ、指押さえ

下層出土

－ － － 良好 ミガキ ミガキ？

－ － － 良好 ナデ ナデ 下層出土

－ － 良好
工具ナデ後ナ
デ

工具ナデ後ナ
デ、指押さえ

内外面風化気味、下層出土

－ － 良好 工具ナデ
ナデ、指押さ
え

下層出土

－ － 良好 タタキ ナデ 下層出土

－ － 良好
風化している
が一部工具痕
が見られる

風化している
がナデ

第108図

溝状遺
構1

良好
内外面風化、底部ヘラ記
号、下層出土

－ － 良好 ナデ
工具ナデの後
ナデ

－ － 良好
風化？
工具ナデ

内外面風化、下層出土

－ － 良好 工具ナデ ヨコナデ 下層出土

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化、下層出土

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ 下層出土

－ － － 良好
工具によるナ
デ

工具によるナ
デ

－ － － 良好
工具によるナ
デ

工具によるナ
デ

－ － 良好
丁寧なナデ、
ヨコナデ

？
内面風化、一部黒変,注口
有、下層出土

－ － － 良好 ナデ ナデ

第109図

溝状遺
構1

－

－ － －

良好 ナデ、ハケ目
工具によるナ
デ

－ － 良好 工具ナデ ？
内面風化、底面に木葉圧痕
有、上層出土

－ － － － 良好 ナデ －

－ 良好 ナデ －
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第13表 出土土器観察表⑩
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 橙 橙 － － － －

甑 多

土師器 赤橙 － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） 多

土師器 橙 にぶい橙 － － －

カマド 多 微

土師器 にぶい赤褐 にぶい褐 － － －

カマド 多 微

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － －

カマド 多 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏蓋 多 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 暗青灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏身 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

高坏 少

須恵器 灰 灰 － － － 微

高坏 少 少

須恵器 淡黄 淡黄 － － － －

甕 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

坏 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

坏 多

土師器 灰白 灰白 － － －

坏 多 少

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

坏 多

土師器 橙 淡橙 － 微 － － －

坏 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

坏 少

土師器 橙 明赤褐 － － － －

坏 少

土師器 明赤褐 橙 － － －

坏 多 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － －

坏 少 少

土師器 褐灰 にぶい橙 － － － －

高台付坏 少

土師器 にぶい橙 橙 － － － －

高台付坏 少

土師器 にぶい橙 にぶい黄橙 － － － －

高坏 少

土師器 灰黄褐 にぶい橙 － － －

高坏 多 僅

土師器 灰黄褐 にぶい褐 － － － －

高坏 少

土師器 橙 にぶい橙 － － － －

高坏 少

須恵器 にぶい橙 褐 － － － －

高坏 少

土師器 橙 橙 － － －

高坏 多 少

土師器 橙 灰白 － － －

高坏 多 少

土師器 にぶい橙 灰 － － －

高坏 少 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第110図

溝状遺
構1

良好
工具ナデ、黒
変

工具ナデ、指
押さえ

風化著しい

－ 良好 － －

－ － 良好
ナデ　指押さ
え

ヨコナデ
縦方向のナデ

移動式カマド、外面風化、
一部黒変

－ － 良好
ナデ
指押さえ

ナデ
移動式カマド、内面風化、
一部黒変、焚口部赤変

第111図

溝状遺
構1

－ －

良好
ヨコナデ、ナ
デ、粘土接合
痕明瞭に残る

ナデ、指押さ
え

移動式カマド、焚口側が赤
変している、下層出土

－ － 良好
回転ナデ、刻
目状押圧痕

回転ナデ 下層出土

－ － 良好
回転ナデ、刻
目状押圧痕

回転ナデ 下層出土

－ 良好
回転ナデ
回転ヘラキリ
後回転ナデ

回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ
ヘラケズリ

回転ナデ
ヘラケズリ

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ 下層出土

良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 下層出土

－ － － 良好
回転ナデ
透かし孔

回転ナデ、透
かし孔、ナ
デ、当て具痕

透かし孔上下に6

－ － 不良 内外面風化、下層出土

第116図

溝状遺
構2

（7.4) － 良好 ナデ ナデ 上層出土

－ 良好 ナデ？
ナデ　指押さ
え

手捏ね土器

良好
工具ナデ(磨
耗）

工具ナデ（磨
耗）

手捏ね、黒斑有

良好 ナデ ナデ 手捏ね、外面黒斑有

－ － 良好 ナデ ナデ ミニチュア？

良好 ナデ ナデ 手捏ね、下層出土

－ － 良好 ナデ？ ナデ？ 内外面風化、外面煤付着

－ 良好 ？ ？ 内外面風化、下層出土

－ 良好 ケズリ？ 内外面風化、内面黒変

－ 良好 ？ ナデ 外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ記号

－ － － 良好 ミガキ ナデ

－ － － 良好 ナデ ナデ、指ナデ 下層出土

－ － － 良好
工具によるナ
デ

ナデ

－ － 良好 ？ 工具ナデ 内外面風化

－ － 良好 ？
回転ナデ、縦
方向工具ナデ

外面風化

－ － 良好 ケズリ？ ？ 内外面風化、内面黒斑有

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化、内面黒斑有

－ － － 良好
横位ミガキ、
縦位工具ナデ

横位ミガキ、
指ナデ

上層出土
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第14表 出土土器観察表⑪
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 にぶい褐 にぶい赤褐 － － － －

高坏 多

土師器 浅黄橙 にぶい橙 － 微 － － －

高坏 僅

土師器 にぶい橙 灰褐 － － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － －

高坏 多 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － －

無頸壺 少 僅

土師器 淡橙 灰褐 － － － －

高坏 多

土師器 淡橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 にぶい褐 － － － －

坏 多

土師器 灰褐 にぶい褐 － － － －

甕 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 褐灰 灰白 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 淡橙 黄橙 － － －

甕 多 僅

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 暗灰黄 － － － －

甕 多

土師器 赤橙 オリーブ黒 － － － －

甕 多

土師器 橙 にぶい橙 － － － －

甕 多

土師器 明赤褐 明赤褐 － － － －

甕 多

土師器 黄灰 灰白 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 黄灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 にぶい黄橙 － － －

甕 多 僅

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 黒 － － － －

甕 多

土師器 橙 暗灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 暗灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 灰白 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 暗灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 黄灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

甑 多

土師器 灰白 浅黄橙 － － － －

甑 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第116図

溝状遺
構2

－ － －

－ －

良好
工具によるタ
テナデ

工具ナデ、指
ナデ

－ － － 良好 ナデ 工具痕 上層出土

－ － － 良好
工具ナデ、横
ナデ

指ナデ、ナデ

－ － 良好 ？ ミガキ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ナデ？
内外面風化、内面黒斑有、
下層出土

－ 不良 ？ ？ 内外面風化、下層出土

良好
工具ナデ後ナ
デ

ミガキ？、工
具ナデ

内外面風化

－ － 良好
ナデ、指頭圧
痕

ナデ（磨耗） 底面ヘラ記号有

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

第117図

溝状遺
構2

－ － 良好
工具ナデ、口
縁ヨコナデ

工具ナデ 中層出土

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化気味、中層出土

－ － 良好
工具と指によ
るナデ

工具と指によ
るナデ

－ － － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好
ヨコナデ、工
具ナデ？

ミガキ？、工
具ナデ？

床面直上出土

－ 良好 ？ ？ 内外面風化、外面底部黒斑

－ － － 良好 ？ ？
内外面風化底面、底部木葉
圧痕

－ － － 良好 ？ ？

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － － 良好 ナデ
工具ナデ後ナ
デ

底部に木葉圧痕有
内外面　黒斑有

第118図

溝状遺
構2

－ － 良好 ？ ナデ？、 内外面風化、床面直上出土

－ － 良好 ？ ナデ 外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ 底部木葉圧痕、上層出土

－ － 良好 ナデ ナデ
底部木葉圧痕、下層出土、
風化著しい

－ － 良好 ？ 工具ナデ？
内外面風化気味、底部木葉
圧痕、下層出土

－ － 良好 ナデ ナデ 底部木葉圧痕、内面黒斑有

－ － 良好 工具ナデ 工具ナデ
底部に木葉圧痕有
内面　黒斑有

－ － 良好 ？ ナデ
外面風化、底部木葉圧痕、
下層出土

第119図

溝状遺
構2

－ － 良好 ？ ナデ
外面風化　内外面黒斑有
底部に木葉圧痕有

－ － 良好 ？ 工具ナデ
外面風化、底部木葉圧痕、
下層出土

－ － 良好 ？ ？
内外面風化
底部に木葉圧痕有

－ － 良好 ナデ？ ナデ？ 底部木葉圧痕

－ － 良好 ？ ？
内外面風化　黒斑有
底部に木葉圧痕有

－ － 良好 ？ ナデ
内外面風化　内面黒斑
底部に木葉圧痕有

－ － 良好 ？ ？ 内外面黒斑有、下層出土

ナデ 底部に穿孔　1箇所残存－ － 良好
縦位の工具ナ
デか？
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第15表 出土土器観察表⑫
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 にぶい褐 灰 － － － －

甑 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

甑(把手) 多

土師器 明黄褐 － － － －

甑(把手) 多

土師器 明赤灰 － － － －

甑(把手) 中

土師器 にぶい黄橙 にぶい橙 － － － －

把手 少

土師器 黄灰 灰 － － － －

横瓶 多

土師器 浅黄橙 橙 － － － － －

？

土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

？ 多

土師器 にぶい橙 － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） 少

土師器 － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） にぶい黄橙 多

土師器 にぶい橙 － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） 多

土師器 黄灰 にぶい橙 － － －

羽口 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － －

坏蓋 少 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 橙 浅黄橙 － － － －

坏蓋 多

須恵器 明青灰 青灰 － － －

坏蓋 少 多

須恵器 灰 灰 － － －

坏蓋 少 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 オリーブ灰 オリーブ灰 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － 微

坏蓋 多 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏蓋 少 少

須恵器 にぶい褐 灰白 － 微 － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰 － － －

坏蓋 僅 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏蓋 少 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 浅黄橙 灰白 － － － －

坏蓋 多

須恵器 灰白 灰 － 微 － － －

蓋 多

須恵器 灰 灰 － － －

坏身 少 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏 多 少

須恵器 青灰 青灰 － － － －

坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第120図

溝状遺
構2

－ － － 良好 ヨコナデ
ナデ、指オサ
エ

下層出土

－ － － 良好 ナデ ナデ 上層出土

－ － － － 良好
指ナデ、風化
ぎみ

－

－ － － － 良好 ナデ －

－ － － 良好 指ナデ ナデ

－ － － 良好
工具によるナ
デ、指ナデ

工具によるナ
デ、指ナデ、

内外面黒斑有

－ － － 良好 ナデ
線刻あり、ナ
デ

内面ヘラ記号有、上層出土

－ － 良好 横ナデ、ナデ
指ナデ、指オ
サエ

－ 良好
指押さえ、ナ
デ

－ 煤付着

－ 良好 指ナデ － 黒斑あり

－ 良好
工具ナデ
指ナデ

－ 黒斑

－ － － 良好 － － 鉄付着

第121図

溝状遺
構2

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、指
オサエ

上面出土

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

中層出土

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － － 良好 ナデ ナデ つまみ径1.7㎝、上層出土

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ケズリ

回転ナデ後ナ
デ、回転ナデ

下層出土

－ 良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、指
オサエ

つまみ径3.2㎝

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 自然釉、上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

上層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ
沈線

回転ナデ 上層出土

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － － 良好
回転ナデ、ヘ
ラケズリ

回転ナデ、窯
体付着

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 二段宝珠つまみ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

底面ヘラ記号

良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

回転ナデ 回転ナデ

－ 良好 回転ナデ 回転ナデ

不良
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第16表 出土土器観察表⑬
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付坏 僅 少

須恵器 灰 灰白 － － － 微

高台付坏 多 少

須恵器 灰 灰 － － －

高台付坏 多 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付付 僅

土師器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 青灰 － 微 － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰白 － 微 － － 微

高台付坏 少 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付坏 多 多

須恵器 灰 青灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － － －

高台付坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰褐 灰褐 － － － 微

高台付坏 少 僅

須恵器 灰 黄灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 微 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰 － 微 － － －

高台付坏 多

須恵器 灰白 褐灰 － － － 微

高台付坏 多 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏 僅

須恵器 オリーブ灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 暗灰 灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 オリーブ黒 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰 － － － －

高坏 少

須恵器 灰 灰 － － －

高坏 多 少

須恵器 灰 灰白 － － － －

高坏 多

土師器 灰 灰 － － － －

高坏 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

高坏 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第121図
溝状遺
構　2

良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好
回転ナデ
一部自然釉

回転ナデ、ナ
デ

上層出土

第122図

溝状遺
構2

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、不
定方向ナデ

底面ヘラ記号

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ 内面風化、上層出土

－ － 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナ
デ

底面ヘラ記号

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

上層出土

－ （8.2) － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好
回転ナデ
自然釉

回転ナデ 上層出土

－ － 良好
回転ナデ
ナデ

回転ナデ
ナデ

中層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ ナデ 上層出土

良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ
工具痕有り

上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

上層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

良好 回転ナデ 回転ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

良好
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、ナ
デ

上層出土

－ 良好
回転ナデ、丁
寧なナデ

回転ナデ 底面ヘラ切り

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ後ナ
デ

上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、縦
方向ナデ

－ － 良好
回転ナデ 、
粘土のよれ

回転ナデ 上層出土

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

第123図

溝状遺
構2

良好 回転ナデ 回転ナデ

良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

下層出土

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

中層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土
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第17表 出土土器観察表⑭
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高坏 少

須恵器 灰 オリーブ灰 － － －

高坏 僅 少

須恵器 灰 灰 － － －

円面硯 少 少

須恵器 明オリーブ灰 灰白 － － － －

皿 僅

須恵器 灰白 灰 － － － 微

皿 少 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

提瓶 僅

須恵器 灰 灰 － －

平瓶 少 微 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

把手付甕 少

須恵器 灰白 灰 － － －

横瓶 微 微

須恵器 灰白 灰白 － 微 － －

甕 少 多

須恵器 褐灰 黄灰 － －

甕 多 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

壺 少

須恵器 灰 灰 － － － －

短頸壺 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

壺 多

須恵器 灰白 灰白 － － － － 微

壺 少

須恵器 灰 灰 － － －

壺 少 少

須恵器 黄灰 灰白 － 微 － －

長胴壺 少 僅

須恵器 オリーブ灰 褐灰 － － －

長胴壺 僅 僅

須恵器 褐灰 黄灰 － 微 － － 微

長胴壺 僅 多

須恵器 紫灰 青灰 － － － －

長頸壺 少

須恵器 灰白 灰 － － － － 微

長頸壺 少

須恵器 灰白 灰白 － － － － 微

長頸壺 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

壺 多

須恵器 灰白 灰 － － －

壺 少 多

須恵器 淡黄 灰白 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

甕 僅

須恵器 淡黄 灰白 － － － －

甕 少

須恵器 灰 オリーブ灰 － 微 － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰 － － － － 微

甕 　 少

須恵器 明オリーブ灰 灰 － － － － 微

甕 少

須恵器 褐灰 灰 － － － －

甕 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

甕 少

須恵器 橙 灰白 － － － －

甕 少

須恵器 灰 灰白 － － －

甕 少 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第123図

溝状遺
構2

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － － 良好 回転ナデ ナデ
「金光」の線刻有り、上層
出土

－ － 良好 回転ナデ
ナデ、回転ナ
デ

上層出土

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

上層出土

－ － － 良好 カキ目 ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ 中層出土

－ － － 良好 ？ ？ 内外面風化

第124図

溝状遺
構2

－ 良好 回転ナデ 当て具痕

－ － 良好
丁寧なヨコナ
デ、波状文

回転ナデ、当
て具痕

焼成時破裂、膨張有

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 内外面自然釉付着

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 中層出土

－ － 良好
回転ナデ、カ
キ目、回転ヘ
ラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

下層出土

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ 良好
回転ナデ、タ
タキ

回転ナデ、当
て具痕

上層出土

－ － － 良好 平行タタキ 当て具痕 上層出土

第125図

溝状遺
構2

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － － 良好
回転ナデ、沈
線

回転ナデ 付着物有

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 上層出土

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ、指オサエ 図上復元、上層出土

－ － － 良好 ナデ 回転ナデ

－ － 良好 ナデ
回転ナデ
ナデ

上層出土

－ － 良好
回転ナデ、自
然釉

回転ナデ 上層出土

－ － － 良好 タタキ 当て具痕 割れ口が非常に直線的

第126図

溝状遺
構2

－ － 不良 タタキ 当て具痕 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 不良 ナデ、タタキ
ナデ、当て具
痕

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ
口縁部付近にヘラ記号有、
下層出土

－ － 良好
回転ナデ、タ
タキ

回転ナデ、当
て具痕

上層出土

－ － 良好
回転ナデ、タ
タキ

回転ナデ、当
て具痕

上層出土

第127図

溝状遺
構2

－ － －

－ － －

良好 タタキ 当て具痕 中層出土

－ － － 良好

上層出土

同心円文
タタキ

上層出土

タタキ
当て具痕

同心円文

－ － － 良好

良好 タタキ

格子目タタキ

タタキ後カキ
メ
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第18表 出土土器観察表⑮
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 少

須恵器 緑灰 緑灰 － 微 － － －

甕 多

須恵器 灰 黄灰 － － － －

甕 僅

瓦 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

丸瓦 少

瓦 灰白 灰黄褐 － － － －

平瓦 僅

須恵器 灰 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 灰 － － －

高台付坏 少 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

平瓶 僅 少

須恵器 灰白 灰白 － － － － 微

高台付坏 僅

土師器 浅黄橙 褐灰 － － －

高台付坏 僅 僅

にぶい橙 にぶい褐 － － － －

（長） （幅） （厚） 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 浅黄橙 灰白 － 微 微 － －

高坏 僅 僅

土師器 橙 暗灰 － － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

壺 多

土師器 灰白 黄橙 － － － －

壺 多

土師器 淡橙 　浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 灰白 灰白 － － － －

甕 多

土師器 黄橙 灰白 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 黄灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 黒 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 灰白 － － － －

甕 多

土師器 灰白 褐灰 － － －

甕 多 少

土師器 黄橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 黄灰 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 灰白 － － － －

甕 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第127図
溝状遺
構2

－ － － 良好 タタキ 当て具痕 中層出土

第128図

溝状遺
構2

－ － － 良好 タタキ あて具痕 上層出土

－ － － 良好 ナデ あて具痕 窯体付着

－ － － 良好
タタキ後カキ
メ

タタキ 上層出土

－ － － 良好 タタキ？ 布目痕？ 風化著しい、上層出土

－ － － 良好 タタキ？ 布目痕 風化著しい、上層出土

第131図

溝状遺
構9

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ 良好
回転ナデ
回転ヘラケズ
リ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第132図

溝状遺
構

－ －

炉壁？

良好
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好
回転ナデ後ナ
デ

回転ナデ、ナ
デ

外面風化、内外面黒斑有

良好 － － 寸莎痕跡有

第133図

溝状遺
構3

－ － 良好 指押さえ、？ ？ 風化著しい

－ － － 良好 ナデ 外面風化、底面指オサエ

－ － 良好
工具によるナ
デの後ナデ

工具によるナ
デの後ナデ

良好 ナデ、工具痕 ナデ

第134図

溝状遺
構3

－ － － 良好 ？　一部ナデ ？ 内外面風化気味

－ － － 良好 ナデ？ ？ 内面風化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好
工具ナデ、指
押さえ

工具ナデ 風化著しい

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － － 良好
工具ナデ、横
ナデ

工具ナデ、横
ナデ

下層出土

－ － 良好
工具によるナ
デ

工具によるナ
デ

－ － 良好 工具ナデ 横ナデ 底面に木葉圧痕有

良好
ナデ、工具に
よるナデ

ナデ、指押さ
え

底部木葉圧痕

第135図

溝状遺
構3

－ － 良好
工具ナデ後ナ
デ

ハケ目後ナデ
外面スス付着
底面に木葉圧痕有

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好
工具によるナ
デ後粗いナデ

工具によるナ
デ後粗いナデ

底面工具によるナデ後粗い
ナデ

－ － － 良好 指押さえ 指押さえ 内外面風化

指押さえ
ナデ

底部黒変有－ － 良好 ナデ
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第19表 出土土器観察表⑯
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 浅黄橙 黒褐 － － － －

甕 多

土師器 橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 浅橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 黒褐 － － － －

甕 多

土師器 橙 橙 － － － －

甑 多

土師器 黄橙 浅黄橙 － － － －

甑 多

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

甑 多

土師器 淡橙 － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） 多

須恵器 灰白 灰 － － －

坏蓋 少 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏身 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏 多

須恵器 灰 灰白 － － －

堤瓶 僅 少

須恵器 灰 オリーブ黒 － － － －

壺 僅

須恵器 灰白 黄灰 － － －

甕 少 少

土師器 橙 明褐灰 － － － －

壺 多

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 灰 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 灰白 浅黄橙 － － － －

坏蓋 多

土師器 にぶい橙 淡橙 － － － －

坏蓋 少

土師器 橙 橙 － 微 － － －

坏蓋 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高台付坏 少

土師器 淡黄 灰白 － － － －

高台付坏 少

土師器 明赤褐 にぶい橙 － － － －

高台付坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

皿 少

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 黄橙 黄橙 － － － －

鉢 多

土師器 にぶい橙 灰白 － 微 － －

椀 少 多

土師器 にぶい褐 灰褐 － － － －

甕 多

土師器 黄橙 　浅黄橙 － － － －

甑 多

土師器 灰白 － － － － －

支脚 （長） （幅） （厚） － 多

土師器 浅黄橙 橙 微 － －

支脚 （長） （幅） （厚） 多 少 僅

土師器 橙 黄橙 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第135図

溝状遺
構3

－ － 良好
指押さえ、工
具ナデ

工具ナデ、指
押さえ

底部木葉圧痕、内外面風化

－ － 良好
内外面風化、溝状遺構1と
接合

－ － － 良好 ？
斜め方向の工
具ナデ

外面風化

－ － 良好
工具によるナ
デ

ナデ、指押さ
えあり

底部木葉圧痕

第136図

溝状遺
構3

良好
工具ナデ、ヨ
コナデ、指オ
サエ

工具ナデ、ヨ
コナデ、指オ
サエ

－ － 良好 ？ ？　ナデ 底部付近に桟渡し用穿孔有

－ － 良好 ？
工具によるナ
デ

外面風化、下層出土

－ 良好 指オサエ － 風化著しい

－ － － 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナ
デ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 外面黒変有

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ 底面　ヘラキリ

－ － － 良好 カキ目あり 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 自然釉

－ － － 良好 格子タタキ 当て具痕

第137図

溝状遺
構10

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － － 良好 ナデ ナデ 外面黒変

－ － 良好 ナデ
ナデ
指押さえ

底部木葉圧痕

第138図

溝状遺
構11

－ － － 良好 回転ナデ？ 回転ナデ？ 内外面風化著しい

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 内外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ 内外面風化

良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 工具痕有？ 工具痕有？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

良好
指オサエ、ナ
デ

－

良好 ナデ －

良好 ナデ ナデ

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ
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第20表 出土土器観察表⑰
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰黄褐 灰 － 微 － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 灰白 灰 － 微 － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 明褐灰 にぶい黄橙 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰白 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － 微 － －

坏 僅 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 多

須恵器 灰オリーブ 灰白 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

高台付付 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

高台付坏 少

須恵器 にぶい黄橙 黄灰 － － － －

高台付坏 多

須恵器 灰 灰 － － － － －

鉢

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏 少 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰黄 灰黄 － － － －

高坏 少

須恵器 灰黄 灰 － 微 － － 微

高坏 僅 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

壺 少

須恵器 灰 灰 － － － 微

壺か 少 僅

フイゴ オリーブ灰 淡橙 － 微 － － －

羽口 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － 微

坏蓋 僅 少

須恵器 青灰 灰白 － － － －

坏蓋 微

須恵器 灰白 灰白 － － － －

甕 僅

土師器 橙 にぶい橙 － － － －

模倣坏 少

土師器 明赤褐 明赤褐 － － － －

模倣坏 多

土師器 淡橙 橙 － － － －

坏身 多

土師器 明赤褐 灰黄褐 － － － －

坏身 少

土師器 にぶい黄橙 灰黄褐 － － － －

鉢 多

土師器 浅黄橙 橙 － － － －

鉢 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第138図
溝状遺
構11

－ 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

第139図

溝状遺
構11

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

不良
回転ナデ、回
転ヘラケズリ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

－ － 不良
回転ナデ、
ナデ

外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 自然釉

良好 回転ナデ 回転ナデ

良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

良好 回転ナデ
回転ナデ、
ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

底面　ヘラ記号

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ 内外面風化著しい

－ － － 良好 タタキ
当て具痕、ナ
デ、指オサエ

－ － － 良好 ナデ ナデ 内面にガラス質付着

第142図

溝状遺
構14

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － － 良好
タタキ後カキ
メ

当て具痕

第143図

溝状遺
構15

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ 良好 ？ ？ 内外面風化、底部ヘラ記号

－ 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

？ ？

良好 ナデ

内外面風化
全体に形が歪む　外面黒斑

ナデ 底部木葉圧痕、外面黒変有

－ 良好
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第21表 出土土器観察表⑱
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

高坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 明赤褐 明赤褐 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい赤褐 にぶい褐 － － － －

高坏 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 にぶい橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい橙 にぶい赤褐 － － － －

高坏 少

土師器 にぶい赤褐 橙 － － － －

高坏 僅

土師器 にぶい橙 にぶい褐 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい赤褐 にぶい橙 － － － －

高坏 僅

土師器 にぶい橙 浅黄橙 － － －

高坏 多 僅

土師器 にぶい橙 浅黄橙 － － － － －

高坏

土師器 にぶい黄橙 灰黄 － － － －

壺 多

土師器 橙 オリーブ黒 － － － －

壺 多

土師器 灰白 灰白 － － － －

甕 多

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 灰黄 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 渇灰 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 灰 － － － －

壺 多

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 オリーブ黒 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 灰黄 － － － －

甕 多

土師器 灰白 にぶい黄橙 － － － －

甕 多

土師器 にぶい赤褐 オリーブ灰 － － －

甕 多 少

土師器 明赤褐 橙 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 にぶい黄橙 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 にぶい黄橙 － － － －

甕 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第143図

溝状遺
構15

－ －

－ － －

良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ？
内外面風化、外面の一部に
煤付着

－ － 良好 ミガキ？ ？ 内面風化、脚内面黒斑有

－ － 良好
ミガキ、ヨコ
ナデ

ミガキ、指オ
サエ

スス付着、底面指オサエ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

良好 ？ ？ 内外面風化

第144図

溝状遺
構15

－ － 良好
ナデ
ヨコナデ

？ 内面風化、外面黒斑有

－ － 良好 ナデ ナデ 外面2条の沈線

－ － 良好 ナデ　？
工具ナデ
ナデ

－ － 良好
ヨコナデ
ナデ

ヨコナデ、指
押さえ

底面指オサエ

良好 ？ ？ 内外面風化

良好
ヨコナデ、指
ナデ

ヨコナデ、ナ
デ、指オサエ

良好 赤彩、ミガキ 赤彩、ミガキ 赤色顔料付着、内外面風化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化、内面黒斑有

－ － 良好 ？ ？
内外面風化、胎土（くさり
礫）２mm僅かに含む

第145図

溝状遺
構15

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 工具ナデ ナデ 外面黒斑有

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ナデ 外面風化、内外面黒斑有

－ － 良好 ナデ 工具ナデ 底部木葉圧痕

良好 ？ ナデ 外面風化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ 外面2条の沈線

－ － 良好 ？ ？ 底部木葉圧痕、内外面風化

－ － 良好 ？ ？
底面ヘラ記号有、内外面風
化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ナデ ナデ

第146図

溝状遺
構15

－ － 良好
ヨコナデ、工
具縦位ナデ

ヨコナデ、ナ
デ

－ － 良好
指ナデ、工具
によるナデ

ナデ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好
ナデ
ヨコナデ

？ 内面風化

－ － 良好
ヨコナデ
工具ナデ

？ 内面風化
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第22表 出土土器観察表⑲
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 橙 灰 － － － －

甕 少

土師器 明黄褐 灰黄褐 － － － －

甕 多

土師器 橙 オリーブ黒 － － － －

甕 多

土師器 にぶい赤褐 にぶい赤褐 － － －

甕 多 多

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 にぶい赤褐 灰白 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 黒 － － － －

甕 多

土師器 明赤褐 浅黄橙 － － － －

甕 多

土師器 明赤褐 黄灰 － － －

甕 多 少

土師器 にぶい赤褐 灰褐 － － －

甑 多 多

土師器 橙 灰白 － － － －

甑 多

土師器 明褐灰 － － － －

支脚 多

土師器 にぶい橙 － － － －

支脚 多

須恵器 灰白 灰 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 多

須恵器 褐灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰 灰 － － － －

高坏 僅

須恵器 灰 灰 － － －

高坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － －

壺 僅 多

須恵器 灰 灰 － － － －

？ 僅

須恵器 灰 紫灰 － － － －

提瓶 僅

須恵器 褐灰 褐灰 － － － －

甕 少

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 にぶい橙 － － － －

？ 少

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 灰黄 灰黄 － － － －

高坏 少

土師器 にぶい黄橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい橙 灰白 － － － －

壺 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第146図

溝状遺
構15

－ － 良好
ヨコナデ
ナデ

ナデ

良好 ナデ ナデ　指頭痕
底部木葉圧痕、粘土接合痕
顕著、外面風化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 指ナデ 工具ナデ 底部木葉圧痕

－ － 良好 ？ ナデ 外面風化、内面黒斑有

第147図

溝状遺
構15

－ － 良好 ナデ、指ナデ 指ナデ 底部木葉圧痕

－ － 良好 ？ ？ 底部木葉圧痕、内外面風化

－ － 良好
工具ナデ
ナデ

？ 底部木葉圧痕、内外面風化

－ － 良好 工具ナデ？ 工具ナデ 内面黒斑有

－ － － 良好 ？ ナデ 外面風化

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ナデ 横ナデ

－ － 良好 ？ ？
桟渡し用穿孔有、内外面風
化

（幅） （厚）
－ 良好 横方向のナデ －

（幅） （厚）
－ 良好

指押さえ後ナ
デ

－

第148図

溝状遺
構15

－ － 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

良好
回転ナデ、ヘ
ラケズリ

回転ナデ

－ 良好 回転ナデ 回転ナデ

良好
回転ナデ、横
ナデ

回転ナデ、横
ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ記号

－ － － 良好 回転ナデ
回転ナデ
ナデ

－ － 良好
回転ナデ、
沈線

回転ナデ

－ － － 良好
カキ目、タタ
キ

回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好
カキ目
回転ナデ

ナデ、回転ナ
デ

カキ目
当て具痕、横
ナデ

－ － － 良好
カキ目、自然
釉

良好 回転ナデ

タタキ

－ － － 良好

？ ？

第149図

溝状遺
構16

－ － －

？ 内面黒斑有

回転ナデ ヘラ記号、黒斑有り

－ － 良好

くさり礫径5mm多量に含む

内外面風化

－ － 良好 ？

－ － － 良好 ナデ

－ － 良好 ？

－ － － 良好 横ナデ

－
（長）

－
（長）

？ くさり礫含む、内外面風化

横ナデ

ナデ

− 215 −



第23表 出土土器観察表⑳
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

壺 多

土師器 暗灰 黄灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － －

坏身 多 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏 少

須恵器 灰 褐灰 － － －

高坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － －

甕 僅 僅

須恵器 灰 褐灰 － － －

甕 僅 僅

土師器 にぶい黄橙 浅黄橙 － － － －

鉢 少

土師器 にぶい橙 にぶい黄橙 － － － －

高坏 少

土師器 橙 明黄褐 － － － －

高坏 少

須恵器 黄灰 灰 － － －

高坏 僅 多

土師器 明赤褐 橙 － － － －

壺 多

土師器 にぶい橙 浅黄橙 － － － －

壺 少

土師器 にぶい橙 灰赤 － － －

甕 多 僅

土師器 にぶい橙 灰黄 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 － － － －

甑(把手) 多

土師器 － 灰黄 － － － －

支脚 (長） （幅） （厚） 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 褐灰 灰 － － －

椀 少 少

須恵器 灰 灰白 － － － －

鉢？ 少

須恵器 灰白 明褐灰 － － － －

壺 少

須恵器 灰 灰 － － －

甕 僅 少

須恵器 灰 灰 － － －

甕 少 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 少

須恵器 灰 灰 － － －

甕 少 少

土師器 明赤褐 明赤褐 － － － －

甕 多

土師器 橙 暗灰黄 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 褐灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏 多 少

土師器 にぶい橙 灰褐 － － － －

鉢 多

土師器 灰黄褐 褐灰 － 微 － － －

高坏 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第150図

溝状遺
構16

－ －

－ － －

良好 横ナデ
工具ナデ、一
部黒変

外面風化著しい

－ － 良好
ナデ、縦方向
の工具痕

ナデ 底部木葉圧痕

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 底面ヘラ記号有

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

良好
タタキ後カキ
目

当て具痕

第151図

溝状遺
構23

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ？
くさり礫径5mm多量に含
む、内外面風化

－ 良好
回転ナデ、ヘ
ラケズリ

回転ナデ、工
具ナデ

－ － 良好 ？
ヨコナデ　ナ
デ

外面風化

－ － 不良 ？ ？ 内外面風化

－ － － 良好
ヨコナデ、粘
土帯、ナデ

ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ 底部木葉圧痕、黒斑有

－ － 良好 工具ナデ ナデ 底部木葉圧痕

－ － － － 良好
ナデ、指オサ
エ

－

－ 良好
不定方向指ナ
デ、工具痕

－

第152図

溝状遺
構23

－ 良好
回転ナデ、横
ナデ

回転ナデ、横
ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 底面ヘラ記号

－ － － 良好
回転ナデ
ヨコナデ

回転ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、波
状文、沈線

回転ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、波
状文、沈線

回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 タタキ 当て具痕

第153図

溝状遺
構17

－ － 不良 ？ ？ 底部木葉圧痕

－ － － 良好 ？ ？ 底部木葉圧痕、黒斑有

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第154図
溝状遺
構18

－ － 良好
回転ナデ　回
転ヘラケズリ

回転ナデ ナ
デ

第155図
溝状遺
構19

良好 ？ ？ 底部木葉圧痕、内外面風化

指押さえ、横
ナデ

－ － 良好 ミガキ、赤彩
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第24表 出土土器観察表㉑
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 橙 褐灰 － － － －

坏 多

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

？ 僅

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

高坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 灰 － － － －

高坏 多

土師器 灰黄褐 にぶい赤褐 － － －

高坏 多 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい橙 灰黄褐 － － －

高坏 多 多

土師器 明赤褐 橙 － － － －

高坏 少

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

甑 多

土師器 橙 黒 － － － －

甕 多

土師器 橙 褐灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

器台 N　6/0 N　5/0 少

土師器 にぶい橙 灰褐 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 にぶい黄橙 灰黄褐 － － －

甕 僅 僅

土師器 橙 橙 － － －

高坏 僅 少

土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

高坏 少

須恵器 灰褐 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 淡赤橙 にぶい橙 － － － －

坏 少

土師器 にぶい黄橙 － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 少 少

須恵器 暗赤灰 灰 － － － －

坏蓋 少

須恵器 黄灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

蓋 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 紫灰 紫灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付坏 少 多

須恵器 灰 灰 － － －

盤 多 少

須恵器 灰 灰黄褐 － － － －

坏 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第156図
溝状遺
構21

－ 不良 ？ ？ 内外面風化

－ － － 良好 ？ ？
底面ヘラ記号有、内外面風
化

溝状遺
構20

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

溝状遺
構21

－ － 良好 工具ナデ 工具ナデ
くさり礫径３㎜少量含む、
内外面風化

－ － － 良好 ？
ミガキ、工具
ナデ

内外面風化

－ － 良好
工具ナデ、指
オサエ

ナデ、指オサ
エ

－ － 良好
縦位工具ナ
デ？

？ 内外面風化

－ － 良好
横ナデ、指ナ
デ、横ナデ

ナデ、横ナ
デ、指オサエ

スス付着

第157図

溝状遺
構21

－ －

－

良好 ナデ ？ 内面風化

－ － － 良好 工具ナデ？ ナデ、ケズリ 外面風化

－ － 良好 ？ ナデ 桟渡し用穿孔有、外面風化

－ － 不良  指押さえ  ナデ 底部木葉圧痕、内外面風化

－ － 良好 ？ ナデ 底部木葉圧痕、内外面風化

－ 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

良好
回転ナデ　回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 透かし孔有

第164図
溝状遺
構32

－ － － 良好
横ナデ、風化
ぎみ

横ナデ、工具
痕

第165図 炉1 － － 良好 工具ナデ 工具ナデ

炉1 － － － 良好 ナデ 指ナデ スス付着、底部ヘラケズリ

第166図
ピット

－ － － 良好 ？ ？ 内外面風化

ピット
－ － － 良好 工具ナデ

工具ナデ、指
ナデ

ピット
－ － －

回転ナデ、指
ナデ

自然釉

ピット

ピット
－ 良好 ナデ

良好 回転ナデ

回転ナデ

良好
風化ぎみ、指
によるナデ

風化ぎみ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

－

ピット
－ － 良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

ピット
－ － 良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

ピット
－ － － 不良

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

？ つまみ径3.35㎝、内面風化

ピット
－ 良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、指
ナデ

ピット
－ － 良好

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

自然釉

ピット
良好

？

回転ナデ、ナ
デ

ピット
－ － 良好

回転ナデ

回転ナデのち
ナデ

ピット
－ － 不良

？

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

外面風化

ピット
－ － 良好

ピット
－ 良好 ？

底部中央打ち欠きによる穿
孔、内外面風化

ナデ、回転ナ
デ
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第25表 出土土器観察表㉒
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 褐灰 褐灰 － － － －

壺 少

須恵器 褐灰 灰 － － － －

甕 多

土師器 にぶい橙 明褐灰 － － － －

鉢 多

土師器 橙 橙 － － － －

坏 少

土師器 橙 橙 － － － －

鉢 多

土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

鉢 多

土師器 橙 明赤褐 － － － －

高坏 少

土師器 橙 浅黄橙 － － － －

高坏 多

土師器 橙 黄灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰白 灰白 － －

坏蓋 僅 僅 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 褐灰 褐灰 － － － －

坏 少

須恵器 灰 灰白 － － － －

坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏 多 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏身 多

須恵器 灰 灰 － － －

坏 僅 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付付 多 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付付 僅 僅

須恵器 灰 暗灰 － － －

高台付付 僅 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付付 少

須恵器 灰 灰白 － －

高台付付 多 少 多

須恵器 灰 褐灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

高台付付 少 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏？ 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

高坏 少 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

高坏 僅 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

高坏 少 少

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 僅

須恵器 灰 灰白 － － －

甕 多 微

須恵器 褐灰 灰 － － － －

堤瓶 少

須恵器 灰黄 － － － －

香炉 僅

須恵器 褐灰 灰 － － －

硯 僅 僅

瓦 灰 褐灰 － － － －

丸瓦 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第166図
ピット

－ － － 良好
回転ナデ、自
然釉

回転ナデ、自
然釉

ピット
－ － － 良好 カキメ

板状工具のナ
デ

第168図

落ち込
み

－ － 良好
指ナデ、不定
方向ナデ

ナデ

不良 ？ ？ 内外面風化

－ 不良 ？ ナデ 内外面風化

－ － － 良好
ナデ、一部黒
斑あり

ナデ、一部黒
斑あり

底部ヘラ記号、上層出土

－ － 不良 ？ ？
くさり礫径５mm少量含む、
内外面風化、上層出土

－ － 良好 ？
？
ナデ(坏部）

内外面風化、上層出土

－ － 良好 ？ ナデ 底部木葉圧痕、外面風化

－ － 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナ
デ

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ後ナ
デ

上層出土

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 底部ヘラ記号

－ 良好 回転ナデ
回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 下層出土

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 体部歪んでいる、上層出土

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ ナ
デ

上層出土

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ
ナデ

回転ナデ
ナデ

壺の可能性有

－ － － 良好 回転ナデ
回転ナデ、当
て具痕

第169図

落ち込
み

－ － － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

－ － － 良好 ？ ？ 内外面風化、上層出土

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

上層出土

－ － 良好
回転ナデ、タ
タキ後カキメ

回転ナデ、当
て具痕

－ － 良好
回転ナデ、タ
タキ後回転ナ
デ

回転ナデ、当
て具痕、ヨコ
ナデ

上層出土

－ － － 良好
カキ目、回転
ナデ

工具ナデ、回
転ナデ

第170図

落ち込
み

－ － －

－ －

－ －

－ 良好 回転ナデ － 香炉つまみ

良好
波状文、沈
線、回転ナデ

丁寧なナデ、
タタキ

丁寧なナデ、
布目痕

－
回転ナデ、ナ
デ

把手付中空円面硯

－ 良好
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第26表 出土土器観察表㉓
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 にぶい黄橙 にぶい褐 － － － －

坏 少

陶器 灰黄 灰黄褐 － －

碗？ 僅 少 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

鉢 多

青磁 暗灰黄 オリーブ灰 － － － －

碗 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰 － 微 － － －

坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏 僅

土師器 灰白 褐灰 － 微 － － －

坏 少

須恵器 黄灰 灰 － 微 － － －

埦 少

瓦質土器 灰 灰 － － － －

？ 多

須恵器 灰オリーブ 灰白 － － － －

？ 少

須恵器 暗灰 灰 － － － －

甕 僅

青磁 灰オリーブ 灰オリーブ － － － － －

椀

須恵器 灰 灰 － － － －

捏鉢 少

青磁 浅黄 浅黄 － － － － －

碗

瓦 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

平瓦 多

土師器 明赤褐 橙 － － － －

坏 多

土師器 灰白 浅黄橙 － － － －

皿 多

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

坏 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

皿 少

瓦質土器 淡黄 褐灰 － － － －

椀 僅

土師器 灰白 灰白 － － － －

壺 多

土師器 浅黄橙 にぶい赤橙 － － － －

甕 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

甑 多

土師器 橙 橙 － － － －

甑 多

土師器 橙 橙 微 － － －

甑 少 少

土師器 浅黄橙 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 多

土師器 浅黄 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 多

土師器 橙 橙 － － － －

製塩土器 多

須恵器 灰 灰 － 微 － －

坏蓋 少 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 灰白 － 微 － －

坏蓋 少 僅

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第174図

井戸

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 底部糸切り、枠内出土

－ － 良好
回転ナデ後指
ナデ

回転ナデ、風
化ぎみ

底部糸切り、枠内出土

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 枠内出土

－ － － 良好 施釉、蓮弁 施釉 龍泉窯産

第179図

溝状遺
構4

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 　

－ － 不良 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

第180図

溝状遺
構4

－ － － 良好
ナデ、工具に
よる斜線文、
ハケ目

回転ナデ

－ － 良好
ヘラ削り、指
オサエ

ナデ 底面ヘラギリ後ナデ

－ － － 良好 タタキ
ヨコナデ、ナ
デ

樺番城産か

－ － － 良好 施釉 施釉、草花文

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 東播系

－ － 良好 施釉 施釉

－ － － 良好 布目痕 ？ 内外面風化

第181図

溝状遺
構5

－ － 良好 ナデ ナデ 底部にヘラ記号

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 ナデ
ナデ　工具痕
有り

－ － 良好 工具ナデ ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － 良好 工具ナデ 工具ナデ

－ － 良好 ナデ ナデ

－ － － 良好 ナデ ナデ

－ － － 良好 ？ ？ 穿孔有、内外面風化

第182図

溝状遺
構5

－ － 良好
ナデ、指オサ
エ

ナデ、指オサ
エ

内外の胴部に一部黒変有

－ 良好 指押さえ －

－ 良好 ナデ ナデ

－ － － 良好 ナデ 布目痕

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ 回
転ヘラケズリ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、
ナデ
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第27表 出土土器観察表㉔
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 明オリーブ灰 明オリーブ灰 － － － －

高台付椀 僅

須恵器 灰白 灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 灰白 － － － －

高台付坏 僅

土師器 にぶい赤褐 にぶい橙 － 微 － － －

高台付坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

埦 少

須恵器 灰白 灰 － － － －

椀 多

須恵器 黄灰 灰白 － 微 － － －

坏 少

土師器 浅黄橙 灰白 － － － －

坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏 僅

須恵器 明オリーブ灰 灰白 － － － －

盤 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － －

高台付坏 少 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 灰 － 微 － － 微

高坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

壺 僅

須恵器 灰 灰 － － －

甕 少 少

須恵器 灰白 灰白 － 微 － － －

小瓶 多

須恵器 灰 灰 － － － －

瓶 少

須恵器 灰 灰白 － － － －

甕 少

須恵器 オリーブ灰 灰 － － －

甕 少 少

須恵器 灰 灰 － － － －

壺 少

青磁 灰オリーブ 灰オリーブ － － － － －

碗

白磁 灰黄 灰黄 － － － － －

碗

瓦 褐灰 灰 － － －

平瓦 少 少

瓦 浅黄橙 淡黄 － － － －

平瓦 僅

瓦 淡黄 浅黄橙 － － － －

平瓦 少

瓦 灰白 灰白 － － － －

平瓦 僅

瓦 灰白 灰白 微 － － － －

丸瓦 僅

土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

鉢 多

土師器 淡赤橙 にぶい橙 － － － －

鉢 少

土師器 橙 橙 － － － －

鉢 少

土師器 明赤褐 橙 － － － －

甕 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第182図

溝状遺
構5

－ －

－ －

良好 回転ナデ
回転ナデ 、
回転ナデ

良好
回転ナデ後ナ
デ

回転ナデ後ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ 工具ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 不良 回転ナデ ？ 内面風化

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 内外面風化

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ミ
ガキ

－ － － 不良 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ ナデ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、工
具ナデ

－ － 不良 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ ナデ

－ － 良好 ケズリ後ナデ
回転ナデ後ナ
デ

内面ヘラ記号

－ － 良好
回転ナデ、ナ
デ

回転ナデ 底面工具ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第183図

溝状遺
構5

－ －

－ － －

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － － 良好 タタキ
回転ナデの後
ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、斜
線文

回転ナデ、当
て具痕

－ － 良好 施釉 施釉　草花文

－ － 良好 施釉、露胎 施釉

－ － － 良好 タタキ
布目痕の後工
具ナデ

良好 タタキか？
布目痕、工具
痕

内面風化

－ － － 良好 タタキか？ ？ 内外面風化

－ － － 良好 タタキか？
布目痕、風化
が見られる

内外面風化

－ － － 良好 ？ ？ 穿孔有、内外面風化

第185図

溝状遺
構6

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 指ナデ 指ナデ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好
ヨコナデ
工具ナデ

？ 内面風化
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第28表 出土土器観察表㉕
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 暗赤褐 黄灰 － － － －

甕 多

土師器 橙 橙 － － － －

甕 多

土師器 明赤褐 オリーブ黒 － － － －

甕 多

土師器 にぶい褐 にぶい橙 － － －

甑 僅 僅

土師器 にぶい橙 － － － －

把手 少

土師器 橙 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 多

土師器 灰黄褐 にぶい赤褐 － － － －

坩堝 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 渇灰 － － － －

蓋 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 オリーブ灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰 － － －

坏蓋 少 少

須恵器 灰 灰 － －

坏身 少 僅 多

須恵器 灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰白 － －

高台付坏 僅 僅 僅

須恵器 灰白 にぶい黄橙 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 黄灰 灰 － － － －

坏 僅

須恵器 灰褐 灰赤 － － － －

高台付坏 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

壺 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

小坏 少

須恵器 灰 灰 － － －

小坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

小坏 僅

須恵器 褐灰 黄灰 － － －

高坏 僅 僅

須恵器 灰 褐灰 － － － －

高坏 Ｎ5/0 少

須恵器 灰 灰 － － －

高坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

壺 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

壺 僅 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

壺 少

須恵器 青灰 青灰 － － －

甕 僅 僅

須恵器 褐灰 渇灰 － － －

甕 多 僅

須恵器 灰 灰 － － －

甕 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － － －

甕 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

甕 少 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

甕 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第185図

溝状遺
構6

－ －

－ － －

良好 工具ナデ 工具ナデ

－ － 良好 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ナデ
底部木葉圧痕、内面黒斑
有、内外面風化

－ － － 良好 － －

－ － － － 良好 指押さえ －

－ 良好 － －

良好 － －

－ － － 良好
回転ナデ、ヘ
ラケズリ

回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 刻書有り

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

ナデ 打ち欠きによる加工

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、あ
て具痕

線刻有り

－ － 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナ
デ

第186図

溝状遺
構6

－ －

－ －

良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

底部ヘラ記号有

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

底部外面にヘラ記号有

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 自然釉

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

良好 回転ナデ ？ 内面風化

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ コップ形須恵器

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ コップ形須恵器

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ コップ形須恵器

－ － － 良好
回転ナデ、カ
キ目、沈線

回転ナデ 透かし孔(貫通していない)

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 透かし孔有

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ケズリ
後、回転ナデ

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

－ － 良好
回転ナデ カ
キメ

回転ナデ  回
転ナデ後ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ　ナ
デ

－ － 良好
ナデ　強いヨ
コナデ

ナデ

－ － 良好 回転ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、貼
付突帯、波状
文

回転ナデ

－

－ － － 良好
回転ナデ、櫛
描波状文

回転ナデ

－ － － 良好

第187図
溝状遺
構6

－

タタキ後櫛状
工具痕

当て具痕

良好
回転ナデ、タ
タキ

回転ナデ、当
て具痕

自然釉あり
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第29表 出土土器観察表㉖
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 黄灰 褐灰 － － － －

甕 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏？ 僅

須恵器 灰 暗灰 － － －

坏蓋 僅 僅

須恵器 灰白 灰 － － － －

鉢 多

須恵器 明褐灰 褐灰 － － － －

埦 僅

青磁 オリーブ灰 オリーブ灰 － － － －

碗 少

青磁 オリーブ灰 灰 － － － －

碗 少

白磁 灰 灰 － － － －

碗 少

青磁 オリーブ灰 オリーブ灰 － － －

碗 少 僅

青磁 灰白 灰 － － － － 微

皿 少

青磁 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

盤 僅

陶器 暗灰 暗灰 － － － －

天目茶埦 僅

陶器 灰褐 灰 － 微 － － －

天目茶埦 少

瀬戸 灰白 灰白 － － － －

おろし皿 僅

常滑 灰褐 灰褐 － － －

甕 少 少

常滑 灰黄褐 褐灰 － － －

甕 少 少

常滑 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

甕 少

常滑？ 黒褐色 黒褐色 － －

甕 少 僅 少

備前 赤灰 灰 － － － －

擂鉢 多

備前 赤灰 赤灰 － － － －

擂鉢 多

備前 赤灰 褐灰 － － － －

擂鉢 僅

備前 にぶい赤褐色 灰 － － －

擂鉢 多 僅

備前 褐灰 灰 － － － －

壺 僅

備前 暗赤褐 渇灰 － － －

甕 多 僅

備前 褐灰 褐灰 － － － －

甕 少

瓦 黄灰 暗灰黄 － － －

平瓦 少 少

瓦 褐灰 褐灰 － － －

平瓦 僅 僅

瓦 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

平瓦 少

瓦 褐灰 灰 － － － －

平瓦 少

瓦 オリーブ黄 灰黄 － － － －

平瓦 少

瓦 灰黄褐 灰赤 － － － －

平瓦 微

瓦 にぶい黄橙 にぶい橙 － － － －

平瓦 僅

瓦 褐灰 にぶい橙 － － － －

平瓦 少

瓦 にぶい黄橙 にぶい黄橙 － － － －

軒平瓦 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第187図

溝状遺
構6

－ － －

－ － －

良好 タタキ ナデ 樺番城産か

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

底部　ヘラ記号有

－ － － 良好 タタキ 窯体付着

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

回転ナデ、ナ
デ

自然釉あり

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 底部糸切

－ － 良好
回転ナデ、施
釉

回転ナデ、施
釉

良好
回転ナデ、ヨ
コナデ

回転ナデ 底部蛇の目釉剥ぎ

－ － － 良好
回転ナデ、施
釉

回転ナデ、施
釉

－ － 良好 施釉 施釉 見込に花文？

－ － 良好
櫛状工具痕、
施釉

回転ナデ、施
釉

－ － 良好
回転ナデ、施
釉

回転ナデ、施
釉

畳付釉剥ぎ

－ － 良好
回転ナデ、施
釉

回転ナデ、施
釉

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、施
釉

天目茶埦

－ － 良好 回転ナデ
おろし目、施
釉

底部糸切り、釉付着

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ 自然釉

第188図

溝状遺
構6

－ － 良好
回転ナデ、縦
位工具ナデ

回転ナデ、横
位工具ナデ

－ － 良好
工具によるナ
デ

ナデ、ヨコナ
デ

－ － 良好 施油 施油

－ － － 良好 回転ナデ 擂目

－ － － 良好 回転ナデ 9条の擂目

－ － － 良好
横ナデ(部分
的に縦)

擂目

－ － 良好 施油 擂目

－ － － 良好
櫛状工具によ
る施文

回転ナデ、工
具痕あり

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好 工具痕
指押さえ、ナ
デ

第189図

溝状遺
構6

－ － － 良好 タタキ 布目痕

－ － － 良好 布目痕 タタキ

－ － － 良好 格子目タタキ 布目痕

－ － － 良好 縄目タタキ 縄目タタキ

－ － － 良好 タタキ？ 布目痕？ 内外面風化

－ － － 良好 格子目タタキ 布目痕

－ － － 良好 タタキ 布目痕

格子目タタキ 布目痕

－ － － 良好 タタキ 布目痕

－ － － 良好
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第30表 出土土器観察表㉗
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

常滑 灰赤 灰 － － － －

甕 少

土師器 橙 橙 － － － －

高台付坏 少

土師器 明赤褐 明赤褐 － － － －

高台付坏 多

土師器 橙 橙 － － － －

高台付坏 少

土師器 にぶい橙 灰 － － －

鉢 多 少

土師器 橙 橙 － － －

蓋 少 僅

土師器 橙 橙 － － － －

盤 僅

土師器 明赤褐 橙 － － － －

鉢 少

土師器 明赤褐 明赤褐 － － － －

高坏 多

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － －

高坏 多 僅

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

高坏 少

土師器 にぶい橙 にぶい赤褐 － － － －

高坏 少

土師器 にぶい橙 明褐灰 － － － －

鉢 多

土師器 にぶい橙 褐灰 － － － －

甕 多

土師器 にぶい黄橙 灰赤 － － －

甑・把手 多 僅

土師器 にぶい橙 にぶい橙 － － － －

甑・把手 多

土師器 明赤褐 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 少

土師器 にぶい橙 － － － －

土錘 （長） （幅） （厚） 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰黄 渇灰 － － －

壺蓋 僅 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 N　6/0 N　6/0 少

須恵器 灰白 灰白 － －

坏蓋 僅 僅 少

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰 － － － －

坏蓋 多

須恵器 灰 灰白 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

坏蓋 少 多

須恵器 灰 灰 － － －

坏蓋 少 少

須恵器 灰 灰 － － －

坏蓋 多 少

須恵器 浅黄橙 浅黄橙 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

坏蓋 少

須恵器 灰 褐灰 － － － －

坏 僅

須恵器 褐灰 褐灰 － － －

高台付坏 僅 僅

須恵器 灰 灰 － － －

坏身 多 多

須恵器 褐灰 黄灰 － － －

高台付坏 僅 僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第191図 ピット1 良好
丁寧なナデ,
縦縦位ナデ

ヨコナデ、指
オサエ

スタンプ花文

第192図

包含層

－ － 不良 ？ ？
くさり礫径2mm少量含む、
内外面風化

－ － 不良 ？ ？ 内外面風化

－ － 不良 ？ ？ くさり礫径2mm多量に含む

－ － － 良好 工具ナデ 工具ナデ、 底部ヘラ記号、内面黒斑有

－ － 不良 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？　ヨコナデ ？

良好 ？ ？
くさり礫径5mm多量に含
む、内外面黒斑

－ － － 不良 ？ ？ 内外面風化

－ － 良好 ？ ？

－ － － 良好 ミガキ ナデ

－ － － 良好 工具ナデ ナデ

－ － 良好
ヨコナデ、ハ
ケ目

風化ぎみ 注ぎ口有り

－ － 良好 工具の後ナデ 工具の後ナデ 底部木葉圧痕、黒斑有

－ － － 良好 ナデ ナデ

－ － － 良好 指ナデ ナデ 　

－ 良好 ナデ

－ 良好 ナデ

第193図

包含層

－ 良好 回転ナデ 回転ナデ 外面　線刻有

－ － 良好
回転ナデ、斜
め方向刻み

回転ナデ 壺蓋の可能性有

－ － － 良好 ヘラケズリ 回転ナデ 外面ヘラ記号有

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

天井部にヘラ記号有

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラ削り

回転ナデ、工
具によるナデ

－ 良好
外面風化、回
転ナデ

回転ナデ、ナ
デ

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

－ 良好 回転ナデ
回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

器形の歪みが著しい

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

－ 不良
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ後ナ
デ、回転ナデ

－ － 不良
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、ナ
デ

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ 底部回転ヘラキリ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、不
定方向ナデ

底部回転ヘラ切り

回転ナデ、ナ
デ

－ － 良好 回転ナデ
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第31表 出土土器観察表㉘
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰 灰白 － － －

壺 少 少

須恵器 灰黄褐 灰黄 － － － －

高台付坏 少

須恵器 褐灰 灰 － 微 － － －

高台付坏 僅

須恵器 オリーブ灰 灰 － － － －

高台付坏 僅

須恵器 灰 灰 － 微 － －

高台付坏 少 少

須恵器 黄灰 褐灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰黄褐 灰 － － － －

高台付坏 少

須恵器 灰 灰 － － －

皿 少 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

高坏 少 僅

須恵器 灰白 灰白 － － －

高坏 多 少

須恵器 褐灰 褐灰 － － －

高坏 少 多

須恵器 灰白 灰白 － － － －

壺蓋 少

須恵器 褐灰 青黒 － － － －

短頸壺 僅

須恵器 灰白 暗オリーブ灰 － － －

短頸壺 少 僅

須恵器 灰 灰 － － －

短頸壺 多 多

須恵器 灰白 灰白 － － －

短頸壺 多 僅

須恵器 褐灰 明褐灰 － － － －

壺 多

須恵器 黄灰 暗灰 － － －

壺 僅 少

須恵器 明褐灰 褐灰 － － －

壺 少 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

壺 少 多

須恵器 灰 灰 － 微 － － －

壺 僅

須恵器 黄灰 灰 － － － －

壺 少

須恵器 灰白 灰白 － － －

壺 少 多

須恵器 褐灰 灰 － － － －

平瓶 僅

須恵器 青灰 暗オリーブ褐 － － － －

平瓶 少

須恵器 灰オリーブ 黄灰 － － － －

瓶 少

須恵器 灰白 灰白 － － － －

甕 僅

須恵器 灰 灰 － － －

甕 僅 少

須恵器 灰白 灰 － － －

甕 多 多

須恵器 灰 灰 － － －

甕 少 少

須恵器 青灰 灰白 － 微 － － －

甕 多

須恵器 青灰 青灰 － 微 － － －

甕 多

須恵器 黄灰 褐灰 － － － －

甕 少

須恵器 褐灰 褐灰 － － － －

甕 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第193図

包含層

－ －

－ －

良好 回転ナデ ナデ

良好 回転ナデ
回転ナデ、指
ナデ

良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

底部回転ヘラ切り

良好 回転ナデ、 回転ナデ 底部回転ヘラ切り

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、工
具によるナデ

良好
回転ヘラケズ
リ後回転ナデ

回転ナデ 底部ヘラ記号

第194図

包含層

－ 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ 底部回転ヘラ切り

－ － － 良好
ナデ、回転ナ
デ

回転ナデ。回
転ヘラケズリ

－ － 良好 回転ナデ
回転ナデ、ナ
デ

全体に歪んでいる

－ － － 良好 回転ナデ
指ナデ、回転
ナデ

内底面ヘラ記号有

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

－ 良好
回転ナデ、沈
線

回転ナデ、内
底面に不定方
向ナデ

スス付着

－ 良好
回転ナデ、沈
線

回転ナデ、指
押さえ

底部ヘラ切り

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ 他個体融着

－ － － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ナデ後ナデ

沈線

－ － － 良好
回転ナデ、沈
線、刺突文

回転ナデ

－ － － 良好
沈線、回転ナ
デ

回転ナデ

－ － － 良好
回転ヘラケズ
リ後回転ナデ

回転ナデ

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ
断面に自然釉が付着してい
ることから焼成時に破損か

－ － － 良好 回転ナデ 回転ナデ

第195図

包含層

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ後工
具ナデ

－ － 良好
タタキ後回転
ナデ、回転ナ
デ

ナデ

－ － － 良好
回転ナデ、工
具痕

回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、カ
キメ、ヘラケ
ズリ

回転ナデ

－ － 不良 回転ナデ
指による回転
ナデ

－ － 良好 回転ナデ 回転ナデ

－ － 良好
回転ナデ、タ
タキ後ナデ

回転ナデ　当
て具痕

－ － 良好
回転ナデ、カ
キメ、タタキ

回転ナデ、当
て具痕

第196図

包含層

－ － 良好
回転ナデ、カ
キメ、タタキ

回転ナデ、当
て具痕

－ － － 良好
回転ナデ、タ
タキ後カキメ

回転ナデ、当
て具痕

－ － 良好
回転ナデ、カ
キメ

回転ナデ、当
て具痕

口縁部ヘラ記号有

第197図

包含層

－ － － 良好

－ － － 良好 タタキ タタキ

タタキ、自然
釉

当て具痕
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第32表 出土土器観察表㉙
【1区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 褐灰 褐灰 － 微 － － －

甕 多

須恵器 褐 褐灰 － － － －

甕 多

須恵器 灰赤 褐灰 － － － －

？ 僅

須恵器 褐灰 褐灰 － － － －

甕？ 僅

瓦 灰白 にぶい黄橙 － － － －

平瓦 多

須恵器 灰 灰 － － － －

坏蓋 僅

須恵器 灰 黄灰 － － － －

鉢 僅

須恵器 灰 灰白 － － －

高台付坏 僅 少

須恵器 赤灰 赤灰 － － － －

甕 少

須恵器 灰 灰 － － － －

捏鉢 僅

瓦 にぶい黄橙 にぶい橙 － － － －

平瓦 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考

第197図

包含層

－ － － 良好
カキメ、タタ
キ後カキメ

当て具痕、縦
位ナデ

－ － 良好
縦・横方向の
工具ナデ、ヨ
コナデ

横方向の工具
ナデ、横方向
のナデ

第198図

包含層

－ － － 良好
タタキ、自然
釉

当て具痕、窯
体融着

他個体融着、窯体融着

－ － － 良好
タタキ、自然
釉

－ 他個体融着、窯体融着

－ － － 良好 格子タタキ ？ 内面風化

第199図

表土

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ 内面ヘラ記号有

－ － － 良好
回転ナデ、ヨ
コナデ

回転ナデ 注口有り

－ － 良好
回転ナデ、回
転ヘラケズリ

回転ナデ、回
転ヘラケズリ

打ち欠きによる加工品

－ 良好
ナデ、指オサ
エ

ナデ 底部板目状圧痕

？ ？

－ － 良好
ヨコナデ、回
転ナデ

内外面風化

ヨコナデ、回
転ナデ

東播系

－ － － 良好

第33表 出土石器観察表
【１区】

掲載頁 図番号 掲載番号 遺構等 器種 石材
長さ

（㎝）
幅

（㎝）
厚さ

（㎝）
重量

（ｇ）
備考

実測

第20図 竪穴住居11 磨石 尾鈴酸性岩

第53図 土坑2 敲き石 尾鈴酸性岩

第65図 土坑12 磨石 尾鈴酸性岩

第95図 土坑37 紡錘車 凝灰岩

第99図 土坑40 磨石 尾鈴酸性岩

第103図 土坑44 磨石 尾鈴酸性岩

第112図 溝状遺構1 台石 砂岩

第129図 溝状遺構2 砥石 凝灰岩

第129図 溝状遺構2 砥石 凝灰岩

第129図 溝状遺構2 敲石 尾鈴酸性岩

第129図 溝状遺構2 敲石 砂岩

第130図 溝状遺構2中層 敲石 砂岩

第130図 溝状遺構2 敲石 砂岩

第137図 溝状遺構10 砥石 凝灰岩

第170図 落ち込み 筋砥石 砂岩

第190図 溝状遺構6 石鍋 滑石 (19.0)口径 － － －

第190図 溝状遺構6 石臼 安山岩

第190図 溝状遺構6下層 磨石 尾鈴酸性岩

第190図 溝状遺構6 砥石 砂岩

第199図 表土 打製石斧 頁岩
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掲載 図 掲載 長さ 幅 厚さ 重量 実測

頁 番号 番号 (cm） (cm） (cm） （ｇ）

第58図 土坑7 刀子 イ14

第112図 溝状遺構1 刀子 イ13

第112図 溝状遺構1 棒状鉄製品 イ19

第130図 溝状遺構2 袋状鉄斧 木質残存 イ22

第130図 溝状遺構2 紡錘車 イ17

第136図 溝状遺構3 鉄鏃 イ16

第170図 落ち込み 刀子 イ15

第174図 井戸 刀子 有機質付着 イ21

掲載 図 掲載 長さ 幅 厚さ 実測

頁 番号 番号 (cm） (cm） (cm）

第175図 井戸 井戸枠 マキ属 南材、北材と接合 木1

第175図 井戸 井戸枠 マキ属 北材、南材と接合 木2

第175図 井戸 井戸枠 マキ属 東材、西材と接合 木3

第176図 井戸 井戸枠 マキ属 西材、東材と接合 木4

第176図 井戸 縦板 マキ属 井戸内面側は鉇による調整 木5

第176図 井戸 隅柱 マキ属 井戸内面側は鉇による調整 木6

第177図 井戸 曲物 長軸51.8 短軸42.9 高19.5 スギ 集水施設に利用、転用品か 木7

第177図 井戸 柄杓底板？ 径8.3 － コウヤマキ 木8

第34表 出土鉄器計測分類表　　
【１区】

遺構等 器種 備考

(  )の値は残存値を示す

(  )の値は残存値を示す

第35表 出土木器計測分類表　　
【１区】

遺構等 種類 樹種 備考

写  真  図  版
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1 区調査風景

写  真  図  版
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図版 1

古城第 2遺跡 1区垂直写真

− 228 −
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図版 2

①竪穴住居 1・2調査状況 ( 北西から )

②竪穴住居 1土器埋設炉半裁状況 ( 北から )

③竪穴住居 2土器埋設炉半裁状況 ( 北から )

④竪穴住居 3調査状況 ( 南から )

⑤竪穴住居 3二重口縁壺出土状況 ( 西から )

①

② ③

④

⑤
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①竪穴住居 4調査状況 ( 北東から )

②竪穴住居 4土器埋設炉 1半裁状況 ( 東から )

③竪穴住居 4土器埋設炉 1須恵器蓋検出状況 ( 東から )　④竪穴住居 4土器埋設炉 2半裁状況 ( 南から )

図版 3

①

②

③ ④
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④竪穴住居 6調査状況 ( 東から )

⑤竪穴住居 7完掘状況 ( 北から )

⑥竪穴住居 8完掘状況 ( 北から )

①竪穴住居 5調査状況 ( 南から )

②竪穴住居 5カマド遺物出土状況

　( 南から )

③竪穴住居 5カマド支脚検出状況

　( 西から )

図版 4

①

② ③

④

⑤

⑥
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①竪穴住居 9調査状況 ( 北から )　②竪穴住居 10 調査状況 ( 北から )

③竪穴住居 11 完掘状況 ( 北から )

④竪穴住居 11 土器埋設炉、炭化物ピット半裁状況 ( 南西から )

⑤竪穴住居 11 土器埋設炉半裁状況 ( 南西から )

図版 5

① ②

③

④ ⑤
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①竪穴住居 1・2出土遺物

②竪穴住居 3出土遺物

③竪穴住居 4出土遺物

図版 6

①

②

③

11

2

3

4

5 6

7

8

9

10

11

12
13

14

15

16

17 18
19

20

21

22
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図版 7

①

②

③

23
24

25

26

27

28

29

30 31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

①竪穴住居 5出土遺物

②竪穴住居 7～ 10 出土遺物

③竪穴住居 11 出土遺物
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図版 8

①

② ③

④ ⑤

⑥ ⑦

② 1区掘立柱建物 2完掘状況（西から）	 ③ 1区掘立柱建物 3完掘状況（西から）

④ 1区掘立柱建物 4完掘状況（北から）	 ⑤ 1区掘立柱建物 5完掘状況（南西から）

⑥ 1区掘立柱建物 6完掘状況（西から）	 ⑦ 1区掘立柱建物 7完掘状況（北から）

① 1区掘立柱建物 1

　完掘状況（西から）
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図版 9

① 1区掘立柱建物 8完掘状況（北東から）	 ② 1区掘立柱建物 9完掘状況（西から）

④ 1区掘立柱建物 11 完掘状況（東から）	 ④ 1区掘立柱建物 12 完掘状況（東から）

⑤ 1区掘立柱建物 13 完掘状況（北から）	 ⑥ 1区掘立柱建物 14 完掘状況（東から）

⑦ 1区掘立柱建物 15 完掘状況（東から）	 ⑧ 1区布掘り柱穴根固め石検出状況（西から）

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦ ⑧
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図版 10

1 区掘立柱建物出土遺物Ⅰ

1区掘立柱建物出土遺物Ⅱ

47
48

49

50

51

52

53

54

55

56

57 58

59

60

61 62

63

64

65

66

67
68

69

70

71

72

73
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図版 11

① 1区土坑 2礫検出状況（東から）	 ② 1区土坑 4半裁状況（南から）

③ 1区土坑 7調査状況（北西から）	 ④ 1区土坑 12 調査状況（北西から）

⑤ 1区土坑 11 粘土層上遺物出土状況（東から）

① ②

③ ④

⑤
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図版 12

① 1区土坑 13 粘土上遺物出土状況（南西から）

② 1区土坑 13 粘土堆積状況（西から）

③ 1区土坑 13 完掘状況（北から）

①

②

③
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図版 13

① 	1 区土坑 15	

遺物出土状況（西から）

② 	1 区土坑 15	

完掘状況（西から）

③ 	1 区土坑 31 遺物	

遺物出土状況（西から）

④ 	1 区土坑 31	

遺物出土状況近接	

（西から）

① ②

③

④
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図版 14

① 1区土坑 34 調査状況（南東から）

② 1区土坑 35 調査状況（南東から）

③ 1区土坑 37・39 完掘状況（南から）

④ 1区土坑 45 完掘状況（北から）

⑤ 1区土坑 2・3出土遺物

⑥ 1区土坑 5～ 7出土遺物

⑦ 1区土坑 11 出土遺物

74

75

76 77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87
88

89

90

91

92
93

94 9596 97

① ②

③ ④

⑤ ⑥

⑦
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図版 15

1 区土坑 12 出土遺物

1区土坑 13 出土遺物Ⅰ

98

100

101

105
106

107

108

109
110

111

112

114

115

116

117

118

121

123

124

125

127 128 129

130
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図版 16

1 区土坑 13 出土遺物Ⅱ

1区土坑 15 出土遺物

131

138

140

141

150

151

153

155 156

158

159

160
161

162

163

164

166

173

175

176

178

180

181

185

186

189

190
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図版 17

① 1区土坑 31 出土遺物

② 1区土坑 34 出土遺物

③ 1区土坑 35 出土遺物

④ 1区土坑 36 出土遺物

201

202

203
204

205

206

207

208

209

210
211

212

213214

215

216

217

218219

220

221

222

223 224

225

226

227

①

② ③

④
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図版 18

① 1区土坑 37 出土遺物

② 1区土坑 39 出土遺物

③ 1区土坑 38・41 出土遺物

④ 1区土坑 40 出土遺物

⑤ 1区土坑 44 出土遺物

228229

230

231

232

233

234 235236

237

238

242
243

244 245

246

247

248

249

250

251

252
253

254

255
256

257

258

259

260

261

262
263

264
265

266

267

268

269

270
271

① ②

③

④

⑤

239

240
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図版 19

① 1区溝状遺構 1中央付近調査状況（北から）	 ② 1区溝状遺構 1・13 土層断面（南から）

③ 1区溝状遺構 2南東部調査状況（南東から）	 ④ 1区溝状遺構 2中央付近調査風景（北から）

⑤ 1区溝状遺構 2中央付近上層遺物出土状況	 ⑥ 1区溝状遺構 2中央付近最下層遺物出土状況（南から）

①

②

③ ④

⑤ ⑥
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図版 20

① 1区溝状遺構 3	
　調査状況

② 1区溝状遺構 7	
　調査状況

③ 1区溝状遺構 9	
　完掘（北から）

④ 1区溝状遺構 11	
　遺物出土状況（南から）

⑤溝状遺構 12	
　調査状況（西から）

⑥ 1区溝状遺構 14 調査状況（東から）

⑦ 1区溝状遺構 15 遺物出土状況（東から）

⑧ 1区溝状遺構 20・21 完掘（東から）

⑨ 1区溝状遺構 21 北端部完掘（南東から）

⑩ 1区溝状遺構 16・23 調査状況（南西から）
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図版 21

1 区溝状遺構 1出土遺物Ⅰ

1区溝状遺構 1出土遺物Ⅲ

1区溝状遺構 1出土遺物Ⅱ
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図版 22

1 区溝状遺構 2出土土師器

1区溝状遺構 2出土須恵器Ⅰ
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図版 23

1 区溝状遺構 2出土須恵器Ⅱ

1区溝状遺構 2出土須恵器Ⅲ
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図版 24

① 1区溝状遺構 3出土遺物

② 1区溝状遺構 10 出土遺物

③ 1区溝状遺構 11 出土遺物Ⅰ

④ 1区溝状遺構 11 出土遺物Ⅱ
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図版 25

① 1区溝状遺構 15 出土遺物

② 1区溝状遺構 16 出土遺物

③ 1区溝状遺構 17 ～ 19 出土遺物

④ 1区溝状遺構 20・21 出土遺物

⑤ 1区溝状遺構 23 出土遺物
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図版 26

① 1区炉 1遺物出土状況	
　（北西から）

② 1区炉 1出土遺物

③ 1区古墳・古代ピット	
　出土遺物

④ 1区落ち込み調査状況	
　（南から）
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図版 27

落ち込み出土遺物Ⅰ
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図版 28

①井戸枠検出状況（西から）　②井戸集水施設検出状況（東から）
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図版 29

① 1区井戸出土土器・鉄器	 ② 1区井戸出土木製品Ⅰ

③ 1区井戸出土木製品Ⅱ	 ④ 1区井戸出土木製品Ⅲ
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図版 30

① 	1 区溝状遺構 5	
調査状況（北から）

② 	1 区溝状遺構 6	
礫層検出状況（南から）

③ 	1 区溝状遺構 6完掘（南から）

④ 1区溝状遺構 4出土遺物
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図版 31

1 区溝状遺構 5出土遺物Ⅰ

1区溝状遺構 5出土遺物Ⅱ
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図版 32

1 区溝状遺構 6出土須恵器

1区溝状遺構 6出土中世遺物

溝状遺構 6出土瓦 1区溝状遺構 6出土石器

857

858
859

860

861

862

863

868

869870 871

872
874

877

885
886

887
888

889

890

891892

893

894

895

897

898

899

901

902

903

905

907

909

910

911

912

913
914

915

916

917 918

919

920

921

− 259 −



図版 33

① 1区ピット 1	
　遺物出土状況	
　（西から）

② 1区ピット 1	
　出土常滑甕

③ 1区包含層	
　出土土師器

④ 1区包含層	
　出土須恵器Ⅰ
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図版 34

1 区包含層出土須恵器Ⅱ
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図版 35

古城第 2遺跡 1区出土文字関連遺物

古城第 2遺跡出土特殊遺物
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第Ⅲ章　2区の調査成果

第1節　調査成果の概要
　2 区は今回調査対象範囲の東半、南北 41.5 ｍ、東西 37 ｍ、調査面積約 1,500㎡のやや南北に長い
長方形状の範囲である。地形的には丘陵裾が北側に伸びた微高地上に位置し、調査区の東側は小規模
な迫状の低地を挟んで、再度微高地が東へと続いている。そのため、遺構検出面とした地山は、調査区
東半が緩やかに下る地形となっている。
　検出された遺構、遺物は古墳時代から古代にかけてと、中世の大きく2 時期に分かれる。うち古墳時
代から古代にかけての遺構は、竪穴住居の壁面が床面からわずか 5㎝ほどしか残存していないものもあり、
全体的に大きく削平を受けている。一方の中世の遺構については、掘立柱建物を主とするため明確ではな
いが、柱穴が深 50㎝前後残っているものも多く、あまり大きな削平を受けていないように感じられる。分布
としては 2 つの時期の遺構は重複しているため、これら 2 つの時期の遺構の残存度の違いは、中世段階
における大規模な地形の削平による可能性がある。
　古墳時代から古代に位置付けられる遺構は竪穴住居が 5 軒、掘立柱建物が 3 棟、土坑が 6 基、溝状
遺構が 17 条、ピット多数である。分布としては調査区の中央から北西にかけての範囲に比重があるが、竪
穴住居、掘立柱建物の軸、棟方向にはあまり規則性は感じられない。
　中世に位置付けられる遺構は掘立柱建物が 5 棟、土坑が 1 基であり、密度はあまり高くない。遺構の
分布としては、明確に調査区の西半に偏っており、レベルの下がる東側は空間として使用されていなかった
ことがうかがえる。
　そのほか、時期不明の土坑やピットが確認されているほか、遺物包含層も堆積しており、主として古墳時
代から古代にかけての遺物が多数検出されている。

第 2節　古墳時代から古代の遺構と遺物
第 1項　竪穴住居
　2 区では 5 軒の竪穴住居が検出された。いずれもカマドの検出はなく、火処に関しては竪穴住居 1 の中
央に土器埋設炉が設置されているのが唯一である。また竪穴住居 2 は小型で柱穴もなく、居住用ではなく
作業用の建物と考えられる。

竪穴住居１（第 201図）　調査区の北半、ほぼ中央で検出した大型の竪穴住居である。殆ど削平されており、
埋土は遺構の南西 4 分の 1 ほどの範囲で、床上 10㎝弱残っている程度であった。遺物の出土もこの範囲
に集中しており、ほぼ床面に接して出土した資料との評価はできるものの、大半は失われている。
　平面の規模は東西 6.4 ｍ、南北 6.0 ｍで、平面正方形に近い。地山の検出形状は極めて不整形のため、
使用時の生活床面としてはやや理解し難いものの、単層である埋土（Ⅰ層）中から遺物が一定量出土して
いるため、この堆積を貼り床とは評価できず、貼り床のない住居であったと考えられる。また遺構検出時に、
この埋土の残る南西部において、埋土上からの柱穴の検出もできなかった。地山上で検出された 4 基の
柱穴のうち、1 基で径 60㎝の柱痕跡と思しき堆積が確認できた。他の柱穴では確認できず、住居廃棄時
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第201図　2区竪穴住居1実測図(S=1/60・1/20)

1：暗褐色粘質土　極めて硬くしまる。径 2 ㎝以下の地山ブロックを
多量に含有。他に炭化物やマンガンも混じり、極めて汚い印象。

SA1柱穴
1：暗灰色粘質土　質的に SA1セクションの1に近似するが、炭は入っ
ていない。

2：暗灰色粘質土　1 に似るが、地山粒子の混入はまばらで、また 1
よりやわらかく粘性が高い。

3：黒褐色粘質土　柱痕。極めてやわらかい粘土。含有物なし。
4：暗褐色粘質土　径数㎝の地山粒子を多量に含有し、また 3 に似た
黒色粘土も混ざる。やわらかいが、3ほどではない。

SA1焼土ピットセクション
1：SA1セクションの1と同
2：暗灰色粘質土　まばらな炭と大量の焼土が混入。
3：炭そのもの
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第200図　古城第2遺跡2区全体遺構配置図(S=1/250)
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第201図　2区竪穴住居1実測図(S=1/60・1/20)

1：暗褐色粘質土　極めて硬くしまる。径 2 ㎝以下の地山ブロックを
多量に含有。他に炭化物やマンガンも混じり、極めて汚い印象。

SA1柱穴
1：暗灰色粘質土　質的に SA1セクションの1に近似するが、炭は入っ
ていない。

2：暗灰色粘質土　1 に似るが、地山粒子の混入はまばらで、また 1
よりやわらかく粘性が高い。

3：黒褐色粘質土　柱痕。極めてやわらかい粘土。含有物なし。
4：暗褐色粘質土　径数㎝の地山粒子を多量に含有し、また 3 に似た
黒色粘土も混ざる。やわらかいが、3ほどではない。

SA1焼土ピットセクション
1：SA1セクションの1と同
2：暗灰色粘質土　まばらな炭と大量の焼土が混入。
3：炭そのもの
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第202図　2区竪穴住居1出土遺物実測図(S=1/3)
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第203図　2区竪穴住居2実測図(S=1/60・1/30)、出土遺物実測図①(S=1/3)

2m0 1:60

1：暗灰色粘質土　ピット埋土。極めて硬くしまり、地山粒子を多量に含有。
2：暗灰色粘質土　土坑埋土。やややわらかい。地山粒子と炭をまばらに含有。
3：暗灰色粘質土　住居埋土。径 10㎝以下の地山ブロックを多量に含有。極めて硬くしまるが、やや粘性あり。
4：暗灰色粘質土　土坑埋土。やややわらかい。炭をまばらに、マンガン状の粒子を多量に含有。
5：暗灰色粘質土　ピット埋土。Ⅰに近似する。
6：暗灰色粘質土　住居埋土。Ⅲと質的に同じだが、Ⅲよりも多量に地山ブロックを含有。貼床的な性質のものか。
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に再利用のための柱の抜き取りが行われたと推測される。柱痕堆積の確認できたものについては、抜き取
り時に折れた根元部分とも考えられる。
　床面のほぼ中央において、土器埋設炉が確認された。床面より10㎝掘りくぼめた径 30㎝の小穴より土
師器甕の下半が検出された（1002）。ただし、検出された住居中央は、ほぼ床面近くまで削平を受けてお
り、また遺物そのものの破損箇所における断面の状態も打ち欠きによるものとは見え難いため、この残存部
位がそのまま埋設炉としての設置部位とは評価できない。また、この土器埋設炉と50㎝ほどの間隔をおいて、
長軸径 44㎝、短軸径 38㎝の、平面やや不整形な炉穴も検出された。床面からの深 11㎝で、3 層に分層
される埋土中、中間の層には炭や焼土がまばらに混入し、最下層はほぼ炭そのものの状態であった。
　須恵器、土師器が出土している。1002 は土器埋設炉として住居中央に設置されていた土師器甕胴部
下半である。胴部は比較的丸味を帯び、底部は平底状となる。磨耗のため、外面の調整は不明である。
1003 は須恵器坏身である。6 世紀末から 7 世紀初めに位置付けられる。1004 は須恵器甕胴部である。
外面にタタキ痕、内面に当て具痕が残る。本遺構から出土した遺物は 6 世紀末から 7 世紀初頭、古墳時
代後期末から終末期初めに位置付けられる。

竪穴住居２（第 203 図）　調査区の北端付近で検出した小型の竪穴住居である。大きく削平され、埋土は
最深で床上 10㎝程度しか残っていない。遺構の西側 3 分の 1 の範囲ではほぼ埋土が残っておらず、北西
角と南辺の一部は完全に失われていた。ただし、遺構の残存状態に反して遺物の出土量は多く、すべて床
面にほぼ接して出土した資料として評価できる。
　平面の規模は東西 3.6 ｍ、南北 3.2 ｍで、平面正方形に近い。柱穴は 1 基も検出されなかった。残存
状態は悪いものの、床面の埋土は一部残存していたため、柱穴も削平されたのではなく、本来的に柱穴を
持たない建物であったと考えられる。
　遺構西辺の北半に沿う形で、検出深 24㎝の土坑が検出された。平面形は幅 60㎝の短い溝に、径 85
㎝程度の円形土坑が取り付いたような形状をしている。溝状部分は住居内に収まり、円形部分のみが住居
外に出る。住居と埋土を共有しており、平面的な関係からも、用途不明ながら、住居にともなう土坑と思わ
れる。土坑内からは土師器甕等が出土している。柱穴、火処を持たないことや規模から、本遺構は何らか
の作業を行うための竪穴建物であったと考えられる。住居に取り付く用途不明の土坑も、その作業にともな
うものであろう。
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0 10cm1:3
1002 1003

1004

第202図　2区竪穴住居1出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3

1005

第203図　2区竪穴住居2実測図(S=1/60・1/30)、出土遺物実測図①(S=1/3)

2m0 1:60

1：暗灰色粘質土　ピット埋土。極めて硬くしまり、地山粒子を多量に含有。
2：暗灰色粘質土　土坑埋土。やややわらかい。地山粒子と炭をまばらに含有。
3：暗灰色粘質土　住居埋土。径 10㎝以下の地山ブロックを多量に含有。極めて硬くしまるが、やや粘性あり。
4：暗灰色粘質土　土坑埋土。やややわらかい。炭をまばらに、マンガン状の粒子を多量に含有。
5：暗灰色粘質土　ピット埋土。Ⅰに近似する。
6：暗灰色粘質土　住居埋土。Ⅲと質的に同じだが、Ⅲよりも多量に地山ブロックを含有。貼床的な性質のものか。
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第204図　2区竪穴住居2出土遺物実測図②(S=1/3)
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第204図　2区竪穴住居2出土遺物実測図②(S=1/3)
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第205図　2区竪穴住居2出土遺物実測図③(S=1/3)
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0 10cm1:3

　1005 ～ 1016 は土師器であるが、磨耗が激しく、いずれも調整は不明である。1005 ～ 1007 は甑で
ある。1005 は上記住居に取り付く土坑内より出土したもので、取っ手も残り全形の復元が可能である。
1005 ～ 1007 ともに底部から緩やかに内湾しながら立ち上がったのち胴部上半が垂直に近く立ち上がり、
口縁上部がくの字形に強く屈曲する形状である。1008・1010 ～ 1012 は甕である。1008 は胴部片であ
る。内面に一部粘土継ぎ目が残る。1010 ～ 1012 は胴部上半から口縁部までが残るが、形状は三者三
様で、1010 は緩やかに内湾する胴部から口縁上部が強く屈曲し、1011 は丸みを帯びた胴部から直線的
な口縁部がくの字状に屈曲する。1012 は直線的な胴部から同じく直線的な口縁部が外傾する。1009 は
高坏脚部である。1013 ～ 1016 はいずれも坏蓋および身であるが、1013・1015・1016 は形態的には
同器種の須恵器と変わらない。1017 ～ 1027 は須恵器である。1017 ～ 1020 は坏蓋で、1019 はＸ字
状のヘラ記号が線刻される。1021 ～ 1023 は高台付坏である。1021・1022 は高台部がハの字状に開き、
1023 の高台は断面台形状である。1025 ～ 1027 は高坏各部と思われる。当遺構出土の遺物はおおむ
ね 8 世紀前半に位置付けられる。

竪穴住居３（第 206 図）　調査区南端付近で検出した、極めて平面不整形な竪穴住居である。平面の規
模は東西 3.9 ｍ、南北 5.1 ｍであるが、南辺と北辺で 1.3 ｍもの差があり、平面台形状である。検出面か
らの深さは最深 18㎝で、壁面の立ち上がりは北辺と南辺では比較的垂直に近い形態ではあるが、東辺と
西辺ではやや不明瞭である。床面では柱穴は 1 基も検出されなかった。床面がほぼ水平であったため竪
穴住居として扱ったが、あるいは土坑に近い性格のものかもしれない。
　遺物は北東コーナー近くで 1030 が出土しているが、住居中央を除いて全体的に、径 10㎝前後の川原
石がまばらに出土し、また北西コーナーでは長軸 42㎝の台石状のものも出土している。遺物、川原石とも
に遺構壁面が崩れた土の上に堆積した土中より出土しており、遺構本来の使用時のものではない。あるいは、
本遺構は本来の住居が廃絶後、ある程度時間を経て廃棄土坑として利用されたものかとも考えられる。
　1028 ～ 1031 は土師器である。全面に磨耗が激しく、調整は判然としない。坏である 1028 は内面にわ
ずかにミガキが残る。小型の甕かと思われる 1030 は胎土中に径 5㎜前後の宮崎小石が多量に入る。また
同じく甕の底部である 1031ともに底面に木葉圧痕が残る。1032 は須恵器壺胴部かと思われるが、細片の
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第206図　2区竪穴住居3実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)
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1029 1030 1032

10310 10cm1:3

2m0 1:60

1：暗灰色砂質土　径 1 ㎝程
度の地山粒子、マンガン
粒子を含有。比較的やわ
らかい。

2：暗灰色粘質土　極めて硬
くしまる。色調、含有物
等は 1に近似。

3：暗褐色粘質土　地山ブ
ロックを多量に含有。壁
の崩れ。硬くしまる。

4：暗褐色粘質土　3 と同質
だが、地山ブロックはな
い。1 と同様の含有物を
まばらに持つ。
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ため確実ではない。本遺構出土遺物は古墳時代終末期、7 世紀台に位置付けられる。

竪穴住居４（第 207 図）　調査区の東端付近で検出した竪穴住居である。他の竪穴住居と同様、大きく削
平され、埋土は一部で最深 15㎝ほどが残る程度である。
　規模は東西 5.4 ｍ、南北 5.1 ｍで、平面正方形に近い。一部貼り床と思しき埋土が確認されている。床
面からは柱穴が 3 基しか検出されなかった。うち 2 基は床面からの深さ39㎝と45㎝で、比較的残りが良
いため、検出されなかった 1 基が削平によって失われたとも考え難く、あるいは住居にともなうのはこの 2
基のみかもしれない。この場合、生活用の住居よりも、規模に違いはあるものの、竪穴住居 2 同様、何ら
かの作業用の竪穴建物としての性格を想定すべきであろう。多数のピットや溝と切りあうが、うち住居中央
で検出された径 70㎝のピットについては、埋土の観察から住居にともなうものの可能性もある。遺物は北
東コーナー付近、南東コーナー、西辺付近においてまばらに検出された。いずれもほぼ床面に接して出土
したものである。
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第206図　2区竪穴住居3実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)
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1：暗灰色砂質土　径 1 ㎝程
度の地山粒子、マンガン
粒子を含有。比較的やわ
らかい。

2：暗灰色粘質土　極めて硬
くしまる。色調、含有物
等は 1に近似。

3：暗褐色粘質土　地山ブ
ロックを多量に含有。壁
の崩れ。硬くしまる。

4：暗褐色粘質土　3 と同質
だが、地山ブロックはな
い。1 と同様の含有物を
まばらに持つ。
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第207図　2区竪穴住居4実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3

2m0 1:60

1：褐色（Hue10YR4/1）　ピット埋土。1～ 10㎜程度の黄色粒子、ブロックを
非常に多く含む。鉄分を多く含む。

2：褐色（Hue10YR4/1）　ピット埋土。1～ 10㎜程度の黄色粒子、ブロックを
少量含む。炭化物、土師器片を含む。

3：黒褐色（Hue10YR3/1）　ピット埋土。粘性あり。1～ 3㎝程度の黄色ブロッ
クを含む。

4：褐色（Hue10YR5/1）　住居埋土。鉄分を非常に多く含む。1～ 3㎜程度の
黄色粒子を含む。

5a：黒褐色（Hue10YR3/1）　住居埋土。鉄分を含む。
5b：黒褐色（Hue10YR3/1）　住居埋土。Ⅴaと似るも、炭化物、土師器を多く含む。
6：褐灰色（Hue10YR5/1）　1～ 5㎝程度の黄色ブロックを非常に多く含む。住
居壁崩落時の流れ込みか。

1033

1035

1034
1036 1037

7：褐灰色（Hue10YR4/1）　住居内土坑ないしそれ以前の遺構。1～ 2㎝程度
の黄色ブロックを多く含む。遺物片含む。

8：黒褐色（Hue10YR3/1）　SE13埋土。1㎜程度の黄色粒子を少量含む。鉄分
を多く含む。

9：黒褐色（Hue10YR3/1）　Ⅷ層よりやや黒見が強く、含む黄色粒子が多い。
10：黒褐色（Hue10YR2/2）　粘性あり。1～2㎝程度の黄色ブロックを少量含む。
11：褐灰色（Hue10YR4/1）　SA4、SE13とは別遺構。1㎜程度の黄色粒子を少
量含む。鉄分を多く含む。

（ピット）
1：灰黄褐色（Hue10YR4/2）　マンガンを含む。1㎝程度の黄色ブロックを多く
含む。

2：黄褐色（Hue10YR5/6）　黄色ブロック主体。褐灰土をまだらに含む。
3：黒褐色（Hue10YR3/1）　粘性あり。1～ 5㎝程度の黄色ブロックを含む。
柱痕か。

4：褐灰色（Hue10YR6/1）　地山に似るも、黄色ブロックをまだらに含む。柱押
さえ埋土。
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第208図　2区竪穴住居5実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3

2m0 1:60

1：暗灰色粘質土　地山粒子、マンガン粒子を多量
含有。包含層に似る。

2：暗灰色粘質土　径 10 ㎝程度の地山ブロックを
まばらに含有。硬くしまる。マンガン含有。

3：暗褐色粘質土　地山ブロックまばらに含有。マ
ンガン粒子を含まない。やわらかく粘性高し。

4：暗灰色粘質土　地山ブロック多量に含有。地山
の崩れ。

5：暗灰色粘質土　地山粒子、マンガン粒子をまば
らに含有。

6：暗灰色粘質土　地山ブロック多量に含有。一見、
地山に見間違う程であり、本来に地にひび割れ
で黒色土が入り込んだだけのものである可能性
がある。

1038

1039 1040 1041 1042

a

a 1

5

3
6 4

2

a’

a’

b

5
4

2

1

3
6

b

b’
8.
60
m

8.60m

b’

− 272 −



　1033・1034 は土師器甕で、1034 の底面には木葉圧痕が残る。1035・1036 は須恵器坏蓋で、1036
の口唇部には細かい刻み目状の圧痕が残る。1037 は須恵器鉢である。本遺構は 1037 が 8 世紀台まで下
る可能性もあるが、土師器甕の形態と須恵器坏蓋 1036より古墳時代後期末から終末期、6 世紀末から 7
世紀前半に位置付けておきたい。

竪穴住居５（第 208 図）　調査区の北半、東寄りの地点で検出した竪穴住居である。規模は東西 4.9 ｍ、
南北 4.3 ｍで、西辺 2.5 ｍ、東辺 4.4 ｍの平面台形状に近いが、四隅のコーナー部も明瞭ではなく、極
めて不整形な平面形である。北東コーナーと南辺にやや不明瞭ながらテラス状の段が形成されている。柱
穴は 1 基も検出されなかった。
　本遺構は検出床面が水平であり、一部壁面の立ち上がりが垂直に近いため竪穴住居として扱ったが、あ
るいは土坑に分類すべきものかもしれない。3 条の溝状遺構と重複するが、うち、本遺構に切られるものの、
続きとなる部位が存在しないものや、本遺構との切り合いが明瞭に見出せないものもあり、あるいは溝状遺
構と並存した水貯めのような性格のものかとも考えられる。遺物の出土は最上層に集中するが、中間の層（3
層）からもわずかに出土する。
　1038 ～ 1040 は土師器で、いずれも摩滅が激しく調整は判然としない。1038 は横に広い楕円形の胴部
に口の狭い口縁部を持つ壺である。1041 は小型の須恵器坏である。1042 は須恵器𤭯で、口縁上部を欠
損するが、他は全周する。口縁部は櫛状工具による縦方向の浅い沈線、胴部は櫛状工具押圧による連続
した刻み目文様が施される。当遺構出土遺物は 6 世紀末から 7 世紀初頭、古墳時代後期末から終末期
初めにかけての時期に比定される。

第 2項　掘立柱建物
　2 区における古墳時代から古代にかけてのものと思われる掘立柱建物は 3 棟である。いずれも遺物の出
土がないため確実ではないが、近接する宮ヶ迫遺跡における当該期の掘立柱建物と構造、柱穴の規模等
を比較し、その類似度から 3 棟を当該期のものと判断した。内訳は片面庇の建物 1 棟、総柱建物 2 棟で、
いずれも小型の建物である。片面庇のものと総柱建物のうち 1 棟は近似した棟方向を持つ。総柱のものの
うち 1 棟では柱根が検出された（掘立柱建物 8）。またもう1 棟でも同じく柱根が検出されるとともに、柱
の根石および柱そのものの支えとして多数の川原石が用いられている（掘立柱建物 6）。

掘立柱建物４（第209図）　調査区の中央西側で検出した、棟方向Ｎ9°－Ｅの掘立柱建物である。桁行3間・
梁行 2 間の片庇で、北辺の梁行は 1 間であるが、溝に切られているため、削平されている可能性が高い。
身舎面積は桁行 4.3 ～ 4.6 ｍ×梁行 2.3 ～ 3.0 ｍの 9.9 ～ 13.8㎡で、平面台形状である。桁行の柱間隔
は 1.3 ～ 1.7 ｍ、梁行の柱間隔は 1.0 ～ 1.2 ｍで、極めて不揃いである。柱穴の平面形は円形を基調と
しつつも不整形のものもあり、検出面での平面規模は、円形のものは径 0.42 ～ 0.66 ｍ、不整形のものは
長軸 0.7 ～ 0.8 ｍ、短軸 0.5 ～ 0.8 ｍである。掘方の断面形状は方形に近いものから逆台形状、柱位置
が一段掘り下げられているようにも見えるものなど、一定していない。検出面から底面までの深さは 0.06 ～ 0.5
ｍと大きくばらつきがある。土層の観察では、1 基のみ径 12cm の柱痕跡の可能性がある堆積が確認できる。

第208図　2区竪穴住居5実測図(S=1/60)、出土遺物実測図(S=1/3)

0 10cm1:3

2m0 1:60

1：暗灰色粘質土　地山粒子、マンガン粒子を多量
含有。包含層に似る。

2：暗灰色粘質土　径 10 ㎝程度の地山ブロックを
まばらに含有。硬くしまる。マンガン含有。

3：暗褐色粘質土　地山ブロックまばらに含有。マ
ンガン粒子を含まない。やわらかく粘性高し。

4：暗灰色粘質土　地山ブロック多量に含有。地山
の崩れ。

5：暗灰色粘質土　地山粒子、マンガン粒子をまば
らに含有。

6：暗灰色粘質土　地山ブロック多量に含有。一見、
地山に見間違う程であり、本来に地にひび割れ
で黒色土が入り込んだだけのものである可能性
がある。
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第209図　2区掘立柱建物4実測図(S=1/60)

①
1a：黄灰色（Hue2.5YR6/1）　柱痕。1㎝程度の礫と1～ 2㎜程度の黄色粒子を
まだらに含む。

1b：黒褐色（Hue2.5YR3/1）　柱痕。1～ 2㎜程度の黄色粒子を少量含む。炭
化物を含む。

1c：黄灰色（Hue2.5YR5/1）　柱痕。1～2㎜程度の黄色粒子を微量に含む。
1d：にぶい黄色（Hue2.5YR6/3）　柱痕。1㎝程度の黒褐色ブロックを少量含む。
2：褐灰色（Hue10YR5/1）　1～3㎜程度の炭化物を微量に含む。マンガンを含む。
3：黄褐色（Hue2.5YR5/3）　柱押さえの埋土。地山（灰黄・明黄褐）に褐灰色
土がまだらに入る。

②
1：褐灰色　柱痕か。3層に比べてやや白い。1～ 2㎝程度の黄灰色ブロックを
少量含む。

2：黄灰色　柱押さえの埋土か。黄色土と灰色土がまだらに混ざる層。
3：褐灰色　柱押さえの埋土か。マンガンを多く含む。1～ 3㎜程度の黄色粒子
を含む。

③
1：褐灰色（Hue10YR4/3）　マンガンを多く含む。1㎝程度の黄色ブロックを少
量含む。

2：褐灰色（Hue10YR6/1）　1層より白味が強く、1～ 5㎝程度の黄色ブロック
を多く含む。

④
1：黄灰色（Hue2.5Y4/1）　灰色系と黄色系（地山）の土が混じり合う。礫を含む。
2：黒褐色（Hue2.5Y3/1）　炭化物と遺物片を含む。1㎝程度の黄色ブロックを
少量含む。

⑤
1：褐灰色　マンガンを含み、遺物片もあり。
⑥

2m0 1:60

1：褐灰色　1～3㎜程度の黄色ブロックを多く含む。マンガン、炭化物を含む。
2：褐灰色　1㎝以下の黄色ブロックを含む。マンガン、炭化物、遺物片を含む。
3：黄褐色　地山に似るも褐灰色土をまだらに含む。
⑦
1：黒褐色　1～5㎜程度の黄色粒子を含む。
2：褐灰色　1～5㎜程度の黄色粒子と炭化物、マンガンを含む。
3：黄灰色　5㎜程度の小石を含む
⑧
1：褐灰　黄灰土をまだらに含む。遺物片を含む。
2：黄灰　マンガンを多く含む。1㎝程度の灰色ブロックを含む。
⑨
1：褐灰色　マンガンを多く含む。5㎜程度の黄色ブロック、小石、遺物片を含む。
2：黒褐色　1層より黒味が強く、黄色ブロックが少ない。炭化物を含む。
3：黄褐色　地山に似るも、褐灰土をまだらに含む。
⑩
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　1～3㎜程度の黄色ブロックを含む。遺物片を含む。
2：にぶい黄褐色（Hue10YR7/3）　褐灰土をまだらに含む。
3：黄灰色（Hue2.5Y5/1）　1・2より砂質性がある。1～5㎜程度の黄色粒子を
少量含む。

⑪
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　マンガン、炭化物、遺物片を含む。1㎝程度の黄
色ブロックを含む

2：にぶい黄褐色（Hue2.5Y6/3）　黄色ブロックを多く含み、褐灰色土をまだら
に含む。

3：褐灰色（Hue10YR6/1）　1層より白く、黄色ブロック等含有物が少ない。
⑫
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　マンガンを多く含む。1㎝程度の黄色ブロックを含む。
2：褐灰色（Hue10YR6/1）　1層より白味が強い。1～5㎝程度の小石を含む。
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第209図　2区掘立柱建物4実測図(S=1/60)

①
1a：黄灰色（Hue2.5YR6/1）　柱痕。1㎝程度の礫と1～ 2㎜程度の黄色粒子を
まだらに含む。

1b：黒褐色（Hue2.5YR3/1）　柱痕。1～ 2㎜程度の黄色粒子を少量含む。炭
化物を含む。

1c：黄灰色（Hue2.5YR5/1）　柱痕。1～2㎜程度の黄色粒子を微量に含む。
1d：にぶい黄色（Hue2.5YR6/3）　柱痕。1㎝程度の黒褐色ブロックを少量含む。
2：褐灰色（Hue10YR5/1）　1～3㎜程度の炭化物を微量に含む。マンガンを含む。
3：黄褐色（Hue2.5YR5/3）　柱押さえの埋土。地山（灰黄・明黄褐）に褐灰色
土がまだらに入る。

②
1：褐灰色　柱痕か。3層に比べてやや白い。1～ 2㎝程度の黄灰色ブロックを
少量含む。

2：黄灰色　柱押さえの埋土か。黄色土と灰色土がまだらに混ざる層。
3：褐灰色　柱押さえの埋土か。マンガンを多く含む。1～ 3㎜程度の黄色粒子
を含む。

③
1：褐灰色（Hue10YR4/3）　マンガンを多く含む。1㎝程度の黄色ブロックを少
量含む。

2：褐灰色（Hue10YR6/1）　1層より白味が強く、1～ 5㎝程度の黄色ブロック
を多く含む。

④
1：黄灰色（Hue2.5Y4/1）　灰色系と黄色系（地山）の土が混じり合う。礫を含む。
2：黒褐色（Hue2.5Y3/1）　炭化物と遺物片を含む。1㎝程度の黄色ブロックを
少量含む。

⑤
1：褐灰色　マンガンを含み、遺物片もあり。
⑥

2m0 1:60

1：褐灰色　1～3㎜程度の黄色ブロックを多く含む。マンガン、炭化物を含む。
2：褐灰色　1㎝以下の黄色ブロックを含む。マンガン、炭化物、遺物片を含む。
3：黄褐色　地山に似るも褐灰色土をまだらに含む。
⑦
1：黒褐色　1～5㎜程度の黄色粒子を含む。
2：褐灰色　1～5㎜程度の黄色粒子と炭化物、マンガンを含む。
3：黄灰色　5㎜程度の小石を含む
⑧
1：褐灰　黄灰土をまだらに含む。遺物片を含む。
2：黄灰　マンガンを多く含む。1㎝程度の灰色ブロックを含む。
⑨
1：褐灰色　マンガンを多く含む。5㎜程度の黄色ブロック、小石、遺物片を含む。
2：黒褐色　1層より黒味が強く、黄色ブロックが少ない。炭化物を含む。
3：黄褐色　地山に似るも、褐灰土をまだらに含む。
⑩
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　1～3㎜程度の黄色ブロックを含む。遺物片を含む。
2：にぶい黄褐色（Hue10YR7/3）　褐灰土をまだらに含む。
3：黄灰色（Hue2.5Y5/1）　1・2より砂質性がある。1～5㎜程度の黄色粒子を
少量含む。

⑪
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　マンガン、炭化物、遺物片を含む。1㎝程度の黄
色ブロックを含む

2：にぶい黄褐色（Hue2.5Y6/3）　黄色ブロックを多く含み、褐灰色土をまだら
に含む。

3：褐灰色（Hue10YR6/1）　1層より白く、黄色ブロック等含有物が少ない。
⑫
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　マンガンを多く含む。1㎝程度の黄色ブロックを含む。
2：褐灰色（Hue10YR6/1）　1層より白味が強い。1～5㎝程度の小石を含む。
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第210図　2区掘立柱建物6実測図(S=1/60)

2m0 1:60
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掘立柱建物６（第 210 図）　調査区の北西コーナー付近で検出した桁行 2 間・梁行 2 間の小型の総柱建
物である。棟方向はＮ 51°－Ｗ、東端の柱穴 1 基は溝のため失われている。身舎面積は桁行 4.1 ｍ×梁
行 2.9 ｍの 11.9㎡である。桁行の柱間隔は、西側の並びは 1.9 ｍであるが、東側の並びは 0.25 ｍとや
や広くなっている。梁行の柱間隔は概ね 1.4 ｍに揃う。柱穴の平面形は円形を基調とし、数基は楕円形と
なる。円形のものの検出面での径はほぼ 0.6 ｍで揃う。柱穴の 1 基からは径 15cm の柱根が検出されて
いる。検出面から底面までの深さは概ね 0.4 ～ 0.6 ｍであるが、柱根の検出されたもののみ 0.9 ｍと極端
に深くなっている。検出した 8 基の柱穴中、6 基では径 5 ～ 10cm の川原石が設置されていた。特に東側
梁行中央の 1 基では底面から 30cm の高さまで多数の石を設置しており、底面における根固めだけではな
く、根元における柱そのものの固定という機能も担っていたと思われる。他の柱穴でも川原石が片側に寄っ
た形で検出されているものがあり、同様に根固めだけではなく、柱の固定かと思われる。また先述の多数
の石が詰められたものについては、西側に向かって石が乱れている観があり、同方向に倒す形で柱の抜き
取りが行われた痕跡かと思われる。また石の設置されていない柱穴のうち 1 基は柱位置が 0.2 ｍほど掘り
下げられている。

掘立柱建物８（第 211 図）　調査区のほぼ中央、やや東寄りの地点で検出した桁行 3 間・梁行 2 間の総
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第211図　2区掘立柱建物8実測図(S=1/60)

2m0 1:60

1：暗灰色粘質土　マンガン粒子を多量に含有。炭化物まばらに含有。径 5㎝以下の地山ブロック含有。包含層の土に類似。
2a：暗灰色粘質土　柱痕。極めて硬くしまる。明黄褐色の地山ブロックおよびマンガン粒子を極めて多量に含有。
2b：灰色粘質土　柱痕。極めて硬くしまる。地山土を粒子状にわずかに含有。マンガン粒子多量含有。炭化物まばら含有。
2c：黒褐色粘土　柱痕。黒粘土。やわらかく、粘性が高い。含有物がほとんどない精良な粘土。
3a：暗褐色粘質土　柱の埋設土。極めて硬くしまる。径 1 ㎝程度の地山粒子をわずかに含有。炭化物をわずかに含有。マンガン粒

子を多量に含有。包含層の土に似る。
3b：暗灰色粘質土　柱の埋設土。硬くしまるが 3a よりはやわらかく粘性がある。径 5㎝以下の地山ブロックを多量に含有。
3c：暗灰色粘質土　柱の埋設土。3bに近似するが、径 10㎝以下の地山ブロックをまばらに含有。
4a：灰色粘土　柱根固めの精良な粘土。わずかに地山粒子が混ざる。
4b：暗灰色粘土　柱根固めの精良な粘土。含有物なし。
4c：暗灰色粘土　柱根固めの精良な粘土。地山粒子を多量に含有。炭化物をわずかに含有。
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柱建物で、棟方向はＮ 4°－Ｅ、身舎面積は桁行 3.5 ｍ×梁行 2.9 ｍの 10.2㎡である。桁行の柱間隔は
1.1 ～ 1.3 ｍ、梁行の柱間隔は 1.1 ～ 1.4 ｍである。柱穴の平面形はすべて円形を基調とする。検出面で
の径は概ね 0.6 ～ 0.8 ｍであるが、南辺の梁行中央の 1 基のみ 0.85 ｍとやや大きめである。また他の柱
穴の検出面から底面までの深さは 0.3 ～ 0.7 ｍであるが、この 1 基のみ 0.15 ｍと極端に浅い。また 3 基
では柱位置が底面から 0.1 ～ 0.25 ｍ掘り下げられている。12 基の柱穴中、2 基から柱根が検出されており、
残存状態の良い方のものは径 10cm である。土層の観察では 12 基中 11 基で柱痕跡と思しき堆積が確認
できた。これから復元すると柱の径は 10 ～ 18cmとなる。本建物では、同じ総柱建物である掘立柱建物
6 のように、根固めないし柱固定のための川原石の設置はないが、代わりに、灰色、暗灰色の精良な粘土
による基礎固めが行われている。
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第211図　2区掘立柱建物8実測図(S=1/60)

2m0 1:60

1：暗灰色粘質土　マンガン粒子を多量に含有。炭化物まばらに含有。径 5㎝以下の地山ブロック含有。包含層の土に類似。
2a：暗灰色粘質土　柱痕。極めて硬くしまる。明黄褐色の地山ブロックおよびマンガン粒子を極めて多量に含有。
2b：灰色粘質土　柱痕。極めて硬くしまる。地山土を粒子状にわずかに含有。マンガン粒子多量含有。炭化物まばら含有。
2c：黒褐色粘土　柱痕。黒粘土。やわらかく、粘性が高い。含有物がほとんどない精良な粘土。
3a：暗褐色粘質土　柱の埋設土。極めて硬くしまる。径 1 ㎝程度の地山粒子をわずかに含有。炭化物をわずかに含有。マンガン粒

子を多量に含有。包含層の土に似る。
3b：暗灰色粘質土　柱の埋設土。硬くしまるが 3a よりはやわらかく粘性がある。径 5㎝以下の地山ブロックを多量に含有。
3c：暗灰色粘質土　柱の埋設土。3bに近似するが、径 10㎝以下の地山ブロックをまばらに含有。
4a：灰色粘土　柱根固めの精良な粘土。わずかに地山粒子が混ざる。
4b：暗灰色粘土　柱根固めの精良な粘土。含有物なし。
4c：暗灰色粘土　柱根固めの精良な粘土。地山粒子を多量に含有。炭化物をわずかに含有。
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第212図　2区土坑3実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

1：暗灰色粘質土　極めて硬くしまる。マンガン粒子、多量含有。炭化物
もまばら含有。20㎝以下の地山ブロック含有。包含層土に近似する。

2：暗灰色粘質土。1 より明度が低く、やわらかく粘質が高い。炭化物を
まばら含有。マンガン粒子は殆ど含まれない。地山ブロックを極め
て多量に含有し、平面では地山と見間違うほど。土器片多量含有。
おもに含有される地山ブロックの様相により、以下の a～ e に細分
される。

　　 a　ブロックは灰色砂質土を主体とする。
　　 b　ブロックは比較的少ない。暗灰色土主体。
　　 c　ブロックは明黄褐色土を主体とする。
　　 d　ブロックが比較的少ない。明黄褐色土主体。
　　 e　dに近似するが、よりやわらかく粘性が高い。
3：灰色粘土　黒色粘質土、マンガン粒子を多量に含有。地山ブロックは
含まれない。

0 1m1:30

0 10cm1:3

1043

1044

1045 1046 1048

1047

a a’

a

1

2a

2d 2c 2b

2e
3

a’
8.50m

第 3項　土坑
　2 区における古墳時代に属する土坑は 6 基である。いずれもあまり大型のものはなく、用途も判然としな
いものが多い。ただし、平面径 1 ｍ弱の円形の土坑 2 基（土坑 4・6）については、底面における明瞭
な被熱の痕跡は確認できなかったものの、埋土中に焼土や炭等が多く含まれており、隣接した宮ヶ迫遺跡
で多数検出された土器焼成坑の可能性も考えられる。

土坑３（第 212 図）　調査区南東端で検出した径 0.8 ｍの平面やや不整形な円形の土坑である。断面形
状は袋状で、底面近くは径 1.0 ｍまで広がる。底面はほぼ水平で、検出面からの深 0.8 ｍである。2 層は
一時に埋め戻した土のように見え、細分した a ～ e 層は埋め戻し時の作業単位である可能性が高い。最
下層の 3 層は貼り床のような性質のものかと思われる。遺構の性格は土坑墓かとも思われるが、比較的豊
富な須恵器、土師器等の出土遺物は破片のものも多く、また日常的な仮器である甕等も含まれるため、廃
棄土坑かと考えられる。
　1043 ～ 1045 は土師器甕で、1043 は外面にススが付着し、底面には木葉圧痕が残る。1045 は復元口
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第213図　2区土坑4・土坑5実測図(S=1/30)、土坑5出土遺物実測図(S=1/3)

1：褐灰色
（Hue10YR5/1）　マ
ンガンを非常に多く
含む。瓦等遺物片を
含む。

2：黄褐色
（Hue10YR5/6）　黄
色ブロック（地山）
を多く含むも地山で
はない。褐灰土をま
だらに含む。

3：褐灰色土
（Hue10YR4/1）　1
層に似るも遺物はな
い。黄色ブロックを
少量含む。

4：黄灰色
（Hue2.5YR6/1）　1
～ 3㎝程度の黄色ブ
ロックと褐灰色土を
まだらに含む。粘土
質。

1：暗灰色粘質土　マンガン斑、地山粒子含有。
焼土、炭、土器細片が混じる。
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径 11.7cmの小型の甕である。1046は小型の土師器椀で、外面、内面ともにミガキが施されているようである。
1047・1048 は須恵器坏の蓋と身である。本遺構出土の遺物は 6 世紀末の古墳時代後期末に位置付けら
れる。

土坑４（第 213 図）　調査区北東で検出した土坑であるが、一部を別遺構に切られ、また大半が調査区
外へと出るため、正確な規模等不明である。検出した規模では長軸 0.75 ｍ以上、短軸 0.8 ｍ以上の平面
楕円形と推測される。断面形状は緩やかなすり鉢状で、検出面からわずか深 6cm で底面に達する。単層
である暗灰色粘質土の埋土中には、斑状のマンガン質や地山粒子とともに焼土、炭、土器細片が含有され、
土器焼成坑の可能性も考えられる。

土坑５（第 213 図）　調査区北東端で検出した長軸 1.7 ｍ、短軸 1.4 ｍの平面不整形な円形の土坑である。
壁面の形状は南北で大きく異なり、北側はスロープ状に下がった後、検出面からの深 0.3 ｍで一旦テラス
状になり、さらに緩やかに下って深 0.5 ｍの底面へと達する。南側は底面から垂直に近く立ち上がる。その
ため、断面形状はいびつな直角三角形状に近い。1 層中に瓦細片が含まれる。
　1049 は須恵器壺の底部かと思われる。細片のため、詳細な時期等不明である。

土坑６（第 214 図）　調査区東側で検出した長軸 1.0 ｍ、短軸 0.8 ｍの平面やや不整形な円形の土坑で
ある。検出面から最深でも10cm 弱で底面に達し、壁面の立ち上がりは緩やかである。単層である暗灰色
粘質土の埋土中には、斑状のマンガン質や地山粒子とともに焼土、炭、土器細片が含有される。含有物
や規模等から勘案して、土器焼成坑の可能性も考えられる。
　須恵器高台付坏の体部下半、高台部が出土しており、8 世紀台に位置付けられる。
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第213図　2区土坑4・土坑5実測図(S=1/30)、土坑5出土遺物実測図(S=1/3)

1：褐灰色
（Hue10YR5/1）　マ
ンガンを非常に多く
含む。瓦等遺物片を
含む。

2：黄褐色
（Hue10YR5/6）　黄
色ブロック（地山）
を多く含むも地山で
はない。褐灰土をま
だらに含む。

3：褐灰色土
（Hue10YR4/1）　1
層に似るも遺物はな
い。黄色ブロックを
少量含む。

4：黄灰色
（Hue2.5YR6/1）　1
～ 3㎝程度の黄色ブ
ロックと褐灰色土を
まだらに含む。粘土
質。

1：暗灰色粘質土　マンガン斑、地山粒子含有。
焼土、炭、土器細片が混じる。
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第214図　2区土坑6実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

第215図　2区土坑7実測図(S=1/30)、出土遺物実測図(S=1/3)

1：暗灰色粘質土　マンガン斑、地山粒子
含有。焼土、炭、土器細片が混じる。

1：暗灰色粘質土　硬くしまる。地山ブロック極めて多量。
マンガン斑多量。

2：暗灰色粘質土　硬くしまる。径 5 ㎝程の地山ブロックま
ばらに混入。マンガン斑多量。

3：暗灰色粘質土　やややわらかく粘性あり。他は 2 層に近
似。

4：暗灰色粘質土　1層に近似。
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0 10cm1:3

0 10cm1:3
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調査区外

SE16

土坑７（第 215 図）　調査区北東端で検出した土坑であるが、一部を溝 16 に切られ、また調査区外へと
出るために正確な規模等は不明である。検出した規模では径 1.3 ｍ以上の不整形な方形に近い平面形状
かと思われる。断面形状は緩やかなすり鉢状で、検出面からの深 0.4 ｍで底面に達する。
　土師器甕底部、須恵器壺口縁部とともに土師器、須恵器双方の高台付坏（1051・1054）が出土している。
本遺構出土遺物は 1054より8 世紀台に位置付けられる。

土坑 10（第 216 図）　調査区北壁近くの中ほどで検出した径 0.6 ｍ前後の平面円形の土坑である。断面
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第216図　2区土坑10実測図(S=1/20)、出土遺物
実測図(S=1/3)

1055

1m0 1:20

0 10cm1:3

a a’

a a’
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形状は逆台形状で、検出面からの深 0.2 ｍで底面に達
するが、底面の中央が 5cm ほどくぼんでおり、あるいは
柱穴かとも思われる。ただし調査区の端部でもあり、建
物としての並びは検出していない。中位から土師質の端
反皿が出土しており、地鎮のための埋納土坑か、柱穴
の場合は柱抜き取りの後の埋納かと思われる。また埋土
中には 1㎝程度の小石が多数、5㎝程度の木炭が少量
含有されていた。
　1055 は土師器の端反皿であるが、一見、陶磁器と
見紛うような精美な形状をしている。8 世紀台に位置付
けられるものと思われる。

第 4項　溝状遺構
　2 区では 17 条の溝状遺構が検出された。調査区の
端から端まで続くものはほとんどなく、いずれも途上で収
束する。削平による部分も大きいが、明らかに遺構本来
の姿として収束点が設けられているものもある。また溝 3

と13 は、溝 2 から直交方向に派生している。

溝 1（第 217・218・220 図）　調査区の南側において検出した幅 0.45 ｍ、全長 23.4 ｍの細い溝である。
調査区の西端付近から始まって南西側に伸び、竪穴住居 3 の手前で収束する。収束点は長軸 3.3 ｍ、短
軸 2.6 ｍの平面不整形な長方形の土坑状となっている。
　土師器甕と坏が出土しており、甕 1056 の胎土中には多数の宮崎小石が含まれる。坏 1057 は 7 世紀台
のものと思われる。

溝 2（第 217・218・220 図）　調査区のほぼ中央を東西に横断する幅 0.5 ｍ前後の溝である。断面形状
は場所によって逆台形状、半円形状で、深さは 0.2 ～ 0.3 ｍである。東端は調査区外に出、西端は調査
区壁の直前で収束する。検出長は 33.9 ｍである。中ほどから溝 3 が、東端近くから溝 13 がそれぞれ溝 2
から北に向かって直角に伸び、それぞれ方形状の区画をつくり出している。
　1058 は小型の鉢で、指頭押圧やナデによって仕上げられる。また土師器高坏、須恵器坏蓋、鉄鎌
1061 が出土している。1060より7 世紀台に位置付けられる。

溝 3（第 217・218 図）　調査区のほぼ中央を南北に伸びる幅 0.45 ｍ、全長 13.2 ｍの溝である。先述の
溝 2 の中ほどから北に向かって直角に伸び、竪穴住居 5 に切られる地点でほぼ収束する。溝 2との間に切
り合い関係は認められず、並存して直角の区画をつくり出している。

溝 4（第 217・218 図）　調査区の西端中央において東西に伸びる幅 0.3 ｍ、全長 6.9 ｍの小規模な溝で、
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第216図　2区土坑10実測図(S=1/20)、出土遺物
実測図(S=1/3)
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第217図　2区溝状遺構配置図(S=1/300)
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先述の溝 2 に隣接する。出土遺物等はない。

溝 5（第 217・218・220 図）　調査区の北半において調査区西端から東に向かって伸び、調査区中ほどで
収束する。幅 0.75 ｍ、検出長 14.0 ｍである。収束地点から1.4 ｍほど空けて延長上に溝 18 が伸びており、
一連の溝である可能性がある。
　須恵器坏蓋 1062・1063 が出土しており、7 世紀後半に位置付けられる。

溝 6（第 217・218 図）　調査区の北東において検出した幅 0.5 ｍ、検出長 16.5 ｍの溝である。調査区の
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第218図　2区溝状遺構土層断面図①(S=1/20)

SE2
1a：暗褐色粘質土　黄色の地山粒子やマンガ
ン粒子を多量に含有。極めて硬くしまる。
地山ブロック多量に含有。

1b：暗褐色粘質土　黄色の地山粒子やマンガ
ン粒子を多量に含有。極めて硬くしまる。
地山ブロックが含有されない。

2：暗灰色粘質土　極めて硬質の粘土。密度
が高く、粘り気がある。地山粒子、マン
ガン粒子多量含有。

3a：暗灰色粘質土　2に似るが地山ブロック
含有。

3b：暗灰色粘質土　2に似るが地山ブロック
多量含有。

4：暗灰色粘質土　地山の崩れそのもの。
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第218図　2区溝状遺構土層断面図①(S=1/20)

SE2
1a：暗褐色粘質土　黄色の地山粒子やマンガ
ン粒子を多量に含有。極めて硬くしまる。
地山ブロック多量に含有。

1b：暗褐色粘質土　黄色の地山粒子やマンガ
ン粒子を多量に含有。極めて硬くしまる。
地山ブロックが含有されない。

2：暗灰色粘質土　極めて硬質の粘土。密度
が高く、粘り気がある。地山粒子、マン
ガン粒子多量含有。

3a：暗灰色粘質土　2に似るが地山ブロック
含有。

3b：暗灰色粘質土　2に似るが地山ブロック
多量含有。

4：暗灰色粘質土　地山の崩れそのもの。
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第219図　2区溝状遺構土層断面図②(S=1/20)

SE16
1：暗灰色粘質土　硬くしまる。マンガンの斑が多量に入る。包含層に似る。
2：暗灰色粘質土　硬くしまる。マンガンの斑多量。地山粒子微量。1層より
明度が低い。

3：暗灰色粘質土　地山ブロック多量に含有。
4：暗灰色粘質土　1層に近似。

SE18
1：暗灰色粘質土　極めて硬くしまる。マンガン斑多量。地山粒子微量に含有。
包含層に似る。

2：暗灰色粘質土　硬くしまる。マンガン斑多量。10 ㎝程度の地山ブロック
含有。

3：暗灰色粘質土　2層に近似するが、地山ブロックは含まない。
4：暗灰色粘質土　地山ブロック多量に含有。溝壁の崩れ。
5：暗灰色粘質土　マンガン斑を極めて多量に含有。
6：暗灰色粘質土　マンガン斑、地山粒子を多量に含有。
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北東コーナー近くから西に向かって伸び、溝 16 に切られる。調査区の中ほどで収束するが、その直前に溝
15 を切る。出土遺物はない。

溝 7（第 217・218 図）　調査区の北側ほぼ中央を南北に伸びる溝である。最大幅 0.3 ｍ、全長 4.5 ｍで、
大きく削平を受けていると思われ、中ほどは消失している。出土遺物はない。

溝 8（第 217・218 図）　調査区の北西側において北西－南東に伸びる幅 0.9 ｍ、全長 9.1 ｍの溝である。
北西の収束地点から 0.45 ｍの間隔をおいて延長上に溝 10 が伸びるため、一連の溝である可能性がある。
出土遺物はない。

溝 9（第 217・218 図）　調査区の北側中央において検出した幅 0.9 ｍ、検出長 3.9 ｍの溝である。調査
区北壁より南に 1 ｍほど伸びた後、西に向かって軽く屈曲し、2.7 ｍほど伸びて収束する。

溝 10（第 217・218・220 図）　調査区の北西コーナー近くにおいて南北に伸びる幅 0.55 ｍ、全長 4.0 ｍ
の溝である。直角に曲がる溝 11 のコーナー近くから南に向かって派生しており、また本遺構から出土した
遺物と溝 11 から出土した遺物が接合しているため（1067）、並存した一連の溝である。また南側の収束地
点より0.45 ｍの間隔をおいた延長上に先述の溝 8 が伸びるため、一連の溝である可能性がある。出土し
た土師器甕の底部 1064 の胎土中には多数の宮崎小石が含まれる。他に須恵器坏蓋、高台付坏が出土し
ている。須恵器より8 世紀前半に位置付けられる。

溝 11（第 217・218 図）　調査区の北西コーナー近くで検出した直角に曲がる溝で、総柱建物である掘立
柱建物 6 に切られる。調査区の北西コーナーより幅 0.9 ｍで南東に向かって 8.3 ｍ伸び、そこから直角に
曲がって幅を半分の 0.45 ｍに減じて北東に 4.0 ｍ伸びた後、調査区外へと出る。直角に曲がるコーナー
付近より先述の溝 10 が南に派生する。
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第220図　2区溝状遺構出土遺物実測図①(S=1/3　※1061のみ1/2)

1056・1057：溝 1　1058～1061：溝 2
1062・1063：溝 5　1064～1066：溝 10
1067：溝 10・11　1068～1072：溝 13
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第220図　2区溝状遺構出土遺物実測図①(S=1/3　※1061のみ1/2)

1056・1057：溝 1　1058～1061：溝 2
1062・1063：溝 5　1064～1066：溝 10
1067：溝 10・11　1068～1072：溝 13
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第221図　2区溝状遺構出土遺物実測図②(S=1/3)

1073～1079：溝 15　1080・1081：溝 16
1082：溝 18　1083：溝 170 10cm1:3

1073 1074

1075

1076

1077

1078 1079

1080

1081

1082
1083

1067 は須恵器壺口縁部である。先述の溝 10 出土の破片と本遺構出土の破片が接合したものである。

溝 13（第 217・218・220 図）　調査区の東側を調査区壁と並行するように南北に伸びる溝である。先述の
溝 2 の東端付近から直交方向に派生し、幅 0.9 ｍで北に伸びた後、調査区外へと出る。
　土師器の甕、椀、土製支脚が出土しており、いずれも胎土中には、多寡の違いはあるが、宮崎小石が
含まれる。また支脚 1072 にはススが付着する。

溝 14（第 217・218 図）　調査区の東側中央付近にて検出した東西に伸びる溝である。調査区の西壁から
幅 0.6 ｍで西に伸び、先述の溝 13 を切った後、検出長 12.0 ｍで収束する。出土遺物はない。
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溝 15（第 217・218・221 図）　調査区の北半、やや東よりの地点で検出した南北に伸びる溝である。調
査区の北壁から幅 0.7 ｍで南に伸び、検出長 12.3 ｍで収束する。ただし収束地点では先述の竪穴住居
5 や溝 3・18 が重複しており、文字通り収束するのか、これら重複する遺構に接続するのか明確ではない。
また先述の溝 6 に切られる。
　出土遺物は豊富である。土師器高台付坏 1075 は胎土中に多数の宮崎小石が含まれる。他に土師器坏、
須恵器坏、須恵器提瓶が出土している。ただし、同じ須恵器でも坏 1073・1076、提瓶 1079 は 7 世紀後
半から 8 世紀前半に、坏身 1077・1078 は 6 世紀後半から 7 世紀初めに位置付けられ、時期差がある。

溝 16（第 217・219・221 図）　調査区の北東コーナーで検出した南北に伸びる幅 0.9 ｍ、検出長 13.2 ｍ
の溝で、南北両端ともに調査区外へと出る。検出面から底面までの深さは 0.15 ｍで、西側の壁は緩やか
なスロープ状に底面へと達するが、東側の壁面は垂直に近く立ち上がる。先述の土坑 8 を切る。
　8 世紀前半に比定される須恵器坏蓋 1080、高台付坏 1081 が出土している。

溝 17（第 217・218・220 図）　調査区の北半、東壁付近で検出した北東－南西方向の溝である。先述
の溝 14 から派生して幅 0.6 ｍで北東方向に伸び、検出長 9.8 ｍで先述の土坑 4 等に切られるとともに調
査区外へと出る。
　土師器甕の胴部上半 1083 が出土している。

溝18（第 217・219図）　調査区の中央やや北寄りの地点で東西に伸びる溝である。最大幅 1.0 ｍであるが、
東半ではやや不整形な形で、遺構そのものが広がっているのか、他の遺構と切りあっているのか明確では
ない部分がある。土層堆積図を作成した地点では検出面から底面までの深さは 0.65 ｍで、断面形状は箱
堀状であるが、北側の立ち上がりでは中位にテラス状の段がつく。調査区東壁から西に伸び、検出長 20.1
ｍで収束する。収束地点から 1.4 ｍほど空けて延長上に溝 5 が伸びており、一連の溝である可能性があり、
その場合の検出長は 35.6 ｍになる。
　土師器甕の胴部下半 1082 が出土する。
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第 3節　中世の遺構と遺物
第 1項　掘立柱建物
　2 区における中世の掘立柱建物は 5 棟である。ただし、うち柱穴からの遺物の出土があり、確実に当該
期と言えるのは四面庇の大型建物である掘立柱建物 3 のみである。他の建物については、近接する宮ヶ迫
遺跡における当該期の掘立柱建物と構造、柱穴の規模等を比較し、その類似度から当該期のものと判断
した。庇を持つものは先に述べた掘立柱建物 3 のみで、他はすべて庇を持たない。5 棟のうち 2 棟の柱穴
内には、根石ないし柱そのものを支えるための川原石の設置が確認された。また 1 棟では柱根の残存が確
認できた。建物の配置としては掘立柱建物 1・3・5 が棟方向を北西－南東に持ってほぼ共通し、掘立柱
建物 2 が建物 1 に隣接してこれに直交するように配置されており、建物群としての併存ないし継続的な使用
が想定される。

掘立柱建物１（第 222 図）　調査区の南西端近くで検出した桁行 5 間・梁行 3 間の庇を持たない掘立柱
建物である。棟方向はＮ 69°－Ｗ、身舎面積は桁行 6.8 ｍ×梁行 4.4 ｍの 29.9㎡である。桁行の柱間隔
は 1.3 ｍ前後であるが、東西両端は 1.5 ～ 1.7 ｍとやや広くなっている。梁行の柱間隔は概ね 1.5 ｍ前後
に揃う。柱穴の平面形はすべて円形を基調とし、検出面での径は 0.42 ～ 0.54 ｍで、おおむね 0.50 ｍ前
後のものが多い。16 基の柱穴中、10 基は柱位置がさらに一段掘り下げられており、この段掘りされている
部分だけで深 0.5 ｍのものもある。これ以外の柱穴の底面は概ね平面となっている。検出面から底面まで
の深さは 0.27 ～ 0.75 ｍと大きくばらつきがある。土層堆積の観察では、1 基の柱穴から径 18cm の柱痕
跡と思しき堆積が確認できたが、それ以外では柱痕跡は確認できず、また柱の抜き取り痕と思しきものも見
出せない。

掘立柱建物２（第 224 図）　調査区の南側中央で検出した桁行 3 間・梁行 2 間の庇を持たない小型の掘
立柱建物である。棟方向はＮ 14°－Ｅ、先述の掘立柱建物 1 に直交するような配置となる。身舎面積は桁
行 4.8 ～ 5.0 ｍ×梁行 3.5 ｍの 17.2㎡である。梁行の柱間隔は 1.6 ～ 1.9 ｍで、南北両辺ともに東側が
やや広い傾向にある。桁行の柱間隔は 1.2 ～ 1.9 ｍで、かなりのばらつきがあり、梁行の柱筋の通りは良く
ない。柱穴の平面形はすべて円形を基調とし、検出面での径は 0.33 ～ 0.54 ｍで 0.35 ｍ前後のものが多
いが、梁行中央の柱穴は径 0.24 ｍと0.33 ｍでやや小振りである。掘方の断面形は概ね逆台形状で、検
出面から底面までの深さは概ね 0.6 ｍ前後であるが、先述の梁行中央の 2 本は、北側が深 0.05 ｍ、南
側が 0.7 ｍと大きく異なる。

掘立柱建物３（第 223 図）　調査区のほぼ中央、やや西寄りの地点で検出した桁行 5 間・梁行 1 間、四
面庇の大型掘立柱建物である。棟方向はＮ 64°－Ｗ、身舎面積は桁行 10.0 ｍ×梁行 4.0 ｍの 40.0㎡で
ある。なお本遺構は桁行 7 間・梁行 2 間の両面庇の建物としても解釈でき、その場合、身舎面積は桁行
12 ｍの 48㎡となる。ただし、身舎部分の東西それぞれの 1 間が他の部分の丁度 2 分の 1という極めて狭
小なものとなり、また後述する柱穴の平面規模でも、東西両端のものは他の身舎部分のものよりも若干小さ
いため、四面庇である可能性が高い。以下の記述は四面庇として述べる。
　桁行の柱間隔はほぼ 1.9 ｍ前後に揃い、庇部分を含めて柱筋の通りが極めて良い。柱穴の平面形は、
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第222図　2区掘立柱建物1実測図(S=1/60)

1：暗灰色粘質土　柱痕埋土。硬くしまり、粘土に近いがややシルト質。
マンガンの粒子を斑で持つ。径1㎝程度の地山ブロックをまばらに含有。

2：暗灰色粘質土　柱痕埋土。1 とほぼ同質だが、1 に比して明度が低く、
地山粒子も目につかない。

3：暗褐色粘質土　柱穴埋土。硬くしまり、ややシルト質。径 2 ㎝程度の
地山ブロックを含有。他にマンガン粒子や炭化物等を多量に含み、汚い。

4：暗褐色粘質土　柱穴埋土。3 と同質だが、地山ブロックを極めて多量に
含有。柱穴の中には、ほぼ地山ブロックで本層が形成されているもの
もある。

5：黒褐色粘土　柱穴埋土。非常に質の良い粘土で、含有物も見当たらない。
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第222図　2区掘立柱建物1実測図(S=1/60)

1：暗灰色粘質土　柱痕埋土。硬くしまり、粘土に近いがややシルト質。
マンガンの粒子を斑で持つ。径1㎝程度の地山ブロックをまばらに含有。

2：暗灰色粘質土　柱痕埋土。1 とほぼ同質だが、1 に比して明度が低く、
地山粒子も目につかない。

3：暗褐色粘質土　柱穴埋土。硬くしまり、ややシルト質。径 2 ㎝程度の
地山ブロックを含有。他にマンガン粒子や炭化物等を多量に含み、汚い。

4：暗褐色粘質土　柱穴埋土。3 と同質だが、地山ブロックを極めて多量に
含有。柱穴の中には、ほぼ地山ブロックで本層が形成されているもの
もある。

5：黒褐色粘土　柱穴埋土。非常に質の良い粘土で、含有物も見当たらない。
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第223図　2区掘立柱建物3実測図(S=1/60)
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第224図　2区掘立柱建物2実測図(S=1/60)
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一部楕円形状のものもあるが、ほぼ円形を基調とする。身舎部分における柱穴の平面規模は、検出面で
径 0.30 ～ 0.55 ｍ、庇部分は 0.27 ～ 0.4 ｍで、若干、庇部分の柱穴の方が小さい。なお庇部分にも検
出面径 0.5 ｍに近いものがあるが、上部だけであり、大半の部分の径は上記の値内におさまる。身舎、庇
を含め 36 基の柱穴中、27 基で 10cm 前後の川原石が詰められており、中には径 25cm 程度のものもある。
根固めとして用いられていると思しきものもあるが、一つの柱穴中でレベルにばらつきのあるものもあり、柱
の固定用としても用いられていると思われる。根固め、柱固定を問わず、身舎のみならず庇にも石が用いら
れており、北辺においては、むしろ身舎部分の柱穴に石が希薄である。明らかに他の遺構等によって上部
を削平されているものを除けば、検出面から底面までの深さは 0.45 ～ 0.9 ｍで、身舎と庇で特に違いはな
いようである。
　3 基の柱穴よりそれぞれ天目茶碗片（1084）、ヘラ切底の土師器坏（1085）、常滑の甕底部片（1086）
が出土している。これら出土遺物より16 世紀代に位置付けられる。

掘立柱建物５（第 226 図）　調査区のほぼ中央で検出した桁行 4 間以上・梁行 3 間の庇を持たない掘立
柱建物であるが、西辺の梁柱が検出されておらず、規模はやや不明確な部分がある。棟方向はＮ 54°－
Ｗである。身舎面積は桁行 6.5 ｍ以上×梁行 4.0 ｍの 26㎡以上である。桁行の柱間隔は 1.5 ～ 1.7 ｍ、
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第225図　2区掘立柱建物3出土遺物実測図(S=1/3)

第226図　2区掘立柱建物5実測図(S=1/60)

①
1：褐灰色（Hue10YR5/1）　ややしまりあり。1～ 1㎝程度の黄色ブロックを多く含む。炭化物を含む。
2：褐灰色（Hue10YR4/1）　しまりあり。1～ 3㎝程度の黄色ブロックを少量含む。
3：黒色（Hue10YR2/1）　かたくしまる。ブロックを含まない。
②
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　炭化物を多く含む。マンガンを多く含む。2層より形成する粒子が粗い。
2：褐灰色（Hue10YR4/1）　1㎝以外の黄色ブロックを少量含む。1層に含まれる含有物なし。
③
1：褐灰色　ややしまりあり。2・3層より形成する粒子が粗い。
2：褐灰色　しまりあり。炭化物を含む。1層に比べ黒味が強い。
3：黒褐色　しまりあり。1㎝以下の黄色ブロックを含む。
④
1：褐灰色（Hue10YR6/1）　しまりなし。2層に比べ白味が強い。3㎝程度の黄色ブロックを含む。炭化物を含む。
2：褐灰色（Hue10YR4/1）　1層に比べ形成する粒子が粗い。1㎝以下の黄色ブロックを含む。
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梁行の柱間隔は 1.1 ～ 1.5 ｍで
ある。柱穴の平面形はすべて円
形を基調とし、検出面での径は
0.4 ～ 0.5 ｍで、おおむね規模
が揃う。検出した12基の柱穴中、
8 基は柱位置がさらに深 0.05 ～
0.2 ｍ掘り下げられている。検出
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第225図　2区掘立柱建物3出土遺物実測図(S=1/3)

第226図　2区掘立柱建物5実測図(S=1/60)

①
1：褐灰色（Hue10YR5/1）　ややしまりあり。1～ 1㎝程度の黄色ブロックを多く含む。炭化物を含む。
2：褐灰色（Hue10YR4/1）　しまりあり。1～ 3㎝程度の黄色ブロックを少量含む。
3：黒色（Hue10YR2/1）　かたくしまる。ブロックを含まない。
②
1：褐灰色（Hue10YR4/1）　炭化物を多く含む。マンガンを多く含む。2層より形成する粒子が粗い。
2：褐灰色（Hue10YR4/1）　1㎝以外の黄色ブロックを少量含む。1層に含まれる含有物なし。
③
1：褐灰色　ややしまりあり。2・3層より形成する粒子が粗い。
2：褐灰色　しまりあり。炭化物を含む。1層に比べ黒味が強い。
3：黒褐色　しまりあり。1㎝以下の黄色ブロックを含む。
④
1：褐灰色（Hue10YR6/1）　しまりなし。2層に比べ白味が強い。3㎝程度の黄色ブロックを含む。炭化物を含む。
2：褐灰色（Hue10YR4/1）　1層に比べ形成する粒子が粗い。1㎝以下の黄色ブロックを含む。
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第227図　2区掘立柱建物7実測図(S=1/60)
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面から底面までの深さは 0.2 ～ 0.4 ｍである。土層堆積の観察では、径 12cm の柱痕跡と思しき堆積が確
認できた。

掘立柱建物７（第 227 図）　調査区の北西端で検出した桁行 3 間・梁行 2 間の庇を持たない掘立柱建物
である。棟方向はＮ 7°－Ｅ、身舎面積は桁行 6.0 ｍ×梁行 4.2 ｍの 25.2㎡である。桁行の柱間隔は 2.0
ｍ前後、梁行の柱間隔は 1.9 ～ 2.2 ｍである。柱穴の平面形はすべて円形を基調とし、検出面での径は
0.4 ～ 0.6 ｍである。検出面から底面までの深さは 0.24 ～ 0.54 ｍで、ややばらつきがある。10 基の柱穴中、
8 基は柱位置が深 10cm ほど掘り下げられている。6 基の柱穴では柱根が検出された。遺存の程度に差が
あるが、残りの良いものは径 12cm である。1 基のみ、径 10cm ほどの川原石が数個入れられたものがあっ
た。底面から 30cm ほどの高さに集中し、柱穴の片側に寄ることから、根固めではなく、柱設置時に、柱
穴をある程度埋めたところで柱の固定のために詰められたものと思われる。
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第228図　2区土坑2実測図(S=1/30)

1a：暗灰色粘質土　径 10㎝程度の地山ブロック多量に含有。
硬くしまるが、やや乾燥気味。小石なども混じる。

1b：暗灰色粘質土　地山ブロックの含有は 1a と同。前後の層
に比して、やややわらかく、崩れ易い。

1c：暗灰色粘質土　層中で地山ブロックの含有が最も多く、地
山そのものと見間違うほど、極めて硬くしまる。

1d：暗灰色粘質土　地山ブロックの含有は 1a・bと同。粘性
が高くやわらかい。

2：暗灰色粘質土　基本的な土は 1とまったく同じだが、地山
ブロックの含有はまばら。粘性が高く、極めてやわらかい。
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a’

a a’
8.90m

第 2項　土坑
　2 区における中世に属する土坑はわずかに 1 基
のみである。他に遺物が出土せず、時期不明の土
坑が複数あり、これらのうちのいくつかは当該期の
ものと思われるが、それらについては項を改めて詳
述する。

土坑２（第 228 図）　調査区西端の中央で検出し
た長軸 1.5 ｍ、短軸 0.85 ｍ（上端の一部を古墳
時代の溝 2 調査時に破壊してしまったため、推定）
の平面やや不整形な長方形状の土坑である。底面
の形状は深 0.65 ｍで概ね水平となっているが、一
部、更に 5cm ほど深くなっている。壁面はほぼ垂
直に近く立ち上がる。堆積土は地山ブロック含有の
違いから大きく2 層に分けられるが、基本的にはほ
ぼ同質の土であり、土坑掘削時の土をそのまま一
時に埋め戻したような印象である。針金状の細い鉄
が出土したが、形状等不明である。また図化しえ
なかったが、中世陶磁器の細片が 1b 層より出土し
ている。規模、形状から土坑墓かと思われる。

第 4節　その他の遺構と遺物
第 1項　土坑
土坑１（第 229 図）　調査区南西で検出した径 0.8 ｍ前後のやや不整形な平面円形の土坑である。やや
大きめの柱穴である可能性もあるが、土層観察でも柱痕跡等は見出せない。検出面からの深 0.45 ｍで、
壁は垂直に近く立ち上がり断面形状は方形に近い。土器細片が出土しているが図化はできなかった。2a
～ c 層はほぼ同質の埋土で、一時に埋められたものと見受けられる。

土坑８（第 229 図）　調査区北東端で検出した土坑であるが、溝状遺構の可能性も考えられる。溝 13・
16・18 に切られ、全形は不明である。平面形状は極めていびつで、短軸 0.9 ｍの不整形な方形の部分から、
上端が広がりながら西へと伸長し、溝 13 に切られる。壁の立ち上がりは緩やかで、検出面から最深 0.4 ｍ
で凹凸のある底面へと達する。遺物の出土はない。
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第228図　2区土坑2実測図(S=1/30)

1a：暗灰色粘質土　径 10㎝程度の地山ブロック多量に含有。
硬くしまるが、やや乾燥気味。小石なども混じる。

1b：暗灰色粘質土　地山ブロックの含有は 1a と同。前後の層
に比して、やややわらかく、崩れ易い。

1c：暗灰色粘質土　層中で地山ブロックの含有が最も多く、地
山そのものと見間違うほど、極めて硬くしまる。

1d：暗灰色粘質土　地山ブロックの含有は 1a・bと同。粘性
が高くやわらかい。

2：暗灰色粘質土　基本的な土は 1とまったく同じだが、地山
ブロックの含有はまばら。粘性が高く、極めてやわらかい。

0 1m1:30

a

1a

1c 1b

1d 2

a’

a a’
8.90m

第229図　2区時期不明土坑実測図(S=1/30)

0 1m1:30

1：暗灰色粘質土　シルト質に近く、極めて硬くしまる。
1 ㎝程の斑で、黄色の地山ブロックと鉄分を多量に含
有。土器片混じる。

2a：暗褐色粘質土　土質は 1 に似るが、地山ブロックを
5㎝大のブロックで多量に含有。土器片含有。

2b：明黄褐色・灰白色　地山ブロックそのもの
2c：2a に近似する

1：暗灰色粘質土　硬くしまる。地山粒子、マンガン粒子多量
に含有

2：暗灰色粘質土　硬くしまる。径 10㎝ほどの地山ブロック
多量に含有。

3：暗灰色粘質土　硬くしまる。2層に似るが、地山ブロック
は少ない。

4：暗灰色粘質土　地山ブロックは入らない。マンガン粒子多
量に含有。

1：灰色粘質土　径 5㎝程の地山ブロック含有。現水田土に似る。
2：灰色粘質土　径 10㎝以上の地山ブロックを多量に含有。地の崩れか。
3：暗灰色粘質土　径 5㎝程の地山ブロック含有。
4：灰色粘質土　2層に近似。
5：暗褐色粘質土　比較的やわらかい。径 5㎝以下の地山ブロックをまば
らに、マンガン斑を多量に含有。

6：明黄褐色粘土　地山ブロックそのもの。
7：黒褐色粘質土　径 10㎝程の地山ブロック含有。マンガン多量含有。
8：6層に近似。

a a’

a a’

a a’
8.40m

a a’

a a’
8.10m

a a’
9.30m
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SE16

SE6

SD1

1
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第230図　2区ピット出土遺物実測図(S=1/3　※1091・1092は1/2)

0 10cm1:3

1087

1088 1089

1090

1091 1092

第 3項　遺構外出土遺物
　客土、包含層、撹乱坑等より、多数の遺物が出土している。概して、今回調査で最も多く検出された遺
構の年代と同じく、7 世紀末から 8 世紀台のものが主を占め、わずかに古墳時代、中世のものが含まれる。
　1093 ～ 1098 は土師器である。1093・1094 は甑、1096 は 8 世紀台の高台付坏である。甕の底部
1095 は底面に木葉圧痕が認められる。
　1099 ～ 1116 は須恵器である。1099・1100 は甕である。1099 は外面に格子目圧痕、内面に当て具痕
が認められる。1101 ～ 1110 は坏蓋・身である。蓋・身ともにほとんどは 7 世紀末から 8 世紀台のもので
あるが、身 1104 のみはやや古く、7 世紀台のものである。また 1107 には付着物が認められる。1111 は
高坏である。1112 は内面の回転ナデの方向より、横瓶口縁部と考えられる。先述の坏身 1104 および高台
付坏 1105と近接して出土している。1113・1114 は大型の、1115・1116 は小型の甕、壺である。1117
は勾玉である。一部が欠損し、現存最大長は 3.5cm である。孔は片面穿孔による。1118 はやや小振りで
はあるが、16 世紀台の天目茶碗と思われる。

土坑９（第 229 図）　調査区北東で検出した長軸 1.4 ｍ、短軸 1.1 ｍの不整形な長方形状の土坑である。
壁の立ち上がりはやや緩やかな傾斜を描くものの垂直に近く、検出面から 0.5 ｍでほぼ水平の底面へと達
する。土層堆積は細かく互層状となり、地山のブロックが多量に含まれることから、人為的に埋め戻された
土坑かと思われる。遺物の出土はない。

第 2項　ピット出土遺物
　掘立柱建物とならなかった複数のピットより遺物が出土している。1087・1088 は 7 世紀後半から 8 世紀
前半に比定される須恵器坏蓋と高台付坏である。1089・1090 は土製支脚である。1104 は片面のほぼ中
央に穿孔が施されている。また 1090 にはススが付着する。1091 は凹字形鉄器、1092 は刀子である。
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第230図　2区ピット出土遺物実測図(S=1/3　※1091・1092は1/2)

0 10cm1:3

1087

1088 1089
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1091 1092

第231図　2区遺構外出土遺物実測図①(S=1/3)

0 10cm1:3
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第232図　2区遺構外出土遺物実測図②(S=1/3)
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第232図　2区遺構外出土遺物実測図②(S=1/3)
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第233図　2区遺構外出土遺物実測図③(S=1/3　※1117は1/2)
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【2区】

長辺(ｍ) 短辺(ｍ) 床面積(㎡)

第201図 竪穴住居1 N8°-W 土埋+地床炉 主柱穴4基

第203図 竪穴住居2 N18°-E なし 不明土坑がともなう

第206図 竪穴住居3 N22°-E なし 廃棄土坑として再利用か

第207図 竪穴住居4 N26°-E なし 主柱穴3基

第208図 竪穴住居5 N26°-E なし 水貯め施設か

火処 備考 時代

古墳～
古代

第36表 竪穴住居一覧表

掲載頁 図番号 遺構番号
規模

主軸方向

桁行間 梁行間 身舎面積

（ｍ） （ｍ） （㎡）

第209図 掘立柱建物4 3間×2間 4.3～4.6 2.3～3.0 9.9～13.8 N9°-E 東辺片庇

第210図 掘立柱建物6 2間×2間 N51°-W 総柱

第211図 掘立柱建物8 3間×2間 N4°-W 総柱

第222図 掘立柱建物1 5間×3間 N69°-W

第224図 掘立柱建物2 3間×2間 4.8～5.0 N14°-E やや不整形

第223図 掘立柱建物3 5間×1間 N64°-W 四面庇

第226図 掘立柱建物5 4間以上×3間 6.5以上 26以上 N54°-W 一部調査区外

第227図 掘立柱建物7 3間×2間 N7°-E

桁行間×梁行間 主軸方向 備考 時代

古墳～
古代

中世

第37表 掘立柱建物一覧表
【2区】

掲載頁 図番号 遺構番号

掲載 図 掲載 長さ 幅 厚さ 重量 実測

頁 番号 番号 (cm） (cm） (cm） （ｇ）

第220図 溝2 鎌

第230図 ピット 凹字形鉄器

第230図 ピット 刀子

第38表 出土鉄製品計測分類表　　
【2区】

遺構等 器種 備考

(  )の値は残存値を示す

掲載 図 掲載 長さ 幅 厚さ 重量 実測

頁 番号 番号 (cm） (cm） (cm） （ｇ）

第233図 客土 勾玉

第39表 出土石製品計測分類表　　
【2区】

遺構等 器種 備考

(  )の値は残存値を示す
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第40表 出土土器観察表①
【2区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 浅黄橙 橙

第202図 甕 多 少

須恵器 灰 灰白

坏身 僅 少

須恵器 灰白 青灰

甕 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙

第203図 甑 多 少

土師器 橙 橙

第204図 甑 少 少

土師器 明赤褐色 橙

甑 少 多

土師器
にぶい褐

色
明赤褐色

甕 多

土師器 橙 橙

高坏 少

土師器 浅黄橙 灰白

甕 多 僅

土師器 明赤褐色 黄灰色

甕 多

土師器 褐色 褐色

甕 多

土師器 橙 橙

坏蓋 少 僅

土師器 浅黄橙 浅黄橙

坏身 僅

土師器 橙 橙

高台付坏 僅

土師器 明赤褐色 橙

高台付坏 少 僅

須恵器 灰 灰

第205図 坏蓋 少

須恵器
暗オリー

ブ灰
灰

坏蓋 僅

須恵器 褐灰 灰

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白

坏身 少

須恵器 灰 灰白

坏身 少

須恵器 灰白 灰白

坏身 僅

須恵器 灰白 灰白

坏身 少 多

須恵器 灰白 灰

高坏 少

須恵器 灰 灰

高坏 少

須恵器 灰 灰

高坏 少

土師器 浅黄橙 淡橙

第206図 坏身 少 僅

土師器 橙
にぶい黄

橙

坏身 少 少

土師器 橙 にぶい橙

小型甕 多 少

土師器 赤灰 灰

甕 中

須恵器 灰白 灰

壺か 少

土師器 浅黄橙 灰白

第207図 甕 多 少

土師器 にぶい橙 にぶい橙

甕 多

須恵器 灰
にぶい赤

褐色

坏蓋 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

磨耗のため不明 底面木葉圧痕

― ― 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ

磨耗のため不明 磨耗のため不明

― ― 良好 荒い工具ナデ竪穴
住居4

― ― ― 良好

― ― ― 良好 回転ヘラケズリ 回転ナデ

底面木葉圧痕

― ― 良好 横ナデ 板ナデ 底面木葉圧痕

磨耗のため不明

― 良好 磨耗のため不明 横ナデ、ナデ

磨耗のため不明 横ナデ、ミガキ

― ― 良好 磨耗のため不明

竪穴
住居3

― ― 良好

― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ

― ― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ、ナデ

磨耗のため不明

― ― ― 良好 回転ナデ ナデ

― 良好 磨耗のため不明

良好
回転ヘラ削り、
回転ナデ

回転ナデ、ナデ

― ― 良好
回転ヘラ削り、
回転ナデ

回転ナデ

回転ナデ、ナデ

― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ

― 良好
回転ヘラ削り、
回転ナデ

― 良好
回転ヘラ削り、
回転ナデ

回転ナデ 線刻Ｘ字状

― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ

磨耗のため不明

― ― 良好
回転ヘラ削り、
回転ナデ

回転ナデ、ナデ

― ― 良好 磨耗のため不明

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

磨耗のため不明 口縁部一部黒斑

― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

― ― 良好
全体に磨耗、一
部ハケメ

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

磨耗のため不明

― ― 良好 磨耗のため不明
全体に磨耗、一
部ナデ

― ― ― 良好 磨耗のため不明

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明 外面一部黒斑

取っ手一箇所残存

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

竪穴
住居2

良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

回転ナデ、ナデ

― ― ― 良好
タタキのちカキ
メ

当て具痕

磨耗のため不明 ナデ、ヨコナデ 内面一部黒斑

良好 回転ナデ
竪穴
住居1

― ― 良好

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考
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第41表 出土土器観察表②
【2区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 青灰 明青灰

第207図 坏蓋 少

須恵器 灰 灰

鉢 多 少

土師器 橙 灰黄

第208図 壺 多 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙

高坏 多 少

土師器 浅黄橙 浅黄橙

高坏 僅

須恵器 灰白 灰白

坏 少

須恵器 褐灰 灰

ハソウ 多

土師器 にぶい橙 灰褐

第212図 甕 多 少

土師器 浅黄橙 灰白

甕 多 少

土師器
にぶい黄

橙
灰白

甕 多 僅

土師器 淡橙 淡橙

椀 僅 少

須恵器 灰白 明青灰

坏蓋 少

須恵器 灰 灰

坏身 僅

須恵器 灰 灰

第213図 壺か 多 僅

須恵器 灰 灰

第214図 高台付坏 僅

土師器 橙 黄橙

第215図 高台付坏 僅 僅

土師器 橙 浅黄橙

甕 多 少

須恵器 灰白 灰白

壺 少

須恵器 灰 灰

高台付坏 僅

土師器 にぶい橙 にぶい橙

第216図 高台付坏 僅 僅

土師器 橙 浅黄橙

第220図 甕 多 少

土師器 黄橙 橙

坏身 多

土師器 灰 暗紫灰

鉢 少 多

土師器 明黄褐色
にぶい黄

褐色
高坏 少

須恵器 灰白 灰白

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰白

坏蓋 僅

土師器 にぶい橙 にぶい橙

甕 多 少

須恵器 灰白 灰白

坏蓋 少

須恵器 灰白 灰白

高台付坏 僅

須恵器 灰白 灰白

壺 僅

土師器
にぶい黄

橙
灰黄褐

椀 多 少 僅

土師器 橙
オリーブ

黒

甕 多 少

土師器 橙 黒褐色

甕 多 少

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

磨耗のため不明 底面木葉圧痕か― ― 良好 磨耗のため不明

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明 底面木葉圧痕
溝13

― 良好 横ナデ、ナデ ナデ 外面線刻

溝10
・11

― ― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ

― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ、ナデ

ナデ

― ― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

回転ナデ

溝10

― ― 良好 ナデ

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナデ

― ― ― 良好 回転ナデ

溝5

― ― ― 良好

― ― ― 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ

― ― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明溝2

良好 ナデ、指頭押圧 工具ナデ、ナデ

磨耗のため不明

良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

磨耗のため不明

溝1

― ― 良好 磨耗のため不明

回転ナデ

土坑
良好 磨耗のため不明

― ― ― 良好 回転ナデ

― ― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

土坑7

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

土坑6 ― ― 良好 回転ナデ 回転ナデ、ナデ

土坑5 ― ― ― 良好
回転ナデ、回転
ヘラケズリ

ナデ

回転ナデ

良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ

― ― 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

― 良好 ミガキ、ケズリ ミガキ

― ― 良好 ヨコナデ、ナデ ヨコナデ

横方向ナデ
底面木葉圧痕、外面スス
付着

― ― ― 良好 ナデ ナデ

回転ナデ
口縁部・胴部櫛状工具押
圧等による文様

土坑3

― ― 良好
縦及び横方向ナ
デ

― ― 良好 回転ナデ

― 良好 回転ナデ 回転ナデ、ナデ

― ― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

磨耗のため不明

― ― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

回転ナデ 20・36

竪穴
住居5

― ― 良好 磨耗のため不明

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ 口唇部刻み目

― 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

竪穴
住居4

― ― 良好

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考
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第42表 出土土器観察表③
【2区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

土師器 にぶい橙 暗石灰

第220図 甕 少 多 少

土製品
にぶい黄

橙

支脚 (長) (幅) (厚) 少

土師器 明赤褐 橙

第221図 坏蓋 少 僅

土師器 橙 橙

坏身 少

土師器 橙 橙

高台付坏 多 少

須恵器 灰白 灰白

坏蓋 僅

須恵器 灰 灰

坏身 少

須恵器 灰 灰白

坏身 多

須恵器 灰白 灰

提瓶 僅 僅

須恵器 灰白 灰

坏蓋 少

須恵器 灰 灰白

高台付坏 僅

土師器 灰白 灰白

甕 少 少

土師器
にぶい黄

橙色
にぶい黄

橙色

甕 多 少

陶磁器 黒 暗褐

第225図 椀

土師器 にぶい橙 にぶい橙

坏 少 僅

陶器 灰褐 褐灰

甕 多

須恵器 灰 灰

第230図 坏蓋 僅

須恵器 赤灰 赤灰

高台付坏 僅

土製品 灰白

支脚 (長) (幅) (厚)

土製品

支脚 (長) (幅) (厚) 少

土師器
にぶい黄

橙
灰

第231図 甑 多

土師器 浅黄橙 浅黄橙

甑 多

土師器 橙 灰黄

甕 多

土師器 明赤褐 明赤褐

高台付坏 少 微 微

土師器 橙
にぶい黄

橙

坏身 微

土師器 灰黄褐
にぶい黄

橙

甕 多 少 微

須恵器 灰白 灰

第232図 甕 微

須恵器 褐灰 褐灰

甕 微

須恵器 灰白 灰白

坏蓋 僅

須恵器 褐灰 灰白

坏蓋 微

須恵器 灰白 灰白

坏蓋 僅 僅

須恵器 灰白 灰

坏身 少

須恵器 にぶい橙
にぶい黄

橙

高台付坏 微

須恵器 灰 灰

高台付坏 多

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

回転ナデ、ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ、ナデ

表土 やや良

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

不明
落ち
込み1

不良

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

不明
落ち
込み1

― やや不良

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

表土 ― 良好

磨耗のため不明 磨耗のため不明

表土 ― 不良

工具痕
工具によるヨコ
ナデ

表土 ― ― 不良

格子目タタキ 当て具痕

表土 ― （18.4） ― やや良

ナデ ナデ

不明
落ち
込み1

― ― ― 良好

磨耗のため不明 磨耗のため不明

表土 ― ― ― 良好

磨耗のため不明 磨耗のため不明

包含 ― ― 良好

ナデ ナデ 底部に木葉圧痕痕

表土 ― ― やや良

工具ナデ
？

磨耗のため不明

包含 ― ― 良好

工具によるタテ
ナデ

工具によるヨコ
ナデ

包含 ― ― 良好

表土 ― ― 良好

良好 ナデ スス付着

良好 ナデ 片面に穿孔

良好 回転ナデ 回転ナデ
ピッ
ト

― 良好 回転ナデ 回転ナデ、ナデ

ヘラ切による底面切り離
し

― ― ― 良好
工具ナデ、回転
ナデ

回転ナデ、ナデ 常滑

― 天目茶碗

良好 回転横ナデ 回転横ナデ

磨耗のため不明

掘立
柱建
物3

― ― 良好 ―

ナデ 外面黒斑付着

溝17 ― ― 良好 磨耗のため不明

回転ナデ、ナデ

溝18 ― ― ― 良好 ナデか

回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナデ

― ― 良好 回転ナデ

カキ目、回転ナ
デ

回転ナデ

溝16

― ― 良好

良好
回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

良好

― 良好 回転ナデ、ナデ 回転ヘラケズリ

― ― 良好
回転ヘラケズ
リ、回転ナデ

回転ナデ、ナデ

磨耗のため不明

― ― 良好 磨耗のため不明 磨耗のため不明

磨耗のため不明 磨耗のため不明

― ― ― 良好 磨耗のため不明

溝15

― ― ― 良好

― ― ―

横ナデ、指オサ
エ、工具ナデ

工具ナデ、ナデ

良好 ナデ、オサエ スス付着

溝13

― 良好

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考
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第43表 出土土器観察表④
【2区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰 灰

第232図 高台付坏 微

須恵器 灰白 灰白

高台付坏 微 微

須恵器 灰 灰

高台付坏 微

須恵器 青灰 紫灰

高台付坏 微

須恵器 黄灰 灰白

第233図 高坏 微

須恵器 灰白 灰白

横瓶 微

須恵器 灰白 灰白

甕 微

須恵器 灰 赤灰

壺 少 少 多

須恵器 灰白 灰白

壺か 少 少

須恵器 灰白 灰白

甕 僅 僅

陶磁器 灰 釉

僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

回転ナデ 回転ナデ

ナデ 回転ナデ、ナデ 自然釉

撹乱 ― ― 良好

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

表土 ― ― 良好

回転ナデ 回転ナデ

表土 ― ― ― 良好

回転ナデ 回転ナデ、ナデ

撹乱 （11.8） ― ― 良好

回転ナデ
回転ナデ、ナデ
当て具痕後回転
ナデ（縦位）

内面の回転ナデの状況よ
り横瓶と考えられる　自
然釉

表土 ― ― ― やや不良

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

不明
落ち
込み1

― ― 良好

回転ナデ 回転ナデ

表土 ― 不良

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

攪乱 ― ― 不良

回転ナデ 回転ナデ、ナデ

表土 良好

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ 付着物あり

表土 不良

表土 やや良

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考
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写 真 図 版

第43表 出土土器観察表④
【2区】

掲載頁 番 遺 構 種　別 実 測

図番号 号 等 器　種 口径 底径 器高 外　面 内　面 外面 内面 番 号

須恵器 灰 灰

第232図 高台付坏 微

須恵器 灰白 灰白

高台付坏 微 微

須恵器 灰 灰

高台付坏 微

須恵器 青灰 紫灰

高台付坏 微

須恵器 黄灰 灰白

第233図 高坏 微

須恵器 灰白 灰白

横瓶 微

須恵器 灰白 灰白

甕 微

須恵器 灰 赤灰

壺 少 少 多

須恵器 灰白 灰白

壺か 少 少

須恵器 灰白 灰白

甕 僅 僅

陶磁器 灰 釉

僅

※胎土 A:宮崎小石 B:長石・石英 C:輝石・角閃石 D:雲母 E:黒染

回転ナデ 回転ナデ

ナデ 回転ナデ、ナデ 自然釉

撹乱 ― ― 良好

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

表土 ― ― 良好

回転ナデ 回転ナデ

表土 ― ― ― 良好

回転ナデ 回転ナデ、ナデ

撹乱 （11.8） ― ― 良好

回転ナデ
回転ナデ、ナデ
当て具痕後回転
ナデ（縦位）

内面の回転ナデの状況よ
り横瓶と考えられる　自
然釉

表土 ― ― ― やや不良

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

不明
落ち
込み1

― ― 良好

回転ナデ 回転ナデ

表土 ― 不良

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ

攪乱 ― ― 不良

回転ナデ 回転ナデ、ナデ

表土 良好

回転ナデ、回転
ヘラケズリ

回転ナデ、ナデ 付着物あり

表土 不良

表土 やや良

法量cm  (  ):復元 色　　調
焼成

調　　整 胎土（上:㎜ 下:量）
備　考
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図版 36

古城第 2遺跡 2区垂直写真
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図版 37

竪穴住居 1調査状況

竪穴住居 1土器埋設炉

竪穴住居 1完掘状況
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図版 38

竪穴住居 2遺物出土状況

竪穴住居 2完掘状況

竪穴住居 3
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図版 39

竪穴住居 4

竪穴住居 2出土遺物①

竪穴住居 1出土遺物 竪穴住居 3出土遺物

1002

1003 1004

1005

1009

1010

1011
1013

1014 10151016

1028
1029

1030

1031
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図版 40

竪穴住居 2出土遺物②

竪穴住居 4出土遺物

竪穴住居 5出土遺物

1017
1019

1020

1021

1022

1023
10241025

1026

1027

1033

1034

1035

1036

1037

10381039
1040

1041

1042
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図版 41

掘立柱建物 6柱穴

掘立柱建物 8

掘立柱建物 8柱根
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図版 42

土坑 5

土坑 10

土坑 7出土遺物

1051

1052

1053 1054
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図版 43

土坑 3出土遺物

土坑 10 出土遺物

1043

1044

1045

1046

1047

1048

1055
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図版 44

溝 2遺物出土状況

溝 1・2出土遺物

溝 5・10・11 出土遺物

10561057

1058

1059

1060

1061

1062

1063

1064

1065

1066

1067
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図版 45

溝 13 出土遺物

溝 15 出土遺物

溝 16・17・18 出土遺物

1068

1069

1070

1071

1072

1074
1075

1076

1077
1078

1079

1080 1081

1082
1083

1073

− 315 −



図版 46

掘立柱建物 1・2

掘立柱建物 3

掘立柱建物 7柱根検出状況
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図版 47

掘立柱建物 3出土遺物

掘立柱建物 7柱根

ピット出土遺物

1084
1085

1086

1087

1088

1089
1090

1091
1092
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図版 48

遺構外出土遺物①

遺構外出土遺物②

遺構外出土遺物③

1093

1095

1096 1097

1098

1099

1100

1102

1103

1104

1106 1108

1111

1112 1113
1114

1115
1116

1117
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第Ⅳ章　古城第 2遺跡における樹種同定
� 株式会社　古環境研究所

1．はじめに
　木材はセルロースを骨格とする木部細胞の集合体であり、解剖学的形質の特徴から樹種の同定が可能で
ある。木材は花粉などの微化石と比較して移動性が小さいことから、比較的近隣の森林植生の推定が可
能であり、遺跡から出土したものについては木材の利用状況や流通を探る手がかりとなる。

2．試料
　試料は、古城第２遺跡から採取された計 13 点の木製品である。試料の詳細を表 1 に示す。

3．方法
　カミソリを用いて新鮮な横断面（木口）、放射断面（柾目）、接線断面（板目）の三断面の切片を作製し、
生物顕微鏡によって40 ～ 1000 倍で観察した。同定は、解剖学的形質および現生標本を参考にして行った。

4．結果
　古城第２遺跡の結果を表 1 に示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に同定根拠となった特徴
を記す。

マキ属　Podocarpus　マキ科　　№ 17　　写真 1
　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面：早材から晩材への移行
は緩やかで、晩材部の幅が極めて狭い。樹脂細胞が散在する。放射断面：放射柔細胞の分野壁孔はヒノ
キ型で１分野に１～２個存在する。樹脂細胞が散在する。接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型
で１～ 20 細胞高である。樹脂細胞が多く見られる。
　以上の形質よりマキ属に同定される。マキ属には、イヌマキ、ナギがあり、関東以西の本州、四国、九州、
沖縄に分布する。常緑高木で、通常高さ20 ｍ、径 50 ～ 80cm である。材は、耐朽性が強く、耐水性も高い。
建築、器具、桶、箱、水槽などに用いられる。

スギ　Cryptomeria japonica D.Don　スギ科　　№ 18　　写真 2
　仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面：早材から晩材への移行
はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典
型的なスギ型で、１分野に２個存在するものがほとんどである。接線断面：放射組織は単列の同性放射組
織型で、10 細胞高以下のものが多い。樹脂細胞が存在する。
　以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の常緑高木で、
高さ40 ｍ、径２ｍに達する。材はやや軽軟であるが強靭で、広範囲に用いられる。

コウヤマキ　Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc.　コウヤマキ科　　№７～ 14　　写真 3
　仮道管と放射柔細胞から構成される針葉樹材である。横断面：早材から晩材への移行は比較的ゆるや
かで、晩材部の幅は狭い。放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は窓状である。接線断面：放射組織は単
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列の同性放射組織型で１～ 20 細胞高ぐらいである。
　以上の形質よりコウヤマキと同定される。コウヤマキは福島県以南の本州、四国、九州に分布する。日
本特産の常緑高木で、通常高さ30 ｍ、径 80cm に達する。材は木理通直、肌目緻密で強靭、耐朽、耐
湿性も高い。特に耐水湿材として用いられる。

クリ　Castanea crenata Sieb. et Zucc.　ブナ科　　№ 15・16　　写真 4
　横断面：年輪のはじめに大型の道管が１～３列程度配列する環孔材である。晩材部では小道管が火炎
状に配列する。早材から晩材にかけて道管の径は急激に減少する。放射断面：道管の穿孔は単穿孔である。
放射組織は平伏細胞からなる。接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型である。
　以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部、本州、四国、九州に分布する。落葉の高木で、
通常高さ20 ｍ、径 40cmぐらいであるが、大きいものは高さ30 ｍ、径２ｍに達する。耐朽性強く、水湿
によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築、器具、土木、薪炭、ほだ木など広く用いられる。

5．所見
　樹種同定の結果、コウヤマキ９点、クリ２点、マキ属１点、スギ１点が同定された。
　種類別に見ると、木柱はコウヤマキ８点、クリ２点であり、いずれも高木になる樹種である。最も多いコウ
ヤマキは耐湿性に優れ、古墳時代から律令期を中心に柱材に使われる樹種である。クリは重硬で保存性
が良い材である。
　ワッパ（曲げわっぱ）はスギ、板（井戸枠）はマキ属、板（柄杓の底）はコウヤマキが使用されている。
スギは加工工作が容易で大きな材がとれる良材である。マキ属は耐朽性、保存性は高く水湿に強く、やや
重硬で強靱な材である。コウヤマキは耐水性以外に針葉樹の中では最も加工のしやすい材である。
　これらの樹木は、いずれも照葉樹林域に生育する樹種であり、コウヤマキやスギはおおむね照葉樹林域
上部に分布している。タブノキやシイ属は沿岸地、平野部とその周辺に多い要素であり、マキ属はその適潤
地に生育し、クリは乾燥した台地や丘陵地に分布し二次林要素でもある。
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番号 種類 　結果（学名／和名）
№ 7 （2 区 SB2 ‐ ①） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 8 （2 区 SB2 ‐ ②） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 9 （2 区 SB6・SB7 ‐ ①） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 10（2 区 SB6・SB7 ‐ ②） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 11（2 区 SB6・SB7 ‐ ③） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 12（2 区 SB7 ‐ ①） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 13（2 区 SB7 ‐ ③） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 14（2 区 SB7 ‐ ④） 木柱 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ
№ 15（2 区 SB8 ‐ ①） 木柱 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
№ 16（2 区 SB8 ‐ ②） 木柱 Castanea crenata Sieb. et Zucc. クリ
№ 17（1 区井戸枠） 板 Podocarpus マキ属
№ 18（1 区曲げわっぱ） ワッパ Cryptomeria japonica D.Don スギ
№ 19（1 区柄杓の底） 板 Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コウヤマキ

横断面 ： 0.5㎜
1.　№ 17　（1 区井戸枠）　板　マキ属

放射断面 ： 0.2㎜ 接線断面 ： 0.2㎜

表 1	　宮ヶ迫・古城第 2遺跡における樹種同定結果
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横断面 ： 0.2㎜

横断面 ： 0.2㎜

横断面 ： 0.5㎜

2.　№ 18　（1 区曲げわっぱ）　ワッパ　スギ

3.　№ 9　（2 区 SB6・SB7 ‐ ①）　木柱　コウヤマキ

4.　№ 16　（2 区 SB8 ‐ ②）　木柱　クリ

放射断面 ： 0.05㎜

放射断面 ： 0.05㎜

放射断面 ： 0.2㎜

接線断面 ： 0.2㎜

接線断面 ： 0.2㎜

接線断面 ： 0.2㎜
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第Ⅴ章　まとめ

第1節　遺物・遺構からみた古代における古城第 2遺跡の性格
　古城第 2 遺跡から出土した古代に属する遺物の中には、本遺跡を特徴付けるものがある。ここではそれ
らの遺物と、関連する遺構の検討を加え、若干の検討をおこないたい。
　まず繰り返しになるが、第 234 図に再掲した遺物について確認しておく。414 は須恵器坏蓋である。つま
みの形状が特殊で塔形となる。455 は須恵器高坏で、坏部内底面に「金光」の刻書が施されている。こ
の文字は非常に整ったもので識字者の存在を伺わせる。この「金光」については、国分僧寺の正式名称
である、「金光明四天王護国之寺」の「金光」と想定される。他地域の事例をみると、上総国分僧寺では

「金寺」の墨書が施された土師器坏が出土している。管見では「金光」の刻書、墨書が施された他の事
例を確認することはできなかったが、古代という時代背景とその文字から、国分僧寺との関係性が高いと思
われる。767 は須恵器香炉蓋のつまみである。残存部分で三段のかえりが確認される。頂部に凹みがみら
れるが、穿孔は施されておらず、つまみ部分から香が出る構造にはなっていない。456 は須恵器円面硯（圏
足硯）である。残存部分においては使用痕がみられないことから未使用硯と思われる。768 は須恵器把手
付中空円面硯である。波状文を多用した装飾的な作りである。456 の円面硯とは異なり、本資料は硯面が
研磨され非常に滑らかになっている。ただし、肉眼観察によるものであるが、墨の付着はみられない。203
は軒平瓦である。瓦当部が厚手で重厚な作りである。顎面にも施文されている点が特徴である。993 は窯
体である。須恵器甕と思われる破片が付着している。
　一見種別もばらばらで、纏りのない遺物群であるように思えるが、これらは古代における古城第 2 遺跡の
性格を考える上で重要な遺物である。203 の軒平瓦や 456、768 の硯からは官衙もしくは寺院の存在が伺
えるが、767 の香炉の存在を加味すると両者の中でも寺院の可能性が高い。しかし古城第 2 遺跡の遺構
をみると、ある程度の計画的な建物配置はみられるものの、寺院を想定させるような大型の掘立柱建物や
規格性の高い建物配置は確認されていない。また軒平瓦は 2 点のみの出土で、軒丸瓦は出土しておらず、
瓦全体の出土数も31 点（破片点数）であることから、瓦葺きの建物が古城第 2 遺跡に存在したとは考え
難い。これらの点から、周辺の近接地に存在した可能性は否定できないものの、古城第 2 遺跡が寺院で
あった可能性は低い。さらに 456 の円面硯は硯面に研磨痕がみられず未使用品と考えられ、768 の把手
付き中空円面硯も研磨痕はみられるものの墨の付着がなく、未使用品であった可能性が高い。つまりこの
硯は本遺跡内において使用されたものではないと考えられ、このことからも寺院や官衙以外の性格が想定
される。ただし「金光」を始めとする刻書土器の存在から、識字者が集落内に存在したことは確実であろう。
この「金光」の刻書は「金光明四天王護国之寺」の「金光」と想定されることは前述のとおりであるが、
香炉や硯、軒平瓦が出土しているものの、本遺跡がその消費地とは考え難いという点を加えると、国分僧
寺と関係を有する集落である可能性が高いと考えられる。軒平瓦に関しては、日向国分僧寺では同笵のも
のは出土していないが、部分的な調査のため、今後の発掘調査によって出土する可能性も否定できないの
ではないか。993 の窯体は、通常流通する遺物ではないため、本遺跡に近接する位置に須恵器窯の存在
が想定される。この点に関しては、441 のように製品として流通しないような焼き歪みがみられる須恵器や、
焼成時に破損したと思われる 460 などが出土していることからも追認できる。さらに本遺跡から古代に属す
る粘土水簸土坑や粘土採掘土坑と想定される遺構も検出されていることに加え、瓦も出土していることも考
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第234図　古城第2遺跡特殊遺物実測図(S=1/3)
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えると、本遺跡は瓦陶兼窯に近接した瓦・須恵器製作集団の集落と考えられる。この視点から本遺跡の
遺構を見直すと、12 ｍを超える非常に長い桁行をもつ掘立柱建物が注目される。この掘立柱建物は長大
な建物規模の比して、柱穴規模は通常の掘立柱建物と変わりがなく、集落の中心的な建物とは捉え難い。
これらの掘立柱建物（掘立柱建物 10、9・12、18）は、本遺跡が瓦や須恵器の製作遺跡であると考える
と、京都府上人ヶ平遺跡で確認されている製作した製品を乾燥させるための建物の可能性がある。
　以上の点を総括すると、古城第 2 遺跡は日向国分僧寺へ製品を供給する瓦陶兼窯を営む、瓦・須恵器
製作集団の集落である可能性を指摘できる。実資料を比較することができなかったため断定はできないが、
本遺跡では筌瀬氏によって分類された日向国分僧寺出土瓦（西都市教委 2009）の内、格子目 3 類の平
瓦（204、841・911・994）、縦縄 3 類（769・909・910）、横縄 3 類（912）が出土している。日向国
分僧寺への瓦供給窯としては、本遺跡から南西 1km 位置に所在する下村窯跡が挙げられる（宮崎市教委
2008、西都市教委 2009）。下村窯跡から供給された瓦は凸面縄目叩文瓦と凸面平行条線叩文瓦であり、
凸面格子目叩文瓦は下村窯跡では 1 点のみしか出土していない点から、他窯産と想定されていた（西都
市教委 2009）。今回、窯跡そのものは確認されなかったが、古城第 2 遺跡から凸面格子叩文瓦が出土し、
尚且つ出土遺物や検出された遺構から、その生産遺跡と想定されることから、古城第 2 遺跡に近接する位
置にある窯跡が、日向国分僧寺に凸面格子叩瓦を供給していた窯跡と想定される。
　窯跡そのものの調査ではないため比較する意味は乏しいかも知れないが、下村窯跡と出土した遺物を比
較すると、下村窯跡で 9 世紀代に盛んに生産される長胴壺が、本遺跡では少数であり、その反対に下村
窯跡で確認されていない長頸壺が出土する傾向にある。また、高台付坏（下村窯跡の報告書では高台付椀）
の出土傾向をみても、下村窯跡では、器高が高い、いわゆる椀形態のものが中心であるが、本遺跡では
器高が低い、いわゆる坏形態のものが中心となる。これは遺跡の中心となる時期の差によるものと想定され
る。本遺跡は、出土した高台付坏の形態から 8 世紀後葉段階を中心とした集落と考えられ、9 世紀代にな
ると遺物量が減少する傾向にある。一方、下村窯跡は、8 世紀中葉段階から生産を開始しているが、最も
盛んに生産が行われる時期は 9 世紀前半である。このことから、本遺跡に近接する窯は、極短期間で操
業を終え、生産の中心地が下村窯跡へと移動した可能性がある。
　今後は、今回は至らなかった本遺跡出土遺物と、日向国府、日向国分寺を含め、消費地の出土遺物の
比較検討を慎重におこなう必要がある。また、古城第 2 遺跡近接地において、窯跡が確認され、研究が
進展することを期待したい。
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第235図　古城第2遺跡における建物の変遷

掘立柱建物

竪穴住居

B期（6世紀末～7世紀末初） C期（7世紀代）

D期（7世紀末～8世紀初） E期（8世紀前半）

F期（8世紀後半） G期（中世）

第 2節　古城第 2遺跡における建物の変遷について
　古城第 2 遺跡では 1 区、2 区あわせて竪穴住居 14 軒、掘立柱建物 33 軒が検出された。うち竪穴住
居と掘立柱建物 26 軒が古墳時代から古代にかけて、掘立柱建物 7 軒が中世に属するが、本節では各遺
構からの出土遺物により時期を細分し、遺跡全体での建物配置の変遷を概観したい。なお、特に掘立柱
建物などは性格上遺物の出土が少なく、必ずしも正確な時期比定が可能ではないが、その場合、隣接す
る宮ヶ迫遺跡での検討（宮崎県埋セ 2013、宮崎市教委 2014）において有効であった建物の向き（軸）
によりA ～ G の 7 期に分類した。
　当遺跡における最初の段階は 5 世紀後葉である（A 期）。竪穴住居 1 軒が遺跡のほぼ中央で検出され
ているが（1 区竪穴住居 3）、建物によらず当該期に比定される遺構は他にない。小規模な迫地形を挟ん
で西に隣接する宮ヶ迫遺跡では当該期の竪穴住居が数軒検出されており、集落の中心は宮ヶ迫遺跡にあっ
たと判断されるが、古城第 2 遺跡、宮ヶ迫遺跡あわせても、A 期段階ではまだ大規模な集落ではない。
　A 期からしばらくの空白期を挟み、6 世紀末から 7 世紀初めにかけて（B 期）竪穴住居 7 軒、掘立柱
建物 3 軒が営まれ、この段階から遺跡全体が集落域として用いられている。その中心となる建物は床面積
70㎡以上の 1 区竪穴住居 1 であるが、集落域の西端に位置しており、その周囲に小型の竪穴住居および
掘立柱建物複数が配置されている。
　続く7 世紀代の段階（C 期）にも、前段階の大型竪穴住居が建て直されて存続している（1 区竪穴住居 2）。
その周囲に小型の竪穴住居および掘立柱建物を配するのも同様であるが、この段階から総柱建物による倉
庫が新たに加わっている（1 区掘立柱建物 16）。
　7 世紀末から 8 世紀初めにかけて（D 期）竪穴住居が激減し、替わって掘立柱建物が多数建てられる
ようになる。総柱建物（1 区掘立柱建物 6、2 区掘立柱建物 8）にくわえ、長大な掘立柱建物（1 区掘立
柱建物 9・12）が建てられる。一辺 15 ｍのこの建物は、前節に述べたように須恵器、瓦等を乾燥させる
ための建物である可能性があり、また当該期唯一の竪穴住居（2 区竪穴住居 2）は一辺 3.5 ｍ前後と小
型で、住居内に用途不明の土坑をともなう、何らかの作業場と思われる建物である。この段階には大小と
り混ぜて 10 棟の掘立柱建物が建てられており、大規模な生産遺跡としての色合いが濃くなるといえる。
　8 世紀前半の段階（E 期）にも長大な掘立柱建物（1 区掘立柱建物 10、同 18）と総柱建物（2 区掘
立柱建物 6）のセット関係は存続している。ただし、建物は掘立柱建物 5 棟のみとD 期に比べ規模は縮小し、
また建物の営まれる範囲は遺跡の北半に集中する傾向にある。
　続く8 世紀後半（F 期 ※一部 9 世紀代にも存続する可能性）が、当遺跡における古墳時代から古代に
かけての最終段階となる。建物は遺跡の中央西半に集中する傾向にあり、前段階と同じく総柱建物は存続
するが（1 区掘立柱建物 1、同 3、同 17）、長大な掘立柱建物は姿を消す。ただし前節に述べた「金光」
刻書須恵器や円面硯、軒平瓦など官衙的要素の強い遺物は当該期に属するものが多く、生産遺跡として
の役割は継続している。またこの段階に至って突如、小型の竪穴住居 1 基（1 区竪穴住居 4）が再度営
まれている。
　F 期から大きく間をあけ、中世段階（G 期）に再度掘立柱建物 7 基が営まれる。建物以外にも遺跡南
端で井戸（1 区井戸）が検出されている。当該期はほとんど遺物のともなわない掘立柱建物を主とし、確
度にかけるため時期の細分はおこなわなかった。遺跡の中央東半に四面庇の大型建物（2 区掘立柱建物
3）があり、同じく西半には両庇の建物（1 区掘立柱建物 25）がある。また先述の井戸も礎石をともなう井
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第235図　古城第2遺跡における建物の変遷
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戸枠や曲物による集水施設、砂礫層による浄化装置など、極めて凝った造りの本格的なものである。なお
出土遺物より井戸は 14 世紀後半から 15 世紀前半、四面庇建物は 16 世紀代に位置付けられ、当該期の
掘立柱建物 7 基はこの時間幅の中で変遷しているものであろう。
　以上が古城第 2 遺跡における建物変遷の概要である。古墳時代後期末から奈良時代全般（ないし平
安時代初め）にかけて連綿とした営みが続けられている。特に B 期から D 期まで、7 世紀代を中心とした
時期は遺跡全体が集落域として利用され、建物の数も多く、当遺跡における最盛期と位置付けることがで
きる。ただし、この最盛期の中で遺跡の性格が変質していることが見出される。B・C 期は竪穴住居が建
物の主を占め、特に大型の竪穴住居の存在から地域の有力者の生活域として機能していたと考えられる。
しかし D 期以降、F 期に至るまでは官衙的要素を持つ大規模な生産遺跡としての性格が色濃く読み取れる。
7 世紀代に入って有力者の生活域に官衙的な生産遺跡としての要素が加わり、8 世紀から 9 世紀代にかけ
ては生産遺跡としての性格が主を占めるようになったものであろう。
　小規模な迫状の地形を挟んで西に隣接する宮ヶ迫遺跡では古墳時代後期・終末期が集落の最盛期と
位置付けられ、竪穴住居とともに多数の土器焼成坑が検出されている（宮崎県埋セ 2013、宮崎市教委
2014）。古城第 2 遺跡における最盛期とは若干のタイムラグがあるようであるが、古城第 2 遺跡と宮ヶ迫遺
跡をひとつの集落域とした場合、生産遺跡という性格は古墳時代から古代段階に至るまで継続されている。
特に古城第 2 遺跡では国分僧寺との関連が考えられる遺物が出土していることから、古墳時代において地
域主導で営まれていた生産集落が、古代段階にいたって国家主導の生産体制の中に組み込まれたものと
評価できよう。
　中世段階では四面庇、両面庇の建物や本格的な造りの井戸などがある。建物の格式の高さや「古城」
の地名からも、当遺跡の形成主体が室町・戦国期の上位権力であったことがうかがわれる。当遺跡は佐
土原城下町の東のはずれに位置し、一ツ瀬川にも近接していることから、領主権力にとって非常に重要な
地理的位置にあると言える。南北朝期から室町初期に当地一円を支配していた田島氏の佐土原城築城以
前の本拠であった可能性や、田島氏以降、時には当遺跡からそう遠くない位置にある佐土原城を領国支
配の中心とすることもあった伊東氏による物資流通や客館等の交通に関する施設である可能性など、様々
想定される。
　当遺跡は古墳時代から古代、中世に至るまで、各時代それぞれに特筆すべき要素を持ち、地域の歴史
を解明する上で多くの重要なデータを提供する欠くべからざる存在であると言えよう。
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